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茨城県は，世界の科学技術をリードし，世界に貢献する研究学園都

市としてさらなる発展を期待されているつくば市において，国際交

流の拠点としての国際都市にふさわしい町づく　りを進めておりま

す。

新しい町づくりに欠かせない新しい鉄道である常磐新線の整備

は，つくばと東京圏を直結し，人・物・情報の交流を盛んにするだけ

ではなく，地域活性化の大きな力になります。そこで，平成6年7月

に県，市，地権者代表の三者協議が合意し，新線開発と沿線開発を一

体的に進める土地区画整理事業が進められております。

財団法人茨城県教育財団は，茨城県と常磐新線沿線地域の土地区

画整理事業に伴う埋蔵文化財の発掘調査事業について委託契約を結

び，平成7年4月から翌年3月まで神田遺跡の発掘調査を実施いた

しました。この調査によって貴重な遺構，遺物が確認され，つくば市

の歴史を解明する上に多大の成果をあげることができました。

本書は，神田遺跡の調査成果を収録したものであります。本書が，

研究の資料としてはもとより，郷土史の理解を深めると共に，教育，

文化の向上の一助として広く活用されることを希望いたします。

なお，発掘調査及び整理を進めるにあたり，委託者である茨城県

からいただいた多大なる御協力に対し心から御礼申し上げます。

また，茨城県教育委員会，つくば市教育委員会をはじめ，関係各

機関及び関係各位から御指導，御協力をいただいたことに，衷心よ
J

り感謝の意を表します。

平成9年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　橋　本　　昌
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1本書は，茨城県の委託により，財団法人茨城県教育財団が，平成7年4月から平成8年3月まで発掘調査
かりまあぎじんでん　　　　　　　　じんでん

を実施した茨城県つくば市苅間字神田981番地に所在する神田遺跡の発掘調査報告書である。

2　神田遺跡の調査及び整理に関する当教育財団の組織は，次のとおりである。

理　　　 事　　　 長 橋　 本　　　 昌 平成7年 4・月～

副　 理　 事　 長

小 r林　 秀　 之 平成6年 4月～平成 8年3 月

中　 島　 弘　 光 平成 7年 4月～

斎　 藤　 佳　 郎 平成 8年4 月～

常　 務　 理　 事
一　 木　 邦一　彦 平成 7年4 月～平成8年 3月

梅　 津　 秀　 夫 平成 8年4 月～

事　 務　 局　 長
斎　 藤　 紀　 彦 平成 7年 4 月～平成8年 3月

小　 林　 隆　 郎 平成 8年 4 月～

埋蔵文化 財部 長
安 ‘戒　 幸　 重 平成 5年 4月～平成 8年3 月

沼　 田　 文　 夫 平成8年 4月～

埋蔵文化財部長代理 河　 野　 佑　 司 平成6年 4月～

企

画

課　　　　　 長
水　 飼　 敏　 夫 平成 4年 4月～平成 8年 3 月

小　 幡一　弘　 明 平成 8年4 月～

管

理

課

課　 長　 代　 理 根　 本　 達　 夫 平成 7年4 月～

係　　　　　 長 清　 水　　　 薫 平成 8年4 月～

主 任 調 査 員
海老津　　　 稔 平成 6年 4月～平成8年3 月

小　 高　 五十二 平成8年 4月～

経

理

課

課　　　　　 長
小　 幡　 弘　 明 平成5年 4月～平成 8年3 月

河　 崎　孝　 典 平成8年 4月～

主　　　　　 査
鈴　 木　 三　 郎 平成 7年4 月～平成 8年 3 月

田　所　 多佳男 平成 8年4 月～

課　 長　 代　 理 大　 高　 春　 夫 平成 7年4 月～

主　　　　　 任 小　 池　　　 孝 平成 7年 4 月～

主　　　　　 事
軍　 司　 浩　 作 平成 5年 4 月～平成8年3 月

柳　 津　 松・雄 平成8年 4月～

調

査

課

課　　　　　 長 阿久津　　　 久 平成7年 4月～平成 8年3 月

調査第一班長 後　 藤　 哲　 也 平成 7年4 月～

主 任 調 査 員 吉　 原　作　 平 平成 7年4 月～平成 8年 3月　 調査

主 任 調 査 員 仙　 波　　　 亨 平成 7年4 月～平成 7年 9月　 調査

副主任調査員 成　 島　一　 也 平成 7年10月～平成8年 3月　 調査

整

理

課

課　　　　　 長 山　 本　 静　 男 平成 7年 4 月～

首 席 調 査 員 川　 井　 正　 一 平成8年 4月～

副主任調査員 成　 島　 一　 也 平成8年 4月～平成 9年3 月　整理 ・執筆 ・編集



3　本書で使用した記号等については，凡例を参照されたい。

4　本書の作成にあたり，陶磁器の年代と生産地については愛知県陶磁資料館の仲野泰裕氏，須恵器の年代と

生産地については静岡県湖西市教育委員会の後藤建一氏に御指導を戴いた。

5　本書の引用資料の掲載に関し，つくば市の根本寛氏，中島耕太郎氏，中根正明氏の御配慮を戴してた。

6　炭化材の樹種同定業務はパリノ・サーヴェイ株式会社に委託した。

7　発掘調査及び整理に際して，御指導，御協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対し，深く感謝の意を

表します。

8　遺跡の概略

ふ　 り　が　 な （かしょう）．かつらぎち〈とち〈かくせいりじぎょうちないまいぞうぶんかざいちょうさほうこくしょ

書　　　　 名 （仮称）葛城地区土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書

副　 書　 奉 神田遺跡

巻　　　　 次 I

シ リー ズ名 茨城県教育財団文化財調査報告

シリーズ番号 第121 集

著　 者　 名 成島　 一也

編　集　機　 関 財団法人　 茨城県教育財団

所　 在　 地 〒310　茨城県水戸市見和 1 丁目356番地の 2　　 ℡029－225－6587

発　 行　 日 1997 （平成 9 ）年 3 月25月

ふ　 り　が　 な

所 収　遺　 跡

ふ　 り　が　 な

所　 在　 地
コー ド 北　 緯 東　 経 調査期間 調査面積 調 査　 原　 因

じん　でん　　い　　せき
神　 田　遺　 跡

いばらきけん　　　　　しかり　ま
茨城県つくば市苅間

あざじんでん　　ばんち
字神田981番地ほか

082201－85 36度

4 分

41秒

140度

5分

46秒

19950401

′．ヽ1．．．．′

19960331

19，173 m z （仮称）葛城地

区土地区画整理

事業に伴う事前

調査

所収 遺 跡名 種　　 別 主な時代 主　な　遺　構 主　 な　遺　物 特 記事 項

神　 田　遺　跡 集 落 跡 旧 石 器 ナイフ形石器，尖頭器，スクレイ

パー，剥片

古墳時代から平

安時代の集落跡，

中世城郭跡の関
連施設，中世か

ら近世の基城等

の複合遺跡であ

縄　　 文 縄文土器，石鉄，摩石，石斧

弥　　 生 弥生土器

古　　 墳 竪穴住居跡　　 17 軒 土師器，砥石，土玉，ガラス玉

奈良・平安 竪穴住居跡　　　 59 軒 土師器，須恵器，砥石，紡錘車，

大形竪穴状遺構　 2 基

土　 坑　　　　　 2 基

土玉，刀子，火打ち銑 鉄銑 種

子炭化物

る。

中世城郭施設 中　　 世 掘立柱建物跡　　 8 棟

．堀　　　　　　　 3 条

土師器，須恵器，土師質土器，瓦

質土器，陶器，砥石

基　　 城 中 ・近世 地下式墳　　　　 4 基

井　 戸　　　　　 1 基

方形竪穴状遺構　 2 基

火葬施設　　　　 1 基
土　 坑　　　　　 230基 ・

溝　　　　　　 11条

土師器，須恵器，土師質土器，陶

器，磁器，砥石，紡錘車，鉄釘，
鉄製品，古銭，礫

不　　 明 掘立柱建物跡　　 6 棟

井　 戸　　　　　 3 基

土　 坑　　　　 115基
溝　　　　　　　 9 条

道路状遺構　　 1条

不明遺構　　　 1基

土師器，須恵器，土師質土器，瓦

質土器，置き竃，陶器，嘩器，か

んざし，一鉄製品，鋼製品，鉄棒，
火縄銃の弾，古銭，礫



凡 例

1当遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第IX系座標を原点とし，Ⅹ軸＝＋8，680m，Y軸＝＋23，640mの交

点を基準点（B3al）とした。

大調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を東西

南北各々40m四方の大調査区に分割し，さらに，こ

の大調査区を東西，南北に各々10等分し，4m四方

の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を

用い，北から南へA，B，C…・，西から東へ1，

2，3…・とし，「Al区」，「B2区」のように呼称し

た。大調査区内の小調査区は，北から南へa，b，

C…・j，西から東へ1，2，3…・0とし，名称

は，大調査区の名称を冠し，「Alal区」，「B2b2区」

のように呼称した。（第1図）

2　遺構，遣物，土層に使用した記号は，次のとおり

である。

1　　　　　　2　　　　　　3

2 3 4 5 6 7 8 9 0 l

⑥

b
c
d
e
l
9
h

l
j

■〃
第1図　調査区呼称方法概念図

遺構　住居跡－SI　掘立柱建物跡－SB　溝，堀－SD　井戸，大形竪穴状遺構－SE

道路状遺構－SF　地下式境，方形竪穴状遺構，火葬施設，土坑－SK　不明遺構－SX

遣物　土器・陶磁器－P　土製品－DP　石製品－Q　金属製品・古銭－M　拓本土器－TP　人骨－B

土層　撹乱－K

3　遺構・遺物実測図中の表示は，次のとおりである。

竃・炉・繊維土器 焼土・赤彩

●土器　　　■石器・石製品　　　▲土製品

粘土・黒色処理 柱痕・粕 炭化物

△金属製品　　　ロ　ガラス　－ー－硬化面

4　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株式

会社）を使用した。

5　遺構・遺物実測図の作成方法と掲載方法については，次のとおりである。

（1）遺跡の全体図は縮尺400分の1，竪穴住居跡，土坑，不明遺構は原則的に60分の1に縮尺して，掲載した。

（2）遺物は原則として3分の1の縮尺にした。種類や大きさにより異なる場合もあり，それらについては，

個々にS＝1／○と表示した。

（3）「主軸方向」は長軸（径）方向とし，その主軸が座標北からみて，どの方向にどれだけ振れているかを

角度で表示した（例　N－100－E，　N－100－W）。なお，［］を付したものは推定である。

（4）土器の計測値は，A一口径，B一器高，C一底径，D一高台（脚）径，E－高台（脚）高，F－つまみ

径，G－つまみ高とし，単位はcmである。なお，現存値は（）で，推定値は［］を付して示した。

（5）遺物観察表の備考の欄は，土器の残存率，実測番号（P），出土位置及び必要と思われる事項を記した。



第2図　神田遺跡調査区割図
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第1章　調査経緯

第1節　調査に至る経過

茨城県では，世界に開かれた国際交流の中心，世界の科学技術をリードする研究開発の拠点として，21世紀

の新しい町づくりをつくば市において進めている。その一環として取り組んでいるのが，西暦2005年開業をめ

ざした常磐新線の建設とそれに伴う沿線開発である。

当遺跡のある葛城地区については，平成6年8月18日，茨城県知事が茨城県教育委員会あてに，常磐新線沿

線地域の土地区画整理事業地城内における埋蔵文化財の所在の有無及びその取り扱いについて照会した。これ

に対して茨城県教育委員会は平成6年9月19日から27日にかけて現地踏査を行い，埋蔵文化財の存在を確認し

た。平成7年3月8日，茨城県教育委員会から茨城県知事あてに，常磐新線沿線地域の土地区画整理事業地城

内に神田遺跡（葛城）が所在する旨回答した。同日，茨城県知事から茨城県教育委員会あてに，葛城特定土地

区画整理事業に係わる神田遺跡（19，173m2）の取り扱いについて協議があり，文化財保護の立場から再三協議

を行った。その結果，平成7年3月9日，茨城県教育委員会から茨城県知事あてに，神田遺跡を記録保存とす

る旨回答があった。

同日，茨城県教育委員会は，茨城県知事に埋蔵文化財の調査機関として財団法人茨城県教育財団を紹介した。

そこで，茨城県から財団法人茨城県教育財団に神田遺跡の発掘調査の依頼があり，発掘調査について協議を行

った結果，茨城県と神田遺跡の埋蔵文化財発掘調査の委託契約を結び，平成7年4月1日から発掘調査を実施

することとなった。

第2節　調査経過

神田遺跡の発掘調査を平成7年4月1日から平成8年3月31日までの1年間にわたって実施した。以下，調

査経過について，その概要を記述する。

4月　　発掘調査を開始するための諸準備を行う。12日に調査区内青作部分の調査を行う。13日に現場事務所

及び事務所倉庫の設置を行う。14日に事務所の仮設トイレの設置を行う。18日に補助員募集の為の説明

会をつくば市第一圏民センターで行う。19日に調査器材の搬入，茨城県県南都市建設事務所との打ち合

せを行う。26日に茨城県つくば都市整備局，県南都市建設事務所，及び地権者と境界杭の確認を行う。

27日につくば市役所道路課と道路許可証についての打ち合せを行う。28日につくば都市整備局第二用地

事務所，及び地権者と，鍬入れ式の打ち合せを行う。

5月　　2日につくば都市整備局用地課，県南都市建設事務所調査課，及び地権者と，補助見駐車場と休憩所

についての打ち合せを行う。同日，つくば市教育委員会学務課と葛城小学校児童の通学路についての打

ち合せを行う。11日に発掘調査の円滑な推進と安全を祈願して，鍬入れ式を挙行した。12日に現場倉庫

の設置，15日に現場トイレの設置を行う。18日に補助員を投入して試掘グリッドを設定した。19日に補

助員休憩所の設置を行う。調査区を調査A区と調査B区に分け（第2図），22日から表採と調査A区の

試掘を開始し，31日から調査B区の試掘を開始した。

6月　　7日に調査A区の西側から人力による表土除去及び遺構確認作業を行う。調査A区西側からは縄文土
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器片を中心に遺物が出土する。天候不順のために，作業が9日間中止となる。

7月　　3日，調査A区の重機による表土除去を開始し，引き続き遺構確認作業を行う。19日に調査A区の遺

構確認作業が終了し，竪穴住居跡11軒，土坑80基，溝11条を確認したが，ゴミ捨て場と思われる撹乱が

中央部に広がっていることも確認された。また，調査B区南側から重機による表土除去を開始し，同時

に遺構確認作業を実施した。28日，調査A区の遺構調査を開始した。31日から茨城県建設捜術公社によ

る基本杭打ちを行った（8月8日まで）。

8月　　4日，調査B区の表土除去と遺構確認作業が終了し，竪穴住居跡72軒，土坑250基，掘立柱建物跡10棟

を確認した。7日から調査B区のグリッド設定に入った。11日，整備課，新線課との打ち合せを行った。

調査A区では竪穴住居跡9軒の遺構調査を終了した。

9月　　引き続き調査A区の遺構調査を行った。31日，竪穴住居跡7軒，井戸2基，土坑78基，溝8条，堀3

条，道路状遺構1条の調査を終了し，調査A区の遺構調査をほぼ完了した。

10月　　2日から調査B区の遺構調査に入り，南側から調査を開始した。覆土が浅く，土壌が粘土質であるこ

とから，調査に困難を極めたが，31日までに竪穴住居跡19軒，井戸1基，土坑28基，不明遺構1基の調

査を終了した。

11月　　引き続き調査B区の調査を行い，竪穴住居跡8軒，掘立柱建物跡3棟，土坑94基，井戸3基，溝5条

の調査を終了した。降雨が少なく，乾きやすい土壌のため，堅くなった粘土を掘ることが非常に困難で

あった。

12月　　引き続き調査B区の調査を行い，竪穴住居跡8軒，掘立柱建物跡5棟，土坑111基，溝6条の調査を終

了した。

1月　　継続して調査B区の遺構調査を行い，竪穴住居跡19軒，掘立柱建物跡2棟，土坑21基の調査を終了し

た。季節風の影響で砂攻が舞い上がることが多く，補助員の健康管理だけでなく，遺構の安全対策に苦

慮することが多かった。

2月　　9日に竪穴住居跡6軒，掘立柱建物跡4棟，土坑22基，溝1条の遺構調査を終了し，調査B区の調査

を終了した。10日から，調査A区の旧石器を集中的に採集した地点の調査を行うと同時に，図面の点検

を始める。28日，委託者への報告会をつくば三現場合同で行う。29日に遺跡全景を撮影するとともに，

午後から報道関係者への公開を行った。

3月　1日にほぼ遺構調査を終了した。3日に現地説明会を開催し，遺構，遺物を一般に公開した。7日に

航空写真撮影を実施した。11日から補足調査として竪穴住居跡の竃の調査を実施し，並行して安全対策

のために，埋め戻し作業を行った。埋め戻しは，調査A区を重機によって行い，調査B区を人力によっ

て行った。19日に事務所並びに休憩所等の整理を行い，現地調査を終了した。
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第2章　位置と環境

第1節　地理的環境

神田遺跡は，茨城県つくば市苅間字神田981番地ほかに所在し，常磐自動車道・桜土浦インターチェンジの西

北西約6．2kmの地点に位置している。

遺跡の所在するつくば市は，茨城県の南西部に位置し，北は真壁郡明野町，同郡真壁町，新治郡八郷町に，

東は新治郡新治村，土浦市に，南は牛久市，稲敷郡茎崎町，筑波郡伊奈町，同郡谷和原村に，西は水海道市，

結城郡石下町，同郡千代川村，下妻市に接している。

っくぼ市は，昭和62年11月に，筑波郡谷田部町，同郡豊里町，同郡大穂町，新治郡桜村が合併し誕生したが，

その後，昭和63年1月には筑波郡筑波町が編入された。市城は，東西が約14km，南北が約25km，面積は約259・5

加であり，人口155，864人（平成7年9月1日現在）を擁している。なお，当遺跡は旧谷田部町に属していた。

この地域は昔から自然に恵まれ，産業の中心も主に農業であったが，昭和40年代以降「研究学園都市」として，

国際的な研究機関の中心としての大きな発展を遂げ，現在も常磐新線や周辺地城の開発と整備が進められ，首

都圏との結びつきはますます強くなっている。

っくぼ市は，市の南東端から東方約5kmには霞ヶ浦が，北端には筑波山がそびえており，この地域一帯は水

郷筑波国定公園に指定されている，風光明媚な場所として知られている。地形的には，北東部に筑波山塊の南

西端が接し，その山塊の端を西茨城郡岩瀬町高峯南麓の鏡が池を水源とする桜川が，南下して霞ヶ浦へと注い

でいる。また，市の西端を栃木県那須郡南那須町を水源とする小貝川がほぼ南下し，利根川に合流して太平洋

へと流入する。この両河川に挟まれた平坦な台地は，筑波・稲敷台地と呼ばれている。

神田遺跡は，つくば市の中央部やや南側に位置し，つくば市立葛城小学校から北西に約500m離れた，東谷田

川の支流である蓬沼川の左岸の，支谷を望む標高19．5－23．5mの台地上に立地している。今回調査した調査A

区は台地の東側から南側斜面部，調査B区は北側から西側斜面部にあたる。

筑波・稲敷台地は，千葉県北部から茨城県南部に広がる常総台地の一部であるが，地質的には，新生代第四

期洪積世に作られた地層が見られる。下層は竜ヶ崎層と呼ばれる砂層・砂礫層が主体をなし，その上に板橋層

または常総粘土層と呼ばれる灰白色粘土層（0．3～0．5m），その上に関東ローム層（0．5～2．5m）が堆積し，最

上部は腐植土層となっている。特に，関東ローム層全体から見ると，新期ロームに属し，武蔵野ローム，立川

ローム，宝木ローム，田原ロームなどが堆積しており，軽石層の分布をみると，富士・箱根火山群の活動に由

来するものと考えられる。

当遺跡周辺の土地利用の現状は，主として宅地，畑地，一部の平地林となっており，蓮沼川流域の沖積低地

は水田として利用されている。遺跡の現況は芝や麦作の畑地であった。

参考文献

・大山年次，蜂須紀夫　「茨城県　地学のガイド」1977年

・蜂須紀夫，大森昌衛　「茨城の地質をめぐって」1979年9月

－3－



第2節　歴史的環境

つくば市には，縄文時代から近世にかけての遺跡が数多く存在している。桜川，小貝川をはじめとした河川

に挟まれた台地上は，古代から人々が生活を営む場としては絶好の舞台となってきたようである。ここでは，

神田遺跡周辺の主な遺跡（第3図）について，すでに確認されている遺跡をもとに，時代を迫って述べること

にする。また，調査が行われていない遺跡については，時期を特定していない。

神田遺跡の所在する葛城地区周辺（つくば市旧谷田部地区北東部から隣接地城にかけて）では，西側の西谷

田川，東谷田川，その支流である蓮沼川，東側の花室川，桜川などの流域に，数多くの遺跡が確認されている。

ここ葛城地区でも昔から土器片や石鉄が出土することが伝えられている。
まえの　　　おおすな

旧石器時代の遺跡はまだ確認されていないが，旧大穂町の前野遺跡，大砂遺跡からは尖頭器が，旧豊里町の
おおぎかい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しばさき　　　　　　　　　　なかだい

大境遺跡からは尖頭器，ナイフ形石器などが，旧桜村の柴崎遺跡く7〉と旧筑波町の中台遺跡からはナイフ形
たかおかね

石器などが，新治村の高岡根遺跡から尖頭器が採集されている。いずれも表採や表土中から出土した資料であ

り，今後の調査が待たれる。
だいつぼさいじゅうろう

縄文時代になると，各河川流域で遺跡の存在が確認されている。花室川，桜川流域には，台坪オ十郎遺跡
おおやま　　　　　　　　　　てんじん

（中期）く3〉，大山遺跡（早期）く4〉，天神遺跡（中期）く6〉，柴崎遺跡（早期～前期，後期）などが確認さ
やかしろ

れている。また，西谷田川と東谷田川流域では，旧豊里地区に大境遺跡（前期～中期），八ヶ代遺跡（中期）
さかまる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふくだ　　　　　　　　　　　　だいなるい

く14〉，酒丸遺跡（中期）く15〉などが，また，旧谷田部地区においては福田遺跡（中期～後期）く24〉，台成井
おのさき

遺跡（中期）く25〉，小野川上流の小野崎遺跡（早期，中期）く30〉などが確認されているが，浬滅した遺跡やま

だ学術調査が行われていない遺跡も多い。

弥生時代の遺跡は，確認されている遺跡が少ないのが現状である。桜川左岸の中台遺跡において後期後半の
にしつぼ　　　　　　　　　　　　　たかやま

竪穴住居跡が確認され，花室川左岸の西坪遺跡く10〉や西谷田川左岸の高山遺跡などで弥生土器の婆が出土し

ている。
たまとり

この地域で一番数多く確認されているのが，古墳時代の遺跡である。花室川，桜川流域では，玉取古墳群
てんじんつか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くらかけ

く2〉，大山遺跡，天神塚古墳く5〉，天神遺跡，柴崎遺跡，西坪遺跡，倉掛遺跡く13〉などがある。次に西谷
こうや　　　　　　たかだ

田川と東谷田川流域では，旧谷田部地区が特に多く，古墳約300基が確認されており，高野古墳群く16〉，高田
せき　だい　　　　　　しまなくま　やま　　　　　　くま　やま　　　　　やくし　　　　　みずぼり

遺跡く17〉，関の台古墳群く18〉，島名熊の山古墳群く19〉，熊の山遺跡く20〉，薬師遺跡く21〉，水堀遺跡
やぎはし　　　　　ろくじめ　　　　　かりま　　　　　かりま

く22〉，柳橋遺跡く23〉，六十日遺跡く26〉，苅間遺跡く27〉，苅間古噴く28〉などがある。これらの遺跡の古墳

は，ほとんどが小円墳を中心に構成されている。

奈良・平安時代になると，律令制度の確立に伴い，葛城地区は河内郡菅田郷に所属するようになり，のち12

世紀後半にかけて，大井庄，続いて田中庄と呼ばれることになる。この時代の遺跡としては，確認されている
ここのえはいじ　　　　うえのむろじょうり

ものも少ないが，花室川と桜川流域の柴崎遺跡，九重廃寺跡く9〉，上ノ室条里遺跡，東谷田川流域の熊の山遺

跡，薬師遺跡などがあげられる。また，手代木地区において，奈良時代の古瓦（鐙瓦）が出土しており，今後

の調査研究が待たれるところである。

中世の遺跡としては，ほとんどが城館跡になる。鎌倉幕府の成立後，小田氏の支配下となった近隣一帯には，
かたほこじょう　　　　　　　　こんだじょう　　　　　　　　はなむろじょう

多くの城が築かれた。方穂氏の方穂故城跡く1〉，沼尻氏の金田城跡く8〉，大津氏の花室城跡く11〉，吉原氏の
うえのむろじょう　　　　　　　　おものいじょう　　　　　　おのさきやかた

上ノ室城跡く12〉，平井手氏の面野井城跡，荒井氏の小野崎館跡く29〉などが確認されている。特に注目したい
かりまじょう

のは，当遺跡の隣に位置していたとされる，野中瀬氏の苅間城跡である。野中瀬氏は古河公方の旗本柳橋豊前

守の妹婿であり，小田氏の忠臣として活躍したが，天承2年（1574），小田氏滅亡の時，小田父子を迫って最後
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を遂げた。苅閉域はその後に廃城となり，今でも土塁と思われる跡が残っている。当遺跡の調査でも城に関連

していると思われる掘立柱建物跡と堀が確認された。

参考文献

・茨城県教育庁文化課　『茨城県遺跡地図』　茨城県教育委員会1990年3月

・塙泉嶺　『筑波郡郷土史　全（復刻版）』　賢美閣1979年12月

・谷田部の歴史編さん委員会　『谷田部の歴史』谷田部町教育委員会1975年9月

・大野憤　『葛城の郷土史』　常総史談会1977年3月

・桜村史編さん委員会　『桜村史　上巻』　桜村教育委員会1982年3月

・大穂町史編纂委員会　『大穂町史』　つくば市大穂地区教育事務所1989年3月

・豊里町史編纂委員会　『豊里の歴史』　豊里町1985年3月

・中山信名　『新編常陸国誌』　嶺書房1978年12月

・茨城県教育財団　「研究学園都市計画手子生工業団地造成事業地内埋蔵文化財調査報告書　大境遺跡」『茨城県教

育財団文化財調査報告第34集』1986年3月

・茨城県教育財団「研究学園都市計画大砂工業団地造成事業地内埋蔵文化財調査報告書　大久保A遺跡大久保B遺

跡」『茨城県教育財団文化財調査報告第37集』1986年3月

・茨城県教育財団　「研究学園都市計画桜柴崎土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書（IV）柴崎遺跡」『茨城

県教育財団文化財調査報告第93集』1994年9月

・茨城県教育財団　「（仮称）北条住宅団地建設工事地内埋蔵文化財調査報告書中台遺跡」『茨城県教育財団文化財

調査報告第102集』1995年12月　　　　　　　　　　　　l

表1　周辺遺跡一覧表

番
号

遺　 跡　 名
県遺跡
番　 号

時　　　 代 番
号

遺　 跡　 名 県遺跡
番　 号

時　　　 代

旧 縄 弥 古 奈
平

中
近

旧 縄 弥 古 奈
平

中
近

㊥ 神田遺跡 5841 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 16 高野古墳群 214？ ○

1 方穂敵城 5866 ○ 17 高田遺跡 2920－ ○

2 玉取古墳群 2163 ○ 18 関の台古墳群 2112 ○

3 台坪オ十郎遺跡 2876 ○ 19 島名熊の山古墳群 2120 ○

4 大山遺跡 2877 ○ ○ 20 熊の山遺跡 214 ○ ○ ○

5 天神塚古墳 2088 ○ 21 薬師遺跡 2105 ○ ○

6 天神遺跡 2878 ○ ○ 22 水堀遺跡 5838 ○

7 柴崎遺跡 2897 ○ ○ ○ ○ ○ 23 柳橋遺跡 5839 ○

8 金田城跡 2891 ○ 24 福田遺跡 2099 ○

9 九重廃寺跡 2890 ○ 25 台成井遺跡 2910 ○

10 西坪遺跡 2085 ○ ○ 26 六十日遺跡 5842 ○

11 花室城跡 2893 ○ 27 苅間遺跡 2917 ○

12 上ノ室城跡 2892 ○ 28 苅間古墳 ・2922 ○

13 倉掛遺跡 2886 ○ 29 小野崎館跡 2913 ○

14 八ヶ代遺跡 2938 ○ ○ 30 小野崎遺跡 2918 ○ ○

15 酒丸遺跡 2939 ○
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第3章　神田遺跡

第1節　遺跡の概要

神田遺跡は，つくば市の中央部やや南，蓮沼川左岸の標高19．5～23．5mの台地上に位置している。調査区は，

南北に約275m，東西に約140m，面積19，173m2である。現況は畑地である。調査区の中央を市道が通り，北側

の調査B区と南側の調査A区に分けられている。

今回の調査によって，竪穴住居跡76軒，掘立柱建物跡14棟，地下式墳4基，井戸4基，大形竪穴状遺構2基，

方形竪穴状遺構2基，火葬施設1基，土坑346基，溝20条，堀3条，道路状遺構1条，不明遺構1基を確認した。

このうち古墳時代の遺構は竪穴住居跡17軒で，特に，古墳時代前・中期の竪穴住居跡8軒は調査A区に確認さ

れ，ほとんどが北西部に炉を付設した焼失家屋であった。また，古墳時代後期の竪穴住居跡9軒は調査B区の

南部に集中している。奈良・平安時代の遺構は，竪穴住居跡59軒が確認され，ほとんどが竃を持って，調査B

区に構築されている。土坑は中世以降のものが多く確認され，特に，調査A区の北部では溝に区画されて墓城

を形成しているほか，調査B区では円形の土坑群としっかりした箱堀りのような長方形の土坑群が確認され

た。また，堀はしっかりとした薬研堀で，苅間城との関連が考えられる。掘立柱建物跡は14棟が住居跡と混在

しながら調査B区で確認された。遣物が少なく，時代の特定が難しいが，奈良・平安時代以降と考えられる。

この内の数棟は苅間城の施設の可能性もある。

遺物は，遺物収納箱（60×40×20cm）に103箱出土している。遺物の大部分は古墳時代から平安時代にかけて

の土師器，須恵器である。その他の遺物としては，ナイフ形石器，尖頭器，スクレイパー，剥片，縄文土器，

石鉄，磨石，石斧，弥生土器，土師質土器，瓦質土器，陶器，磁器，砥石，紡錘車，ガラス玉，土玉，支脚，

鉄鉄，刀子，火打ち鎌，かんざし，火縄銃の弾，古銭等が出土している。

第2節　基本層序

調査区内にテストピットを掘り，基本土層の観察を行った。テストピットは調査A区，調査B区の2か所に

設定した。

調査A区の基本層序は以下の通りである。（第4図）

第1層は，28～40cmの厚さの耕作土層で，褐色をして

いる。

第2層は，6～28cmの厚さで，褐色をしたソフトロー　22．4　－

ム層である。

第3屑は，18～30cmの厚さで，ハードローム大・中ブ

ロックを多量に含む，暗褐色をしたブラックバンド層で

ある。

第4層は，30～46cmの厚さで，明褐色をしたハード

ローム層である。

第5層は，22－24cmの厚さで，暗褐色をした第2ブラ

ー7一
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ックバンド層である。

第6層は，2～20cmの厚さで，赤色粘土を含む，褐色をしたハードローム層である0

第7層は，2～20cmの厚さで，砂混じりの赤褐色をした粘土層である。

第8層は，6～28cmの厚さで，暗褐色をした粘土層である。

第9屑は，8－26。mの厚さで，灰色粘土と赤色粘土を少量含む，黄褐色の粘土層である0

次に，調査B区の基本層序は以下の通りである。（第5図）

第1層は，32cm前後の厚さで，炭化材と黄褐色の粘

土を多量に含み，硬く締まった， にぷい褐色をしたバー　21・2m‾

ドローム層である。

第2層は，20～30cmの厚さで，にぷい黄褐色をした

粘土層である。

第3層は，14～20cmの厚さで，赤色粘土を中量含む，

黄褐色をした粘土層である。

第4層は，10～14cmの厚さで，鉄分混じりの，黄褐

色をした粘土層である。

第5層は，20－34cmの厚さで，にぷい黄褐色をした
第5図　調査B区基本土層図

粘土層である。

第6層は，12－22cmの厚さで，砂混じりの，灰白色粘土層である。

第7層は，1－36cmの厚さで，砂を多量に含む，灰色粘土層である。

第8層は，4～36cmの厚さの砂層である。

以上のように，当遺跡では調査A区と調査B区では基本土層に大きな違いが認められる0これは地殻変動な

どにより台地が隆起したためと考えられるが，調査A区と調査B区の比較対比から，調査A区の第8層と調査

B区の第2層が同一層であると推測される。

なお，当遺跡の遺構は，調査A区では，第2層の上面で確認され，竪穴住居跡は第2層から第4層にかけて

掘り込まれ，土坑や堀，地下式嬢は第2層から第8層にかけて掘り込まれている0

調査B区では第1層の上面で確認され，竪穴住居跡は，中央から北側のものはほとんどが第1層から第3層

にかけて掘り込まれ，南側のものは第1層を掘り込んでいる。また一部の土坑は第1層から第6層にかけて掘

り込まれているが，その他の遺構はほとんどが第1層から第4層にかけて掘り込まれている0
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第3節　遺構と遺物
ノ

1　竪穴住居跡

本跡の竪穴住居跡は，古墳時代から平安時代に至るもので，重複や建て替えの住居も含み，調査A区，B区を

併せて76軒を検出した。以下，検出された竪穴住居跡の特徴や出土遺物について記載する。

第1号住居跡（第6図）

位置　調査A区南西部，F2go区。

重複関係　本跡は第2号住居跡と重複している。本跡の南東部が，第2号住居跡の北西部を掘り込んでいるこ

とから，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸5．11m，短軸5．00mの隅丸方形である。

主軸方向　N－90－E

壁　壁高は40－60cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，南壁付近から竃手前まで硬く踏み固められている。竃の西側に，長軸120cm，短軸95cm，深さ18cm

の不定形の掘り込みと，竃の東側に，長径140cm，短径70cm，深さ24cmの不整楕円形の掘り込みが見られる。

竃　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両側の袖部が残存している。

規模は，煙道部から焚口部まで176cm，最大幅135cm，壁外への掘り込みは23cmである。火床部は床面を12cm

ほど掘り窪めており，火熟を受けて赤変し，硬化している。煙道部は外傾し，立ち上がる。

竃土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子少量，砂中量

2　褐　　　色

3　暗赤褐色

4　暗赤褐色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

7　暗赤褐色

8　暗赤褐色

焼土粒子少量，砂多量

焼土粒子少量，砂中量

焼土粒子多量，砂中量

焼土粒子少量，砂中量

炭化粒子少量，砂中量

焼土粒子・砂中量

焼土粒子多量，砂中量

9　時赤褐色

10　時赤褐色

11褐　　　色

12　褐　　　色

13　時赤褐色

14　暗　褐　色

15　褐　　　色

16　暗赤褐色

焼土粒子少量，砂多量

焼土粒子・炭化粒子少量，砂中量

焼土粒子中量，砂多量

炭化粒子少量，砂多量

焼土中ブロック・焼土粒子中量，炭化粒子・砂少量

焼土粒子・炭化粒子・炭化小ブロック・砂少量

焼土粒子・炭化粒子・砂少量

焼土小ブロック少量

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P。は径45～50cmの円形，いずれも深さ44～57cmで主柱穴である。P5は長径79

cm，短径43cmの楕円形，深さ25cmで，出入口施設に伴うピットである。

覆土　9屑からなり，不自然な堆積の状況がみられることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　　　　6　暗　褐　色　　炭化粒子少量，砂中量

ローム中ブロック少量　　　　　　　　　7　暗　褐　色　　ローム小ブロック少量，砂微量

ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　8　褐　　　色　　粘土粒子少量，砂中量

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量　　9　暗　褐　色　　炭化粒子少量

ローム小ブロック少量

遺物　土師器片308点，須恵器片131点，支脚1点が出土している。ほとんどの遣物が南壁寄りに集中している。

1の土師器杯が東壁寄りの覆土中から，2の須恵器杯が南壁寄りの覆土中から，3の須恵器杯が南西コーナ

ー部の覆土中層から，4の須恵器盤が覆土下層から，5の須恵器盤が竃西側の覆土下層から，6の支脚が竃東

側の覆土下層からそれぞれ出土している。1の土師器杯は時期的な違いがあるので，流れ込んだものと思わ

れる。
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所見　竃脇の掘り込みは，焼土粒子，炭化粒子および炭化材が堆積していることから，竃の灰を捨てた可能性

がある。時期は，遺構の形態や出土遣物から，平安時代の9世紀中葉と考えられる。
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第7図　第1号住居跡出土遺物実測図

第1号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形　 の　 特 徴 手　 法　 の　 特 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　 考

第 7 図 土不 A ［19 ．8］ 底部か ら□綾部破 片。丸底。休部 は ロ縁部 内 ・外面横ナデ。休部外面へ ス コ リア　 砂粒 20％　 P l

1 土 師 器 B （2 β） 内攣気味 に外傾 して立 ち上が り， 中

位 に稜 を持 つ。 ロ綾部 は直線的に立

ち上が る。

ラ削 り， 内面ナデ。 にぷい褐色

普通

覆土 中

2

坪 A ［12．2］ 底部か ら口綾部破片。 平底。休 部か 口綾部，体部 内 ・外 面 ロタロナデ。 長石　 雲母　 砂粒 55％　 P 2

須 恵 器 B　 4．2 らロ綾部にか け，直線 的に外傾 して 外面下位へ ラ削 り。 底部手持 ちへ ラ 内面褐灰色 外 面ス ス付着

C　 6．2 立 ち上が る。 削 り。 外 面窯色

普 通

内面剥 離

覆 土中
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3

量不 A ［12 ．2］ 底部か ら口綾部破 片。 平底。休部か ロ綾部，体部 内 ・外面 ロクロナデ。 石 英　 雲母　 砂粒 45％　 P 3

須 恵 器 B　 4 ．2

C　 6 ．2

らロ綾部 にかけ， 直線的に外傾 して

立 ち上 がる。

底部 回転へ ラ切 り後，ナデ。 にぷい橙色

普通

覆 土中層

4

盤 A ［23遁］ 口綾部一 部欠損。高台部 は 「ハ」 の 口綾部，体 部 内 ・外面 ロクロナデ。 石英　 雲母　 砂粒 80％　 P 4

須　 恵 器 B　 3．9 字状 に開 く。平底。休部 は内管気 味 底部 回転 へ ラ削 り。高台部貼 り付け， 褐灰色 覆土下層

D 14．8

E　 l．1

に立ち上が り，中位に稜 を持つ。 ロ

綾部は直線的に立 ち上が る。端部 は

わずかに外反す る。

ロ タロナデ。 普通

5

盤 A ［24．2］ 底部か らロ綾部の破片。 高台部 は直 口綾部，体部 内 ・外 面ロ クロナデ。 長石　 砂粒 10％　 P 5

須 恵 器 B　 4．3 線的に開 く。休部 は内攣気 味に立 ち 底部回転へ ラ削 り。高台部貼 り付 け， 灰黄 色 覆土下層

D ［14 ．6］

E　 1 ．1

上が り， 中位 と上位 に稜 を持つ。 口

綾部はわずかに外 反 して立 ち上がる。

ロタロナデ。 良好

図 版 番 号 器　 種

計　　 測　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　 考

長 さ （cm） 幅　 （cm ） 重量 （g ）

6 支　 脚 15 ．9 9．7 10 30 覆土下層 D P l lO O％

第2号住居跡（第8図）

位置　調査A区南西部，F3hl区。

重複関係　本跡は第1号住居跡と重複している。第1号住居跡の南東部が，本跡の北西部を掘り込んでいるこ

とから，本跡が古い。

規模と平面形　長軸（3．45）mで，平面形は不明である。

壁　壁高は約20cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，中央が硬く踏み固められている。また，中央から南半分を撹乱されている0

第8図　第2号住居跡実測図
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炉　中央に位置してる。長径65cm，短径55cmの楕円形で，2cmほど掘り窪められた地床炉である。炉床の一部

だけが火熟を受けて赤変している。

覆土　4層からなり，不自然な堆積の状況が見られることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1　褐　　　色　　ローム粒子少量

2　褐　　　色　　ローム小ブロック少量

3　暗　褐　色　　ローム粒子少量

4　暗　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子少量

遺物　土師器片18点，須恵器片1点で，土師器聾の休部が16点ほど出土している。

所見　中央から南部を撹乱されているため，遺物の残りが少ない。時期は不明であるが，遺物に刷毛目が施さ

れていることや遺構の形態から，古墳時代前期と考えられる。

第3号住居跡（第9図）

位置　調査A区中央部，F3f2区。

規模と平面形　長軸3．65m，短軸3．55mの方形である。

主軸方向　N－90－E

壁　壁高は16～30cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，南壁から竃にかけて硬く踏み固められている。

竃　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両側の袖部が残存している。

規模は，煙道部から焚口部まで125cm，最大幅127cm，壁外への掘り込みは40cmである。火床部は床面を10cm

ほど掘り窪めており，火熟を受けて赤変しているが，あまり硬化していない。煙道部は外傾し，緩やかに立

ち上がる。

竃土層解説

1　灰　褐　色　　焼土粒子少量，砂中量

2　暗　褐　色　　焼土粒子・炭化粒子少量，砂中量

3　灰　褐　色　　焼土粒子・砂中量

4　時赤褐色　焼土粒子少畠，砂中量

5　褐　　　色　　ローム粒子・砂中量，炭化粒子少量

ピット　5か所（Pl～P5）。Plは径20cmの円形，P2は長径35cm，短径19cmの楕円形で，いずれも深さは30cmほど

の主柱穴である。P。は長径22cm，短径19cmの楕円形，P。とP5は径20cmの円形で，いずれも深さ16－25cmで，

性格は不明である。

覆土　7層からなり，不自然な堆積の状況がみられることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子少量

2　暗　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子少量

3　暗　褐　色　　ローム小ブロック少量

4　暗　褐　色　　ローム小ブロック・炭化粒子少量

5　褐　　　色　　ローム小ブロック少量

6　暗　褐　色　　焼土粒子・炭化粒子少量

7　暗　褐　色　　ローム粒子少量

遺物　土師器片95点，須恵器片11点が出土している。1の須恵器杯が竃手前と中央の床面直上から，2の須恵

器杯が北東コーナー部の覆土下層から，3の須恵器埠が中央の床面直上からそれぞれ出土している。

所見　竃の火床部の状況から，短期間しか使用されなかった住居跡と考えられる。時期は，遺構の形態や出土

遺物から，奈良時代の8世紀中葉と考えられる。
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第9図　第3号住居跡実測図

第3号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　1m

ト・1－一　十1－・ll・」

図版 番号 器　 種 計測値（川） 器　 形　 の　 特 徴 手 法　 の　 特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

第 10図 1不 A ［1 3．3］ 底部 か ら ロ綾 部 の 破 片 。 平 底 。 休 部 ロ緑 部 ，体 部 内 ・外 面 ロ タ ロナ デ。 長 石　 石 英　 雲 母 60％　 P 8

1 須　 恵 器 B　 3．8

C　 8．8

か ら ロ綾 部 に か け ， 直 線 的 に外 傾 し

て 立 ち 上 が る。 端 部 は わず か に外 反

す る。

底 部 手 持 ち へ ラ削 り。 砂 粒

灰 黄 色

普 通

床 面 直 上

2

土不 A ［1 3．8］ 底 部 か ら 口縁 部 の 破 片 。 平 底 。休 部 口 縁 部 ，体 部 内 ・外 面 ロ タ ロ ナ デ。 雲 母　 ス コ リア 60％　 P 7

須　 恵 器 B　 3．6

C　 9．6

か ら ロ綾 部 に か け ， 直 線 的 に 外傾 し

て 立 ち 上 が る。

底 部 手 持 ちへ ラ削 り。 砂 粒

に ぷ い黄 橙 色
普 通

覆 土 下 層
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第10図　第3号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　10cm

l－…－・1－　」

3

埠A13．0ロ綾部一部欠損。平底。休部から口口綾部，体部内・外面ロタロナデ。長石　雲母　砂粒90％　P6

須恵器B　3．4綾部にかけ，直線的に外傾して立ち底部ナデ。 スコリア 内面二次焼成

C　8．2上がる。 黄褐色

普通

外面スス付着

床面直上

第4号住居跡（第11図）

位置　調査A区南部，G3d9区。

規模と平面形　長軸4．90m，短軸4．72mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－120－E

壁　壁高は30～55cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，竃の手前，東壁，ならびに西壁寄りが，硬く踏み固められている。

寵　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部の一部，煙道部と両側の袖部が残存している。

規模は，煙道部から焚口部まで151cm，最大幅136cm，壁外への掘り込みは51cmである。火床部は火熟を受け

て赤変し，硬化している。煙道部は外傾し，急に立ち上がる。

寵土居解説

1　灰　褐　色

2　にぷい褐色

3　明赤褐色

4　にぷい赤褐色

5　時赤褐色

6　にぷい褐色

ローム粒子中量，焼土粒子少量，粘土小・中

ブロック多量

焼土粒子中量，焼土小ブロック少量，粘土中

ブロック多量

焼土粒子多量，焼土小・中ブロック中量

焼土小・中ブロック・炭化粒子中量

ローム粒子・焼土小ブロック・粘土粒子・粘

土小ブロック多量

ローム粒子・粘土粒子多量，焼土粒子・焼土

中ブロック中量

7　にぷい褐色　　ローム粒子・粘土粒子多量，ローム小ブロック中

量

8　褐　　　色　　ローム粒子・粘土粒子多量，ローム小・中ブロッ

ク少量

9　暗　褐　色

10　暗　褐　色

11黒　褐　色

12　暗　褐　色

13　暗赤褐色

14　暗赤褐色

娩土粒子・砂少量

ローム粒子少量，砂中量

ローム粒子少量，砂中量

焼土粒子少量，砂中量

焼土中ブロック多量，砂中量

焼土大ブロック少量

ピット　8か所（P．～P8）。Pl～P。は長径55～68cm，短径42～60cmの楕円形で，いずれも深さ48－63cmの主柱穴

である。P5は長径38cm，短径30cmの楕円形で，深さ20cmの出入口施設に伴うピットである。P6は長径30cm，

短径26cmの楕円形，P7とP8は径15－30cmの円形で，いずれも深さは34－49cmで，性格は不明である。

覆土14層からなり，ロームブロックを多く含有し，不自然な堆積の状況が見られることから，人為堆積と思

われる。

－15－
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第11図　第4号住居跡実測図
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土層解説

1　にぷい褐色 ローム粒子多量，焼土粒子少量，炭化粒子・

砂中量

2　にぷい褐色　　ローム粒子多量，ローム大ブロック中量，焼

土粒子・炭化粒子少量

3　褐　　　色　　ローム粒子・ソフトローム大ブロック多量，

ハードローム中ブロック中量，炭化粒子少量

4　にぷい褐色　　ローム粒子多量，ハードローム大ブロック・

炭化粒子少量，ソフトローム中ブロック中量

5　にぷい褐色　　ローム粒子多量，ソフトローム中ブロック中

量，ハードローム小ブロック・焼土粒子・炭

化粒子少量

6　にぷい褐色　　ローム粒子多量，ソフトローム中ブロック中

量，焼土粒子・炭化粒子少量

7　にぷい褐色　　ローム粒子多量，ハードローム中・大ブロッ

ク中量，炭化粒子少量

8　にぷい褐色

9　にぷい褐色

10　にぷい褐色

11にぷい褐色

12　にぷい褐色

13　にぷい褐色

14　灰　褐　色

ローム粒子多量，ハードローム小ブロック・炭化

粒子少量

ローム粒子多量，ソフトローム中ブロック中量，

ハードローム小ブロック・炭化粒子少量

ローム粒子多量，ハードローム中ブロック中量，

炭化粒子少量

ローム粒子多量，ハードローム中ブロック中量，

ソフトローム中ブロック・炭化粒子少量

ローム粒子多量，ソフトローム中ブロック中量，

炭化粒子少量

ローム粒子多量，ハードローム小・中ブロック中

量，焼土粒子・炭化粒子少量

ローム大ブロック多量

遺物　土師器片168点，須恵器片40点，および混入した陶器片2点，磁器片1点が出土している。1の須恵器

杯，6の土師器聾が東壁寄りの覆土中層から，2の須恵器埠が中央の覆土下層から，3の須恵器高台付埠が

覆土中層から，7の須恵器婆が床面直上から，4の土師器小形聾が竃手前から西壁寄りの覆土中層から，5

の土師器聾が北東コーナー部の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，遺構の形態や出土遺物から，奈良時代の8世紀中葉と考えられる。

第4号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形　 の　特 徴 手 法　 の　特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第12図 杯 A 13．4 休部，口綾部一部欠扱。平底。休部 口綾部，体部内 ・外面ロクロナデ。 雲母　 砂粒 75％　P 9

1 須 恵 器 B　3．9～4．0 から口綾部にかけ，直線的に外傾し 底部手持ちへラ削 り。 灰黄色 外面スス付着

C　 8．8 て立ち上がる。 良好 覆土中層

2

杯 A ［13．8］ 底部から口綾部の破片。平底。休部 ロ綾部，体部内 ・外面ロタロナデ。 長石　 石英　 砂粒 40％　P lO

須 恵 器 B　 4．3
C　 8．8

からロ綾部にかけ，直線的に外傾し

て立ち上がる。端部はわずかに外反
する。

底部手持ちへラ削 り。 褐灰色
良好

覆土下層

3

高台付杯 A ［18．2］‘、底部から口綾部の破片。高台部は短 口綾部，体部内 ・外面ロタロナデ。 長石　 雲母　 砂粒 40％　P ll

須 恵 器 B　 7．3 く，直線的に開 く。休部は内攣気味 休部下位回転へラ削 り。底部回転へ 灰黄色 覆土中層

D 11．0 に立ち上が り，下位に稜 を持つ。口 ラ削り。高台部貼 り付け，ロタロナ 良好

E　 O．8 綾部は直線的に立ち上がり，端部は

わずかに外反する。

デ。

4

小 形 聾 A 14．8～15．6 底部から口綾部の破片。平底。休部 口縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長石　 雲母　 砂粒 40％　P 12

土 師 器 B 18．5 は内攣気味に立ち上がる。 口綾部は 面ナデ，外面下位へラ削 り。 明赤褐色 内面剥離

C　 6．5 外反して，端部はつまみ上げられて

いる。

普通 底部木葉痕

覆土中層

5

喪 A ［23．8］ 休部からロ綾部の破片。休部は内攣 口綾部，体部内 ・外面横ナデ。 石英　 雲母　 砂粒 10％　P 13

土 師 器 B （8．9） 気味に立ち上がる。口綾部は強 く外

反して，端部はつまみ上げられ，棒
状工具による凹線を巡 らす。

スコリア

にぷい褐色
普通

覆土下層

6

聾 B （4．8） 底部から休部の破片。平底。休部は 体部内 ・外面ナデ。 長石　 石英 ‾砂粒 10％　P 406

土 師 器 C　 8．0 内攣気味に外傾して立ち上がる。 スコリア

にぷい赤褐色
普通

底部木葉痕

覆土中層

7

聾 B （7．6） 底部から休部の破片。平底。休部は 休部外面平行叩き。下位へラ削り。 長石　 石英　 雲母 10％　P 14

須 恵 器 C 15．8 内攣気味に外傾して立ち上がる。 底部外面へラ削 り。内面平行叩き。 砂粒

にぷい黄色
普通

床面直上

－17－
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第5号住居跡（第13図）

位置　調査A区南部，G4a2区。

重複関係　本跡は第2号堀と重複している。第2号堀が，本跡の北部を掘り込んでいることから，本跡が古い0

規模と平面形　長軸6．60m，短軸6．30mの隅丸方形である。

主軸方向　N－380－W

壁　壁高は55～65cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，南壁寄りの出入口施設付近は硬く踏み固められている0

炉　2か所。第1炉は北西壁寄りに位置し，長径103cm，短径75cmの楕円形で，5cmほど掘り窪められた地床炉

である。炉床は火熟を受けて赤変し，硬く締まっている。

第；炉孟禁色競豊子少量，焼土粒子多量，焼土小プロ雲雷雲霊宝霊宝霊言語ヒ悪書完詣芸豊需芸
2　極暗赤褐色　焼土粒子・焼土小・中ブロック多量

第2炉は南西壁寄りに位置し，長径76cm，短径60cmの楕円形で，4cmほど掘り窪められた地床炉である。

炉床は火熟を受けて赤変し，硬く締まっている0ローム粒子，焼土粒子，焼土中ブロックを少量含む，暗赤

褐色土が堆積している。

ピット　7か所（Pl～P7）。Plは長径40cm，短径30cmの楕円形，P2～P4は径12－17cmの円形で，いずれも深さ

54～70。mの主柱穴である。P5は径36。mの円形，深さ36cmで，出入口施設に伴うピットであるo P6は長径37

cm，短径33cmの楕円形，深さ14cm，P7は径60cmの円形，深さ24cmで，ともに性格は不明である0

覆土15層からなり，ロームブロックを多く含有し，不自然な堆積の状況が見られることから，人為堆積と思

われる。

土層解説

1　褐　　　色

2　暗　褐　色

3　黒　褐　色

4　褐　　　色

5　褐　　　色

6　暗　褐　色

7　褐　　　色

ローム粒子多量，ソフトローム中ブロック中量

ローム粒子中量，焼土粒子少量

ローム粒子中量，焼土粒子少量

ローム粒子中量，ハードローム小ブロック少量

ローム粒子多量

9　暗　褐　色

10　褐　　　色

11暗　褐　色

12　暗　褐　色

13　褐　　　色

ローム粒子・ローム小ブロック少量　　　　　　14　明　褐　色

ソフトローム小・中ブロック・焼土粒子・炭化粒

子中量 15　にぷい褐色

8　褐　　色　ローム粒子多量，ソフトローム小・中ブロック中量

遺物　土師器片294点，須恵器片78点が出土している。1の土師器高塀，

上から，2の土師器婆が中央の覆土下層からそれぞれ出土している0

焼土粒子・炭化粒子多量，黒色土中量

ローム粒子多量，暗褐色土中量

ローム粒子・ソフトローム中ブロック少量

ローム粒子・焼土粒子少量

ローム中ブロック中量

ローム中ブロック中量，ハードローム小ブロ

ック少量

ローム大ブロック多量

3の土師器聾が東コーナー部の床面直

2の土師器婆は時期的な違いがあるこ

とから，流れ込みと思われる。

所見　中央部は撹乱され，東コーナー部がエリア外であったが，北東壁と南西壁付近に多くの焼土塊と炭化材

が確認されたことから，焼失家屋と考えられ，人為的に理め戻された可能性がある0炉の使用順序は不明で

ある。時期は，遺構の形態や出土遺物から，古墳時代の5世紀中葉と考えられる0

第5号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形　の　特 徴 手 法　の　特 徴 胎土・色調・焼成 備　 考

第14図 高　　 塀 D 16．8 脚部の破片。脚部から裾部にかけ， 脚部，裾部外面へラ磨き，内面刷毛 長石　 砂粒 50％　 P 16

1 土 師 器 E （6．8）・

孔径1．2

ラッパ状に開く。3 孔を有する。 目整形。端部横ナデ。 にぷい橙色
普通

床面直上
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第13図　第5号住居跡実測図
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戸∃：l千二
第14図　第5号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　10cm
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第14図 獲 A［21．2］休部から口綾部の破片。休部は内攣ロ縁部内・外面横ナデ。体部内・外石英　雲母　砂粒5％　P17

2 土師器B（6．7）気味に立ち上がる。口綾部は外反し

て，中位に稜を持つ。端部はつまみ
上げられている。

面ナデ。 スコリア

にぷい赤褐色
普通

覆土下層

3

窪 B（9．0）底部から休部の破片。平底。休部は体部内・外面ナチか。外面下位へラナ長石　砂粒 10％　P18

土師器C　7．8 内攣気味に立ち上がる。 デ，へラ削り。底部ナデ。 外面暗赤褐色

内面赤褐色

普通

内面二次焼成

床面直上

第6号住居跡（第15図）

位置　調査A区中央部，F3C4区。

規模と平面形　長軸3．30m，短軸3．02mの長方形である。

主軸方向　N－40－E

壁　壁高は40－48cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，中央が硬く踏み固められている。

竃　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部の一部は崩落しているが，煙道部と両側の袖

部が残存している。規模は，煙道部から焚口部まで125cm，最大幅140cm，壁外への掘り込みは55cmである。

火床部は床面を4cmほど掘り窪めており，火熟を受けて赤変し，少し硬化している。特に，西側の袖部の内

側が赤変し，硬く締まっている。煙道部は外傾し，階段状に立ち上がる。

寵土層解説

1　暗　褐　色　　炭化粒子少量，砂中量

2　灰　褐　色　　焼土粒子少量，砂中量

3　暗赤褐色　　焼土粒子少量，砂中量

4　暗赤褐色　　焼土粒子多量，砂中量

5　明赤褐色　　焼土中ブロック多量

6　時赤褐色　　焼土小ブロック・炭化小ブロック少量，粘土小ブ

ロック中量

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl，P2，ならびにP5は長径11～27cm，短径9～17cmの楕円形，P3とP4は径19～21

cmの円形で，いずれも深さ13～21cmで，性格は不明である。

覆土　9層からなり，炭化粒子の堆積状況などから，人為堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色　　焼土粒子・炭化粒子少量

2　暗　褐　色　　炭化粒子少量

3　暗　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子少量

4　褐　　　色　　ローム中ブロック少量

5　極暗褐色　　炭化粒子少量

6　暗　褐　色　　ローム粒子少量，砂中量

7　暗　褐　色　　ローム粒子少量

8　暗　褐　色　　焼土粒子・粘土粒子少量

9　暗　褐　色　　娩土粒子・炭化粒子少量，砂中量

－21－



遺物　土師器片63点，須恵器片43点が出土している。1の須恵器埠が竃の東側の袖部から，2の須恵器盤が南

西コーナー部の覆土下層から，3の土師器聾が北東コーナー部の床面直上から，4の須恵器聾が竃内からそ

れぞれ出土している。

所見　竃内や袖部の脇から遺物が出土していることから，それらは竃の補強材として使用されていたと考えら

れる。1の墨書土器は，内側に「山」と書かれていることから，実用品より祭祀用として使用されていた可

能性がある。時期は，遺構の形態や出土遣物から，平安時代の9世紀中葉と考えられる。

第15図　第6号住居跡実測図

第6号住居跡出土遺物観察表

旦2。．。m　可

図版 番号 器　 種 計測値 （m ） 器 形　 の　 特 徴 手 法　 の　 特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

第 16図 坪 B （2．6） 底 部 か ら休 部 の 破 片 。 平 底 。休 部 は 体 部 内 ・外 面 ロ タ ロ ナ デ。 外 面 下 位 長 石　 石 英　 雲 母 60％　 P 19

1 須 恵 器 C　 5．2 直 線 的 に 外 傾 して 立 ち上 が る 。 ヘ ラ 削 り。 底 部 手 持 ちへ ラ 削 り。 砂 粒

に ぷ い黄 橙 色

普 通

底 部 内 面 墨 書

「山 」

袖 部 内

2

盤 A 1 6．6 高 台部 ， 休 部 ， 口緑 部 一 部 欠 乱 高 口緑 部 ， 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 長 石　 石 英　 砂 粒 75％　 P 20

須 恵 器 B　 3．4 台部 は 「ハ 」 の 字 状 に 開 く。 平 底 。 底 部 回 転 へ ラ 削 り。高 台 部 貼 り付 け， 黄 灰 色 覆 土 下 層

D l O．0

E　 l．0

休 部 は内 管 気 味 に立 ち 上 が り， 下 位

と上 位 に稜 を持 つ。 口 緑 部 は外 反 し

て 立 ち 上 が る。

ロ ク ロナ デ。 普 通

3

賓 A ［1 4．8］ 体 部 か ら 口縁 部 の破 片 。 休 部 は内 攣 口緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ。 休 部 内 面 ナ 長 石　 石 英　 雲 母 1 0％　 P 21

土 師 器 B （8．1） 気 味 に立 ち上 が る。 口 緑 部 は外 反 し

て ， 中 位 に稜 を持 つ 。 端 部 はつ ま み

上 げ られ て い る。

デ。 砂 粒

に ぷ い褐 色

普 通

床 面 直 上

一22一



第16図　第6号住居跡出土遺物実測図

F

4

聾 B （14．9） 休部か ら頸部 の破 片。休部 は内管気 頸部内 ・外面 ロタロナデ。体 部外面 長石　 雲母　 砂粒 15 ％　 P 22

須 恵 器 味 に立 ち上が る。 頸部 は 「く」の字

状 に屈曲す る。

平行叩 き，内面ナ デ。 灰色

普通

電 内

第7号住居跡（第17図）

位置　調査A区中央部，E3i2区。

規模と平面形　長軸4．15m，短軸4．11mの隅丸方形である。

主軸方向　N－180－E

壁　壁高は23～33cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　竃の西側と西壁を除いて，半周している。上幅10～20cm，下幅3～10cm，深さ4～10cmで，断面形はU

字状である。

床　やや凹凸で，中央は撹乱を受けているが，竃手前からP．～P4にかけて，南壁付近まで硬く踏み固められて

いる。

竃　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しているが，両側の袖部が残存してい

る。規模は，煙道部から焚口部まで134cm，黄大幅130cm，壁外への掘り込みは20cmである。火床部は床面を

4cmほど掘り窪めており，火熟を受けて赤変し，硬化している。煙道部は外傾し，緩やかに立ち上がる。

寵土層解説

1　暗　褐　色　　焼土粒子少量，砂中量

2　時赤褐色　　焼土小ブロック・砂中量

3　暗赤褐色　　焼土中ブロック多量

4　暗　褐　色　　焼土粒子・炭化粒子少量

5　暗　褐　色　　焼土粒子少量

6　褐　　　色　　ローム中ブロック多量

7　赤　褐　色　　焼土大ブロック多量

8　暗　褐　色　　焼土粒子少量，炭化粒子多量

一23－
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第17図　第7号住居跡実測図
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土層解説

1暗　褐　色　　ローム粒子中量，炭化粒子少量

2　褐　　色　　ローム粒子・炭化大ブロック中量

3　褐　　色　　ローム粒子・炭化粒子中量

4　明　褐　色　焼土粒子多量，ソフトローム小ブロック少

亘

5　明　褐　色　　ローム粒子・ソフトローム中プロッタ中量

6　明　褐　色　　ローム粒子中量，ハードローム中ブロック

少量

7　明　褐　色　　ローム粒子・ハードローム中ブロック中量

8　明　褐　色　　ローム小・中ブロック多量

9　褐　　色　　ローム粒子・ソフトローム小ブロック中量

10　褐　　　色　　ローム粒子中量

11明　褐　色　　焼土粒子中量

12　明　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，

焼土粒子中量
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第18図　第7号住居跡出土遺物実測図

10cm

l　　　；　　　！

ピット　4か所（Pl～P4）。Plは長径60cm，短径50cmの楕円形で，深さ31cm，P2～P4は径40～55cmの円形で，

深さ40～48cmの主柱穴である。

覆土12層からなり，ロームブロックを多く含有し，不自然な堆積の状況が見られることから，人為堆積と思

われる。
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遺物　土師器片108点，須恵器片71点，支脚2点が出土している0ほとんどの遺物は竃の西側に集中している。

1の須恵器埠が竃の東側の覆土下層から，2の須恵器高台付杯が竃手前の覆土下層から，3の須恵器高台付

埠が東壁寄りの覆土下層から，4の土師器小形婆が南壁寄りの轟土下層から竃内までの広範囲にわたり，5

の土師器甑が竃内と竃西側の覆土下層から，6の支脚が竃の東側の覆土下層からそれぞれ出土している0

所見　竃内の中央や袖部の脇から遺物が出土していることから，それらは竃の補強材として使用されていたと

考えられる。時期はト遺構の形態や出土遺物から，平安時代の9世紀前葉と考えられる0

第7号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形　 の　特 徴 手 法　 の　特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第18図 埠 A ［15．6］ 底部から口綾部の破片。平底。休部 ロ綾部，体部内 ・外面ロタロナデ。 長石　 石英　 砂粒 55％　P 23

1 須 恵 器 B　 4．0

C ［8．1］

は直線的に外傾して立ち上がる。端

部はわずかに外反する。

底部回転へラ切 り後，へラ削り。 褐灰色

良好
覆土下層

2

高台付杯 A 16．0 高台部は 「ハ」の字状に開 くd 平底。 口綾部，体部内 ・外面ロタロナデ。 長石　 石英　 雲母 100％　P 24

須 恵 器 B　 6．2 休部は直線的に外傾して立ち上がり， 底部回転へラ削 り。高台部貼 り付け， 砂粒 覆土下層

D　 9．0
E　 1．3

下位に稜を持つ。端部はわずかに外

反する。

ロクロナデ。 にぷい橙色

普通

3

高台付杯 A ［14．4］ 高台部から口綾部の破片。高台部は ロ綾部，体部内 ・外面 ロタロナデ。 長石　 砂粒 25％　 P 25

須 恵 器 B　 7．0 「ハ」の字状に開 く。平底。休部は 底部回転へラ削り。高台部貼 り付け， 黄灰色 覆土下層

D ［12．0］

E　 1．4

内攣気味に立ち上が り，下位に稜を

持つ。口綾部は直線的に立ち上がり，
端部はわずかに外反する。　 1

ロタロナデ。 良好

4

小 形 聾 A ［15．6］ 底部か ら口綾部め破片。平底。休部 ロ縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長石　 砂粒 60％　P 26
搬

土 師 器 B 17．9 は内攣気味に立ち上がる。口綾部は 面ナデ。外面中位へラ削 り。 橙色 底部木某痕

C　 7．5 わずかに外反して，中位に稜を持つ。

端部はつまみ上げられている。

普通 覆土下層

竃内

5

甑 A ［27．2］ 休部から口綾部の破片。休部は直線 口縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長石　 石英　 雲母 5 ％　P 27

土 師 器 B （10．1） 的に外傾して立ち上がる。口綾部は

強く外反して，中位に稜を持つ。端
部はつまみ上げられている。

面ナデ。 砂粒
灰黄色
普通

覆土下層
竃内

図 版 番 号 器　 種
計　　 測　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　 考

D P 2　 30％‾

長さ （cm） 幅　 （cm） 重量 （g）

6 支　 脚 （8．2） （11．9） （520） 覆土下層

第8号住居跡（第19図）

位置　調査A区中央部，E3g6区。

規模と平面形　長軸4．65m，短軸4．40mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－130－E

壁　壁高は14～26cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　仝周している。上幅15～30cm，下幅4～15cm，深さ6～17cmで，断面形はU字状である0

床　平坦で，中央が硬く踏み固められている。

竃　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている0天井部の一部は崩落しており，煙道部と両側の袖部

が残存している。規模は，煙道部から焚口部まで130cm，最大幅125cm，壁外への掘り込みは35cmである0火

床部は床面を17cmほど掘り窪めており，火熟を受けて赤変しているが，あまり硬化していない0煙道部は内

傾し，急に立ち上がる。
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寵土層解説

1　褐　　　色

2　明赤褐色

3　明赤褐色

4　赤　褐　色

5　明赤褐色

ローム粒子多量，焼土粒子中量，焼土小ブロック

少量

ローム粒子・焼土中・大ブロック中量，焼土粒子多量

焼土大ブロック中量

焼土大ブロック多量，砂中量

焼土中・大ブロック多量，砂少量

6　極暗赤褐色

7　極暗赤褐色

8　明　褐　色

焼土小・中ブロック多量，炭化粒子中量

焼土粒子・焼土小・中ブロック多量，炭化粒子

中量

ハードローム小ブロック少量，焼土4、プロッ

ク多量，焼土粒子中量

9　明　褐　色　　焼土粒子・娩土小・中ブロック多量

ピット　5か所（P．～P5）。PlとP4は径30～38cmの円形，P2とP3は長径32～41cm，短径28～37cmの楕円形

で，いずれも深さ50～60cmの主柱穴である。P5は長径30cm，短径27cmの楕円形で，深さ30cmの出入口施

設に伴うピットである。

覆土13層からなり，ブロック状の堆積の状況が見られることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1　褐　　　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

4　褐　　　色

5　明　褐　色

6　褐　　　色

7　褐　　　色

ローム粒子・焼土粒子多量，炭化粒子少量

ローム粒子多量，焼土粒子中量，焼土小ブロック少量

ローム粒子・焼土粒子中量

ローム粒子少量

ローム粒子中量

ローム中ブロック中呈，ローム粒子少量

ローム中ブロック・焼土粒子中量

8　褐　　　色

9　明　褐　色

10　褐　　　色

11暗　褐　色

12　褐　　　色

13　明　褐　色

焼土粒子・焼土小ブロック少量

焼土粒子・焼土小ブロック少量

ローム粒子・焼土粒子中量

ローム粒子・焼土粒子中量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム粒子・ローム小・中ブロック多量

第20図　第8号住居跡出土遺物実測図
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遺物　土師器片293点，須恵器片191点が出土している。1と4の須恵器埠，6の須恵器盤が南壁寄りの覆土下

層から，2の須恵器杯が中央の覆土下層から，3の須恵器埠が西壁寄りの覆土下層から，5の須恵器高台付坪

が東壁寄りの覆土下層から，7の須恵器短頸壷が南東コーナー部の床面直上から，8の須恵器鉢が竃内と竃西

側の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　竃の火床部の状況から，短期間しか使用されなかった住居跡と考えられる。時期は，遺構の形態や出土

遺物から，奈良時代の8世紀後葉と考えられる。

第8号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形　の　特 徴 手　法　の　特 徴 胎土・色調・焼成 備　 考

第20図 杯 A 13．9 休部，口綾部一部欠損。平底。休部 口綾部，体部内・外面ロタロナデ。 長石　 雲母　 砂粒 90％　 P 28

1 須 恵 器 B　 3．9 は内攣気味に立ち上がる。端部はわ 休部外面下位へラ削り。底部手持ち 黄灰色 覆土下層

C　 8．6 ずかに外反する。 へラ削り。 普通

2

杯 A 13．1 休部，口綾部一部欠損。平底。休部 口綾部，体部内．・外面ロタロナデ。 長石　 雲母　 砂粒 70％　 P 29

須 恵 器 B　 4．2・

C　 6．4

は直線的に外傾して立ち上がる。端

部はわずかに外反する。

底部手持ちへラ削り。 灰白色
普通

覆土下層

3

杯 A ［14．0］底部から口綾部の破片。平底。休部 口綾部，体部内・外面ロタロナデ。 長石　 砂粒 60％　P 30

須 恵 器 B　3．2－3．3

C　 8．2

は内攣気味に立ち上がる。 底部回転へラ削り。 灰色
良好

覆土下層

4

杯 A 13．8 底部から口綾部の破片。平底。休部 口綾部，体部内・外面ロタロナデ。 長石　 石英　 砂粒 50％　P 31

須 恵 器 B　 3．5 から口綾部にかけ，直線的に外傾し 底部外面下位へラ削り。底部手持ち にぷい黄橙色 覆土下層

C　 8．0 て立ち上がる。 へラ削り。 普通

5

高台付杯 A 15．6 休部，口綾部一部欠損。高台部は「ハ」 口綾部，体部内・外面ロクロナデ。 スコリア 砂粒 80％　P 32

須 恵 器 B　 6．2 の字状に開く。平底。休部は直線的 底部回転へラ削り。高台部貼り付け， にぷい黄橙色 覆土下層

D lO．2

E　 1．1

に外傾して立ち上がる。 ロタロナデ。 普通

6

盤 B （2．1）高台部から休部の破片。高台部は， 体部内・外面ロタロナデ。底部回転 長石‾　雲母　 砂粒 40％　P 33

須 恵 器 D ［15．6］「ハ」の字状に開く。平底。休部は内 へラ削り。高台部貼り付け，ロタロ 黄灰色 覆土下層

E　 l．0 攣気味に立ち上がる。 ナデ。 普通

7

短 頸 壷 A　 6．3 平底。休部は直線的に外傾して立ち 口綾部，体部内・外面ロタロナデ。 長石　 砂粒 100％　 P 34

須 恵 器 B　 7．0 上がる。上位で最大径を有し，強く 底部外面下位へラ削り。底部手持ち にぷい褐色 床面直上

C　 5．6 内攣する。口綾部は直立する。 へラ削り1。 良好

8

鉢 A ［39．6］休部から口綾部の破片。休部は直線 口縁部内・外面ロクロナデ。体部外 長石　 雲母　 砂粒 5 ％　P 35

須 恵 器 B （8．5）的に外傾して立ち上がる。口綾部は 面平行叩き，内面ナデ。 外面淡黄色 竃内

強く外反する。 内面にぷい黄橙色

普通

覆土下層

第9号住居跡（第21図）

位置　調査A区北部，E3g8区。

重複関係　本跡は第5号溝と重複している。第5号溝が，本跡の北壁から東壁中央にかけて掘り込んでいると

考えられることから，本跡が古い。

規模と平面形　長軸4．50m，短軸4．50mの隅丸方形である。

主軸方向　N－100－W

壁　壁高は25～30cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，中央が硬く踏み固められている。

炉　炉は北壁寄りに位置し，長径88cm，短径69cmの楕円形で，2cmほど掘り窪められた地床炉である。炉床は

火熟を受けて赤変し，硬く締まっている。

ピット　4か所（Pl～P。）。PlとP2は径40－64cmの円形，P3は長径48cm，短径39cmの楕円形で，いずれも深

－29－



さ40～55。mの主柱穴である。P4は長径26cm，短径23cmの楕円形，深さ35cmで，性格は不明である。

覆土14層からなり，ロームブロックを多く含有し，不自然な堆積の状況が見られることから，人為堆積と思

われる。

土層解説

1　暗　褐　色

2　極暗褐色

3　極暗褐色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　褐　　　色

7　褐　　　色

ソフトローム中ブロック中量

ソフトローム中ブロック中量，焼土粒子少量

ローム粒子中量

ソフトローム小・中ブロック・黒色土中量

黒色土中量

ローム粒子・暗褐色土中量

ローム粒子少量，暗褐色土中量

8　褐　　　色

9　明　褐　色

10　明　褐　色

11明　褐　色

12　褐　　　色

13　暗　褐　色

14　褐　　　色

ローム粒子多量，ソフトローム中ブロック少量

ローム粒子少量，煉土粒子中量

ソフト・ハードローム小・中ブロック中量

ソフトローム中ブロック少量

ローム粒子多量，焼土粒子・焼土小ブロック中量

ソフトローム中ブロック・焼土粒子中量

ローム粒子多量，焼土粒子中量

遺物　土師器片100点，須恵器片13点，および混入した縄文土器片3点が出土している。1の須恵器杯が中央

の覆土上層から，2と5の土師器高塀が南壁寄りの床面直上から，3と7の土師器高塀が覆土下層から，6の

土師器高塀が覆土上層から，4の土師器高塀が中央と東壁寄りの覆土下層から，8の土師器壷が炉内と付近の

覆土上層から，9と11の土師器婆が炉内から，10の土師器婆が南東コーナー部の覆土下層から，12の土師器

甑が覆土中層からそれぞれ出土している。1の須恵器坪は時期的な違いがあることから，流れ込みと考えら

れる。
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所見　第5号溝が掘り込んでいる範囲は，土層からは確認できなかった。しかし，溝の深さが住居跡より浅かっ

たため，遺物の残りが良かったと考えられる。東壁沿いと西壁沿いに，多量の焼土塊と炭化材が確認されて

いることから，焼失家屋と考えられ，人為的に埋め戻された可能性がある。時期は，遺構の形態や出土遺物

から，古墳時代の5世紀前葉と考えられる。

第9号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形　 の　特 徴 手．法　 の　特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第22図 J不 A ［13．4］ 底部か ら口綾部の破片。平底。休部 口綾部，体部内 ・外面 ロタロナデ。 長石　 石英　 雲母 55％　 P 36

1 須 恵 器 B　 4．2 は直線的に外傾 して立ち上がる。口 外面下位へラ削り。底部手持ちへラ 砂粒 内・外面スス付着

C　 8．0 綾部はわずかに外反 して立ち上がる。 削 り。 灰黄褐色＿

普通

覆土上層

2

高　　 塀 A 20．6－21．0 脚部は丸みを持って，ラッパ状に開 口綾部，体部内・外面刷毛目盤形後， 長石　 石英　 砂粒 100％＿P 38

土 師 器 B　23．9 く。裾部中位に段 を持ち，端部は反 ナデ。脚部外面縦方向刷毛 目整形。 スコリア 内 ・外面赤彩

D　20．0 り返る。坪部は内攣気味に立ち上が 内面刷毛目整形後，横方向へラ削り。 にぷい橙色 床面直上

E lO．1 り，下位に段を持つ。端部は強 く外

反する。

裾部刷毛目整形後，ナデ。 普通

3

高　　 塀 A 19．7 口綾部一部欠損。脚部は丸みを持っ ロ蹄部，体部内・外面刷毛目整形後， 長石1 石英　 雲母 95％　P 39

土 師 器 B 15．0 て，ラッパ状に開き，端部でわずか ナデ。休部外面下位へラ削り。脚部，，砂粒 内・外面スス付着

D 14．2 に反 り返る。土不部は内攣気味に立ち 裾部外面刷毛目整形後，ナデ。内面 橙色 内面剥離

E　 8．2 上が り，下位に段を持つ。端部はわ

ずかに外反する。

ナデ。脚部内面輪積痕有 り。 普通 覆土下層

4

高　　 塀 A 17．5－19．0 ロ綾部一部欠損。脚部は細く，ラッ 口綾部，体部内 ・外面横ナデ。休部 長石　 石英　 砂粒 90％　P 40

土 師 器 B 12．7～15．5 パ状に開き，端部で反り返り，平坦 外面下位へ ラ削り。脚部内 ・外面横 スコリア 内・外面スス付着

D 14．0－14．2 に広がる。杯部は内攣気味に立ち上 ナデ後，外面一部縦方向へラナデ。 橙色 内面剥離

E　 8．8 がり，下位に稜を持つ。脚部に穿孔

しようとした痕有 り。

内面輪積痕有 り・。 普通 覆土下層

5

高　　 塀 A 17．4～17．8 ロ綾部一部欠損。脚部はラッパ状に 口綾部，体部内 ・外面横ナデ。休部 長石　 砂粒 90％　P 41

土 師 器 B 13．5－14．6 開き，裾部で広がる。埠部は内攣気 外面下位へラ削り。脚部外面横ナデ， にぷい赤褐色 内・外面スス付着

D ［14．0］

E　 8．2
孔径 1．0

味に立ち上がる。脚部に孔 1つ有 り。 縦方向へラナデ。内面へラナデ。端
部横ナデ。

普通 内面二次焼成
床面直上

6

高　　 塀 A 17．8 裾部 と杯部の破片。裾部はラッパ状 口綾部，体部内 ・外面横ナデ後，体 長石　 砂粒 80％　 P 42

土 師 器 B （12．6） に開 く。坪部は内攣気味に立ち上が 部外面へラナデ，下位へラ削 り。裾 にぷい赤褐色 内・外面スス付着

D 14．3 り，下位に稜 を持つ。 部外面横ナデ。内面横ナデ後，へラ
削 り。

普通 内面二次焼成
覆土上層

7

高　　 塀 D 13．4 脚部から裾部の破片。脚部．はラッパ 脚部，裾部内 ・外面へラ削り。端部 長石　 砂粒 45％　 P 43

土 師 器 E （7．8） 状に開 く。端部はわずかに外反する。 横ナデ。脚部内面輪積痕有 り。 橙色 内・外面スス付着

脚部に穿孔 しようとした痕有 り。 普通 覆土下層

8

・＝土ゴ・竺E B （13．6） 底部から頸部の破片。平底。休部は 体部内 ・外面ナデ。 長石　 石英　 砂粒 45％　P 44

土 師 器 C　 3．8 内攣気味に立ち上がる。頸部は外反
する。

にぷい赤褐色

普通

覆土上層

第23図 婆 A 16．3 口綾部一部欠損。平底。休部は内攣 口綾部，休部外面刷毛目整形後，横 長石　 石英　 砂粒 95％　P 45

9 土 師 器 B 20．5～20．9 気味に立ち上がる。口綾部は外反 し ナデ。外面下位へラ削 り，内面へラ にぷい橙色 内・外面スス付着

C　 5．0 て立ち上がる。 ナデ。底部へラ削 り。頸部指頭痕有

り。

普通 炉内

10

聾 A 14．4 口綾部一部欠損。平底。休部は内攣 ロ縁部内 ・外面，休部内面横ナデ。 長石　 砂粒 95％　P 46

土 師 器 B 16．5－16．9 気味に立ち上がる。口綾部は外反し 休部外面刷毛 目整形後，へラ削 り。 橙色 外面スス付着

C　 5．6 て立ち上がる。 底部へラ削り。頸部外面指頭痕，休

部内面輪積痕有 り。

普通 覆土下層

11

聾 A 15．6 口綾部一部欠損。突出した平底。体 口綾部刷毛 目整形後，横ナデ。休部 長石　 砂粒 85％　P 47

土 師 器 B 19．5－19．7 部は内攣気味に立ち上がる。口綾部 外面刷毛 目整形後，ナデ。下位へラ 明赤褐色 外面スス付着

C　 7．0 は外反 して立ち上がる。 削 り。内面ナデ。底部へラ削 り。 普通 炉内

12

甑 A　23．4 休部からロ綾部の破片。休部は内攣 口縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長石　 石英　 砂粒 ‾50％　P 37

土 師 器 B （10．7） 気味に立ち上がる。口綾部はわずか 面ナデ。口綾部外面指頭痕，体部内 にぷい赤褐色 内面剥離

に外反 して立ち上がる。折 り返し口

縁。

両輪積痕有 り。 普通 覆土中層
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第22図　第9号住居跡出土遺物実測図（1）



第23図　第9号住居跡出土遺物実測図（2）
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第10号住居跡（第24図）

位置　調査A区中央部，E4nl区。

重複関係　本跡は第5号溝と重複している。第5号溝が，本跡の西コーナー部を掘り込んでいることから，本

跡が古い。

規模と平面形　長軸5．54m，短軸5．43mの隅丸方形である。

主軸方向　N－480－W

壁　壁高は32～38cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，中央が硬く踏み固められている。

炉　炉は北西壁寄りに位置し，長径66cm，短径56cmの楕円形で，ほとんど掘り込みのない地床炉と推定される0

炉床は一部が火熟を受けて赤変し，硬く締まっている。

ピット　9か所（Pl～P9）。PlとP2は径30－37cmの円形で，深さ28～54cmの主柱穴である。P3は長径42cm，短径

37cmの楕円形で，深さ44cmの出入口施設に伴うピットである。P4，P5，P7，およびP8は長径25～40cm，短径

19～35cmの楕円形，P6とP9は径29～32cmの円形で，いずれも深さ21－41cmで，性格は不明である0

貯蔵穴　南コーナー部に付設されている。長径125cm，短径111cmの不整楕円形で，深さ63cmである0断面形は

－33－
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第24図　第10号住居跡実測図
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〕状である。

貯蔵穴土層解説

1　黒　褐　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　黒　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子少量

3　褐　　　色　　焼土粒子・炭化粒子少量

4　暗　褐　色

5　黒　褐　色

焼土小ブロック多量，炭化粒子少量

ローム小ブロック多量

覆土13層からなり，不自然な堆積の状況が見られることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1　褐　　　色

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

4　褐　　　色

5　褐　　　色

6　褐　　　色

ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

ローム粒子中量

ローム粒子少量，焼土粒子中量

ローム粒子少量，炭化粒子中量

ローム小・中ブロック多量

ローム粒子多量，暗褐色土中量

8　暗　褐　色

9　暗　褐　色

10　褐　　　色

11暗　褐　色

12　暗　褐　色

13　灰　褐　色

ローム小・中ブロック多量，褐色土中量

ローム小ブロック多量

ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子多量

ローム粒子少量，ローム小・中ブロック多量

ローム小・中ブロック多量

ローム大ブロック少量

7　褐　　　色　　ローム粒子多量

遺物　土師器片156点，須恵器片13点，砥石1点が出土している。1の土師器高塀が炉内から，2の土師器聾が

貯蔵穴内から，3の土師器壷が西コーナー部の覆土下層から，4の砥石が南東壁寄りの覆土中からそれぞれ

出土している。

所見　北東壁と南西壁付近に焼土塊が，南東壁付近に炭化材が多く確認されていることから，焼失家屋と考え

られ，人為的に埋め戻された可能性がある。時期は，遺構の形態や出土遣物から，古墳時代の5世紀前葉と

考えられる。

第25図　第10号住居跡出土遺物実測図
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第10号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　特 徴 手　 法　 の　特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第25図 高　　 塀 B （10．6） 脚部から裾部の破片。脚部は中位が 脚部内 ・外面へラナデ。裾部内 ・外 長石　 砂粒 45％　P 48
1 土 師 器 D 13．6 太 く，裾部はラッパ状に開 く。端部

はわずかに外反する。
面横ナデ。 にぷい率褐色

普通
炉内

2

聾 A 17．2 休部，口綾部一部欠損。平底。休部 口縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長石　 石英　 砂粒 75％　 P 49
土 師 器 B 25．9～26．1 は内攣気味に立ち上がる。口縁部は 面ナデ。底部へラ削り。 明赤褐色 外面スス付着

C ．6．7 外反して立ち上がる。 普通 貯蔵大内

3

士璽E A 15．8 休部から口綾部の破片。休部は内攣 口癖部内 ・外面横ナデ。頸部外面へ ‘長石　 石英　 砂粒 45％　P 50
土 師 器 B （17．7） 気味に立ち上がる。口綾部は外反す ラナデ。休部外面ナデ。内面へラナ にぷい褐色 覆土下層

る。折－り返し口緑。 デ，輪積痕有 り。頸部外面指頭痕有

り。

普通

図 版 番 号 器　 種
計　　 測　　 値

石　 質 出　 土　 地　 点 備　　 考
長さ （cm） 幅　 （cm） 厚さ （cm） 重量 （g ）

4 砥　 石 （3．9） （2．0） （1．1） （7） 凝灰岩 覆土中 Q l

第11号住居跡（第26図）

位置　調査A区中央部，F3a9区。

重複関係　本跡は第1号堀と重複している。第1号堀が，本跡の中央部を東壁から西壁にかけて掘り込んでい

ることから，本跡が古い。

規模と平面形　長軸6．94m，短軸6．92mの方形である。

主軸方向　N－200－W

壁　壁高は33cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，特に硬く踏み固められている部分はない。

炉　第1号堀に掘り込まれているため，炉の北半分は失われている。炉は西壁寄りに位置し，径50cmの円形で，

4cmほどの掘り窪められた地床炉と推定される。炉床は一部が火熟を受けて赤変し，硬く締まっている。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P。は径36～40cmの円形で，深さ66～79cmの主柱穴である。P。は長径50cm，短

径41cmの楕円形で，深さ18cmの出入口施設に伴うピットである。

貯蔵穴　東コーナー部に付設されている。長径97cm，短径80cmの不整楕円形で，深さ48cmである。断面形は∪

状である。

貯蔵穴土層解説

1褐　　色　　ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量　　　　3　褐　　色　　ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

2　褐　　色　　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量　　　　　4　暗　褐　色　焼土小ブロック中量

覆土15層からなり，ブロック状の堆積の状況が見られることから，人為堆積と思われる。

色
　
色

褐

説
　
暗
　
褐

解層

　

1

　

2

土

3　明　褐　色

4　明　褐　色

5　褐　　　色

6　暗　褐　色

7　褐　　　色

8　暗　褐　色

ローム粒子・褐色土中量

ソフトローム小・中ブロック多量，炭化小ブロック

少量

炭化粒子・炭化小ブロック中量

焼土小・中ブロック・炭化小ブロック中量

ローム粒子多量，炭化粒子中量

ローム小・中ブロック少量，褐色土中量

ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子中量

ローム粒子多量，焼土小ブロック少量，褐色土多量

－36－

9　暗　褐　色

10　暗　褐　色

11褐　　　色

12　暗　褐　色

13　褐　　　色

14　明　褐　色

15　褐　　　色

ローム粒子中量，焼土小ブロック少量，褐色

土多量

ローム粒子・ローム小ブロック・褐色土多量

ローム粒子多量，炭化粒子少量

ローム粒子多量

炭化中ブロック・暗褐色土多量

炭化粒子中量

ローム小ブロック・炭化粒子中量，炭化小ブ

ロック少量
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第26図　第11号住居跡実測図
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遺物　土師器片254点，須恵器片45点，土玉5点，および混入した瀬戸・美濃系の天日鉢片を含む陶器9点，磁

器1点が出土している。1の須恵器坪，2の土師器高塀，7，8の土玉が北西壁寄りの覆土下層から，3の土

師器高塀が北東壁寄りの覆土下層から，4の土師器相が南東壁寄りの床面直上から，10の土玉が覆土下層か

ら，5の須恵器鉢が北コーナー部の覆土中から，6の土師器婆が炉内と中央の覆土下層から，9の土玉が貯

蔵穴内から，11の土玉が覆土中からそれぞれ出土している。1の須恵器杯と5の須恵器鉢は時期的な違いが

あることから，流れ込みと考えられる。

所見　東壁から中央にかけて撹乱されているが，四方の壁付近に炭化材が多く確認されていることから，焼失

家屋と考えられる。時期は，遺構の形態や出土遣物から，古墳時代の5世紀中葉と考えられる。

第27図　第11号住居跡出土遺物実測図

第11号住居跡出土遺物観察表
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図版番号 器　種 計測値（皿） 器　形　の　特徴 手　法　の　特徴 胎土・色調・焼成 備　考

第27図 隼 B（3．0）底部から休部の破片。平底。休部か体部内・外面ロタロナデ。底部回転 長石　石英　雲母 40％　P51

1 須恵器 C　5．7 ら口綾部にかけ，直線的に外傾して

立ち上がる。

へラ切り後，手持ちへラ削り。 砂粒

褐灰色

普通

覆土下層

2

高　　 塀 A 18．7 隼部の破片。休部は内管気味に立ち．．口縁部内・外面横ナデ。体部内・外 長石　石英　砂粒 40％　P54

土師器 B （7．8）上がる。端部はわずかに外反する。面ナデ，外面下位へラ削り。 赤褐色

普通

内面二次焼成

覆土下層

ー38一



3

高　　 年 A ［16．4］ 坪部の破片。休部は内攣気味に立ち 白線部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長石　 石英　 雲母 10％　 P 55
土 師 器 B （5．2） 上がる。 面ナデ。 砂粒

明赤褐色
普通

内面二次焼成

覆土下層

4

柑 B （8．1） 底部から口綾部の破片。丸底。休部 休部外面上位ナデ，中位へラ削り。 長石　 石英　 砂粒 70％　P 56
土 師 器 C　2．5～3．5 はそろばん玉状を呈し，口綾部は外 内面ナデ。底部へラ削 り。 赤褐色 内 ・外面赤彩

傾 して立ち上がる。 普通 床面直上

5

鉢 A ［39．6］ 休部， 口綾部一部欠損。休部は内攣 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面平 雲母　 砂粒 5％　 P 53
須 ・恵 器 B （5．7） 気味に立ち上がる。口綾部は強 く外

反する。

行叩き，内面ナデ。 灰黄色
普通

覆土中

6

蛮 B （8．3） 底部か ら休部の破片。平底。休部は 体部内 ・外面ナデ。底部へラ削 り。 長石　 石英　 砂粒 10％　 P 57
土 師 器 C　 8．4 直線的に外傾 して立ち上がる。 明赤褐色

普通

炉内

覆土下層

図 版 番 号 器　 種
計　　　　 測　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　 考
長 さ （cm） 幅　 （cm） 厚 さ （cm ） 孔径 （cm） 重 量 （g ）

7 土　 玉 3 ．5 3 ．3 3．5 0 ．8 ～0．9 2 9 覆土下層 D P 3　 100％

8 土　 玉 3 ．2 3 ．1 3．2 0 ．6－0．7 2 5 覆 土下層 D P 4　 100％

9 土　 玉 1．7 1．7 1．7 0．3 4 貯蔵 大内 D P 6　 100％

10 土　 玉 2．8 2．9 2 ．8 0．5－0．6 2 1 覆 土下層 D P 5 1 0．0％

11． 土　 玉 3．4 （3．1） 3 ．4 ［1．0］ （15） 覆 土中 D P 7　 50％

第12号住居跡（第28図）

位置　調査A区中央部，E4j3区。

重複関係　本跡は，第17F号土坑ならびに第1号堀と重複している。第17F号土坑が本跡の北東壁を，第1号堀

が本跡の南コーナー部を掘り込んでいることから，本跡が古い。

規模と平面形　長軸6．50m，短軸6．40mの方形である。

主軸方向　N－320－W

壁　壁高は28～38cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，全面が硬く踏み固められている。

炉　炉は北西壁寄りに位置し，長径83cm，短径70cmの楕円形で，5cmほど掘り窪められた地床炉である。炉床

は火熟を受けて赤変し，硬く締まっている。

炉土層解説

1　黒　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

ピット　5か所（Pl～P5）。PlとP3は径34cmの円形，P2とP。は長径34～40cm，短径28～32cmの楕円形で，いず

れも深さ119～123cmの主柱穴である。P5は長径32cm，短径26cmの楕円形，深さ84cmであり，性格は不明であ

る。

貯蔵穴　南コーナー部に付設され，規模は，長径［91］cm，短径［60］cmの楕円形と推定される。第1号堀に

掘り込まれているが，残った部分から焼土塊，炭化材，土器片2点が出土している。

覆土　24層からなり，ブロック状の堆積の状況が見られることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色　　ローム粒子少量

2　暗　褐　色　　ローム小ブロック少量

3　褐　　　色　　ローム小ブロック多量

4　黒　褐　色　　ローム粒子中量

5　暗　褐　色　　ローム粒子・炭化小ブロック少量

6　黒　　　色　　ローム粒子少量

7　黒　褐　色　　ローム粒子多量

8　黒　　　色　　ローム粒子微量

9　暗　褐　色　　ローム中ブロック少量

10　暗　褐　色　　ローム大ブロック中量



11黒　褐　色

12　黒　褐　色

13　暗　褐　色

14　黒　褐　色

15　黒　褐　色

16　黒　褐　色

ローム粒子・ローム小ブロック少量

ローム粒子微量

ローム大ブロック少量

ローム粒子・炭化粒子少量

焼土粒子少量

ローム小ブロック少量

17　極暗褐色　　ローム小ブロック少量

18　暗　褐　色　　ローム小ブロック多量

19　暗　褐　色　　ローム粒子少量

20　黒　　　色　　ローム粒子・炭化粒子少量

21極暗褐色　　ローム粒子・炭化粒子少量

22　暗　褐　色　　ローム粒子中量

23　暗　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子少量

24　暗　褐　色　　ローム小ブロック中量

遺物　土師器片139点，須恵器片9点，ガラス玉1点が出土している。特に，土師器の高塀は35点が出土してい

る。ほとんどの遣物は北西壁寄りと南コーナー部に集中している。1の土師器椀が西コーナー部の覆土中層

から，2の土師器高埠，9の土師器壷，8ならびに10の土師器聾が南コーナー部の覆土中層から，3の土師

器高塀が北西壁寄りの覆土下層から，4の土師器高塀が覆土中層から，5の土師器高塀が南コーナー部の覆

土中層から，6の土師器高塀が炉内から，7の土師器紺が炉付近の覆土下層から，11のガラス玉が覆土中か

らそれぞれ出土している。

所見　北西壁付近に，炭化材と焼土塊が確認できることから，焼失家屋と考えられ，人為的に埋め戻された可

能性がある。時期は，遺構の形態や出土遺物から，古墳時代の5世紀前葉から中葉と考えられる。

第12号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形　 の　特 徴 手 法　 の　特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第29図 椀 A lO．6－11．8 ロ綾部一部欠損。平底。休部からロ ロ緑部内 ・外面横ナデ。休部外面縦 長石　 石英　 砂粒 95％　P 58

1 土 師 器 B 5．2－5．5

C 4．4－5．3

縁部にかけ，内攣気味に立ち上がる。 方向へラナデ，下位へラ削 り。内面

ナデ後，へラ磨 き。底部へラ削 り。

にぷい褐色

普通

覆土中層

2

高　　 杯 A 19．2 脚部，裾部一部欠損。脚部はラッパ 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面ナ 長石　 石英　 砂粒 60％　P 59

土 師 器 B 13．6～14．2 状に開く。裾部は平坦に広がる。杯 デ後，へ ラナデ。内面横ナデ。脚部 明赤褐色 覆土中層

D 12．2 部は下位に稜を持ち，直線的に外傾 ．外面へラナデ，下位刷毛目整形。内 普通

E　 8．1 して立ち上がる。 両輪積痕有り。裾部外両横ナデ。

3

高　　 塀 A ［18．8］ 埠部の破片。埠部は下位に稜を持ち， 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面刷 長石　 石英　 砂粒 40％　P 60

土 師 器 B （6．1） 直線的に外傾して立ち上がる。 毛 目整形後，へラナデ。下位へラ削

り。内面ナデ。

にぷい赤褐色
普通

覆土下層

4

高　　 塀 A 18．5 杯部の破片。埠部は下位に稜を持ち， 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 長石　 スコリア 30％　P 61

土 師 器 B （6．0） 直線的に外傾 して立ち上がる。 ラナデ，下位へラ削 り。内面ナデ。 砂粒

にぷい赤褐色
普通

覆土中層

5

高　　 塀 B （13．0） 裾部から坪部の破片。脚部はラッパ 休部外面ナデ，下位へラ削 り。脚部 長石　 スコリア 60％　P 62

土 師 器 E （10．3） 状に開く。杯部は下位に稜を持ち， 外面縦方向へラナデ。内面横ナデ， 砂粒 内面剥離

直線的に外傾して立ち上がる。 輪積痕有 り。 にぷい赤褐色
普通

覆土中層

6

高　　 杯 D 13．6 脚部から裾部の破片。脚部はラッパ 脚部外面へラナデ，内面輪積痕有 り。 長石　 雲母　 砂粒 40％　P 63

土 師 器 E （6．0） 状に開き，端部でわずかに外反する。 裾部内 ・外面横ナデ。 灰褐色

普通

炉内

7

柑 A　 8．4 口綾部一部欠損。平底。休部はそろ 口縁部内・外面横ナデ後，へラ磨き。 長石　 石英　 砂粒 95％　P 64

土 師 器 B　 9．7 ばん玉状 を呈し，口綾部は直線的に 休部外面ナデ，下位へラナデ。内面 赤褐色 覆土下層

C　 3．8 外傾 して立ち上がる。 ナデ。底部へラ削 り。 普通

8

士竺E A 17．3 ロ綾部一部欠損。平底。休部は内攣 口縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長石　 石英　 砂粒 70％　P 65

土 師 器 B 32．4～33．3 気味に立ち上がる。口綾部は外反し 面ナデ。外面下位へラナデ。底部へ スコリア 覆土中層

C　 6．9 て立ち上がる。折 り返 し口縁。 ラ削り。 にぷい橙色
普通

9

士璽E A 18．8 休部から口綾部の破片。休部は内攣 ロ縁部内・外面刷毛 目整形後，ナデ。 長石　 石英　 砂粒 40％　P 66

土 師 器 B （18．7） 気味に立ち上がる。口綾部は外反し 休部外面刷毛目整形後，へラ削り。 スコリア 覆土中層

て立ち上がる。折 り返 し日録。 内面ナデ。口綾部指頭痕有 り。 にぷい黄橙色
普通

10

聾 B （20．3） 底部か ら休部の破片。平底。休部は 休部外面刷毛目整形後，ナデ。下位 長石　 石英　 砂粒 30％　P 67

土 師 器 C　 6．5 内攣気味に立ち上がる。 へラ削り。内面へラナデ。底部へラ

削り。

にぷい黄橙色

普通

覆土中層

一40－
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第2g図　第12号住居跡出土遺物実測図
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図 版 番 号 器　 種
計　　　　 測　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　 考

長 さ （cm ） 幅　 （cm） 厚 さ （cm） 孔径 （cm ） 重量 （g ）

第29図 11 ガ ラス玉 0．3 0 ．5 0 ．3 0．2 0．5 覆 土中 ガ ラス 1

第13号住居跡（第30図）

位置　調査A区東部，E4ho区。

規模と平面形　長軸3．17m，短軸3．10mの隅丸方形である。

主軸方向　N－80－E

壁　壁高は29～35cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，東壁と西壁の一部周辺を除き，硬く踏み固められている。

竃　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両側の袖部が残存している0

規模は，煙道部から焚口部まで110cm，最大幅138cm，壁外への掘り込みは14cmである。火床部は，火熟を受

けて赤変し，硬化している。東側の袖部は西側の袖部に比べて，厚く粘土で作られている。煙道部は外傾し，

緩やかに立ち上がる。

寵土居解説

1褐　　色　焼土粒子中量，粘土粒子少量　　　　　　　　5　にぷい褐色　粘土粒子・砂多量，粘土小ブロック中量

2　褐　　色　焼土粒子・炭化粒子中量，炭化小ブロック少量　6　褐　　色　ローム小ブロック中量，粘土粒子少量

3　赤　褐　色　焼土中ブロック中量　　　　　　　　　　　7　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子中量，ソフトローム小ブ

4　時赤褐色　焼土小ブロック中量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロック・砂少量

£
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第30図　第13号住居跡実測図
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覆土　5層からなり，自然堆積と思われる。

土層解説

1褐　　色　　ローム小ブロック少量

2　暗　褐　色　　ローム中ブロック多量

3　暗　褐　色　　ローム小ブロック少量

4　褐　　色　　ローム中ブロック少量

5　暗　褐　色　　ローム粒子多量

遺物　土師器片6点，須恵器片4点が出土している。

所見　時期は，遺構の形態や出土遣物から，奈良から平安時代の8～9世紀と考えられる0

第14A号住居跡（第31，32図）

位置　調査A区南部，F4f3区。

重複関係　本跡は第11号溝と重複している。第11号溝が，本跡の東コーナー部を掘り込んでいることから，本

跡が古い。

規模と平面形　長軸5．38m，短軸4．90mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－500－W

壁　壁高は27cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　第11号溝に掘り込まれた東コーナー部と，撹乱を受けている北西壁と南西壁の一部は確認できないが，

ほぼ仝周していると推定される。上幅［10－18］cm，下幅［4～10］cm，深さ［4－6］cmで，断面形はU字状

と推定される。

床　平坦で，中央が硬く踏み固められている。

炉　炉は北西壁寄りに位置し，径58cmの円形で，8cmほど掘り窪められた地床炉である0炉床は火熟を受けて赤

変し，硬く締まっている。

炉土層解説

1明赤褐色　焼土中ブロック多量

ピット　4か所（Pl～P4）。PlとP3は長径34cm，短径28－30cmの楕円形，P2は径33cmの円形で，いずれも深さ

50－60cmの主柱穴である。P。は長径65cm，短径53cmの楕円形で，深さ30cmの出入口施設に伴うピットである0

覆土12層からなり，不自然な堆積の状況が見られることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　黒　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗赤褐色

6　暗　褐　色

ローム粒子少量

ハードローム大ブロック・焼土粒子・炭化粒子多量

ローム粒子少量

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

ローム中ブロック多量

焼土粒子少量

7　暗　褐　色

8　黒　褐　色

9　暗　褐　色

10　黒　褐　色

11褐　　　色

12　暗　褐　色

焼土粒子・炭化粒子少量

焼土粒子・炭化粒子少量

ローム中ブロック多量

炭化大ブロック多量

ローム大ブロック多量

焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片190点，須恵器片9点，磨石1点，鉄棒3点，および混入した弥生土器片3点，瀬戸・美濃系

の陶器片1点が出土している。ほとんどの遺物は東コーナー部付近と，炉周辺に集中している01，2，な

らびに3の土師器高塀，4，6，ならびに7の土師器壷，9，10，ならびに13の土師器婆，16の土師器甑が

東コーナー部の覆土下層から，5の土師器壷が覆土中から，14の土師器聾が中央の覆土下層から，12の土師

器聾が床面直上から，8の土師器小形聾が北コーナー部の床面直上から，11の土師器聾が炉付近の覆土下層

から，15の土師器婆が北西壁寄りの覆土下層から，17の磨石が南コーナー部の覆土下層からそれぞれ出土し

ている。
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所見　住居跡全体に，焼土塊と炭化材が広がっているのが確認できることから，焼失家屋と考えられ，人為的

に埋め戻された可能性がある。炭化材の樹種同定の結果，住居跡の柱材はコナラ属クヌギ節ブナ科のものを

主に，バンノキ属カソヾノキ科のものを，屋根材にはイネ科タケ亜科のものを使用していることがわかった。

これは茨城県の県南部から県西部にかけて，多く使用されていたといわれている柱材，屋根材と一致する。

また，出土した土師器窪は南関東系の土器形式を持つもので，覆土中から出土した弥生土器片の一つが南開

東系の壷の胴部であることから，他の地域との交流や関連が密接であったことが推測される。時期は，遺構

の形態や出土遺物から，古墳時代の4世紀前葉と考えられる。
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第32図　第14A号住居跡遺物出土位置図
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形　 の 特 徴 手 法　 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第33図 高　　 隼 A 21．ト22．2 裾 部一部 欠損。脚部 はラ ッパ状に開 口縁部 内 ・外面横ナ デ。体部 内 ・外 長石　 砂粒 95％　 P 68

1 土 師 器 B 12．7～17．4 き， 3 孔 を有す る。坪部 は内攣気味 面へ ラ磨 き。脚部外面へ ラ磨 き，内 明赤褐色 内 ・外面赤彩

D lO．2－10．5

E　　 4 ．5

孔径 1．3

に立 ち上 がる。 面ナデ。 普通 内・外面スス付着

覆土下層

2

高　　 塀 A 11．5 脚部か ら口綾部の破片。脚部 は ラッ 日録 部内 ・外面横ナ デ。休部外 面へ 長石 砂粒 85％　 P 69

土 師 器 B （7．0） パ状に開 き， 4 孔 を有 する。 杯部は ラナデ，内面ナデ。底部外面へ ラ削 赤褐 色 内 ・外面赤彩

内攣気味 に立 ち上が る。 り。 脚部外面縦方 向へ ラナデ。 普通 内・外面スス付着

覆土下層

3

高　　 年 A 19，5 脚部か らロ綾部の破片。坪部 は内攣 ロ線部 内 ・外面横ナ デ。体部 内 ・外 長石　 石英　 砂粒 65％　 P 70

土 師 器 B （7．8） 気味に立 ち上が る。端部 はわずかに

外 反す る。

両へ ラ磨 き。 にぷ い赤褐 色

普通

覆土下層

4
∃宣 A　 7，9 ロ綾部一部欠損。平底。休部 はそ ろ ロ縁部 内 ・外面横ナ デ，外面へ ラ磨 長石　 砂粒 90％　 P 71

土 師 器 B 1 3．5 ばん玉状 を呈 し， 口綾部 は垂 直に立 き。休 部外面へ ラ磨 き，外面下位 へ 橙色 ひ さご系

C　 3．3 ち上が る。 ラナ デ。底部へ ラ削 り。 普通 覆土下層

5

竺E A ［8．4］ ロ綾 部一部欠損。平底。休部 はそろ 口縁部 内 ・外面横ナ デ。休部外 面へ 長石　 石英　 砂粒 75％　 P 72

土 師 器 B 1 4．8 ばん玉状 を呈 し， 口綾部 は直線的に ラナ デ， 下位へ ラ削 り。 内面 ナデ。 スコ リア ひ さご系

C　 3．2 外傾 して立 ち上が る。 底部へ ラ削 り。 にぷい黄橙色

普通

覆 土中

6
∃互 B （24 ．2） ロ綾部 一部欠損。平底。休部 は球 形 休部外 面へ ラ磨 き，下位へ ラナ デ。 長石　 砂粒 80％　 P 7 3

土 師 器 C　 9 ．1 状 を呈 してい る。 内面 ナデ。底部へ ラ削 り後，ナ デ。 橙色

普通

覆 土下層

7

璽E B （6 ．7） 底部 か ら休部の破片。平底。休部 は 休部外 面ナデ，下位へ ラ削 り。 内面 長石　 砂粒 30％　 P 7 5

土　 師 器 C ［6 ．8］ 内攣 気味に立 ち上が る。休部 の最 大

径 を有 す るところで，．上部 と切 り離

されてい る。

ナ デ。底 部へ ラ削 り。切 断部削 り。 外面橙色

内面にぷ い橙色

普通

覆 土下層
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第33図　第14A号住居跡出土遺物実測図（1）



第34図　第14A号住居跡出土遺物実測図（2）
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第33図 小 形 聾 A lO．7 休部，口綾部一部欠損。・平底。休部 口綾部，体部内 ・外面横ナデ。外面 スコリア　 砂粒 70％　 P 80

8 土 師 器 B lO．2

C　 4．4

は内攣気味に立ち上がる。口綾部は
外反して立ち上がる。’

下位粧痕有 り。底部ナデ。 にぷい橙色
普通

床面直上

9

襲 B （11．1） 底部から休部の破片。平底。休部は 休部外面ナデ，下位へラ削り。底部 長石　 石英　 砂粒 30％　 P 74

土 師 器 C lO．2 内攣気味に立ち上がる。休部下位で

上部と切 り離されている。

ナデ。切断部削り。 スコリア

橙色
普通

覆土下層

10

嚢 A 15．0 口綾部一部欠損。平底。休部は内攣 口縁部内 ・外面，休部外面刷毛 目整 長石　 砂粒 85％　 P 76

土 師 器 B 17．8～17．9 気味に立ち上がる。口綾部はわずか ・形後，ナデ。休部外面下位へラ削 り。 橙色 外面スス付着

C　 5．3 に外反して立ち上がる。 休部内面へラナデ，輪積痕有 り。底

部へラ削 り。

普通 覆土下層

11

嚢 A ［16．2］ 休部から口綾部の破片。休部は内攣 ロ綾部外面横ナデ。内面刷毛月整形 砂粒 40％　 P 82

土 師 器 白（15．4） 気味に立ち上がる。口綾部は外反し

て立ち上がる。

後，ナデ。体部内 ・外面ナデ。 明赤褐色
普通

覆土下層

第34図 寮 A　21．2 休部，口綾部一部欠損。平底。休部 口縁部内 ・外面刷毛目整形後，ナデ 長石　 砂粒 75％　P 78

12 土 師 器 B 26．1～26．3 は内攣気味に立ち上が り，下位に稜 休部外面刷毛目整形後，ナデ。下位 スコリア 外面スス付着

C　 8．0 を持つ。口綾部は外反する。折り返 へ ラ削 り。内面ナデ。底部ナデ。 にぷい橙色 南関東系

し口縁。休部下位の稜 と口縁直下に

縄目を押しつけたような刻みが巡る。

普通 床面直上

13

磐 A ［20．9］ 休部，口綾部一部欠損。平底。休部 ロ縁部内 ・‾外面ナデ。休部外面へラ 長石　 砂粒 60％　P 81

土 師 器 B　24．3 は内攣気味に立ち上がる。ロ綾部は ナデ後，ナデ。内面ナデ。底部へラ スコリア 内・外面スス付着

C　 8．6 外反して立ち上がる。 削り後，ナデ。 にぷい橙色

普通

覆土下層

14

喪 A 16．0 休部，口綾部一部欠損。平底。休部 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面刷 長石　 砂粒 80％　P 77

土 師 器 B 21．2－21．5 は内攣気味に立ち上がる。ロ綾部は 毛 目整形後，ナデ。下位へラ削 り。 スコリア 内・外面スス付着

C　 6．6 わずかに外反して立ち上がる。 口唇 内面ナデ。底部へラ削 り後，ナデ。 橙色 南関東系

部に刻みが巡る・。 普通 覆土下層

15

嚢 B （17．7）休部の破片。休部は内攣気味に立ち 休部外面刷毛目整形後，ナデ。内面 長石　 砂粒 40％　P 83

土 師 器 上がる。 ナデ。 スコリア
橙色
普通

覆土下層

16

甑 A 16．0 休部，ロ綾部一部欠損。平底。単孔 口縁部内・外面刷毛 目整形後，ナデ。 長石　 砂粒 70％　P 79

土 師 器 B 18．5 式。休部は内攣気味に立ち上がる。 休部外面刷毛目整形後，ナデ。下位 スコリア 覆土下層

C　 6．4 口綾部は外反して立ち上がる。 へラ削り。内面ナデ。底部へラ削り。 橙色
普通

図 版 番 号 器　 種
計　　 測　　 値

石　 質 出　 土　 地　 点 備　　　 考
長さ （cm） 幅　 （cm） 厚さ （cm） 重量 （g ）

17 磨　 石 （10．5） （5．7） （5．0） （383） 安山岩 覆土下層 ‘ Q 2

第14B号住居跡（第35，36図）

位置　調査A区東部，F4d6区。

重複関係　本跡は第7号溝と重複している。第7号溝が，本跡の北東部を掘り込んでいることから，本跡が古い。

規模と平面形　長軸［5．73］m，短軸5．63mの方形と推定される。

主軸方向　N－330－W

壁　壁高は40－50cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，中央が硬く踏み固められている。北東壁付近に，軸［50］cmの方形で，深さ17cmの掘り込みが検

出されている。

炉　2か所。第1炉は北西壁寄りに位置し，長径80cm，短径63cmの楕円形で，6cmほど掘り窪められた地床炉

である。炉床は火熟を受けて赤変し，硬く締まっている。

第1炉土層解説

1　赤　褐　色　　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量
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第2炉は北西壁沿いに位置し，径61cmの円形で，ほとんど掘り込みのない地床炉である。炉床は火熟を受

けて赤変し，硬く締まっている。

ピット13か所（Pl～Pl。）。PlとP2は長径12～14cm，短径8～12cmの楕円形，P3は径9cmの円形で，いずれも

深さ86～100cmの主柱穴である。P4，P7は径9cmの円形，P12は径20cmの円形，P5，P6，P8～Pll，ならびにP13

は長径9～24cm，短径8－20cmの楕円形で，いずれも深さ11～45cmで，性格は不明である。

覆土　5層からなり，ロームブロックを多く含有し，不自然な堆積の状況が見られることから，人為堆積と思

われる。

土層解説

1褐　　　色　　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量

2　褐　　　色　　ローム粒子多量，暗褐色土中量

3　暗　褐　色　　ソフトローム小・中ブロック少量，褐色土中量

4　明　褐　色　　ソフトローム大ブロック多量，焼土粒子・焼土

小ブロック少量

5　明　褐　色　　ソフトローム小・中・大ブロック・焼土粒子・

焼土小ブロック多量

遺物　土師器片128点が出土している。遺物のほとんどは東コーナー部に集中している。1の土師器椀が南コー

ナー部の覆土下層から，2の土師器小形椀が南西壁寄りの覆土下層から，3の土師器器台が中央の覆土下層

から，4の土師器相が北西壁寄りの覆土下層から，5の土師器聾が西コーナー部の覆土下層から，6ならび

に8の土師器婆，7の土師器壷，9の土師器甑，11の土師器ミニチュア土器が東コーナー部の覆土下層から，

10の土師器ミニチュア土器が南東壁寄り覆土中からそれぞれ出土している。

所見　住居跡全体に焼土塊と炭化材が広がっているのが確認できることから，焼失家屋と考えられ，人為的に

理め戻された可能性がある。5の土師器聾は南関東系の土器形式を持ち，胎土が当遺跡から出土した他の遺

物の胎土とは異なる。また，第14A号竪穴住居跡から出土している南関東系の土師器婆とも類似しているの

で，二つの住居には，関連のある人々が住んでいたことがうかがえる。時期は，遺構の形態や出土遺物から，

古墳時代の4世紀中葉と考えられる。

第14B号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形　の　特 徴 手 法　の　特 徴 胎土・色調 ・焼成 備　 考

第37図 椀 A 11．5 休部，口綾部一部欠損。平底。休部 口線部内・外面横ナデ。休部外面へ 長石　 石英　 砂粒 90％　P 84

1 土 師 器 B　 6．2 は内攣気味に立ち上がる。口綾部は ラ磨き後，中位へラナデ。内面へラ 外面にぷい黄橙色 内「外面赤彩

C　 3．0 外反して立ち上がる。折り返し口緑。ナデ。底部へラ削り。 内面明赤褐色
普通

覆土下層

2

小 形 椀 A ［11．6］底部から口綾部の破片。平底。休部 口縁部内・外面横ナデ。休部外面中 長石　 石英　 砂粒 50％　P 85

土 師 器 B　 4．5 から口綾部にかけて直線的に外傾し 位へラ磨き，へラナデ。内面へラ磨 暗灰黄色 内・外面スス付着

C　 3．9 て立ち上がる。 き。底部へラ削り。 普通 覆土下層

3

器　　 台 A　 7．0 器受部一部欠損。脚部はラッパ状に 器受部内・外面横ナデ。脚部外面へ スコリア　 砂粒 80％　P 86

土 師 器 B　 7．5

D　 4．0

E　 6．0
孔径0．7－0．9

開く。4孔を有す。器受部は直線的

に外傾して立ち上がる。中心部は穿
孔されている。

ラナデ，内面ナデ。 明褐色

普通

覆土下層

4

柑 A 19．3 口綾部一部欠損。平底。休部は内攣 ロ綾部外面刷毛目整形後，ナデ。内 長石　 石英　 雲母 80％ P 87

土 師 器 B 11．1 気味に立ち上がる。．口綾部は外反し 両横ナデ。休部外面上位へラナデ， 砂粒 覆土下層

C　 8．3 て立ち上がる。 中位へラ磨き。内面横ナデ。底部へ

ラ削り。

にぷい赤褐色
良好

5

聾 A　21．9 休部，ロ綾部一部欠損。平底。休部 口縁部内・外面横ナデ。体部内・外 長石　 砂粒 90％　 P 88

土 師 器 B 24．6～25．0 は内攣気味に立ち上がる。口綾部は 面ナデ。底部へラ削り。 スゴリア 底部外面剥離

C ．7．1 外反して，端部はつまみ上げられて 橙色 南関東系

いる。r口唇部に刻みが巡る。 普通 覆土下層
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聾 A　24．2 休部，口縁部一部欠損。平底。休部口綾部内面横ナデ，一部へラナデ。長石　砂粒 90％　P89

土師器B22．6～23．1 は内管気味に立ち上がる。ロ綾部はロ綾部外面，休部外面刷毛H整形。スコリア 覆土下層

C　8．0 外反して立ち上がる。 下位へラ削り。休部内面ナデ。底部

へラ削り後，ナデ。

黒褐色

普通

第38図 空 A［25．0］休部から口綾部の破片。休部は内攣ロ緑部内・外面横ナデ。休部外面へパミス　スコリア20％　P90

7 土師器B（15．5）気味に立ち上がる。ロ綾部は外反し

て立ち上がる。折り返し口緑。

ラ磨き後，ナデ。内面ナデ。 砂粒

にぷい橙色

普通

覆土下層

第37図 婆 B（21諸）底部から休部の破片。平底。休部は休部外面刷毛目整形後，ナデ。内面長石　砂粒 80％　P91

8 土師器C　8．0 内管気味に立ち上がる。 ナデ。底部ナデ。 褐灰色

普通

底部木葉痕

覆土下層

9

甑 A 14．7 休部，口緑部一部欠損。平底。単孔ロ緑部内・外面横ナデ。休部外面刷長石　石英　砂粒95％　P92

土師器B16．2～16．5式。休部は内攣気味に立ち上がる。毛且整形後，ナデとへラナデ。内面スコリア 覆土下層

C　6．1

孔径0．8

ロ縁部は外反して，端部はつまみ上

げられている。

ナデ。底部へラ削り。 にぷい橙色

普通

10

ミニチュア土器A　9．0 休部，ロ綾部一部欠損。丸みを持っロ綾部，体部内・外面へラナデ。底長石　石英　砂粒70％　P93

土師器B2．5～2．8 た平底。休部から口綾部にかけて，

内攣気味に立ち上がる。

部ナデ。 スコリア

にぷい黄褐色
普通

覆土中

11

ミニチュア土器A　7．0 休部，口綾部一部欠損。平底。休部口綾部，体部内・外面刷毛且整形後，長石　砂粒 70％　P94

土師器B3．7－4．3

C　2．6

は直線的に外傾して立ち上がる。端

部は，内側に折り返される。

へラ削り。底部ナデ。 にぷい黄褐色

普通

覆土下層
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第37図　第14B号住居跡出土造物実測図（1）

－53－



0　　　　　　　　　　　　　10cm」
第38図　第14B号住居跡出土遺物実測図（2）

第15号住居跡（第39図）

位置　調査A区南部，F3fo区。

重複関係　本跡は第3号堀と重複している。第3号堀が，本跡を西壁から南壁にかけて掘り込んでいることか

ら，本跡が古い。

規模と平面形　長軸5．20m，短軸5．04mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－80－E

壁　壁高は55cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　北壁，南東コーナー，および西壁の一部に検出した。上幅は［20～30］cm，下幅は［2－16］cm，深さ

［3～8］cmで，断面形はU字状と推定される。

床　平坦で，全面が粘土質で硬く締まっている。

竃　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，煙道部から東側の袖部の半

分にかけて撹乱を受けており，西側の袖部と東側の袖部の一部が残存している0規模は，煙道部から焚口部

まで［152］cm，最大幅［153］cm，壁外への掘り込みは［19］cmであると推定される0火床部はあまり火熟

を受けておらず，赤変硬化していない。

竃土層解説

1灰　褐　色　　灰白色粘土少量

2　黒　褐　色　　砂少量

3　灰黄褐色　砂・灰白色粘土多量

4　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量，砂多量

5　暗　褐　色　焼土粒子少量，褐色土中量

6　灰　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量

7　暗　褐　色　灰白色粘土中量，砂多量

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は長径50～62cm，短径38～58cmの楕円形で，いずれも深さ43～69cmの主柱

穴である。

覆土　6層からなり，不自然な堆積の状況が見られることから，人為堆積と思われる0

土層解説

1　黒　褐　色　　ローム粒子少量

2　黒　　　色　　ローム粒子少量

3　暗　褐　色　　ローム粒子多量

4　黒　褐　色　　ロ⊥ム小ブロック少量

5　暗　褐　色　　ローム粒子少量

6　暗　褐　色　　ローム小ブロック少量

遺物　土師器片74点，須恵器片7点，および混入した土師質土器の焙賂鍋片1点，常滑など陶器片3点が出土

している。1の土師器埠が竃の東側の床面直上からそれぞれ出土している。

所見　竃の右上部を撹乱されており，不明な点が多かった。竃の火床部の状況から，短期間しか使用されなかっ

た住居と考えられる。時期は，遺構の形態や出土遺物から，古墳時代の6世紀復業と考えられる0
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第39図　第15号住居跡実測図
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第15号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（丑） 器 形　 の　 特 徴 手 法　 の　 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第 40図 坪 A ［1 4．2］ 底部 か ら口緑部 の破片。丸底 。休 部 ロ縁部 内 ・外面横 ナデ。休部外面 へ 長石　 砂粒 40％　 P 9 5

1 土 師 器 B　 5．0 は内攣気味 に立 ち上 が り，上位 に稜 ラ削 り，内面 ナデ。底部 へラ削 り。 スコ リア 内面黒色処理

を持 つ。 口緑部 は直立 する。 黒褐色

普通

床面直上

第16号住居跡（第41図）

位置　調査B区南部，C3h7区。

規模と平面形　長軸5．45m，短軸5．38mの隅丸方形である。

主軸方向　N－50－E

壁　壁高は10－20cmで，外傾して立ち上がる。

床　全面が粘土質で，平坦で硬く締まっている。特に，出入口施設

0　　　　　　　　　　5cm

「　一一　lli

第40図　第15号住居跡出土

遺物実測図
から竃手前にかけて，硬く踏み固められている。

竃　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両側の袖部が残存している0

規模は，煙道部から焚口部まで150cm，貴大幅124cm，壁外への掘り込みは12cmである。火床部は床面を10cm

ほど掘り窪めており，火熟を受け赤変し，煉瓦状に硬化している。煙道部は外傾し，緩やかに立ち上がる0

寵土層解説

1　黒　褐　色　　ローム小ブロック少量

2　暗赤褐色　　ローム中ブロック・焼土粒子少量

3　暗　褐　色　　ローム粒子中量

4　暗赤褐色　　煉土中ブロック中量

5　暗赤褐色　　焼土小ブロック少量

6　黒　褐　色　　ローム粒子少量

7　時赤褐色　煉土小・中ブロック中量，硬く締まっている

8　暗　褐　色　　焼土粒子少量，焼土小ブロック中量

ピット　5か所（Pl～P5）。PlとP4は長径64～73cm，短径55～64cmの楕円形，P2とP3は径59～70cmの円形で，い

ずれも深さ50～79cmの主柱穴である。P5は長径51cm，短径44cmの楕円形で，深さ27cmの出入口施設に伴うピッ

トである。

貯蔵穴　竃の東側に位置する。長径71cm，短径42cmの不整楕円形で，深さ40cmである。断面形はU字状をして

いる。

覆土　9層からなり，ブロック状の堆積の状況が見られることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子中量，炭化粒子少量　6　暗　褐　色　ローム小ブロック中量，褐色土少量

2　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子少量，褐　7　黒　褐　色　焼土粒子・焼土小ブロック・炭化粒子中量

色土中量　　　　　　　　　　　　　　　8　暗　褐　色　焼土粒子・焼土小ブロック・炭化粒子少量，

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　砂中量

4　黒　褐　色　焼土粒子・焼土小ブロック中量，炭化粒子少量　9　灰　褐　色　ローム大ブロック中量

5　暗　褐　色　　焼土粒子少量

遺物　土師器片94点，須恵器片8点，および混入した瀬戸・美濃系の陶器片2点が出土している。ほとんどの

遣物は竃周辺に集中している。1の土師器坪が南西コーナー部の床面直上から，2の土師器椀が竃の東側の

床面直上から，3の土師器甑が竃内から，4の土師器嚢が竃の西側の袖部内，竃の東側の床面直上，ならび

に南壁寄りの床面直上からそれぞれ出土している。

所見　竃の袖部の中や袖部の脇から遣物が出土していることから，それらは竃の補強材として使用されていた

と考えられる。時期は，遺構の形態や出土遣物から，古墳時代の6世紀復業と考えられる。
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第42図　第16号住居跡出土遺物実測図

第16号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器 形　 の　 特 徴 手　 法　 の　 特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

第4 2図 坪 A 14 ．8 口綾 部 一 部 欠 損 。 丸 底 。 休 部 は 内 攣 ロ線 部 内 ・外 面横 ナ デ 。 休 部 外 面 へ 長 石　 砂 粒 9 5％　 P 9 7

1 土 師 器 B　 5 ．1 気 味 に 立 ち上 が り，上 位 に 稜 を持 つ 。

口綾 部 は 直 立 す る。

ラ削 り。内 両 横 ナ デ 。底 部 へ ラ 削 り。 ス コ リア

に ぷ い 褐 色
普 通

床 面 直上

2

椀 A 14 ．5 口綾 部 一 部 欠 損 。 丸 底 。 休 部 は 内 攣 ロ線 部 内 ・外 面横 ナ デ 。 休 部 外 面 へ 長 石　 雲 母　 砂 粒 8 5％　 P 98

土 師 器 B　 8 ．1 気 味 に 立 ち上 が り，上 位 に 稜 を持 つ 。 ラ削 り。内 両 横 ナ デ 。底 部 へ ラ 削 り。 褐 灰 色 内・外面黒 色処理

口綾 部 は 直 立 す る。 普 通 床 面 直上

3

甑 A ［24 ．0］ 休 部 か ら ロ綾部 の破 片 。 休 部 は外 傾 ロ綾 部 ， 体 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 長 石　 雲 母　 砂 粒 10％　 P 9 9

土 師 器 B （7 ．4） して 立 ち上 が り， 上 位 に 稜 を持 つ 。

ロ縁 部 は外 反 して ， 端 部 は つ ま み上

げ ら れ て い る。

ス コ リア

外 面 に ぷ い 橙 色

内 面 明 赤 褐 色

普通

竃 内

4

聾 B （28 ．3） 底 部 か ら休 部 の破 片 。 平 底 。 休 部 は 体 執　 底 部 内 ・外 面 へ ラ磨 き後 ， ナ 長 石　 石 英　 雲 母 4 0％　 P l OO

土 師 器 C　 8 ．5 内管 気 味 に 立 ち 上 が る。 デ。 砂 粒

赤 色

普 通

内・外面 ス ス付 着

袖 部 内

床 面 直上

第17号住居跡（第43図）

位置　調査B区南部，D3d5区。

規模と平面形　長軸3．58m，短軸3．50mの方形である。

主軸方向　N－80－E

－58－



壁　壁高は4－20cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　各コーナー部付近を除き，ほぼ仝周している。上幅20～25cm，下幅5～8cm，深さ6～10cmで，断面形

はU字状である。

床　凹凸で，全面が粘土質で，硬く締まっている。特に，出入口施設から竃手前にかけて，硬く踏み固められ

ている。

竃　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，煙道部と両側の袖部が残存

している。火床部中央に袖部状になった粘土が確認されている。規模は，煙道部から焚口部まで110cm，最

大幅114cm，壁外への掘り込みは5cmである。火床部は床面を8cmほど掘り窪めており，火熟を受けわずか

に赤変しているが，あまり硬化していない。煙道部は外傾し，急に立ち上がる。

寵土居解説

1　極暗赤褐色　　焼土粒子・焼土中ブロック多量

2　暗赤褐色　　煉土粒子・焼土小ブロック多量

3　褐　　　色　　ハードローム中ブロック・焼土粒子少量

4　褐　　　色　　焼土粒子少量，焼土中ブロック多量

5　褐　　　色　　焼土粒子・焼土小ブロック中量

ピット　4か所（Pl～P4）。Plは長径45cm，短径25cmの楕円形で，深さ34cmの出入口施設に伴うビットであ

る。P2とP。は径20－30cmの円形，P，は長径45cm，短径35cmの楕円形で，いずれも深さ27cmで，性格は不

明である。

0　　　　　　　　　　　　　2m
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覆土　6層からなり，ロームブロック，焼土ブロックの堆積している状況から，人為堆積と思われる0

土層解説

1極暗褐色　焼土粒子・焼土小ブロック少量

2　褐　　　色　　ソフトローム小・中ブロック中量

3　暗　褐　色　　ローム粒子中量

4　褐　　色　　ソフトローム中ブロック・焼土小ブロック中量

5　褐　　色　　ソフトローム中ブロック中量，焼土粒子多量，

焼土小ブロック中量

6　褐　　　色　　ソフトローム中・大ブロック少量

遺物　土師器片54点，須恵器片18点，および混入した陶器片1点，縄文土器片1点が出土している。覆土が

浅かったことから，遺物が少なく，ほとんどが細片である。

所見　竃の火床部の状況から，竃は作り替えられた可能性があると思われる。時期は，遺構の形態や出土遺物

から，奈良時代の8世紀と考えられる。

第18号住居跡（第44図）

位置　調査B区南部，D3d7区。

規模と平面形　長軸3．25m，短軸［2．96］mの長方形と推定される。

主軸方向　N－80－E

壁　壁高は4～12cmで，外傾して立ち上がる。

床　凹凸で，全面が粘土質で，硬く締まっている。中央と，北壁から北東コーナー部にかけて貼り床が残って

おり，硬く踏み固められている。

竃　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されていたと推定される。天井部，煙道部，袖部とも残存してい

ないが，袖部と思われる粘土跡と，火床部から煙道部と思われる位置に焼土塊が確認できることから，規模

は，煙道部から焚口部まで［80］cm，最大幅［55］cm，壁外への掘り込みは［45］cmと推定される。

ピット　7か所（Pl～P7）。Pl，P2，P4ならびにP6は長径20～26cm，短径18～21cmの楕円形，P3，P5ならび

にP7は径14～21cmの円形で，いずれも深さ8～22cmで，性格は不明である0

覆土　4層からなり，人為堆積と思われる。第2層～第4層が貼り床の部分と考えられる。

Ullく

第44図　第18号住居跡実測図
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土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子中量，焼土粒子少量

2　褐　　　色　　ハード・ソフトローム中ブロック多量

3　褐　　　色　　ハード・ソフトローム大ブロック多量

4　褐　　　色　　ハードローム中・大ブロック中呈，焼土小・中ブ

ロック少量

遺物　土師器片48点，須恵器片15点，および混入した陶器片1点，

磁器片1点が出土している。1の土師器杯が東壁寄りの床面直上か

ら出土している。

所見　覆土が浅かったため，表土除去時に削られてしまい，貼り床面

が露出していたものと思われる。時期は，遺構の形態や出土遺物か

ら，平安時代の9世紀複葉と考えられる。

第18号住居跡出土遣物観察表

0　　　　　　5cm
！　　　　　」

第45図　第18号住居跡出土遺物実測図

図版 番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特 徴 手 法 の　 特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

第 4 5図 坪 A 14 ．1 休 部， 口綾 部 一 部 欠 損 。 平 底。 休 部 ロ綾 部 ， 休 部 外 面 ロ タ ロナ デ 後， 下 長 石　 砂 粒 8 0 ％　 P lO l

1 土 師 器 B 4．6－4．8 か ら ロ綾 部 に か け ， 内攣 気 味 に 立 ち 位 へ ラ 削 り。 内面 へ ラ磨 き。 底 部 手 ス コ リア 内 面 黒 色 処 理

C　 6 ．8 上 が る。 持 ち へ ラ削 り。 橙 色

普 通

床 面 直 上

第19号住居跡（第46図）

位置　調査B区南部，D3C7区。

規模と平面形　長軸3．55m，短軸3．54mの方形である。

C
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第48図　第19号住居跡実測図
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主軸方向　N－10－E

壁　壁高は1－9cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　北壁から東壁を経て，南壁にかけ半周している。上幅

15～27cm，下幅3～16cm，深さ6～10cmで，断面形はU字状

筈≡≡］ ／
0　　　　　　5cm
と二＿＿㍉」

第47図　第19号住居跡出土遺物実測図
である。

床　凹凸で，南壁から竃の手前にかけて，硬く踏み固められている0貼り床が施されており，全面が粘土質で，

硬く締まっている。

竃　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている0天井部は崩落しており，西側の袖部は破壊されてお

り，煙道部と東側の袖部が残存している0規模は，煙道部から焚口部まで107cm，最大幅93cm，壁外への掘

り込みは15cmである。火床部は床面を4cmほど掘り窪めており，火熟を受け赤変し，わずかに硬化している0

煙道部は外傾し，緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

1極暗赤褐色　焼土粒子・焼土中ブロック少量

2　極暗赤褐色　焼土粒子・焼土小・中ブロック少量

3　極暗褐色　　焼土粒子少量

ピット　6か所（Pl～P6）。PlとP2は長径27～36cm，短径22～32cmの楕円形，P3は径32cmの円形で，いずれ

も深さ21～35cmの主柱穴である。P。は長径33cm，短径22cmの楕円形で，深さ18cmの出入口施設に伴うピッ

トである。P5とP6は長径27cm，短径21cmの楕円形で，いずれも深さ23cmで，性格は不明である0

覆土　単層で，自然堆積と思われる。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

遺物　土師器片24点，須恵器片3点，および混入した瀬戸・美濃系の陶器片1点が出土している0ほとんどの

遺物は竃の中に集中している。1の土師器杯が東壁寄りの覆土中から出土している0

所見　覆土が浅かったため，表土除去時に削られてしまい，壁の残存率が悪い0竃の火床部の状況から，短期

間しか使用されなかった住居と考えられる。時期は，遺構の形態や出土遺物から，奈良時代の8世紀復業と

考えられる。

第19号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形　 の　特 徴 ノ手 法　 の　特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第47図 杯 A ［16．6］休部から口綾部の破片。休部は直線 口綾部，体部内 ・外面ロタロナデ。 長石　 石英　 雲母 ‘5％　P lO2

1 土 師 器 B （3．0） 的に外傾して立ち上がる。口縁部は

わずかに外反する。

砂粒

橙色
普通

覆土中

第20号住居跡（第48図）

位置　調査B区南部，D3a6区。

規模と平面形　長軸4．63m，短軸4．37mの長方形である。

主軸方向　N－230－E

壁　壁高は8～24cmで，外傾して立ち上がる。

床　全面が粘土質で，平坦で硬く締まっている。特に，出入口施設付近から，北西壁，竃の手前にかけて，硬

く踏み固められている。

竜　北東壁中央に，細かい白色砂混じりの褐色粘土で構築されている0天井部は崩落しており，煙道部と両側
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第48図　第20号住居跡実測図
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の袖部が残存している。規模は，煙道部から焚口部まで116cm，最大幅110cm，壁外への掘り込みは26cmで

ある。火床部は火熟を受けわずかに赤変し，硬化している。煙道部は外傾し，垂直に立ち上がる。

竃土層解説

1灰　褐　色　粘土多量　　　　　　　　　　　　　　　　　6　時赤褐色　焼土粒子・焼土中ブロック中量，砂多量

2　暗赤褐色　焼土中・中ブロック・粘土中ブロック中量　　　　7　灰　褐　色　焼土粒子・粘土粒子・砂多量

3　暗赤褐色　焼土大ブロック・粘土小ブロック・砂多量　　　　8　灰　褐　色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，粘土粒

4　極暗褐色　焼土粒子・砂中量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子・砂多量

5　にぷい褐色　焼土小ブロック少量，粘土粒子・小ブロック多量

ピット　9か所（Pl～P9）。Pl～P。は長径60－67cm，短径53～56cmの楕円形，P。は径63cmの円形で，いずれ

も深さ48～56。mの主柱穴である。P5は長径33cm，短径28cmの楕円形で，深さ28cmの出入口施設に伴うピッ

トである。P6～P8は長径27～40cm，短径17～20cmの楕円形，P9は径32cmの円形で，いずれも深さ12～20cm

で，性格は不明である。

覆土10層からなり，ロームブ占ックを多く含有し，ブロック状の堆積の状況が見られることから，人為堆積

と思われる。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子・暗褐色土中量　　　　　　　　　　　6　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子中量

2　黒　褐　色　ローム粒子中量・ソフトローム小ブロック少量　　7　暗　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子少量

3　暗　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子少量　　　　　　　　8　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

4　褐　　色　ローム粒子多量，ソフトローム小・中ブロック中　　9　褐　　色　　ローム粒子多量

量，暗褐色土少量　　　　　　　　　　　　　10　灰　褐　色　ローム大ブロック少量

5　暗　褐　色　　ローム粒子・褐色土中量

遺物　土師器片78点，須恵器片1点が出土している。ほとんどの遺物が竃の東側から東コーナー部に集中し，

1の土師器杯が覆土上層から，2の土師器椀，3，4の土師器聾が覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　竃の東側に焼土塊が確認されているが，性格は不明である。竃の火床部の状況から，短期間しか使用さ

れなかった住居跡と考えられる。時期は，遺構の形態や出土遺物から，古墳時代の6世紀前葉と考えられる。

第49図　第20号住居跡出土遺物実測図
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第20号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形　 の　特 徴 手 法　 の　特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第49図 坪 A ［13．7］ 底部から口綾部の破片。丸底。休部 ロ縁部内 ・外面横ナデ。休部外面↑ 長石　 雲母　 砂粒 40％　P lO3

1 土 師 器 B （‾4．0） は内攣気味に立ち上が り，上位に稜

を持つ。口綾部は直立する。

ラナデ，内面ナデ。底部ナデ。 橙色

普通

覆土上層

2

椀 A ［15．8］ 底部から口綾部の破片。平底。休部 ロ縁部内 ・外面横ナデ。体由外面横 長石　 雲母　 砂粒 50％　P lO4

土 師 器 B　 7．8 は内攣気味に立ち上が り，頸部はわ ナデ，へラ削り。内面ナデ。底部手 スコリア 内・外面スス付着

C ［9．4］ ずかに‾「く」の字状に屈曲する。端

部はわずかに外反する。

持ちへラ削り。 にぷい橙色
普通

覆車下層

3

聾 A ［18．0］ 休部か ら口綾部の破片。休部は内攣 ロ縁部内 ・外面横ナデ。休部外面ナ 長石　 石英　 雲母 15％　P lO5

土 師 器 B （13．0） 気味に立ち上がる。口綾部は外反 し

ている。

デ，内面へラナデ。 砂粒
灰黄褐色

普通

覆土下層

4

聾 A 16．9 底部，休部一部欠損。平底。休部は 口縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 ・石英　 雲母　 砂粒 85％　p lO6

土 師 器 B 16．5～16．6 内攣気味に立ち上がる。口綾部は外 面ナデ，外面中位へ ラ磨 き。底部へ にぷい赤色 内・外面スス付着

C　 7．3 反して立ち上がり，中位に稜 を持つ。 ラ削 り。 普通 覆土下層

第21号住居跡（第50図）

位置　調査B区南部，D3a8区。

規模と平面形　長軸3．90m，短軸3．62mの長方形である。

主軸方向　N－120－E

壁　壁高は8～18cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　仝周している。上幅10－28cm，下幅4－18cm，深さ2～12cmで，断面形はU字状である。

床　全面が粘土質で，平坦で硬く踏み固められている。竃の東側に長径52cm，短径35cmの不整楕円形で，深

さ22cmの掘り込みと，さらに西壁寄りに，長径85cm，短径55cmの楕円形で，深さ20cmの掘り込みが検出

されている。それぞれ焼土粒子，焼土ブロックが多量に堆積している。

竃　北壁中央に，砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両側の袖部が残存してい

る。規模は，煙道部から焚口部まで105cm，最大幅105cm，壁外への掘り込みは37cmである。火床部は床面

を6cmほど掘り窪めている。西側の袖部のみが，火熟を受け赤変し，硬化している。煙道部は外傾し，緩や

かに立ち上がる。

竃土層解説

1赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土小ブロック少量　　　　　　　　5　赤　褐　色　焼土粒子中量，焼土中ブロック多量

2　赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量　　　　　　　　6　赤　褐　色　焼土粒子中量，焼土小ブロック・砂少量

3　時赤褐色　焼土粒子中量，焼土小・中ブロック多量　　　　　　7　褐　　色　粘土大ブロック・砂多量

4　褐　　　色　　焼土粒子多量，焼土小ブロック少量

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl，P2ならびにP4は長径29～35cm，短径19～30cmの楕円形，P3は径27cmの円形

で，いずれも深さ30～56cmの主柱穴である。P5は長径30cm，短径25cmの楕円形で，深さ29cmの出入口施

設に伴うピットである。

覆土　5層からなり，不自然な堆積の状況が見られることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1暗　褐　色　　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炭化粒子少量

2　暗　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子少量　　　　　　　　　　　　4　灰　褐　色　ローム小ブロック中量

3　暗　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土小ブロック・　5　暗　褐　色　ローム小ブロック・焼土小ブロック少量

遺物　土師器片40点，須恵器片12点が出土している。ほとんどの遺物が中央に集中し，1の須恵器杯が掘り

込みの上面から，2の須恵器杯，3の須恵器高台付杯が覆土中から，4の土師器聾が覆土上層からそれぞれ
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出土している。

所見　竃の東側と西壁寄りに見られる掘り込みは，不要な灰や焼土を捨てるためのものと考えられる。時期は，

遺構の形態や出土遺物から，奈良時代の8世紀復業と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　10cm」

窯′：
亡。

第51図　第21号住居跡出土遺物実測図

第21号住居跡出土遣物観察表

一二一　二＿L

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形　の　特 徴 手 法　の　特 徴 胎土・色調・焼成 備　 考

第51図 杯 A ［12．6］休部からロ綾部の破片。休部は直線 口綾部，体部内・外面ロタロナデ。 長石　 雲母　 砂粒 10％　P lO7

1 須 恵器 B （4．4）的に外傾して立ち上がる。口綾部は

わずかに外反する。

にぷい赤褐色
普通

掘り込み内

2

杯 A 11．9 底部から口綾部の破片。平底。休部 ロ綾部，体部内・外面ロタロナデ。 長石　 石英　 雲母 70％　P lO8

須 恵器 B　3．9

C　7．4

は直線的に外傾して立ち上がる。端

部はわずかに外反する。

底部回転へラ削り。 砂粒
灰白色

底部にぷい黄橙色
普通

覆土中

3

高台付杯 B （2．1）高台部から底部の破片。高台部は直 底部回転へラ削り。高台部貼り付け，長石　 砂粒 15％　P lO9

須 恵器 D　9．0

E　1．1

線的に開く。平底。 ロタロナデ。 にぷい黄褐色
普通

覆土中

4

聾 B （6．4）底部から休部の破片。平底。休部は 休部外面へラ磨き。底部ナデ。 長石　 石英　 雲母 10％　P llO

土 師器 C ［9．2］内攣気味に立ち上がる。 砂粒

にぷい橙色
普通

覆土上層

第23号住居跡（第52図）

位置　調査B区南部，C3h9区。

重複関係　本跡は，第104，172，228号土坑と重複している。第172，228号土坑が，本跡の南壁を掘り込んで

いることから，本跡が古い。第104号土坑との新旧関係は不明である。

規模・と平面形　長軸7．10m，短軸6．50mの長方形である。

主軸方向　N－10－E

壁　壁高は1－15cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　ほぼ仝周し，上幅［12～31］cm，下幅［2～19］cm，深さ［2～20］cmで，断面形はU字状と推定され

る。

床　全面が粘土質で，平坦で硬く踏み固められている。

竃　北壁中央に，砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両側の袖部が残存してい

る。規模は，煙道部から焚口部まで120cm，最大幅111cm，壁外への掘り込みは30cmである。火床部は床面

を5cmほど掘り窪めており，火熟を受け赤変し，硬化している。煙道部は外傾し，緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

1極暗褐色　　ソフトローム小ブロック・焼土粒子・焼土小ブロック　　4　暗赤褐色　焼土粒子・焼土小・中ブロック中量

中量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　時赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中量

2　極暗褐色　　ソフトローム小ブロック・焼土粒子中量　　　　　　　　6　暗　褐　色　　焼土粒子少量

3　赤　褐　色　　焼土粒子・焼土小・中・大ブロック多量，褐色土中量
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ピット10か所（Pl～P．。）。Plは径55cmの円形

で，深さ68cm，P2，P3，ならびにP5は長径

41－50cm，短径35～41cmの楕円形で，いずれも

深さ27～59cm，P。は径27cmの円形で，深さ24

cmの主柱穴である。P7とP8は径27～30cmの円

形で，いずれも深さ15～35cm，P。とP9は長径

44～66cm，短径34～46cmの楕円形で，いずれも

深さ11～24cmの出入口施設に伴うピットであ

る。Pl。は長径43cm，短径34cmの楕円形で，

深さ32cmで，性格は不明である。

覆土　9層からなり，ロームブロックを多く含有

し，ブロック状の堆積の状況が見られることか

ら，人為堆積と思われる。

土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子少量

2　暗　褐　色　　ローム小ブロック少量

3　暗　褐　色　　ローム粒子・ローム小ブロック少量

4　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子少量

5　褐　　　色　　ローム中ブロック中量

A21．4m
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第53図　第23号住居跡寵実測図

6　暗　褐　色　　ローム中ブロック中量

7　灰　褐　色　　ローム粒子中量

8　灰　褐　色　　ローム粒子・ローム中ブロック・焼土粒子少量

9　黒　褐　色　　ローム粒子・ローム小ブロック少量

遺物　土師器片304点，須恵器片54点，磨石1点，および混入した瀬戸・美濃系の陶器片4点，瀬戸系などの磁

器片2点である。覆土が浅く，遺物はほとんど細片である。1，4の土師器杯，10の磨石が東壁寄りの覆土

下層から，2，3，5の土師器坪が東壁寄りの床面直上から，6の土師器椀が中央の覆土下層から，7の土

師器椀が東壁寄りの覆土中から，8の土師器窪が北壁寄りの床面直上から，9の土師器窪が北東コーナー部

の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，遺構の形態や出土遺物から，古墳時代の6世紀後葉から7世紀前葉と考えられる。

第23号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（dm） 器 形　 の　 特 徴 手　 法　 の　 特 徴 胎 土 ・色調 ・焼 成 備　 考

第54図 坪 A ll ．4 ロ綾部一部欠損。 丸底 。休 部か ら口 口緑部内 ・外面横ナ デ。休部 外面へ 雲母　 砂粒 95％　 P ll l

1 土 師 器 B　 3 ．5 綾部 にかけ，内攣気味 に立 ち上が る。 ラ削 り，内面横ナ デ。底部外面ナデ，

内面へ ラ磨 き。
スコ リア

明赤褐色

普通

覆土下層

2

坪 A l l．2 休 部，口綾部一部欠損。丸底。休部 ロ緑部 内 ・外 面横 ナデ。休部外面へ 雲母　 砂粒 90 ％　 P 1 12
土 師 器 B　 3 ．7 は内攣気味に立 ち上が り，上位 に不 ラ削 り， 内面横 ナデ。底部外面へ ラ ス コ リア 内・外面黒色処理

明瞭な稜 を持 つ。口綾 部は直立す る。 ナデ， 内面ナデ。 明赤褐色

普通

床面直上

3

坪 A lO ，9 休部， ロ綾部一 部欠損。丸底。休部 口縁部 内 ・外面横 ナデ。体 部内 ・外 雲母　 砂粒 90％　 P 11 3
土 師 器 B　 3 ．9 は 内管気味 に立 ち上 が り，上位 に稜 面ナデ。底部外面へ ラナデ， 内面へ スコ リア 内・外面黒色処理

を持つ。 ロ綾部 は直立す る。 ラ磨 き。 にぷ い赤褐 色

普通

床 面直上

4

坪 A 1 4．0 休 部， 口綾部一部欠損。丸底 。休 部 日録部 内 ・外面横ナデ。休部外 面へ 長石　 雲母　 砂粒 80％　 P 1 14
土 師 器 B　 4．3 は内管気味に立 ち上 が り，上位 に不

明瞭な稜 を持 つ。 ロ綾部 は直立 して

わずかに外反す る。

ラ削 り， 内面横ナデ。底部ナ デ。 ス コ リア

赤褐色

普通

覆 土下層

5

土不 A 12 ．6 底部 か ら口綾部 一部欠損。休部 は内 ロ緑部 内 ・外面横 ナデ。休部外面へ 長石　 雲 母　 砂粒 70％　 P l1 5
土 師 器 B （4 ．4） 攣気味 に立ち上 が り，中位に稜 を持 ラ削 り。 内面横ナ デ。底部手持 ちへ 灰褐 色 内・外面黒色処理

つ。 口綾部 は直立す る。 ラ削 り。 普通 床面直上
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第54図 椀 A ［10．6］ 休部か ら口緑部 の破 片。休 部は内攣 ロ緑部内 ・外面横ナ デ。休 部外面へ 長石　 雲母　 砂粒 30％　 P l16

6 土 師 器 B （8．0） 気味に立 ち上 が り，上位 に稜 を 2 か ラ削 り。内両横ナ デ，下位へ ラ磨 き。 スコ リア 内・外面黒色処理
所持つ。 口綾部 は直立す る。 橙色

普通

覆 土下層

7

椀 A ［9．0］ 底 部か らロ綾部の破片。平底。休部 口綾部，体 部内 ・外面横ナ デ。休部 砂粒 25％　 P 1 17
土 師 器 B　 4 ．5 は内攣気 味に立 ち上が り，上位 に稜 外面上位へ ラ削 り。底部手持 ちへ ラ 灰黄褐色 覆土 中

C ［5 ．0］ を持つ。 ロ縁部はやや 内傾 する。 削 り。 普通

8

窒 A ［19 ．0］ 底部か らロ綾部の破片。平底。休部 ロ縁部 内 ・外 面横 ナデ。体部 内 ・外 長石　 石英　 雲母 55％　 P 1 18
土 師 器 B 18 ．2 は内管気 味に立ち上が る。 ロ縁部 は 面ナデ後，外面上位へ ラ削 り， 中位 砂粒 床面直上

C　 9 ．0 外反 して立 ち上が り， 中位 に稜 を持 か ら下位へ ラ磨 き。 内面上位へ ラナ にぷい黄褐 色

つ。端部 はつ まみ上げ られてい る。 デ。底部ナデ。 普通

9

聾 A 18．0 底部か らロ縁部 の破 片。平底。休 部 口縁部内 ・外面横ナ デ。休 部外面ナ 長石　 石英　 雲母 40％　 P l19
土 師 器 B　26．9 は 内攣気味 に立ち上 が る。 口綾部は デ後，中位か ら下位へ ラ磨 き。内面 砂粒 覆土下層

C　 7．8 外反 して立 ち上 が り， 中位 に稜 を持

つ。

ナデ後，へ ラナデ。底部へ ラ磨 き。 明赤褐色

普通

図 版 番 号 器　 種
計　　 測　　 値

石　 質 出　 土　 地　 点 備　　　 考
長 さ （cm ） 帽　 （cm） 厚 さ （αm） 重 量 （g ）

10 磨　 石 8 ．2 6，2 3 19 2 安 山岩 覆 土下層 Q 3 100％

第24号住居跡（第55図）

位置　調査B区南部，C4jl区。

規模と平面形　長軸［4．75］m，短軸［4．65］mの方形と推定される。

主軸方向　N－13。－E

壁　覆土が浅く，床面の下の粘土が一部露出しており，壁は確認できなかった。

I　　　　⑥

第55図　第24号住居跡実測図
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床　平坦であると推定される。中央に床面が残存しており，硬く踏み固められている。竃手前から中央にかけ

て，白色粘土が広がっている。

竃　北壁中央に構築されていたと推定される。火床部の焼土ブロックと思われるものと，袖部の粘土跡が残存

しており，規模は，煙道部から焚口部まで［110］cm，最大幅［105］cm，壁外への掘り込みは［5］cmと推定

される。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl，P2，P。は径31～60cmの円形，P3は長径50cm，短径32cmの楕円形で，いずれ

も深さ24－68cmの主柱穴である。P5は径30cmの円形で，深さ21cmの出入口施設に伴うピットである0

遺物　土師器片8点，須恵器片1点，および混入した土師質土器の内耳鍋片1点が出土している。

所見　覆土が浅かったために，表土除去の際に床面まで削られてしまい，貼り床面のみが残存していた0時期

は，遺構の形態や出土遺物から，奈良時代から平安時代と考えられる。

第25号住居跡（第56図）

位置　調査B区南東部，C4e4区。

重複関係　本跡は，第219～222号土坑までと重複している。それぞれの土坑が，本跡の東壁，南壁，北西コー

ナー部の4か所を掘り込んでいることから，本跡が古い。

規模と平面形　長軸3．70m，短軸3．40mの方形である。

主軸方向　N－150－E

壁　壁高は24～28cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　東壁の中央から，南壁を経て，西壁の中央付近まで半周し，上幅［13～21］cm，下幅［2～7］cm，深

さ［2－4］cmで，断面形はU字状であると推定される。

床　平坦で，全面が硬く踏み固められている。

竃　北壁中央に砂混じりの灰白色粘土で構築されている。天井部の一部と両側の袖部が残存している0規模は，

煙道部から焚口部まで110cm，最大幅148cm，壁外への掘り込みは6cmである。火床部は，火熟を受けてわ

ずかに赤変し，硬化している。煙道部は外傾し，急に立ち上がる。

寵土層解説

1黒　　色　焼土粒子中量，焼土小ブロック少量，粘土粒子多量　　6　褐　　色

2　黒　　　色　　焼土小ブロック少量，粘土粒子多量

3　灰　褐　色　粘土大ブロック多量

4　褐　　　色　粘土粒子・粘土小ブロック中量

5　暗　褐　色　粘土粒子・粘土小・中ブロック多量

7　暗赤褐色

8　赤　褐　色

9　黒　褐　色

焼土粒子中量，焼土小ブロック少量，粘土粒

子多量

焼土粒子・焼土小・中ブロック多量

焼土中ブロック多量

焼土粒子・焼土小・中ブロック中量

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl～P。は長径24－48cm，短径20～47cmの楕円形または不整楕円形で，いずれも深

さ6－13cmの主柱穴である。P5は長径30cm，短径22cmの楕円形で，深さ11cmの出入口施設に伴うピットで

ある。P。は長径55cm，短径48cmの楕円形で，深さ12cmで，性格は不明である。

覆土12層からなり，ブロック状の堆積の状況が見られることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量　　　　　　　　　8　褐　　色

2　褐　　　色　　ローム粒子多量，焼土粒子中量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子中量　　　　9　明　褐　色

4　褐　　色　粘土粒子・粘土小ブロック少量　　　　　　　　10　褐　　色

5　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量　　　　　　　　11褐　　色

6　褐　　色　　ローム粒子中量，焼土粒子・粘土小ブロック少量

7　褐　　色　ローム粒子中量，粘土小ブロック少量　　　　　12　明　褐　色

－72－

ローム粒子多量，焼土粒子中量，粘土小ブロ

ック少量

ローム小・中ブロック中量

焼土粒子・焼土小ブロック少量

焼土粒子・焼土小ブロック・炭化粒子・粘土

粒子・砂中量

ローム中ブロック中量



遺物　土師器片32点，須恵器片12点である。1の土師器婆が中央の覆土中層から出土している。

所見　竃の火床部の状況から，短期間しか使用されなかった住居と考えられる。時期は，遺構の形態や出土遣

物から，古墳時代の6世紀と考えられる。

＿＿　二二三一　てl
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第58図　第25号住居跡実測図

第25号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（αm） 器　 形　 の　 特 徴 手　 法　 の　 特 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　 考

第57図 婆 B （5 ．6） 頸部 の破 片。頭部は 「く」 の字状 に 頸部 内 ・外面横ナデ。外面上位へ ラ 砂粒　 スコ リア 5 ％　 P 1 22

1 土 師 器 屈 曲 してい る。 削 り。 明赤褐色

普通

覆 土中層

－73一



第28号住居跡（第58図）

位置　調査B区南部，C3eo区。

規模と平面形　長軸3．04m，短軸2．86mの隅丸方形である。

主軸方向　N－50－E

壁　壁高は6－12cmで，外傾して立ち上がる。

床　全面が粘土質で，平坦で硬く締まっている。特に，竃の東側から中央にかけて，硬く踏み固められている。

竃　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両側の袖部が残存している。

規模は，煙道部から焚口部まで102cm，最大幅111cm，壁外への掘り込みは35cmである。火床部は床面を2

cmほど掘り窪めており，火熟を受けてわずかに赤変し，硬化している。煙道部は外傾して，緩やかに立ち上

がる。

寵土層解説

1　にぷい黄褐色　　粘土大ブロック少量

2　暗　褐　色　　ローム粒子中量，焼土粒子少量

5　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土小ブロック中量

6　暗　褐　色　　ローム小ブロック・焼土小ブロック少量

3　黒　褐　色　ローム小ブロック・娩土粒子少量　　　　　　7　暗　褐　色　ローム小ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子少量

4　暗　褐　色　　ローム粒子中量，娩土粒子少量

覆土　8層からなり，ブロック状の堆積の状況が見られることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子　5　褐　　色　ローム粒子少量，焼土粒子中量

少量

2　褐　　　色　　ローム粒子・ローム小ブロック中量

3　暗　褐　色　　ローム粒子少量

4　褐　　　色　　ローム粒子・炭化粒子少量，娩土粒子中量

1　2

第58図　第26号住居跡実測図

6　褐　　　色　　ローム粒子少量

7　褐　　　色　　ローム粒子・ローム小ブロック少量

8　暗　褐　色　　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子

少量

2m

！　　　；　　　！
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遺物　土師器片34点，須恵器片11点が出土している。1の須恵器杯，2の須恵器長頸壷が中央から竃手前に

かけての覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　竃の東側に多量の焼土が確認されているが，性格は不明である。竃の火床部の状況から，短期間しか使

用されなかった住居と考えられる。時期は，遺構の形態や出土遺物から，奈良時代の8世紀と考えられる。

第26号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形　の　特 徴 手 法　 の　特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第59図 坪 A ［12．0］ 休部から口綾部の破片。休部は内攣 口綾部，体部内 ・外面 ロタロナデ。 長石　 雲母　 砂粒 5 ％　P 123

1 須　恵 器 B （5．2） 気味に立ち上がる。 口綾部はわずか

に外反する。

外面下位へラ削 り。 赤灰色
普通

覆土下層

．2

長 頸 壷 B （8．8） 高台部から休部の破片。高台部は短 体部内 ・外面ロタロナデ，外面下位 長石　 砂粒
／

20塊 p 124
須 恵 器 C ［8．6］ く，直線的に開く。平底。休部は内．へラ削 り。底部回転へラ削り。高台 褐灰色 内面自然粕

D　 O．7 攣気味に立ち上がる。 部貼り付け，ロタロナデ。 普通 覆土下層

0　　　　　　5cm
L　　　　　　　＿」 第59図　第26号住居跡出土遺物実測図

第27号住居跡（第60図）

位置　調査B区中央部，C3e9区。

規模と平面形　長軸3．76m，短軸3．60mの隅丸長方形である。
ト

主軸方向　N－200－E

壁　壁高は15－21cmで，外傾して立ち上がる。

床　全面が粘土質で，平坦で硬く踏み固められている。中央の一部が撹乱を受けている。
．

竃　3か所。第1竃は，北東壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両側

の袖部が残存している。規模は，煙道部から焚口部まで124cm，最大幅65cm，壁外への掘り込みは58cmで

ある。火床部は床面を3cmほど掘り窪めており，火熟を受けているが柔らかく，赤変していない。煙道部は

外傾して，緩やかに立ち上がる。

第1竃土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子少量

2　暗　褐　色　　ロムム小ブロック・炭化粒子少量

3　暗　褐　色　　ローム小ブロック少量

4　暗　褐　色　　焼土小ブロック多量

5　褐　　　色　　焼土粒子多量

6　赤　褐　色　　焼土粒子・焼土小ブロック多量

第2竃は，北東壁の第1竃の東隣に，砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，

北東壁と東コーナー部を利用して，粘土で袖部を作っている。規模は，煙道部から焚口部まで84cm，最大

幅70cm，壁外への掘り込みは57cmである。火床部は床面を5cmほど掘り窪めており，火熟を受けているが

柔らかく，赤変していない。煙道部は外傾して，緩やかに立ち上がる。

第2竃土層解説

1　黒　褐　色　　ローム粒子少量

2　黒　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子少量

3　黒　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子中量

4　時赤褐色　　ローム粒子中量，焼土小ブロック少量

5　黒　褐　色　　ローム粒子中量，焼土粒子少量

6　時赤褐色　　焼土粒子多量，焼土小ブロック少量，砂多量
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第60図　第27号住居跡実測図
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第3竃は，南東壁の南寄りに，砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しているが，煙道

部が残存している。壁に砂混じりの粘土を貼って，袖部として利用している。煙道部から焚口部まで82cm，

最大幅80cm，壁外への掘り込みは40cmである。火床部は床面を4cmほど掘り窪めており，火熟を受けて赤

変し，硬化している。中央に須恵器の嚢を支脚として利用している。煙道部は外傾して，階段状に立ち上がる。

第3寵土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子少量

2　暗赤褐色　　ローム粒子・焼土小ブロック少量

3　時赤褐色　　ローム粒子少量，焼土小ブロック中量

覆土　1層は人為堆積，2層から7層は自然堆積と思われる。

土層解説

1　暗　褐　色　　焼土粒子多量，焼土小ブロック少量

2　極暗褐色　　ローム粒子・焼土粒子中量，砂少量

3　暗　褐　色　　ローム粒子多量，焼土粒子・褐色土中量

4　暗　褐　色　　ローム粒子中量，焼土粒子多量，焼土小ブロック少量

4　暗赤褐色　　焼土小・中ブロック・褐色土中量

5　暗　褐　色　　焼土粒子・焼土小ブロック中量

5　暗　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子・砂多量

6　褐　　　色　　ローム中ブロック中量

7　暗　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子中量，焼土小

ブロック微量

遺物　土師器片356点，須恵器片63点，砥石1点が出土している。1の須恵器杯が中央の覆土下層から，2の土

師器聾が南西壁寄りの覆土上層から，3の土師器嚢が第1竃内から，4の土師器聾が南コーナー部の覆土下層

から，5の須恵器鉢と6の須恵器聾が北コーナー部寄りの覆土下層から，7の砥石が覆土中からそれぞれ出

土している。

脚

詔腎
第61図　第27号住居跡出土遺物実測図
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所見　竃の構築順序は不明であるが，第1亀第2竃は火床部の状況から，短期間しか使用されなかったもの

と考えられるため，竃を作り替えながら使用していた可能性が高い。時期は，遺構の形態や出土遺物から，

平安時代の9世紀後某と考えられる。

第27号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形　 の　特 徴 手 法　 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第61図 埠 A ［12．5］ 底部から口綾部の破片。平底。休部 口綾部，体部内 ・外面ロタロナデ。 長石　 石英　 砂粒 10％　 P 125

1 須 恵 器 B　 4．5 からロ綾部にかけ，内攣気味に立ち 休部外面下位へラ削り，内面下位へ 灰白色 覆土下層
C ［5．4］ 上がる。 ラ磨き。底部手持ちへラ削り。 普通＿

2

餐 A ［23．7］ 休部か らロ綾部の破片。休部は内攣 ロ縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長石　 雲母　 砂粒 10％　P 126

土 師 器 B （7．8） 気味に立ち上がる。ロ綾部は外反し

て立ち上が り，中位に稜を持つ。端
部はつまみ上げられている。

面ナデ，外面一部へラ削 り。 にぷい褐色

普通
覆土上層

3

襲 A ［18．0］ 休部から口綾部の破片。休部は内攣 ロ綾部外面横ナデ，内面横ナデ，へ 長石　 雲母　 砂粒 5 ％　P 127

土 師 器 B （5．2） 気味に立ち上がる。ロ綾部は外反し ラナデ。休部外面横ナデ，内面へラ にぷい褐色 第 1竃内

て立ち上が り，ヰ位に稜 を持つ。端

部はつまみ上げられている。

ナデ。 普通

4

婆 B （5．5） 底部から休部の破片。平底。休部は 体部内 ・外面ナデ。内面下位へラナ 長石　 石英　 雲母 10％　P 128

土 師 器 C　 7．5 内攣気味に立ち上がる。 デ。 砂粒

にぷい橙色
普通

覆土下層

5

銀 A ［21．6］ 休部から口綾部の破片。休部は内攣 ロ縁部内 ・外面ロタロナデ。体部外 長石　 砂粒 5％　 P 129

須 恵 器 B （11．7） 気味に立ち上がる。口綾部は強く外

反して，中位に 2か所の稜を持つ。
端部はつまみ上げられた後，内側に

折り返され，さらに上方につまみ上
られている。

面平行叩き，内面へ ラナデ。 灰色
普通

覆土下層

6

聾 B （6．7） 頸部の破片。頸部は 「く」の字状に ロ縁部内 ・外面ロタロナデ。体部外 長石　 石英　 雲母 5 ％　P 130

須 恵 器 屈曲する。 面格子叩き，内面ナデ。 砂粒
橙色

普通

覆土下層

図 版 番 号 器　 種
計　　 測　　 値

石　 質 出　 土　 地　 点 備　　　 考

長さ （cm） 幅　 （cm） 厚さ （cm） 重量 （g ）

7 砥　 石 （3．9） （5．2） （2．2） （36） 凝灰岩 覆土中 Q 4

第28号住居跡（第62図）

位置　調査B区南西部，C3fl区。

規模と平面形　長軸3．87m，短軸3．86mの隅丸方形である。

主軸方向　N－180－E

壁　壁高は58～66cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　東壁，南壁中央から西壁にかけての一部で検出した0上幅7～55cm，下幅3～26cm，深さ2～6cmで，

断面形はU字状である。南壁沿いは幅が極端に広がっている0

床　全面が灰白色粘土で，平坦である。中央には長径157cm，短径141cmの楕円形で，深さ18cmほどの掘り込

みが見られる。中にはローム小ブロック，焼土中ブロック，炭化小ブロック，粘土ブロックが堆積している。

竃　北壁中央に砂混じりの灰白色粘土で構築されている0天井部，煙道部と両側の袖部が残存している0規模

は，煙道部から焚口部まで113cm，貴大幅103cm，壁外への掘り込みは15cmである0火床部は床面を8cmほ

ど掘り窪めている。火熟を受けているが，焼土が少なく，わずかに赤変硬化している0煙道部は外傾して，

急に立ち上がる。
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第62図　第28号住居跡実測図
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1　灰　褐　色　　ローム粒子少量，粘土

多量

2　褐　　　色　　粘土・砂多量

3　暗　褐　色　　ローム大ブロック・焼

土粒子・焼土大ブロッ

ク・砂多量

4　暗赤褐色　　焼土粒子・焼土中ブロ

ック・炭化小ブロック

多量

5　褐　　　色　　焼土粒子・砂多量

6　褐　　　色　　ハードローム中ブロッ

ク中量，焼土粒子・砂

多量

7　赤　褐　色　　ローム中ブロック・焼

土粒子・焼土大ブロッ

ク・粘土大ブロック・

砂多量
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第63図　第28号住居跡出土遺物実測図 三二二＿「…＝＿二
ピット　8か所（Pl～P8）。P．～P3は長径35－44cm，短径28－30cmの楕円形，P。は径32cmの円形で，いずれ

も深さ34～58cmの主柱穴である。P5は径24cmの円形で，深さ20cmの出入口施設に伴うピットである。P6と

P7は径21～31cmの円形，P8は長径28cm，短径20cmの楕円形，いずれも深さ12～13cmで，性格は不明である。

覆土10層からなり，ローム，焼土，粘土ブロックを多く含有することから，人為推積と思われる。

土層解説

1　極暗褐色

2　暗　褐　色

3　極暗褐色

4　褐　　　色

5　褐　　　色

ローム小ブロック・焼土粒子・焼土小・中プロッ　6　黒　　　色

ク多量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　暗　褐　色

焼土粒子・焼土小・中ブロック・粘土中・大ブロ

ック多量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　暗　褐　色

ローム粒子・ローム小ブロック中量　　　　　　　9　暗　褐　色

ローム粒子・ローム小・中ブロック多量，焼土粒

子・焼土小ブロック中量

ローム粒子・ローム小・中ブロック多量，焼土小

ブロック中量

10　暗　褐　色

－80－

焼土小・中ブロック・粘土中ブロック多量

焼土粒子・焼土小ブロック・粘土小ブロック

中量

粘土小ブロック中量

ローム粒子・ローム小ブロック・焼土小ブロ

ック・炭化小ブロック・粘土小ブロック少量

ローム粒子・ローム小ブロック少量，粘土小

ブロック中量



遺物　土師器片308点，須恵器片27点，支脚1点が出土している。1の土師器埠が竃内から，2の須恵器杯，

6の土師器聾が床面中央の掘り込みから，3～5の土師器聾が東壁寄りの覆土中から，7の支脚が竃西側の

覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　粘土層を掘り込んで造られている住居跡である。竃の火床部の状況から，短期間しか使用されなかった

住居跡と考えられる。また，1の土師器杯は，二次焼成がないことから，竃祭祀に使用された可能性がある

と思われる。時期は，遺構の形態や出土遺物から，奈良時代の8世紀前葉と考えられる。

第28号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形　の　特 徴 手 法　 の　特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第63図 埠 A ［18．0］ 底部から口綾部の破片。丸底。休部 ロ綾部，体部内 ・外面横ナデ。休部 長石　 雲母　 砂粒 45％　 P 132

1 土 師 器 B （3．8） は内攣気味に立ち上がり，中位に稜

を持つ。端部はわずかに外反する。

外面中位へラナデ。底部ナデ。 明赤褐色

普通

竃内 －

2

j不 A ［15．4］ 底部から口綾部の破片。平底。休部 口綾部，体部内 ・外面ロタロナデ。 長石　 雲母　 砂粒 60％　 P 133

須 恵 器 B　 4．2
C　 9．2

下位に稜を持ち，口綾部にかけ，直

線的に外傾 して立ち上がる。

底部手持ちへラ削 り。 スコリア
灰褐色
普通

掘 り込み内

3

聾 A ［22．6］休部から口綾部の破片。ロ綾部は外 口縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長石　 雲母　 砂粒 5 ％　P 134

土 師 器 B （9．8） 反して立ち上が り，中位に稜を持つ。

端部はつまみ上げられている。

面ナデ，内面一部へラナデ。 にぷい橙色
普通

覆土中

4

聾 A ［21．2］ 休部から口綾部の破片。 ロ綾部は外 口縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長石　 石英　 砂粒 5 ％　P 135

土 師 器 B （7．6） 反して立ち上が り，中位に稜を持つ。

端部はつまみ上げられている。

面ナデ。 明赤褐色
普通

覆土中

5

餐 A ［25．6］ 休部から口綾部の破片。口綾部は外 口縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長石　 石英　 雲母 5 ％　P 136

土 師 器 B （7．5） 反して立ち上が り，中位に稜 を持つ。

端部はつまみ上げられている。

面ナデ，内面一部へラナデ。 砂粒

橙色
普通

覆土中

6

餐 B （4．3） 底部から休部の破片。平底。休部は 体部内 ・外面ナデ。 長石　 石英　 雲母 5 ％　P 137

土 師 器 C　 7．6 内攣気味に立ち上がる。 砂粒

にぷい赤褐色
普通

底部木葉痕

掘 り込み内

図 版 番 号 器　 種
計　　 測　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　 考
長さ （cm） 幅　 （cm） 重量 （g）

7 支　 脚 16．7 8．1 （630） 覆土下層 D P 9　 90％

第29号住居跡（第64図）

位置　調査B区南西部，C3dl区。

重複関係　本跡は第73号住居跡と重複している。第73号住居跡が，本跡の北西コーナー部を掘り込んでいる

ことから，本跡が古い。

規模と平面形　長軸4．38m，短軸4．36mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は6－10cmで，外傾して立ち上がる。

床　全面が粘土質で，平坦で硬く締まっている。

竃　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。両側の袖部が残存している。規模は，煙道部から焚

口部まで120cm，最大幅150cm，壁外への掘り込みは15cmである。火床部は一，火熟を受けて赤変し，硬化し

ている。煙道部は外傾して，緩やかに立ち上がる。

色
　
色褐

説解
　
褐
　
赤

層土

　

1

　

2

竃

ローム粒子少量，粘土多量　　　　　　　　　　　3　灰　褐　色　焼土粒子・焼土小ブロック・砂多量

焼土小・中・大ブロック多量，炭化材中量　　　　4　赤　褐　色　焼土小・中・大ブロック多量
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第84図　第29号住居跡実測図

ピット　4か所（Pl～P。）。P．～P4は径50～60cmの円形で，いずれも深さ34－47cmの主柱穴である。

覆土　4屑からなり，自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　灰　褐　色

ローム粒子・煉土粒子中量，炭化粒子少量　　3　灰　褐　色　　焼土粒子・小ブロック少量

ローム粒子・粘土粒子中量　　　　　　　　　4　暗　褐　色　　焼土粒子・粘土粒子・砂多量

遺物　土師器片104点，須恵器片8点，および混入した石鉄3点が出土している。遺物は細片が多い。1の土

師器埠，6の土師器小形聾がP。内から，2の土師器坪，7の土師器聾が竃内から，3の土師器坪が南東コー

ナー部の覆土下層から，4の土師器坪が南壁寄りの覆土下層から，5の土師器小形聾が西壁寄りの覆土下層
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からそれぞれ出土している。

所見　覆土が薄かったために，壁の残存率が低い。竃内から遣物が多く出土しており，土器片を竃の補強材と

して使用していた可能性がある。時期は，遺構の形態や出土遺物から，古墳時代の6世紀後葉と考えられる0

第65図　第29号住居跡出土遺物実測図

第29号住居跡出土遺物観察表

図版番 号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特 徴 手　 法　 の　 特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

第 65図 坪 A ［1 3．2］ 底 部 か ら 口縁 部 の 破 片。 丸 底 。休 部 ロ綾 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 部 内 ・外 長 石　 砂 粒 10％　 P 138

1 土 師 器 B　 4．1 か ら 口綾 部 に か け ， 内管 気 味 に 立 ち 面 ナ デ 。 底 部 手 持 ちへ ラ 削 り。 橙 色 内 ・外面 黒色処理

上 が る。 普 通 P 3内

2

堵 A ［1 2．4］ 底 部 か ら ロ縁 部 の 破 片 。 丸 底 。休 部 日経 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 部 内 ・外 長 石　 石 英　 砂 粒 10％　 P 13 9

土 師 器 B　 3．9 は 内 攣 気 味 に 立 ち上 が り， 上 位 に 稜 面 ナ デ 。 底 部 手 持 ちへ ラ 削 り。 にぷ い褐 色 内 ・外面 黒色処理

を持 つ 。 ロ綾 部 は外 傾 気 味 に 立 ち上

が る。

普 通 竃 内

3

土不 A ［1 3．3］ 休 部 か ら ロ綾 部 の 破 片 。 休 部 は 内 管 口縁 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 部 内 ・外 長 石　 石 英　 砂 粒 5 ％　 P 140

土 師 器 B （4．1） 気 味 に 立 ち上 が り，上 位 に 稜 を持 つ 。 面 ナ デ 。 橙 色 外 面 黒 色処 理

口縁 部 は 直 立 す る。 普 通 覆 土 下 層

4

坪 A ［1 3．8］ 休 部 か ら 口縁 部 の 破 片。 休 部 は 内 攣 ロ緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 部 内 ・外 石 英　 砂 粒 5 ％　 P 14 1

土 師 器 B （4．0） 気 味 に 立 ち上 が り，上 位 に 稜 を持 つ 。 面 ナ デ 。 ス コ リア 外 面 黒 色処 理

口緑 部 は 外 傾 気 味 に 立 ち上 が る。 橙 色

普 通

内 ・外 面 剥 離

覆 土 下 層

5

小 形 聾 A ［1 6．7］ 底 部 か ら ロ縁 部 の破 片。 平 底 。 休 部 ロ緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 部 内 ・外 長 石　 石 英　 砂 粒 20％　 P 142

土 師 器 B 1 9．5

C ［9月

は 内 管 気 味 に 立 ち上 が る。 ロ綾 部 は

外 反 して ， 中位 に稜 を持 つ 。 端 部 は

つ まみ 上 げ られ て い る。

面 ナ デ 。 ス コ リア

赤 橙 色

普 通

覆 土 下 層
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第6声図 小 形 聾 A ［15 ．0］ 休部 か ら口綾部 の破片。休部 は内攣 ロ線部 内 ・外 面横ナデ。体部 内 ・外 長石　 石英　 雲母 5 ％　 P 14 3
6 土 師 器 B （5 ．4） 気味 に立ち上 が る。 ロ縁部は外反 し

て， 中位 に稜 を持つ。

面ナ デ。 砂粒　 ス コリア

明赤褐 色

普通

P 3内

7

聾 B （22 ．0） 底部か ら休部 の破 片。平底。休部 は 体部 内 ・外面，底部 ナデ。 長石　 石 英　 砂粒 30％　 P 14 4
土 師 器 C　 8 ．6 内管気味 に立 ち上 が る。 橙色

普通

竃 内

第30号住居跡（第66図）

位置　調査B区南西部，C3bl区。

規模と平面形　長軸2．76m，短軸2．69mの隅丸方形である。

主軸方向　N－190－E

壁　壁高は10～20cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　東壁寄りの一部を除いて，ほぼ仝周している。上幅10～25cm，下幅5～12cm，深さ2－4cmで，断面形

はU字状である。

床　平坦で，全面が硬く締まっている。中央には径65cmの円形で，深さ50cmの掘り込みと，長径97cm，短径

85cmの不定形で，深さ14cmの掘り込みが，東壁寄りには，長径50cm，短径40cmの楕円形で，深さ10cmの

掘り込みが見られる。それぞれの掘り込みの中と周辺には，焼土ブロック，炭化ブロック，粘土ブロックが

多量に堆積している。

寵　北壁やや西寄りに砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両側の袖部が残存し

】I　岡
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第66図　第30号住居跡実測図
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第67図　第30号住居跡出土遺物実測図

ている。規模は，煙道部から焚口部まで124cm，最大幅95cm，壁外への掘り込みは24cmである。火床部は，

火熟を受けているが，焼土が少なく，わずかに赤変硬化している。煙道部は外傾して，緩やかに立ち上がる。

寵土層解説

1　黒　褐　色　　ローム粒子・炭化小ブロック中量，焼土粒子・　　3　黒　褐　色　　ローム粒子中量，煉土粒子少量，粘土粒子多量

粘土粒子多量　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　暗　褐　色　　焼土粒子・焼土小・中ブロック多量

2　黒　褐　色　　ローム粒子・焼土小・中ブロック・炭化粒子中量，

焼土粒子・粘土粒子多量

覆土　4層からなり，焼土ブロック，粘土ブロックを多く含有していることから，人為堆積と思われる。
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土層解説

1暗　褐　色　焼土粒子・焼土小・中ブロック多量，炭化粒子・

炭化中ブロック中量

2　暗　褐　色　焼土粒子・焼土小・中ブロック多量，炭化粒子・

炭化中ブロック・粘土粒子・粘土小ブロック中量

3　灰　褐　色　粘土粒子・粘土小ブロック中量

4　赤　褐　色　焼土粒子・焼土小・中ブロック多量，炭化小ブ

ロック・粘土粒子・粘土小ブロック中量

遺物　土師器片184点，須恵器片74点が出土している。ほとんどの遺物は中央から竃周辺にかけて集中し，1

の須恵器杯が竃西側の袖部内から，2の須恵器杯が中央の覆土下層から，3の土師器小形聾が竃東側袖部脇

の覆土下層と西側の袖部内から，4の須恵器鉢が竃内と中央の掘り込み内から，5の土師器聾が東側袖部脇

の覆土下層から，6の土師器婆が中央の掘り込み内と覆土中からそれぞれ出土している。

所見　床面と覆土から多くの焼土ブロックや粘土ブロック，炭化ブロックが確認されたことから，住居廃棄時

に人為的に廃棄物と共に埋め戻された可能性がある。時期は，遺構の形態や出土遺物から，平安時代の9世

紀後葉と考えられる。

第30号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形　 の　特 徴 手 法　の　特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第67図 埠 A 13．6 平底。休部は直線的に外傾して立ち 口綾部，体部内 ・外面ロタロナデ。 長石　 雲母　 砂粒 100％　P 146

1 須 恵 器 B　4．2～4．8
C　 5．6

．上がる。端部はわずかに外反する。 休部外面下位へラ削り。底部回転へ

ラ削り。

スコリア
外面灰色

内面黄褐色
普通

袖部内

2

埠 A ［12．8］ 底部から口綾部の破片。平底。休部 口綾部，体部内 ・外面ロクロナデ。 長石　 石英　 砂粒 5 ％　P 147

須 恵 器 B　 3．7
C ［5．7］

は直線的に外傾して立ち上がる。端

部はわずかに外反する。

底部手持ちへラ削 り。 スコリア
黄灰色
普通

覆土下層

3

小 形 聾 Å［17．2］ 休部から口綾部の破片。休部は内攣 ロ縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長石　 石英　 砂粒 5 ％　P 148

土 師 器 B ・（13．2） 気味に立ち上がる。ロ綾部は外反し 面ナデ。 暗褐色 覆土下層

て，中位に稜を持つ。端部はつまみ

上げられている。

普通 袖部内

4

鉢 A ［42．4］ 休部から口疲部の破片。休部は内攣 ロ縁部内 ・外面ロタロナデ。体部外 長石　 石英　 雲母 10％　P 149

須 恵 器 B （18．9） 気味に立ち上がる。口綾部は強く外 面平行叩き。内面ナデ，アテ具痕有 砂粒 竃内

反して，中位 と上位に稜を持つ。端

部はつまみ上げられた後，内側に折

り返され，さらに上方へつまみ上げ
られる。端部直下 と口唇部に棒状工

具による凹線が巡る。

り。 褐灰色
普通

掘 り込み内

5

聾 B （10．8） 底部から休部の破片。平底。休部は 体部内 ・外面ナデ。 長石　 石英　 砂粒 35％　P 150

土 師 器 C　 8．0 内攣気味に立ち上がる。 赤褐色
普通

底部木葉痕

覆土下層

6

聾 B （5．6） 底部から休部の破片。平底。休部は 体部内 ・外面ナデ。 長石　 石英　 砂粒 15％　P 151

土 師 器 C　 6．7 内攣気味に立ち上がる。 橙色
普通

底部木葉痕

掘り込み内覆土中

第31号住居跡（第68図）

位置　調査B区西部，C3b2区。

規模と平面形　長軸3．64m，短軸3．53mの方形である。

主軸方向　N－150－E

壁　壁高は15～25cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　竃東側の一部を除いて，ほぼ仝周している。上幅13～22cm，下幅4－13cm，深さ2～6cmで，断面形は

U字状である。

床　全面が粘土質で，平坦で硬く踏み固められている。

－86－



竃　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両側の袖部が残存している。

規模は，煙道部から焚口部まで116cm，最大幅112cm，壁外への掘り込みは30cmである。火床部は火熟を受

け赤変し，硬化している。煙道部は外傾して，階段状に立ち上がる。

寵土層解説

1暗　褐　色　　ローム粒子・粘土少量　　　　　　　　　　　　　　　4　時赤褐色　　焼土小ブロック多量

2　暗　褐　色　　ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂少量　　　5　暗　褐　色　　ローム粒子少量，砂中量

3　時赤褐色　　焼土小ブロック・粘土少量

ピット　1か所（P．）。Plは長径43cm，短径37cmの楕円形で，深さ20cmの出入口施設に伴うピットである。

覆土　4層からなり，不自然な堆積の状況が見られることから，人為堆積と思われる。

土層解脱

1極暗褐色　　ローム粒子中量，焼土粒子多量　　　　　　　　　　　3　黒　褐　色　　ローム中ブロック中量

2　極暗褐色　　ローム粒子中量，ローム中ブロック・焼土粒子多量　　4　極暗褐色　焼土小・中ブロック中量

遺物　土師器片63点，須恵器片46点，砥石1点，および混入した瓦質土器片の火舎1点が出土している。ほ

とんどの遺物は竃手前から北東コーナー部にかけて集中している。1の須恵器坪，2の須恵器杯が南壁寄り

の覆土下層から，3の須恵器坪が竃内から，4の須恵器坪，9の須恵器聾，12の砥石が北東コーナー部の覆

土下層から，6の須恵器高盤，11の土師器婆，8の須恵器鉢が覆土中層から，7の須恵器蓋が竃内と竃手前

の覆土下層から，5の土師器高台付杯が中央の床面直上から，10の須恵器聾が南西コーナー部の覆土下層か

らそれぞれ出土している。

所見　時期は，遺構の形態や出土遺物から，奈良時代の8世紀後葉と考えられる。
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第日図　第31号住居跡出土遺物実測図
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第31号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形　の　特 徴 手 法　 の　特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第69図 杯 A 12．4 底部から口綾部の破片。平底。休部 口綾部，体部内 ・外面ロタロナデ。 長石　 石英　 雲母 60％　 P 155
1 須 恵 器 B　 4．1

C　 7．1

から口綾部にかけ，直線的に外傾 し

て立ち上がる。

底部ナデ。 砂粒

明褐色
普通

覆土下層

2

杯 A 14．5 口綾部の一部欠損。平底。休部から 口綾部，体部内 ，外面ロタロナデ。 長石　 砂粒 95％　P 156
須 恵 器 B　3．9～4．2

C　 8．9

口綾部にかけ，直線的に外傾 して立
ち上がる。

底部回転へラ切り後，へラナデ。 灰色

良好

覆土下層

3

杯 A ［10．6］ 底部か ら口綾部の破片。平底。休部 口綾部，体部内 ・外面ロタロナデ。 長石　 石英　 雲母 15％　P 157
須 恵 器 B　 3．7

C　 6．4

から口綾部にかけ，直線的に外傾し

て立ち上がる。

底部へラナデ。 砂粒

黄灰色
普通

竃内

4

坪 A ［13．4］ 底部から口綾部の破片。平底。休部 ロ綾部，体部内 ・外面ロタロナデ。 長石　 石英　 雲母 10％　 P 158
須　恵 器 B　 4．1

C　 7．6
から口綾部にかけ，直線的に外傾し

て立ち上がる。

底部手持ちへラ削 り。 砂粒

灰黄色
普通

覆土下層

5

高台付坪 B （5．8） 底部から休部の破片。高台部は「ハ」 体部内 ・外面ロタロナデ。外面下位 長石　 石英　 雲母 60％　P 159
土 師 器 D lO．0 の字状に開 く。平底。休部は下位に へラ削り。底部回転へラ削 り。高台 砂粒 床面直上

E　 l．0 稜を持ち，わずかに外反 して立ち上

がる。

部貼 り付け，ロタロナデ。 にぷい橙色

普通

6

高　　 盤 A ［21．1］ 脚部か ら口綾部の破片。脚部は内偵 口綾部，体部内 ・外面ロタロナデ。 長石　 雲母　 砂粒 30％　P 160
須　恵 器 B （5．7） し．，3 孔を有する。底部は丸みを持っ 外面下位回転へラ削り。脚部貼 り付 灰色 覆土中層

た平底。休部は内攣気味に立ち上が

る。端部はつ まみ上げられ，棒状工

具による凹線 を巡らす。

け，ロタロナデ。 普通

7

蓋 B （2．8） 天井部の破片。扁平なボタン状のつ つまみ，天井部内・外面ロタロナデ。 長石　 雲母　 砂粒 50％　P 161
須　恵 器 F　 2．6 まみが付 く。天井部は，ほぼ平坦で 頂部回転へラ削 り。 黄灰色 覆土下層

G　 l．1 ある。 普通 竃内

8

鉢 A ［21．4］ 休部からロ綾部の破片。休部は内攣 口綾部，体部内 ・外面ロタロナデ。 長石　 石英　 雲母 5 ％　P 163
須 恵 器 B （9．4） 気味に立ち上がる。口綾部は強く外

反 して，端部は厚みを増す。
外面下位へ ラ削 り。内面輪積痕有 り。 砂粒

灰白色

普通

覆土中層

9

聾 B （10．5） 休部から頸部の破片。頸部は 「く」 休部外面平行叩き。内面横ナデ，ア 長石　 雲母　 砂粒 10％　P 164
須 恵 器 の字状に屈曲する。 テ具痕有 り。 黄灰色

普通

覆土下層

10

聾 A 23．1－23．6 休部からロ綾部の破片。休部は内攣 口縁部内 ・外面ロクロナデ。体部外 長石　 石英　 雲母 30％　 P 165
須 恵 器 B （24．4） して立ち上がり，頸部は 「コ」の字

状に屈曲している。 口綾部は外反す

る。断面が三角形の折 り返し口縁。

面平行叩き。内面ナデ，アテ具痕有

り。
砂粒　 スコリア
橙色

普通

覆土下層

11

聾 A ［26．4］ 休部から口綾部の破片。休部は内攣 口縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長石　 雲母　 砂粒 5 ％　P 162
土 師 器 B （9．2） 気味に立ち上がる。口綾部は強く外

反 して，中位に稜を持つ。端部はつ
まみ上げられている。

面ナデ。 スコリア
赤褐色
普通

覆土中層

図 版 番 号 器　 種
計　　 測　　 値

石　 盤 出　 土　 地　 点 備　　　 考
長さ （cm） 幅　 （cm） 厚さ （‾cm） 重量 （g ）

12 砥　 石 （7．3） （4．1） （4．0） （115） 凝灰岩 覆土下層 Q 6

第32号住居跡（第70図）

位置　調査B区西部，C3C3区。

規模と平面形　長軸3．43m，短軸3．05mの長方形である。

主軸方向　N－10－E

壁　壁高は17－28cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　仝周している。上幅13～25cm，下幅3－10cm，深さ4～6cmで，断面形はU字状である。
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第70図　第32号住居跡実測図

床　全面が粘土質で，平坦で締まっている。特に，南壁から竃にかけて，硬く踏み固められている。

竃　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部の一部と両側の袖部が残存している。規模は，

煙道部から焚口部まで95。m，最大幅102cm，壁外への掘り込みは15cmである。火床部は床面を6cmほど掘

り窪めており，火熟を受け赤変し，硬化している。煙道部は外傾して，階段状に立ち上がる。

寵土層解説

1黒　　色　ローム粒子多量，焼土粒子中量，粘土質　　　　5　暗　褐　色　ローム小ブロック・焼土粒子多量

2　極暗赤褐色　焼土小・中ブロック・砂多量　　　　　　　　6　暗　褐　色　ローム小ブロック・焼土粒子・粘土小ブロック多量

3　極嗜赤褐色　焼土小・中ブロック・粘土小ブロック・粘土多量　7　暗　褐　色　焼土粒子・焼土中ブロック中量

4　暗赤褐色　焼土粒子・焼土小・中ブロック多量　　　　　　8　極暗褐色　焼土粒子・粘土小ブロック中量

ピット1か所（Pl）。Plは長径26cm，短径20cmの楕円形で，深さ22cmの出入口施設に伴うピットである。

覆土　8層からなり，焼土ブロック，炭化材を多く含有していることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1　黒　　　色　　ローム粒子中量，焼土粒子少量

2　黒　　色　ローム粒子・ローム小・中ブロック中量　　　　6　暗　褐　色

3　黒　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・娩土小ブロック　　　7　褐　　色

中量，炭化材多量　　　　　　　　　　　　　8　褐　　色

4　極暗褐色　　ローム粒子・焼土粒子少量

5　暗　褐　色　　焼土粒子・焼土小ブロック中呈，粘土粒子・

粘土小ブロック多量

ローム粒子・ローム小・中ブロック多量

ローム小・中ブロック多量

ローム小・中ブロック多量，焼土粒子・娩土小・

中プロッタ中量

遺物　土師器片17点，須恵器片9点，および混入した石斧1点が出土している。ほとんどの遣物は竃手前と中

央やや南壁寄りに集中している。1の須恵器坪が南壁寄りの覆土下層から，2の須恵器蓋が竃脇の床面直上

と中央の覆土中層から，3の土師器聾が南壁寄り覆土下層と竃手前の床面直上から，4と5の土師器聾が中
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央の覆土下層から，6の土師器嚢が覆土中層からそれぞれ出土している。

所見　住居跡の南半分を中心に，多量の焼土塊と炭化材が確認されていることから，焼失家屋と考えられ，人

為的に埋め戻された可能性がある。時期は，遺構の形態や出土遣物から，古墳時代の7世紀後葉と考えられ

る。

第71図　第32号住居跡出土遣物実測図

第32号住居跡出土遣物観察表

10cm

！　　　；　　　！

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特徴 手　法　の　特徴 胎土・色調・焼成 備　考

第71図坪A16．3丸底。休部は内攣気味に立ち上がる。口綾部，体部内・外面ロタロナデ。長石　石英　雲母100％　P166

1 須恵器B　5．1口綾部は直線的に外傾して立ち上が

る。

底部手持ちへラ削り。 砂粒

にぷい橙色

普通

覆土下層
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第71図 蓋 A ［16．6］ 天井部，ロ綾部一部欠損。扁平なボ つまみ，天井部，口緑部内 ・外面ロ 長石　 雲母　 砂粒 70％　P 167

2 須 恵 器 B　 2．2 タン状のつまみが付 く。天井部はほ タロナデ。頂部回転へラ削 り。 スコリア 床面直上

F　 4．0
G　 O．6

ぼ平坦で，緩やかに開 く。口綾部は

わずかに内攣しながら，端部は外反
して，内側にかえりが付 く。

にぷい赤褐色

普通

覆土中層

3

聾 A ［22．6］ 休部から口綾部の破片。休部は内攣 口縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 石英 ・雲母　 砂粒 35％　P 168

土 師 器 B （32．0） 気味に立ち上がる。口綾部はわずか 面ナデ。外面中位へラ磨き。 にぷい褐色 覆土下層

に外反して立ち上がる。 普通 床面直上

4

聾 A ［23．9］ 休部から口綾部の破片。休部は内攣 口綾部，体部内 ・外面横ナデ。 長石　 石英　 雲母 50％　P 169

土 師 器 B （8．4） 気味に立ち上がる。口綾部は外反し

て立ち上が り，中位に稜 を持つ。端
部はつまみ上げられている。

砂粒　 スコリア

橙色
普通

覆土下層

5

聾 A ［24．0］休部から口綾部の破片。休部は内攣 口綾部，体部内 ・外面横ナデ。 長石　 石英　 雲母 5％　P 170

土 師 器 B （6．6） 気味に立ち上がる。 口綾部は外反し

て立ち上が り，中位に稜を持つ。端
部はつまみ上げられている。

砂粒　 スコリア

橙色
普通

覆土下層

6

聾 B （8．8） 底部から休部の破片。平底。休部は 休部外面下位へラ削り，内面へラナ 長石　 石英　 雲母 30％　 P 171

土 師 器 C　8．4－9．0 内攣気味に立ち上がる。 デ。 砂粒

にぷい橙色
普通

底部木葉痕

覆土中層

第33号住居跡（第72図）

位置　調査B区南東部，C4d2区。

重複関係　本跡は第168号土坑と重複している。第168号土坑が，本跡の南東部を掘り込んでいることから，

本跡が古い。

規模と平面形　長軸2．98m，短軸2．84mの方形である。

主軸方向　N－140－E

壁　壁高は32cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　ほぼ仝周し，上幅［18～32］cm，下幅［2～10］cm，深さ［3～6］cmで，断面形はU字状と推定され

る。

床　全面が粘土質で，平坦で締まっている。特に，出入口施設から竃にかけて，硬く踏み固められている0

竃　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，煙道吾旺両側の袖部が残存

している。規模は，煙道部から焚口部まで107cm，最大幅120cm，壁外への掘り込みは53cmである0火床部

は，火熟を受けわずかに硬化しているが，赤変していない。煙道部は外傾して，緩やかに立ち上がる0

竃土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子多量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子多量，焼土中ブロック少量

3　赤　褐　色　ローム粒子少量，焼土中・大ブロック多量，砂中量

4　にぷい褐色　焼土粒子・焼土小ブロック・砂多量，粘土ブロック中量

5　にぷい褐色　焼土粒子・砂多量

6　暗赤褐色　焼土粒子・焼土小ブロック中量，炭化粒子少量

7　暗　褐　色　焼土粒子・砂・粘土粒子少量

ピット1か所（Pl）。Plは径17cmの円形で，深さ18cmの出入口施設に伴うピットである。

覆土　7層からなり，ブロック状の堆積の状況が見られることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1暗　褐　色　　ローム粒子多量，焼土粒子中量

2　暗　褐　色　　ローム粒子多量，焼土粒子・焼土小ブロック中量

3　暗　褐　色　　ローム粒子・粘土小ブロック中量

4　暗　褐　色　　ローム粒子多量，ソフトローム小ブロック中量

5　暗　褐　色　　ローム粒子・ソフトローム小・中ブロック多量

6　明　褐　色　　ハードローム小・中ブロック中量

7　褐　　色　焼土粒子・焼土小ブロック中量，暗褐色土多量

遺物　土師器片41点，須恵器片39点，刀子1点が出土している。1の須恵器鉢が竃西側の覆土中層から，2
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第72図　第33号住居跡実測図

の須恵器鉢が竃東側の床面直上から，3の刀子が西壁寄りの床面直上からそれぞれ出土している。

所見　遺物が少ないことや，竃の火床部の状況から，短期間しか使用されなかった住居と考えられる。時期は，

遺構の形態や出土遺物から，奈良時代の8世紀と考えられる。

第73図　第33号住居跡出土遺物実測図

第33号住居跡出土遺物観察表

′

0　　　　　　10cm

38＝k5」＿＿＿＿⊥　　　」

図版番号器　種計測値（α的） 器　形　の　特徴 手　法　の　特徴 胎土・色調・焼成 備　考

第73図鉢A［16．2］休部からロ綾部の破片。休部は外傾ロ綾部，休部内面ロタロナデ。休部石英　雲母　砂粒5％　P173

1 須恵器B（7．2）して立ち上がる。ロ綾部は強く外反

し，口縁直下に凹線を巡らす。

外面平行叩き。内面アテ具痕有り。黄灰色

普通

覆土中層

2

鉢A［23．扇休部からロ綾部の破片。口綾部は強口綾部，休部内面ロタロナデ。休部長石　雲母　砂粒5％　P172
須恵器B（3．7）く外反し，中位に稜を持つ。端部は

つまみ上げられている。

外面平行叩き。 黄灰色

普通

床面直上

図版番号器　種
計　　測　　値

出　土　地　点 備　　　考
長さ（cm）幅　（cm）厚さ（cm）重量（g）

3 刀　子 （8．1）（1．4）（0．6） （17）床面直上 Ml木質付着10％
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第34号住居跡（第74図）

位置　調査B区中央部，B3j8区。

重複関係　本跡は，第146，147，153A，153B，154，156，218，224，225，227号土坑と重複している0これ

らの土坑群が，本跡の亀床の北半分，南壁と西壁の一部を掘り込んでいることから，本跡が古い。

規模と平面形　長軸5．17m，短卓由5．10mの方形である。

主軸方向　N－100－W

壁　壁高は25～30cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　ほぼ仝周し，上幅［10～22］cm，下幅［2～7］cm，深さ［2～7］cmで，断面形はU字状と推定され

る。

床　全面が粘土質で，平坦で硬く締まっている。

竃　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されていたと推定される。天井部は崩落しており，両側の袖部の

一部が残存している。規模は，最大幅120cmである。火床部は，火熟を受けわずかに硬化している。煙道部

は外傾していたと推定される。

竃土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量　　　　　　3　赤　褐　色　ローム粒子中量，焼土小・中ブロック少量

2　暗　褐　色　ローム粒子・焼土小ブロック少量　　　　4　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土小ブロック・砂少量

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P3は径25～55cmの円形，P。は長径50cm，短径43cmの楕円形で，いずれも深

さ46－55cmの主柱穴である。P5は径42cmの円形で，深さ30cmの出入口施設に伴うピットである0

覆土14層からなり，ブロック状の堆積の状況が見られることから，人為堆積と思われる0

土層解説

1　褐　　　色

2　灰　褐　色

3　灰　褐　色

4　褐　　　色

5　褐　　　色

6　褐　　　色

ローム粒子・焼土粒子少量

ローム粒子少量

ローム粒子・焼土粒子少量

ローム粒子少量

ローム粒子・焼土粒子少量

ローム粒子・ローム小ブロック少量

8　褐　　　色

9　暗　褐　色

10　暗　褐　色

11暗　褐　色

12　暗　褐　色

13　灰　褐　色

ローム小ブロック中量

ローム粒子・焼土粒子少量

ローム粒子・ローム小ブロック少量

ローム中ブロック・粘土小ブロック少量

ローム小ブロック少量

粘土粒子多量

7　褐　　色　ローム小ブロック・焼土小ブロック少量　14　暗　褐　色　ローム粒子少量，粘性有り

遺物　土師器片105点，須恵器片28点，および混入した瀬戸・美濃系の陶器片2点が出土している01の土師

器聾が南壁寄りの覆土下層から出土している。

所見　南壁沿いに焼土が確認されているが，性格は不明である。多くの土坑に掘り込まれていること，遺物が

少なく，ほとんど細片であったことなどから，本跡に伴う遺物である可能性は低いと思われる0時期は，遺

構の形態や出土遺物から，奈良時代の8世紀前葉と考えられる。

第34号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形　 の　特 徴 手 法　の　特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 彿　 考

第75図 聾 A ［21．9］ 休部か ら口綾部の破片。休部は内攣 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面上 長石　 石英　 雲母 20％　 P 174

1 土 師 器 B （30．3） 気味に立ち上がる。ロ綾部は外反し 位へラ削 り，中位から下位はへラ磨 砂粒 内・外面スス付着

て，中位に稜 を持つ。端部はつまみ

上げられている。

き。内面ナデか。 橙色
普通

覆土下層
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第74図　第34号住居跡実測図



第75図　第34号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　5cm
l　　＿＿＿＿＿　」

第35号住居跡（第76図）

位置　調査B区中央部，B3j6区。

重複関係　本跡は，第4号井戸，第138，196号土坑と重複している。第4号井戸が，本跡の中央やや南寄りを，

第138，196号土坑が，本跡の北東コーナー部を掘り込んでいることから，本跡が古い。

規模と平面形　長軸5．60m，短軸5．34mの方形である。

主軸方向　N－19。－E

壁　壁高は20～30cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　ほぼ仝周し，上幅［20～90］cm，下幅［4～30］cm，深さ［4－8］cmで，断面形はU字状と推定される。

床　全面が粘土質で，平坦で締まっている。特に，東壁と西壁寄りの一部を除き，硬く踏み固められている。

竃　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両側の袖部が残存している。

規模は，煙道部から焚口部まで40cm，最大幅80cm，壁外への掘り込みは20cmである。火床部は，火熟を受

け赤変し，硬化している。煙道部は外傾し，緩やかに立ち上がる。

寵土層解説

1黒　　　色　　焼土粒子・焼土小プロッタ中量　　　　4　赤　褐　色　　焼土大ブロック少量

2　黒　　色　焼土粒子中量，焼土小ブロック多量　　5　赤　褐　色　焼土粒子・焼土小ブロック中量

3　赤　褐　色　焼土粒子・焼土小・中ブロック中量　　6　赤　褐　色　焼土大プロッタ多量

ピット　5か所（P．～P5）。Plは径50cmの円形，P2～P4は長径60－63cm，短径44～55cmの楕円形で，いずれ

も深さ30～45cmの主柱穴である。P5は径42cmの円形で，深さ30cmの出入口施設に伴うピットである。

覆土　6層からなり，自然堆積と思われる。
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土層解説

1極暗褐色　　ローム粒子多量，焼土粒子中量　　　　　　　　4　黒　褐　色　　ローム粒子少量

2　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・焼土小ブロック中量　　5　極暗褐色　　ローム粒子多量，焼土粒子・焼土小ブロック中量

3　暗　褐　色　　ローム粒子多量，ソフトローム小ブロック・　6　黒　褐　色　　ローム粒子中量

焼土粒子中量

遺物　土師器片169点，須恵器片224点，砥石1点，鉄鉄1点が出土している。1の須恵器埠が西壁寄りの床

面直上と南東コーナー部の覆土下層と竃内から，2の須恵器杯，3の須恵器蓋が竃内から，4の須恵器鉢が

竃周辺の覆土下層と竃内，および竃の袖部の中から，5の土師器聾が竃西側の袖部脇の覆土下層から，6の

土師器窪が南東コーナー部の覆土下層から，7の須恵器甑が西壁寄りの覆土下層と南西コーナー部の床面直

上から，8の砥石が覆土中から，9の鉄鉄がP。内からそれぞれ出土している。

所見　時期は，遺構の形態や出土遺物から，奈良時代の8世紀復業と考えられる。

く1

第77図　第35号住居跡竃実測図

第35号住居跡出土遣物観察表

ヽ
二
．
－
ミ
　
二
、

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形　 の　特 徴 手 法 ‘の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第78図 f不 A ［12．4］ 底部から口綾部の破片。平底。休部 口綾部，体部内 ・外面ロタロナデ。 長石　 雲母　 砂粒 50％　P 176

1 須 恵 器 B　 4．0 から口綾部にかけ，直線的に外傾し 底部回転へラ削 り。 灰白色 竃内　 床面直上

C　 7．4 て立ち上がる。 普通 覆土下層

2

杯 A ［13．0］ 底部から口綾部の破片。平底。休部 口綾部，体部内 ・外面ロタロナデ。 長石　 石英　 雲母 45％　P 177

須 恵 器 B　 4．1
C　 7．6

から口綾部にかけ，直線的に外傾し

て立ち上がる。端部はわずかに外反
する。

底部回転へラ切 り後，へラ削り。 砂粒
黄灰色
普通

竃内

3

蓋 A ［13．8］ 天井部から口綾部の破片。天井部は 天井部，口縁部内・外面ロタロナデ。 長石　 雲母　 砂粒 50％　P 178

須 恵 器 B （2．7） ほぼ平坦で，中位に稜を持って開 く。

端部は屈曲して垂下する。

頂部回転へラ削り。 褐灰色
普通

竃内

4

鉢 A ［30．2］ 休部から口綾部の破片。休部は外傾 口縁部内 ・外面ロタロナデ。体部外 長石　 石英　 砂粒 10％　P 180

須 恵 器 B （19．7） して立ち上がる。口綾部は強く外反 面平行叩き。内面アテ具痕有 り。 褐灰色 竃内　 袖部内

し，中位に稜を持つ。 普通 覆土下層

5

聾 B （3．9） 底部から休部の破片。平底。休部は 休部外面下位へラ削り，内面ナデ。 長石　 石英　 雲母 10％　P 181

土 師 器 C　 8．6 外傾 して立ち上がる。 砂粒

にぷい赤褐色
普通

底部木葉痕

覆土下層

6

聾 B （12．0） 底部から休部の破片。平底。休部は 体部内 ・外面横ナデ。外面下位へラ 長石　 石英　 砂粒 70％　P 179

土 師 器 C　 7．1 内攣気味に立ち上がる。 削り。 明赤褐色
普通

底部木葉痕

覆土下層

7

甑 B （12．9） 底部から休部の破片。多孔式。休部 休部外面平行叩き，下位へラ削 り。 長石　 雲母　 砂粒 5％　 P 182

須 恵 器 C ［15．7］ は内攣気味に立ち上がる。 内面アテ具痕，輪積痕有 り。 スコリア

にぷい橙色
普通

床面直上

覆土下層
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第78図　第35号住居跡出土遺物実測図

ナ己

0

S＝1i．5

図版番号 器　種
計　　 測　　 値

石　質 出　土　地　点 備　　　 考
長さ（cm） 幅　 （cm）厚さ（cm） 重量（g）

8 砥　石 （4．7） （4．2） （3．5） （48） 凝灰岩 覆土中 Q 8

図版番号 器　種
計　　 測　　 値

出　土　地　点 備　　　 考
長さ（cm） 幅　 （cm） 厚さ（cm） 重量（g）

9 鉄　鉄 8．4 2．9 0．4～0．6 14 P。内 M 2 100％

－99一



第36号住居跡（第79図）

位置　調査B区中央部，B3h6区。

重複関係　本跡は，第164，197，270A号土坑と重複している。第164，197号土坑が，本跡の北東コーナー部

を，第270A号土坑が，西壁を掘り込んでいることから，本跡が古い。

規模と平面形　長軸3．92m，短軸3．65mの方形である。

主軸方向　N－180－E

壁　壁高は27～30cmで，外傾して立ち上がる。

oI　　可　可　可
A21．2m

悶

可

第7g図　第36号住居跡実測図
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壁溝　ほぼ仝周し，上幅［16～34］cm，下幅［6～16］cm，深さ［4～6］cmで，断面形はU字状と推定され

る。

床　全面が粘土質で，平坦で締まっている。特に，出入口施設付近と竃東側の一部が，硬く踏み固められてい

る。

竃　北壁中央に砂と小石混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両側の袖部が残存し

ている。規模は，煙道部から焚口部まで154cm，貴大幅120cm，壁外への掘り込みは34cmである。火床部は

床面を4cmほど掘り窪めており，火熟を受けてわずかに赤変しているが，あまり硬化していない。煙道部は

外傾して，緩やかな階段状に立ち上がる。

竃土層解説

1　暗　褐　色　　焼土中ブロック少量，粘土小・中ブロック中量　　　　6　暗　褐　色　　焼土粒子・焼土小ブロック多量，褐色土中量

2　暗　褐　色　　焼土小・中ブロック多量，粘土小・中ブロック中量　　7　暗　褐　色　　粘土小・中ブロック中量，天井部の崩落土

3　暗　褐　色　　焼土小・中・大ブロック中量，粘土大ブロック多量　　8　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子少量

4　極暗褐色　　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量　　　　　　　　　9　褐　　　色　　ローム粒子・ソフトローム小・中ブロック・

5　極暗褐色　　焼土粒子多量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　焼土粒子少量

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl，P3，P。は径21～30cmの円形，P2は長径25cm，短径21cmの楕円形で，いずれ

も深さ4－16cmの主柱穴である。P5は長径25云m，短径21cmの楕円形で，深さ16cmの出入口施設に伴うピッ

トである。P6は径23cmの円形，深さ8cmで，性格は不明である。

覆土　7層からなり，粘土ブロックの堆積している状況から，人為堆積と思われる。

土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子多量，焼土粒子少量　　　　　　　　　　　5　暗　褐　色　　焼土粒子・焼土小ブロック・粘土小ブロック・

2　極暗褐色　　ローム小ブロック中量，焼土小ブロック少量　　　　　　　　　　　　　　砂多量

3　褐　　　色　　ローム粒子・粘土小ブロック多量　　　　　　　　　　6　褐　　　色　　ハードローム中ブロック多量

4　暗　褐　色　　焼土小・中ブロック・粘土小ブロック・砂多量　　　　7　暗　褐　色　　焼土粒子・焼土小ブロック多量

遺物　土師器片112点，須恵器片16点が出土している。1と2の須恵器杯が南西コーナー部の覆土中層から，

逆位で重なり合って出土している。

所見　遺物が少ないことや，竃の火床部の状況から，短期間しか使用されなかった住居跡と考えられる。時期は，

遺構の形態や出土遺物から，奈良時代の8世紀中葉と考えられる。

饗巨一 一．

第80図　第36号住居跡出土遺物実測図

第36号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　5cm
L j

図版番号器　種計測値（cm）器形　の　特徴 手法　の　特徴胎土・色調’・焼成備　考

第80図坪A13．8平底。休部から口綾部にかけ，直線ロ綾部，体部内・外面ロタロナデ。長石　雲母　砂粒100％　P183

1須恵器B　3．8
C　8．8

的に外傾して立ち上がる。底部手持ちへラ削り。 灰黄色

普通

覆土中層

2

坪A13．7休部，口綾部一部欠損。平底。休部口綾部，体部内・外面ロタロナデ。長石　石英　雲母85％　P184
須恵器B　3．5～3．6から口綾部にかけ，直線的に外傾し外面下位へラ削り。底部手持ちへラ砂粒 内・外面スス付着

C　8．3て立ち上がり，下位に稜を持つ。端
部はやや外反している。

削り。 にぷい黄橙色
普通

覆土中層
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第37号住居跡（第81図）

位置　調査B区西部，B3hl区。

規模と平面形　長軸3．78m，短軸3．54mの方形である。

主軸方向　N－190－E

壁　壁高は2～10cmで，外傾して立ち上がる。

床　全面が粘土質で，平坦で硬く締まっている。

竃　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両側の袖部が残存している0

規模は，煙道部から焚口部まで100cm，最大幅115cm，壁外への掘り込みは26cmである。火床部は，火熟を

受け赤変し，硬化している。竃内に焼土ブロック多量，炭化材中量が堆積している。煙道部は外傾し，緩や

かに立ち上がる。

籠土層解説

1赤　褐　色　焼土小・中ブロック多量，炭化粒子少量　4　暗　褐　色　粘土中ブロック多量，天井部の崩落土

2　赤　褐　色　焼土小・中ブロック多量　　　　　　　5　赤　褐　色　焼土粒子・焼土中・大ブロック多量，炭化材中量

3　極暗赤褐色　　焼土小ブロック多量

ピット　6か所（Pl～P。）。P．，P2は径20－22cmの円形で，いずれも深さ26cmの主柱穴である。P3は径16cm

の円形で，深さ14cmの出入口施設に伴うピットである。P。とP5は径30－35cmの円形，P6は長径41cm，短径

35cmの楕円形で，いずれも深さ9－31cmで，性格は不明である。

日　　田

L一一一一一車3

第81図　第37号住居跡実測図
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覆土　4層からなり，粘土ブロックの堆積している状況から，人為堆積と思われる。

土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子多量，焼土粒子・焼土小ブロック中量　3　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土小ブロック中量

2　灰　褐　色　　粘土小・中ブロック多量　　　　　　　　　　　　　4　褐　　　色　　焼土粒子中量，焼土小ブロック・炭化粒子少量

遺物　土師器片33点が出土している。1の土師器杯が東壁寄りの床面直上から，2の土師器椀が西壁寄りの覆

土中から，3の土師器聾が竃東側の袖部脇の床面直上からそれぞれ出土している。

所見　時期は，遺構の形態や出土遣物から，古墳時代の7世紀と考えられる。

第82図　第37号住居跡出土遺物実測図

第37号住居跡出土遺物観察表

図版番 号 器　 種 計測値 （仰） 器　 形　 の　 特 徴 手　 法　 の　 特 徴 胎 土 ・色調 ・焼 成 備　 考

第 8 2図 坪 A ［16．0］ 底 部 か ら 口綾 部 の破 片 。 丸 底 。休 部 口緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 休 部 外 面 ナ 長 石　 石 英　 砂 粒 60％　 P 185

1 土 師 器 B　 5．6 は 内 攣 気 味 に 立 ち上 が る。 口綾 部 は デ 後 ， へ ラ削 り。 内面 横 ナ デ。 底部 に ぷ い黄 橙 色 底部外 面スス付 着

わ ず か に 外 反 す る。 手 持 ちへ ラ削 り。 普 通 床 面 直 上 、

2

椀 A ［1 6．0］ 休 部 か ら 口縁 部 の 破 片 。 休 部 は 内 攣 口縁 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 部 内 ・外 長 石　 砂 粒 5 ％　 P 1 86

土 師 器 B （5．4） 気 味 に 立 ち 上 が り， 頸 部 は 「く」 の

字 状 に屈 曲 す る。 口綾 部 は わ ず か に

外 反 す る。

面 ナ デ 。 外 面 へ ラ削 り。 ス コ リア

にぷ い褐色

普通

覆 土 中

3

要 B （6 ．9） 底 部 か ら休 部 の 破 片 。 平 底 。 休 部 は 休 部 外 面へ ラ磨 き。 長石　 石 英　 砂 粒 5 ％　 P 1 87

土 師 器 C　 9 ．8 内管 気 味 に 立 ち 上 が る。 明褐 色

普 通

底 部 木 葉 痕

床 面 直上

第38号住居跡（第83図）

位置　調査B区西部，B2f9区。

規模と平面形　長軸3．88m，短軸3．48mの長方形である。

主軸方向　N－290－E

壁　壁高は8－17cmで，外傾して立ち上がる。

壁港　南東壁の一部を除き，ほぼ仝周している。上幅8～20cm，下幅3－8cm，深さ3－5cmで，断面形はU

字状である。

床　全面が貼り床になっており，平坦で，硬く締まった粘土質の床である。北コーナー部に，長径89cm，短径

65cmの楕円形で，深さ30cmの掘り込みがあり，土層は4層からなり，人為堆積と思われる。

掘り込み土層解説

1灰　褐　色　　焼土小・中ブロック少量，砂中量　　　　　　　　　3　にぷい褐色　　焼土粒子・焼土中・大ブロック多量

2　褐　　　色　　焼土粒子・焼土小ブロック・砂中量　　　　　　　　4　灰　褐　色　　粘土ブロック多量



⑥

第83図　第38号住居跡実測図

旦20．2m

…義手
0　　　　　　2m

L t　　＿＿二」

0　　　　　1m
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竃　北東壁の中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両側の袖部が残存して

いる。規模は，煙道部から焚口部まで97cm，最大幅120cm，壁外への掘り込みは33cmである0火床部は床

面を2。mほど掘り窪めており，火熟を受け赤変し，硬化している。煙道部は外傾し，緩やかに立ち上がる0

寵土居解説

1灰　褐　色　焼土粒子中量，砂多量　　　　　　　　4　にぷい赤褐色　焼土粒子・焼土小ブロック中量，粘土小ブロック・

2　時赤褐色　焼土粒子多量，粘土粒子・砂中量　　　　　　　　　　　　砂多量

3　暗赤褐色　焼土粒子・焼土小・中・大ブロック多量　　5　赤　褐　色　煉土小ブロック少量

－104－



ピット　4か所（Pl～P。）。Pl～P3は径22～28cmの円形で，いずれも深さ12－14cmの主柱穴である。P。は径

36cmの円形で，深さ45cmの出入口施設に伴うピットである。

覆土　6層からなり，焼土ブロックと粘土ブロックを多く含有していることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1褐　　　色　　焼土粒子・焼土小ブロック中量，粘土中ブロック　　4　極暗褐色　　焼土中ブロック・砂少量

少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　灰　褐　色　　焼土小ブロック少量，粘土小・中ブロック

2　暗　褐　色　　焼土粒子・焼土小ブロック・粘土小ブロック中量　　　　　　　　　　　中量

3　極暗褐色　　焼土粒子・焼土小ブロック・粘土小ブロック中量　　6　灰　褐　色　　焼土小・中ブロック・砂多量

遺物　土師器片29点，須恵器片12点が出土している。1の須恵器埠が東コーナー部の覆土下層から，2の須

恵器埠が掘り込みの中からそれぞれ出土している。

所見　調査区の中でも一番傾斜がある場所に作られた竪穴住居跡のひとつで，北西壁側の残存率が低く，遺物

も少なかった。北コーナー部の掘り込みは，住居廃棄時に不要な土器や焼土を投棄した可能性がある。時期

は，遺構の形態や出土遺物から，奈良時代の8世紀中葉と考えられる。　　　　　　　　　　　　　ノ

第84図　第38号住居跡出土遺物実測図

第38号住居跡出土遺物観察表

．t

0　　　　　　5cm」　　　　　　」

図 版 番 号 器　 種 計 測 値 （cm ） 器 形　 の　 特 徴 手 法　 の　 特 徴 胎 土 ・ 色 調 ・ 焼 成 備　 考

第 8 4 図 杯 A ［1 4 ．1 ］ 休 部 ， 口 綾 部 一 部 欠 損 。 平 底 。 休 部 口 綾 部 ， 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 長 石　 雲 母　 砂 粒 8 0 ％　 P 1 8 8

1 須 恵 器 B 　 4 ．1
C 　 9 ．0

か ら 口 綾 部 に か け ， 直 線 的 に 外 傾 し

て 立 ち 上 が る 。

底 部 回 転 へ ラ 削 り 後 ， ナ デ 。 灰 黄 褐 色
普 通

覆 土 下 層

2

杯 A ［1 4 ．5 ］ 底 部 か ら 口 綾 部 の 破 片 。 平 底 。 休 部 口 綾 部 ， 体 部 内 ・外 面 ロ タ ロ ナ デ 。 長 石　 雲 母　 砂 粒 2 0 ％　 P 1 8 9

須 恵 器 B 　 4 ．7
C ［ 8 ．6 ］

は 内 攣 気 味 に 立 ち 上 が る 。 ロ 綾 部 は

わ ず か に 外 反 す る 。

底 部 手 持 ち へ ラ 削 り 。 灰 黄 褐 色

普 通

掘 り 込 み 内

第39A，B号住居跡（第85図）

位置　調査B区北東部，B4d7区。

重複関係　第39A号住居跡と第39B号住居跡は重複している。床面の高さが同じことや竃や溝を共用してい

ることから，第39A号住居跡を利用して第3．9B号住居跡が作られている。よって第39A号住居跡が古く，第
1

39B号住居跡が新しい。

規模と平面形　第39A号住居跡は長軸［3．18］m，短軸［2．84］mの隅丸方形と推定され，第39B号住居跡は

長軸3．46m，短軸3．42mの方形である。

主軸方向　N－290－E

壁　壁高は26－28cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　南東壁沿いの一部を共有し，仝周している。上幅13～26cm，下幅5～18cm，深さ4～8cmで，断面形は

U字状で，共通している。

床　平坦で，全面が白色粘土面で，硬く締まっている。特に，竃手前が，硬く踏み固められている。中央に長

径147cm，短径125cmの楕円形で，深さ11cmほどの掘り込みが，東コーナー部に径47cmの円形で，深さ10

cmほどの掘り込みが，さらに南コーナー部に長径70cm，短径55cmの楕円形で，深さ2cmほどの掘り込みが

確認されている。これらの掘り込みは，粘土層を掘り込んでおり，特に，中央の掘り込みにはローム粒子と

－105－
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第85図　第39A，B号住居跡実測図
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第86図　第39A，B号住居跡出土遺物実測図 0誓10cm
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焼土粒子を少量，粘土小・中ブロックを中量含んだ，灰褐色土が堆積している。

竃　北東壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両側の袖部が残存してい

る。規模は，煙道部から焚口部まで255cm，最大幅200cm，壁外への掘り込みは110cmである。火床部は，

火熟を受け赤変し，硬化している。煙道部は外傾して，階段状に立ち上がる。

凍土層解説

1　灰　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子少量　　　　　6　灰　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・焼土小ブロック・粘土小ブロック

2　暗　褐　色　　ローム粒子・砂少量

3　灰黄褐色　　ローム粒子・煉土粒子少量，粘土

小ブロック多量

4　灰　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・

粘土中ブロック少量

5　灰　褐　色　　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土

小ブロック・炭化粒子少量

少量

7　灰　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子少量，粘土質

8　にぷい赤褐色　　焼土粒子・焼土小ブロック多量，焼土中ブロック・炭化粒

子・粘土粒子少量

9　にぷい赤褐色　　焼土粒子・粘土小ブロック少量

10　灰黄褐色　　焼土粒子少量，粘土小・中ブロック多量，砂中量

ピット　5か所（Pl～P5）。Plは長径20cm，短径16cmの楕円形で，深さ12cmの第39A号住居跡の出入口施

設に伴うピットであり，P2は長径25cm，短径20cmの楕円形で，深さ19cmの第39B号住居跡の出入口施設に

一107－



伴うピットである。P。～P5は長径20～28cm，短径17～20cmの楕円形で，いずれも深さ10～12cmで，性格は

不明である。

覆土　7層からなり，不自然な堆積の状況が見られることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　少量，粘土質

2　暗　褐　色　ローム粒子・ローム中ブロック・焼土粒子・5　暗　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック少量，焼土粒子中量

焼土小ブロック少量　　　　　　　　　　　6　灰　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子少量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子中量　　　　　　7　灰　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・焼土小ブロック・砂少量

4　暗　褐　色　　ローム粒子・ローム中ブロック・焼土粒子

遺物　土師器片357点，須恵器片177点，砥石2点，火打ち鎌1点，および混入した瓦質土器片1点，陶器片

1点が出土している。1の須恵器杯が竃東側の袖部脇の覆土中層から，2の須恵器杯が南コーナー部の覆土

中から，9の火打ち鎌が南コーナー部の覆土下層から，竃の補強材として利用されたと思われる3の須恵器

鉢が竃西側の袖部内から，4の土師器聾が東コーナー部の覆土下層から，5の土師器聾が竃東側の袖部内，

西側の袖部脇と西コーナー部の覆土下層から，6の須恵器婆が東コーナー部付近の掘り込みの中から，7の

須恵器聾が竃手前の覆土下層から，8の砥石が西コーナー部の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　第39A号住居跡と第39B号住居跡は床面の高さが同じであり，竃と溝の一部を共用していることから，

増築された住居跡であると考えられる。竃はその向きから第39B号住居跡に伴うものと考えられ，第39B号

住居跡が，第39A号住居跡よりも新しいと思われる。住居廃棄時に床中央の掘り込みに不要な物を投棄して，

人為的に埋め戻された可能性がある。時期は，遺構の形態や出土遺物から，平安時代の9世紀中葉と考えら

れる。

第39A，B号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形　 の　特 徴 手 法　 の　特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第86図 埠 A ［12．3］ 底部から口綾部の破片。平底。休部 口綾部，体部内 ・外面ロタロナデ。 長石　 石英　 砂粒 30％　P 190

1 須 恵 器 B　 4．2

C ［5．6］

から口綾部にかけ，直線的に外傾 し

て立ち上がる。

底部手持ちへラ削 り。 灰黄色
普通

覆土中層

2

坪 A ［12．6］ 底部から口綾部の破片。平底。休部 口綾部，体部内 ・外面ロタロナデ。 長石　 砂粒 5％　P 191

須 恵 器 B　 4．4 から口綾部にかけ直線的に外傾して 休部外面下位へラ削 り。底部手持ち 褐灰色 覆土中

C ［7．0］ 立ち上がる。端部はわずかに外反す

る。

へラ削り。 普通

3

鉢 A ［18．6］ 休部から口綾部の破片。休部は直線 ロ縁部内 ・外面ロタロナデ。体部外 長石　 石英　 雲母 5％　P 196

須 恵 器 B （5．5） 的に立ち上がる。口綾部は強 く外反

して，中位に稜を持つ。端部はつま

み上げられ，口唇部に棒状工具によ

る凹線を巡らす。

面格子叩き。内面ナデ。 砂粒

にぷい褐色
普通

袖部内

4

窪 A ［20．8］ 休部から口綾部の破片。休部は外傾 ロ緑部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長石　 石英　 砂粒 5％　P 192

土 師 器 B （5．9） して立ち上がる。ロ綾部は強く外反

して，中位に稜を持つ。端部はつま

み上げられている。

面ナデ。 橙色
普通

覆土下層

5

聾 B （17．7） 休部からロ綾部の破片。休部は内攣 口縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長石　 石英　 雲母 10％　P 193

土 師 器 気味に立ち上がる。口綾部は外反し 面ナデ。 砂粒 袖部内
て立ち上が り，中位に稜を持つ。 明赤褐色

普通

覆土下層

6

聾 A ［39．8］ 頸部から口綾部の破片。頸部は「く」 ロ縁部内 ・外面ロタロナデ。頸部外 長石　 石英　 雲母 5％　P 194

須 恵 器 B （9．3） の字状に屈曲する。ロ綾部は外反し

て，中位に稜を持つ。端部はつまみ
上げられている。

面平行叩き。内面ナデ。 砂粒
褐灰色

普通

掘り込み内
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7

聾 A ［26．3］ 頸部からロ綾部の破片。口綾部は外 口縁部内 ・外面ロクロナデ。 長石　 石英　 雲母 5％　 P 195
須 恵 器 B （6．0） 反して，中位に稜を持つ。端部はつ

まみ上げられ，口唇部に棒状工具に

よる凹線を巡らす。

砂粒

明赤褐色
普通

覆土下層

図 版 番 号 器　 種
計　　 測　　 値

石　 質 出　 土　 地　 点 備　　　 考
長さ （cm） 幅　 （cm） 厚さ （cm） 重量 （g ）

8 砥　 石 （6．5） （6．5） （3．0） （205） 砂　 岩 覆土下層 Q 9

図 版 番 号 器　 種
計　　 測　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　 考
長さ （cm） 幅　 （cm） 厚さ （cm） 重量 （g ）

9 火打ち鎌 10．1 4．0 0．4～0．5 49 覆土下層 M 3 100％

第40号住居跡（第87図）

位置　調査B区中央部，B3f7区。

重複関係　本跡は第14号掘立柱建物跡，第349，350号土坑と重複している。第14号掘立柱建物跡が，本跡の

北半分を，第349，350号土坑が南壁を掘り込んでいることから，本跡が古い。

規模と平面形　長軸4．25m，短軸4．02mの方形である。

主軸方向　N－170－E

壁　壁高は28～34cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　ほぼ仝周し，上幅［26－32］cm，下幅［4～15］cm，深さ［2～5］cmで，断面形はU字状と推定され

る。

床　全面が粘土質で，平坦で硬く踏み固められている。

竃　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両側の袖部が残存している。

規模は，煙道部から焚口部まで134cm，最大幅137cm，壁外への掘り込みは55cmである。火床部は，火熟を

受けわずかに赤変し，煙道部にかけて次第に硬化している。煙道部は外傾して，緩やかな階段状に立ち上が

る。

竃土層解説

1　にぷい褐色

2　赤　褐　色

3　赤　褐　色

4　暗　褐　色

5　赤　褐　色

6　暗　褐　色

焼土粒子・砂多量，焼土小ブロック中量

焼土中・大ブロック多量，砂中量

粘土・砂多量

焼土小ブロック中量

焼土大ブロック中量

ローム粒子・焼土粒子少量，粘土粒子・砂多量

7　暗　褐　色　ローム粒子少量，粘土粒子・砂多量

8　褐　　　色　暗褐色土中量，粘土粒子多量

9　褐　　　色　粘土大ブロック・砂多量

10　赤　褐　色　焼土粒子中量

11にぷい褐色　ローム粒子少量，砂中量

12　灰　褐　色　焼土粒子・焼土小ブロック少量，粘土粒子・砂多量

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは長径22cm，短径19cmの楕円形，P2は径23cmの円形で，いずれも深さ8～17

cmの出入口施設に伴うピットである。P。は径13cmの円形で，深さ3～13cmで，性格は不明である。

覆土　9層からなり，ブロック状の堆積の状況が見られることから，人為堆積と思われる。

色
色

褐

説

暗

褐

解層

　

1

　

2

土

ローム粒子中量，ローム小・中ブロック多量

ハードローム小・中ブロック中量，焼土粒子・焼土

小ブロック少量

3　暗　褐　色　　ローム粒子・ローム小ブロック多量，焼土粒子少量

4　暗　褐　色　　ローム粒子・ローム小ブロック多量

5　褐　　　色　　ローム粒子・ローム小ブロック多量，焼土小・中ブ

ロック・炭化粒子中量

6　暗　褐　色　　焼土小・中ブロック中量，炭化粒子少量

7　褐　　　色　　焼土粒子多量

8　褐　　　色　　ローム粒子中量，焼土小ブロック少量

9　褐　　　色　　ソフトローム小・中ブロック少量，焼土粒

子・炭化粒子中量

遺物　土師器片62点，須恵器片19点，鉄鉄1点が出土している。1の土師器埠が北壁寄りの覆土中から，2

の須恵器杯が西壁寄り覆土下層から，3の須恵器高台付埠が覆土中から，4の鉄鉄が南壁寄りの床面直上か
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らそれぞれ出土している。

所見　本跡は，竃や覆土の状況から，短期間しか使用されずに，埋め戻された可能性がある。時期は，遺構の

形態や出土遺物から，奈良時代の8世紀中葉と考えられる。

⊂：＝I

第88図　第40号住居跡出土遺物実測図

第40号住居跡出土遺物観察表

ノ

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm」

図版番号器　種計測値（cm） 器形　の　特徴 手法　の　特徴 胎土「色調・焼成 備　考

第88図杯A［17．0］底部からロ綾部の破片。丸底。休部口縁部内・外面横ナデ。体部内・外雲母　砂粒 40％　P198

1 土師器B　3．1からロ綾部にかけ内攣して立ち上が

る。

面ナデ。・ スコリア

にぶ．い褐色
普通

覆土中

2

埠B（1．7）底部から休部の破片。平底。休部は体部内・外面ロタロナデ。底部手持長石　石英　雲母40％　P199
須恵器C　8．4直線的に外傾して立ち上がる。 ちへラ削り。 砂粒

灰褐色
普通

外面スス付着

覆土下層

3

高台付坪A［14．4］底部から口綾部の破片。平底。休部口綾部，体部内・外面ロタロナデ。長石　砂粒 20％　P200
須恵器B（4．2）は直線的に外傾して立ち上がり，下

位に稜を持つ。口綾部はわずかに外

反している。

底部回転へラ削り。 灰黄色
普通

覆土中

図版番号器　種
計　　測　　値

出　土　地　点 備　　　考
長さ（cm）幅　（cm）厚さ（cm）重量（g）

4 鉄　鉄 11．3 （5．5）‾ 0．4 （24）床面直上 M4　雁股の鉄95％

第41号住居跡（第89図）

位置　調査B区中央部，B3go区。

重複関係　本跡は第8号掘立柱建物跡と重複している。第8号掘立柱建物跡が，本跡の西部を掘り込んでいる

と考えられることから，本跡が古い。

規模と平面形　長軸3．96m，短軸3．90mの方形である。

主軸方向　N－270－E

壁　壁高は36～38cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　竃西側と出入口施設付近の一部を除き，ほぼ仝周している。上幅17～30cm，下幅4－10cm，深さ4cmで，
J

断面形はU字状である。

床　全面が粘土質で，平坦で硬く締まっている。

竃　北東壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両側の袖部が残存してい

る。規模は，煙道部から焚口部まで115cm，最大幅130cm，壁外への掘り込みは40cmである。火床部は床面

を4cmほど掘り窪めており，火熟を受けて赤変し，硬化している。特に，西側の袖部内側から煙道部にかけ
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第89図　第41号住居跡実測図

て，焼土ブロックが多量に堆積し，煉瓦状に硬化している0また，火床部を粘土層まで掘り込み，土師器聾

と須恵器婆を埋め込んで，支脚として利用している。煙道部は外傾して，緩やかに立ち上がる。

寵土層解説

1暗　褐　色　焼土粒子・焼土小・中ブロック多量

2　暗　褐　色　　焼土粒子中量

3　暗　褐　色　焼土粒子多量，焼土中ブロック少量

4　褐　　　色　　焼土粒子・粘土小ブロック中量

5　暗　　色　焼土粒子・粘土小・中ブロック中量

6　極暗赤褐色　　ローム粒子中量，焼土粒子・小・中ブロッ

ク・粘土ブロック多量

7　暗赤褐色　焼土中・大ブロック多量

8　灰　褐　色　　ローム粒子・焼土小・中ブロック・砂少量

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P，は径20～25cmの円形で，いずれも深さ10cmの主柱穴である。P4は径25cm

の円形で，深さ14cmの出入口施設に伴うピットである。

覆土　9層からなり，1層は自然堆積，2～9層は人為堆積と思われる。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・焼土小ブロック少量　　4　褐　　色　焼土粒子・ローム中プッロク多量・暗褐色

2　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・粘土粒子・砂多量　　　　　　　　　　土多量

3　褐　　色　ローム粒子多量，ソフトローム小・中ブロック中量　5　明　褐　色　ハードローム中ブロック中量
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6　明　褐　色　　ローム中・大ブロック多量　　　　　　　　　8　暗　褐　色　　ローム粒子中量，焼土粒子・焼土小ブロック少量

7　褐　　色　　ローム粒子・焼土粒子・粘土小ブロック中量　　9　暗　褐　色　　焼土粒子・焼土小・中ブロック中量，粘土粒子少量

遺物　土師器片149点，須恵器片82点，土製紡錘車2点が出土している。多くの遣物が竃内に集中している。

1の須恵器杯が南東壁寄りの覆土下層から，4の須恵器窪が覆土中層から，2，3の土師器憩，および5の

須恵器婆が竃内から，6の紡錘車が南コーナー部寄りの覆土下層から，7の紡錘車が北コーナー部の覆土下

層からそれぞれ出土している。

所見　竃内の状況や出土した土器が二次焼成を受けていることから，壊れた土器片（2，3の土師器聾，5の

須恵器婆など）を支脚や袖部の補酎オとして利用していると思われる。時期は，遺構の形態や出土遺物から，

平安時代の9世紀中葉と考えられる。

＼＿＿』盈

喜二∴∴
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第90図　第41号住居跡出土遺物実測図

第41号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　 種 計測値 （om） 器　 形　 の　 特 徴 手　 法　 の　 特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

第 9 0図 埠 A 14 ，0 休 部 ， ロ綾 部 一 部 欠 損 。 平 底 。 休 部 ロ緑 部 ， 体 部 内 ・外 面 ロ タロ ナ デ 。 長 石　 石 英　 雲 母 8 5％　 P 2 0 1

1 須 恵 器 B　 4 ．9 は 内攣 気 味 に 立 ち上 が る。 ロ綾 部 は 休 部 外 面 下 位 へ ラナ デ 。 底 部 手 持 ち 砂 粒 内 ・外 面ス ス付着

C　 6 ．6 わ ず か に 外 反 す る。 へ ラ 削 り。 黒 色　 一 部 褐 灰 色

普 通

覆 土 下 層
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第90図 聾 A 底部から口綾部の破片。平底。休部 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面ナ 長石　 石英　 雲母 10％　P 202

2 土 師 器 ［20．8－21．0］

B （23．5）
C ［4．2］

は内攣気味に立ち上がる。口綾部は
外反して，中位に稜を持つ。端部は

つまみ上げられている。

デ，下位へラ削 り。内面横ナデ。 砂粒

橙色
普通

竃内

3

聾

土 師 器

B （2．0）

C　 7．3

底部の破片。平底。 底部内面ナデ。 長石　 石英　 雲母

砂粒
内面にぷい橙色

外面橙色
普通

5％　P 407

底部木葉痕
竃内

4

聾 B （6．5） 休部から頸部の破片。休部は内攣気 頸部内 ・外面ロタロナデ。休部外面 長石　 雲薗　 砂粒 15％　P 203

須 恵 器 味に立ち上がる。頸部は 「く」の字 平行叩き。内面へラナデ，アテ具痕 褐灰色 覆土中層

状に屈曲する。 有 り。 普通

5

聾 B （6．3）－底部から休部の破片。平底。休部は 体部内 ・外面ロタロナデ二外面下位 長石　 石英　 雲母 云0％・P 204

須 恵 器 C 14．4 外傾 して立ち上がる。 へ ラ削り。底部外面へラ削り，内面

ナデ。

砂粒

にぷい黄褐色
普通

竃内

図 版 番 号 器　 種
計　　 測　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　 考
長径 （cm） 厚さ （cm） 孔径 （cm） 重量 （g）

6 紡錘車 6．1 2．1 ，0．8 65 覆土下層 D P lO lOO％

7 紡錘車 4．6‾ 0．6 0．8 10 覆土下層 D P ll lOO％

第42号住居跡（第91図）

位置　調査B区東部，B4i4区。

重複関係　本跡は第286号土坑と重複している。第286号土坑が，本跡の西壁の一部を掘り込んでいることか

ら，本跡が古い。

規模と平面形　長軸4．94m，短軸4．78mの方形である。

主軸方向　N－180－E

壁　壁高は34～37cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　東壁の一部を除き，ほぼ仝周している。上幅24－40cm，下幅7～14cm，深さ6cmで，断面形はU字状で

ある。

床　全面が粘土質で，平坦で締まっており，特に中央が硬く踏み固められている。また，竃東側に，長径65cm，

短径57cmの楕円形で，深さ12cmの掘り込みと，長径73cm，短径66cmの楕円形で，深さ10cmの掘り込みと，

長径20cm，短径15cmの楕円形で，深さ4cmの掘り込みが検出され，それぞれにローム粒子，焼土粒子，炭

化小ブロック，焼土中ブロックを少量含む灰褐色土が堆積している。

竃　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両側の袖部が残存している。

規模は，煙道部から焚口部まで127cm，貴大幅110cm，壁外への掘り込みは33cmである。火床部は床面を4

cmほど掘り窪めており，火熟を受けわずかに赤変し，硬化している。両袖部の内側はしっかりと焼けて，赤

変している。煙道部は外傾して，最初緩やかで，のち急に立ち上がる。

龍土層解説

1　褐　　　色

2　灰黄褐色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　にぷい黄褐色

6　明赤褐色

7　暗　褐　色

8　にぷい赤褐色

9　暗　褐　色

10　暗　褐　色

ローム粒子・焼土粒子・砂少量

焼土粒子・砂中量

ローム粒子・砂中量

焼土粒子・砂中量

粘土ブロック・砂中量

焼土中ブロック中量，粘土粒子・砂少量

ローム粒子・焼土粒子・焼土小ブロック・砂少量

焼土小ブロック・砂中量

ローム粒子・焼土小ブロック少量

ローム粒子・焼土小・粘土小ブロック少量

－114－

11暗　褐　色

12　にぷい黄褐色

13　灰　褐　色

14　暗　褐　色

15　褐　　　色

16　褐　　　色

ローム粒子・焼土小ブロック少量，粘土粒

子・砂中量

焼土小・中ブロック少量，砂中量

ローム粒子少量，砂中量

ローム粒子・砂少量

ローム粒子・焼土粒子・焼土小・中ブロッ

ク多量，砂中量

ローム粒子・ローム中・大ブロック多量，

焼土粒子少量
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ピット　7か所（Pl～P7）。Pl～P3は径35～40cmの円形，P。は長径40cm，短径35cmの楕円形で，いずれも深

さ41～48cmの主柱穴である。P5は長径22cm，短径15cmの楕円形で，深さ33cmの出入口施設に伴うピット

である。P6は径30cmの円形，P7は長径44cm，短径30cmの不整楕円形で，いずれも深さ19～27cmで，性格

は不明である。

覆土　9層からなり，不自然な堆積の状況が見られることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色　　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子少量　　6　暗　褐　色　　ローム粒子少量，ローム大ブロック中量

2　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子少量　　　　　　　　　　　　7　黒　褐　色　　ローム粒子少量

3　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量　　　　　　8　褐　　　色　　ローム粒子少量

4　暗　褐　色　　ローム粒子・ローム中ブロック・焼土粒子少量　　9　灰　褐　色　　ローム粒子少量

5　暗　褐　色　　ローム粒子少量

遺物　土師器片191点，須恵器片104点，支脚1点，刀子1点が出土している。ほとんどの遣物は，中央から

南半分にかけて集中している。1の土師器坪が中央と南壁寄りの覆土下層，P5内から，2の須恵器杯が西壁

寄りの覆土下層から逆位で，3の須恵器高台付坪が南壁寄りの覆土下層から，4の須恵器盤，5の土師器蜜，

6の須恵器聾が中央の覆土下層から，7の刀子が覆土中からそれぞれ出土している。

所見　竃脇の掘り込みの性格は不明である。時期は，遺構の形態や出土遺物から，奈良時代の8世紀後薬と考

えられる。

l二 ＿－・∴・‘：

⊆≡∃表グ
L7　S＝互5

第92図　第42号住居跡出土遺物実測図
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第42号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形　 の　特 徴 手 法　 の　特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第92図 杯 A ［13．6］ 休部から口綾部の破片。休部は内攣 口綾部，体部内 ・外面ロタロナデ。 石英　 砂粒 35％　P 205
1 土 師 器 B （4．7） 気味に立ち上が り，中位に2 か所の 休部外面下位へラナデ。 明赤褐色 覆土下層

稜 を持つ。端部の内側に棒状工具に

よる凹線を巡らす。

普通 P 5内

2

坪 A 13．7 休部， 口綾部一部欠損。平底。休部 口綾部，′体部内 ・外面ロタロナデ。 長石　 雲母　 砂粒 80％　P 206
須 恵 器 B　3．8～4．0 から口綾部にかけ直線的に外傾 して 底部外面回転へラ切 り後，へラ削り。 灰白色 休部外面墨書

C　 9．0 立ち上がる。端部はわずかに外反す

る。

内面ナデ。 普通 「大」
覆土下層

3

高台付埠 A ［19．0］ 高台部からロ綾部の破片。高台部は 口綾部，体部内 ・外面ロクロナデ。 長石　 砂粒 30％　 P 207
須 恵 器 B　 6．3 短 く，「ハ」の字状に開く。平底。体 休部外面下位から底部回転へラ削り。 暗灰黄色 覆土下層

D ［11．2］

E　 O．8

部は下位に稜 を持ち，内攣気味に立

ち上がる。

高台部貼 り付け，ロタロナデ。 良好

4

盤 A ［22．4］ 高台部から口綾部の破片。高台部は 口綾部，体部内 ・外面ロクロナデ。 石英　 雲母 、砂粒 25％　 P 208
須 恵 器 B　 3．4 短 く，「ハ」の字状に開く。平底。体 休部外面下位から底部回転へラ削り。 灰黄色 覆土下層

．D 14．0

E　 O．9

部は外傾して立ち上がり，中位に稜
を持つ。端部はわずかに外反する。

高台部貼 り付け，ロタロナデ。 普通

5

聾 A ［32．3］ 休部から口綾部の破片。口綾部は強 口縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長石　 石英　 雲母 5 ％　P 209

土 師 器 B （6．1） く外反して，中位に稜 を持つ。端部

はつまみ上げられている。
面ナデ。 砂粒

にぷい橙色
普通

覆土下層

6

聾 B （11．8） 底部から休部の破片。平底。休部は 休部外面平行叩き，下位へラナデ。 雲母　 砂粒 5 ％　P 210

須 恵 器 C ［18．2］ 外傾 して立ち上がる。 内面ナデ，一部へラナデ。底部へラ
削 り。

灰色
普通

覆土下層

図 版 番 号 器　 種
計　　 測　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　 考
長さ （cm）． 幅　 （cm） 厚さ （cm） 重量 （g ）

7 刀　 子 （12．3） （1．4） （0．2） （12） 覆土中 M 5　40％

第43号住居跡（第93図）

位置　調査B区東部，B4f4区。

規模と平面形　長軸4．13m，短軸3．94mの方形である。

主軸方向　N－330－E

壁　壁高は22～26cmで，外傾して立ち上がる。

床　全面が粘土質で，平坦で締まっており，特に中央が硬く踏み固められている。

竃　2か所。第1竃は，北東壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両側

の袖部が残存している。規模は，煙道部から焚口部まで120cm，最大幅130cm，壁外への掘り込みは55cmで

ある。火床部は床面を4cmほど掘り窪めており，火熟を受けわずかに赤変し，硬化している。両袖部の内側

から煙道部にかけてはしっかりと焼けて，赤変している。煙道部は外傾して，急に立ち上がる。

第1竃土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・　5　にぷい褐色　　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子中量

粘土粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　灰　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂少量

2　灰　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量　　　7　褐　　　色　　ローム粒子・焼土小ブロック・粘土粒子少

3　灰黄褐色　　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量，砂中量　　　　　　　　　　　　　量，焼土粒子中量

4　灰　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・砂少量

第2竃は，南東壁南寄りに砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており残存していな

い。壁を外へ掘り込んでいるため，袖部は特に作られていない。規模は，煙道部から焚口部まで80cm，最大

幅50cm，壁外への掘り込みは64cmである。火床部は，火熟を受け赤変し，焼土ブロックが多量に堆積して

－117－
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硬化している。煙道部は外傾して，緩やかに立ち上がる。

第2寵土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子・砂少量
2　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・焼土小ブロック・砂少量

3　にぷい赤褐色　　焼土粒子・砂中量

4　灰　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子少量
5　赤　褐　色　　焼土粒子中量

6　赤　褐　色　　焼土小・中・大ブロック中量

ピット　1か所（P．）。Plは径24cmの円形で，深さ14cmの出入口施設に伴うピットである。

覆土　4層からなり，自然堆積と思われる。

土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子少量　　　　　　　　　　　3　暗　褐　色　　ローム粒子・ローム小・中ブロック少量

2　暗　褐　色　　ローム粒子・ローム小・中ブロック・焼土粒子・　4　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・焼土小プロッタ少量
粘土粒子少量

遺物　土師器片159点，須恵器片147点，土玉4点，刀子1点，および混入した縄文土器片1点が出土してい

る。1の須恵器埠が竃手前の覆土下層と南コーナー部の覆土下層から，2の土師器蜜が第1竃内から，3の

須恵器婆が覆土中から，4－7の土玉が南コーナー部の覆土中から，8の刀子が東コーナー部の床面直上か

らそれぞれ出土している。

所見　竃の構築順序は不明である。時期は，遺構の形態や出土遺物から，平安時代の9世紀中葉と考えられる。

卓㍉声．．＿．丁
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第94図　第43号住居跡出土遺物実測図

第43号住居跡出土遣物観察表

㌻l＝‥二一二

′
0　　　　　　　　　　　　　　10cm

i　　　　；　　　［

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特徴 手　法　の　特徴 胎土・色調・焼成 備　考

第94図 坪 A13．2休部，ロ綾部一部欠損。平底。休部口綾部，体部内・外面ロタロナデ。長石　雲母　砂粒80％　P211

1 須恵器B　4．3から口綾部にかけ，直線的に外傾し外面下位へラ削り。底部手持ちへラスコリア 覆土下層

C　6．0て立ち上がる。端部はわずかに外反

する。

削り。 黒褐色

普通

2

婆 A［19．6］休部から口綾部の破片。休部は内攣口緑部内・外両横ナデ。休部外面ナ長石　雲母　砂粒15％　P212

土師器B（15．6）気味に立ち上がる。ロ綾部は強く外

反して，中位に稜を持つ。端部はつ

まみ上げられている。

デ，一部へラナデ。内面ナデ。 明赤褐色

普通

第1竃内

3

聾 A［21．0］ロ綾部の破片。口綾部は外反して立口緑部内・外面ロタロナデ。 長石　砂粒 5％　P213

須恵器B（3．8）ち上がり，中位に棒状工具による凹

線を巡らす。口唇部は板状工具によ

り平坦にならされている。

スコリア

黒褐色

普通

覆土中

一119－



図 版 番 号 器　 種
計　　　　 測　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　 考
長 さ （cm ） 幅　 （cm） 厚 さ （cm ） 孔径 （cm） 重量 （g ）

4 土　 玉 2．5 2 ．3 2 ．5 0 ．5 －0．7 11 覆 土中 D P 1 2 10 0％

5 土　 玉 1．9 1 ．9 1．9 0．3 6 覆 土中 D P 1 3 10 0％

6 土　 玉 1．4 2 ．1 1．4 0 ．4 6 覆 土中 D P 1 4 10 0％

7 土　 玉 （1．6） （2 ．1） （1，6） 0 ．3 （3） 覆 土中 D P 1 5　50％

図 版 番 号 器　 種
計　　 測　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　 考

長 さ （cm ） 幅　 （cm） 厚 さ （cm ） 重量 （g ）

8 刀　 子 （13 ．2） （1 ．5） （0．4） （17） 床面 直上 M 6　50％

第44号住居跡（第95図）

位置　調査B区北東部，B4e6区。

規模と平面形　長軸3．83m，短軸3．41mの長方形である。

主軸方向　N－14。一E

壁　壁高は12－15cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　竃西側の一部を除き，ほぼ全周している。上幅12－22cm，下幅2～8cm，深さ2－4cm，断面形はU字

jl　岡

第95図　第44号住居跡実測図
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状である。

床　全面が粘土質で，平坦で締まっている。特に，東壁寄りから南壁寄りにかけては，硬く踏み固められてい

る。また，竃東側に，長径100cm，短径94cmの楕円形で，深さ14cmの掘り込みが検出され，ローム粒子，

ローム小ブロック，焼土粒子，炭化粒子，粘土中ブロックを少量から中量ほど含む暗褐色土が堆積している。

竃　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両側の袖部が残存している。

規模は，煙道部から焚口部まで111cm，最大幅117cm，壁外への掘り込みは47cmである。火床部は，火熟を

受け赤変し，硬化している。煙道部は外傾して，緩やかに立ち上がる。

寵土層解説

1　にぷい黄橙色　　粘土ブロック多量，崩落土　　　　　　　　　　　　　　5　にぷい黄橙色　　焼土粒子・粘土粒子・砂多量

2　赤　褐　色　　焼土小・中ブロック多量，暗褐色土中量　　　　　　　　6　褐　　　色　　ローム粒子中量，焼土粒子少量，砂多量

3　暗　褐　色　　焼土粒子・焼土小ブロック中量，砂多量　　　　　　　7　赤　褐　色　　焼土小・中ブロック多量，暗褐色土中量

4　暗　褐　色　　ローム小・中ブロック多量，焼土小ブロック・砂中量　　8　赤　褐　色　　焼土ブロック多量

ピット1か所（P．）。P．は長径30cm，短径24cmの楕円形で，深さ20cmの出入口施設に伴うピットである。

覆土　3層からなり，ブロック状の堆積の状況が見られることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1　極暗褐色　　焼土粒子中量，炭化粒子少量

2　にぷい橙色　　焼土粒子少量，粘土小ブロック多量

3　褐　　　色　　ローム粒子・ローム小・中ブロック少量

遺物　土師器片98点，須恵器片70点が出土している。1の須恵器坪が北東コーナー部の覆土中から，2の須

恵器高台付杯が東壁下の壁溝から，3の土師器聾が中央の覆土下層から，4の土師器聾が南西コーナー部の

覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　竃脇の掘り込みの性格は不明であるが，住居廃棄時に人為的に廃棄物を投棄した可能性がある。時期は，

遺構の形態や出土遺物から，奈良時代の8世紀後葉と考えられる。

第96回　第44号住居跡出土遺物実測図

第44号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（qm） 器　 形　 の　 特 徴 手　 法　 の　 特 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　 考

第 9 6図 坪 A ［12．8］ 休部， ロ綾部一部 欠損。平底。休 部 ロ綾部，体部 内 ・外面 ロ タロナデ。 長石　 石 英　 雲母 70％　 P 21 6

1 須　 恵 器 B　 3．2

C　 8．2

か らロ綾部 にかけ， 直線的に外傾 し

て立 ち上が る。

底部回転へ ラ削 り後， ナデ。 砂粒

にぷい黄橙色

普通

覆土 中
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第96図 高台付杯 B （2．6） 高台部から休部の破片。高台部は「ハ」 体部内 ・外面ロタロナデ。底部回転 長石　 砂粒 30％　P 217

2 須 恵 器 D　 9．0 の字状に開く。平底。休部は内攣気 へラ削 り。高台部貼り付け，ロタロ 灰色 壁溝

E　 1．4 味に立ち上がる。 ナデ。 普通

3

窒 A ［19．6］ 頸部か らロ綾部の破片。口綾部は外 口緑部内 ・外面横ナデ。 長石　 石英　 砂粒 5 ％　P 218

土 師 器 B （5．2） 反して，中位に稜を持つ。端部はつ

まみ上げられている。

にぷい橙色
普通

覆土下層

4

聾 B （8．1） 底部から休部の破片。平底。休部は 休部外面へラ磨き，内面へラナデ。 長石　 石英　 雲母 10％　P 219

土 師 器 C　 8．8 外傾 して立ち上がる。 砂粒

橙色
普通　 －

底部木葉痕

覆土下層

第45号住居跡（第97図）

位置　調査B区北東部，B4C7区。

重複関係　本跡は第298号土坑と重複している。第298号土坑が，本跡の竃部分を掘り込んでいることから，

本跡が古い。

規模と平面形　長軸4．23m，短軸4．16mの方形である。

主軸方向　N－90－E

壁　壁高は12～14cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　北東コーナー部と南東コーナー部を除き，ほぼ仝周している。上幅11～24cm，下幅2～9cm，深さ4～6

cmで，断面形はU字状である。

床　全面が粘土質で，平坦で硬く締まっている。

竃　第298号土坑に破壊されているが，焼土ブロックと粘土痕が残っていたことから，北壁中央に砂混じりの

灰褐色粘土で構築されていたと推定される。

ピット　3か所（Pl～P3）。Pl～P3は径25－45cmの円形で，深さ12－15cmの主柱穴である0

第97図　第45号住居跡実測図
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覆土　7層からなり，ブロック状の堆積の状況が見られることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子少量

2　橙　　　色　　ローム中ブロック多量

3　暗　褐　色　　ローム粒子中量

4　明　褐　色　　焼土小・中ブロック多量

色
　
土
　
色

褐

　

　

褐

い
　
色
　
い

ぶ

　

　

ぶ

に
　
黒
　
に

5
　
　
6
　
　
7

焼土粒子・焼土小ブロック少量

ローム粒子・粘土粒子中量

遺物　土師器片35点，須恵器片14点が出土している。1の土師器杯やヾ南壁寄りの覆土下層から出土している。

所見　時期は，遺構の形態や出土遺物から，奈良時代の8世紀前葉と考えられる。

第45号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　の　特 徴 手　 法　の　特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第98図 杯 A ［14．6］ 休部から口綾部の破片。休部からロ 口縁部内 ・外面，休部外面横ナデ。 長石　 砂粒 50％　 P 220

1 土 師 器 B （4．4） 綾部にかけ，内攣気味に立ち上がる。

上位に不明瞭な稜を持つ。

休部内面ナデ。 スコリア
にぷい赤褐色
普通

覆土下層

第46号住居跡（第99図）

位置　調査B区北東部，B4C6区。

重複関係　本跡は第291号土坑と重複している。第291号土坑が，本

跡の南東壁寄りの床面を掘り込んでいることから，本跡が古い。

規模と平面形　長軸3．90m，短軸3．82mの方形である。

0

ヒ＝＝：＝∃cm

第98図
第45号住居跡出土遺物実測図

主軸方向　N－210－E

壁　壁高は4～8cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　北西壁沿いの一部に検出した。上幅14－21cm，下幅3～6cm，深さ3～4cmで，断面形はU字状である。

床　全面が粘土質で，平坦で硬く締まっている。

竜　北東壁中央に砂混じりの褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，東側の袖部が残存している。

規模は，煙道部から焚口部まで111cm，最大幅［140］cm，壁外への掘り込みは75cmである。火床部は床面

を2cmほど掘り窪めており，火熟を受けているが，袖部脇を除き，赤変硬化していない。竃奥に土師器婆を

埋め込み，．支脚として利用している。煙道部は外傾して，階段状に立ち上がる。

竃土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子少量　　　　　　　　　　5　灰　黄　色　　ローム粒子・砂少量，焼土粒子中量

2　赤　褐　色　　焼土粒子・焼土小ブロック中量　　　　　　　6　にぷい赤褐色　　焼土粒子中量，焼土中ブロック・砂少量

3　灰　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子中量　　　　　　　7　時赤褐色　　焼土小・中ブロック・暗褐色土中量

4　にぷい赤褐色　　ローム粒子・砂少量，焼土中ブロック中量

ピット　7か所（Pl～P7）。PlとP2は長径30～34cm，短径27～29cmの楕円形，P。は径36cmの円形で，いずれ

も深さ16～19cmの主柱穴である。P4は長径35cm，短径26cmの楕円形で，深さ20cmの出入口施設に伴うピッ

トである。P5～P7は長径40～52cm，短径26～37cmの楕円形または不整楕円形で，深さ5～19cmで，性格は

不明である。

覆土　3層からなり，自然堆積と思われる。

土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

2　暗　褐　色　　ローム粒子・ローム小ブロック少量

3　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子少量
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遺物　土師器片176点，須恵器片31点が出土している。覆土が薄くて残りが悪かったが，ほとんどの遣物が竃

内とその周辺に集中している。1の須恵器杯が北東壁寄りの覆土中から，2の土師器高台付皿が竃東側の袖

部内から，3の土師器聾が竃内の火床面から，4の土師器婆が竃西側の袖部内からそれぞれ出土している0

所見　竃内の状況から，土器片を竃の補強材や支脚（3の土師器嚢）として利用していると思われる。時期は，

遺構の形態や出土遺物から，平安時代の9世紀後葉と考えられる。

叫　（紗

：去：

第99図　第46号住居跡実測図
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第100図　第46号住居跡出土遺物実測図

第46号住居跡出土遣物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm」

図版番号器　種計測値（cm） 器形　の　特徴 手法　の　特徴 胎土・色調・焼成 備　考

第100図杯A［12．8］底部から口綾部の破片。平底。休部口綾部，体部内・外面ロタロナデ。長石　石英　砂粒10％　P221
1 須恵器B　3．7

C［5．2］
は直線的に外傾して立ち上がる。口
綾部は内攣気味に立ち上がり，端部

はわずかに外反する。

底部手持ちへラ削り。 褐灰色

普通

覆土中

2

高台付皿A［13．0］底部から口綾部の破片。平底。休部口綾部，体部内・外面ロクロナデ。長石　雲母　砂粒20％　P222
土師器B（1．8）は外傾して立ち上がり，中位に稜を

持つ。端部はわずかに外反する。

底部回転へラ削り。 スコリア

にぷい赤褐色
普通

袖部内

3

聾A［15．2］休部から口綾部の破片。休部は内攣口縁部内・外面横ナデ。体部内・外長石　石英　砂粒20％　P223
土師器B（15．1）気味に立ち上がる。口綾部は外反し

て立ち上がり，中位に稜を持つ。端
部はつまみ上げられている。

面ナデ，外面中位へラ削り。 明赤褐色
普通

竃内

4

聾A［10．5］休部から口綾部の破片。休部は内攣口縁部内・外面横ナデ。体部内・外長石　石英　雲母10％　P224
土師器B（6．9）気味に立ち上がる。口綾部は外反し

て立ち上がり，中位に稜を持つ。端
部はつまみ上げられている。

面ナデ。 砂粒
橙色
普通

袖部内

第47号住居跡（第101図）

位置　調査B区北東部，B4b3区。

規模と平面形　長軸3．48m，短軸3．33mの方形である。

主軸方向　N－170－E

壁　壁高は40～42cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　東壁沿いの一部を除いて，ほぼ仝周している。上幅18～35cm，下幅4～7cm，深さ3～6cmで，断面形

はU字状である。

床　全面が粘土質で，平坦で硬く締まっている。東壁寄りに，長径100cm，短径50cmの瓢箪形で，深さ8cmの，

焼土ブロックを中量ほど含む白色粘土が堆積していた掘り込みと，長径96cm，短径72cmの楕円形で，深さ

10cmの，ローム小ブロック，粘土小ブロックを少量，焼土中ブロックを多量に含む暗褐色土が堆積していた

掘り込みが，また，それらの周辺から多量の焼土塊が確認されている。また，西壁寄りに，長径120cm，短

径90cmの楕円形で，深さ22cmの，白色粘土を多量に含む褐色土の堆積した掘り込みが確認されている。

竃　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両側の袖部が残存している。

－125－



旦2，．2m　　可　可　可

ql

第101図　第47号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　2m
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規模は，煙道部から焚口部まで115cm，最大幅145cm，壁外への掘り込みは47cmである。火床部は床面を

8。mほど掘り窪めており，火熟を受けて赤変し，硬化している。特に，煙道部にかけて，焼土と炭化材が多く

なっている。煙道部は外傾して，階段状に立ち上がる。

寵土層解説

1明　褐　色　焼土小ブロック少量，粘土中ブロック中量

2　黄　褐　色　砂混じりの粘土

3　黄　褐　色　焼土粒子中量，砂混じりの粘土

4　褐　　　色　粘土，崩落土

5　褐　　　色　焼土中ブロック少量，粘土中ブロック中量

6　黄　褐　色　娩土粒子中量，焼土中ブロック・粘土中ブロック多量

7　赤　褐　色　　娩土ブロック
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ピット1か所（Pl）。Plは長径52cm，短径41cmの楕円形で，深さ38cmの出入口施設に伴うピットである。

覆土12層からなり，粘土ブロックの堆積の状況が見られることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　灰　褐　色

ローム粒子・焼土粒子少量

ローム粒子・砂少量

ローム粒子・焼土粒子・砂少量

ローム粒子・焼土粒子・粘土小ブロック少量

ローム粒子・粘土小ブロック・砂少量

ローム粒子・砂少量，粘土小・中ブロック中
t∃

旦

7　褐　　　色

8　褐　　　色

9　暗　褐　色

10　灰　褐　色

11灰　褐　色

12　灰　褐　色

ローム粒子・砂少量

ローム粒子・ローム小・中ブロック・粘土4、ブロッ

ク少量

ローム粒子・焼土粒子・粘土小ブロック少量

ローム粒子・ローム小ブロック・粘土小ブロック少量

ローム粒子・粘土中ブロック・砂少量

粘土大ブロック多量

遺物　土師器片136点，須恵器片46点，および混入した石鉄1点，縄文土器片4点が出土している。ほとんど

の遺物は竃内とその周辺に集中している。1の須恵器蓋が完形で西壁寄りの掘り込みの中から，2の須恵器

蓋が竃手前の覆土下層から，3の須恵器蓋，6の須恵器婆が竃内から，4の須恵器こね鉢が東壁寄りの覆土

中層から，5の土師器聾が竃内と周辺の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　掘り込みの性格は不明であるが，確認された焼土塊は不要な焼土を投棄した可能性がある。また，竃内

の状況から，竃内の多量の土器片は住居廃棄時に投棄された可能性がある。時期は，遺構の形態や出土遺物

から，奈良時代の8世紀中葉と考えられる。

第47号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形　の　特 徴 手 法　 の　特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第102図 蓋 A　 7．4 宝珠状のつまみが付 く。天井部は平 つまみ，天井部，口縁部内‘・外面ロ 長石　 砂粒 100％　P 225

1 須 恵 器 B　 2．5

F　 1．8
G　 1．3

坦で，端部は屈曲して垂下する。 タロナデ。 褐灰色

灰オリーブ色（粕）
普通

外面自然粕

西側掘 り込み内

2

蓋 A 16．8 ロ縁部一部欠損。扁平なボタン状の つまみ，天井部，ロ縁部内 ・外面ロ 長石　 雲母　 砂粒 95％　 P 226

須 恵 器 B　 3．6

F　 3．2
G　 1．0

つまみが付 く。天井部は，ほぼ平坦

で，緩やかに開く。端部は屈曲して
垂下する。

タロナデ。頂部回転へラ削り。 灰色
普通

覆土下層

3

蓋 A ［13．6］ 口綾部か、らつまみの破片。扁平なボ つまみ，天井部， 口縁部内 ・外面ロ 長石　 石英　 雲母 70％　 P 227

須 恵 器 B　 2．3
F　 2．7
G　 O．8

タン状のつまみが付 く。天井部は，

ほぼ平坦で，緩やかに開 く。端部は
屈曲して垂下する。

タロナデ。頂部回転へラ削り。 砂粒

灰黄色
普通

竃内

4

こ　ね 鉢 B （6．5） 口綾部一部欠損。底部は厚い円盤状 休部，底部内 ・外面ロタロナデ。底 長石　 砂粒 80％　P 228

須 恵 器 C　 8．6 の平底で，上位に明瞭な稜を持つ。 部外面へラ削り後，ナデ。 灰色 内・外面一部自然粕

休部は直線的に外傾して立ち上がる。 普通 覆土中層

5

聾 A ［21．6］ 底部から口綾部の破片。平底。休部 口縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長石　 石英　 砂粒 40％　P 229

土 師 器 B　31．6 は内攣気味に立ち上がる。口綾部は 面ナデ，外面中位へラ磨き。 スコリア 底部木葉痕

C ［6．6］ 外反して，中位に稜を持つ。端部は 明赤褐色 竃内

つまみ上げられている。 普通 覆土下層

6

聾 B （24．．9） 底部から休部の破片。丸底。休部は 休部外面平行叩き後，ナデ。内面ナ 長石　 石英　 砂粒 30％　P 230

須 恵 器 内攣気味に立ち上がる。 デ。底部ナデ。 灰黄色
普通

竃内

第48号住居跡（第103図）

位置　調査B区中央部，B3co区。

規模と平面形　長軸4．45m，短軸4．40mの方形である。

主軸方向　N－130－E

壁　壁高は34～36cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　仝周している。上幅14～30cm，下幅3～16cm，深さ2～5cmで，断面形はU字状である0
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床　全面が粘土質で，平坦で締まっている。特に，出入口施設付近から竃手前までは，硬く踏み固められてい

る。

竃　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両側の袖部が残存している。

規模は，煙道部から焚口部まで107cm，最大幅139cm，壁外への掘り込みは15cmである。火床部は床面を10

cmほど掘り窪めており，火熟を受け赤変し，硬化している。煙道部は外傾して，最初緩やかで，のち急に立

ち上がる。

龍土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子・砂多量，焼土粒子少量　　　4　褐　　色　ローム粒子・ローム中・大ブロック・焼土粒子中量

2　褐　　色　　ローム粒子・砂多量，焼土粒子中量　　　5　赤　褐　色　焼土粒子・焼土小ブロック中量

3　赤　褐　色　　焼土粒子中量，焼土小・中ブロック少量

ピット　4か所（Pl～P4）。Plは径32cmの円形で，深さ18cmの出入口施設に伴うピットである。P2～P4は長径

28～40cm，短径26～34cmの円形または楕円形で，深さ7～22cmで，性格は不明である。

覆土　8層からなり，不自然な推積の状況が見られることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　5　暗　褐　色　ローム粒子・ローム中ブロック中量

2　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子中量　　　　　　　　　　　　6　褐　　色　ローム粒子少量，焼土粒子中量

3　褐　　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック多量，焼土粒子　　7　褐　　色　ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子少量

少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　褐　　色　焼土粒子少量，粘土中ブロック中量

4　褐　　　色　　ローム粒子・ローム小・中ブロック中量

遺物　土師器片184点，須恵器片151点，支脚4点が出土している。1の須恵器埠が竃内の覆土下層から，2

の須恵器杯が竃西側の覆土下層から，3の須恵器蓋，4の須恵器鉢，7の須恵器短頸壷が南東コーナー部の

覆土下層から，5の須恵器鉢が竃内と南西コーナー部の覆土中層から，6の土師器聾が東壁寄りの覆土下層

から，8の支脚が竃内からそれぞれ出土している。

所見　竃内から土器片が多量に出土していることから，土器片を竃の補強材として利用している可能性がある。

時期は，遺構の形態や出土遺物から，平安時代の9世紀前葉と考えられる。

第48号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形　の　特 徴 手 法　 の　特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第104図 埠 A 13．5 休部，口綾部一部欠損。平底。休部 ロ綾部，体部内 ・外面ロクロナデ。 長石　 石英　 雲母 90％　P 231

1 須 恵 器 B　 4．3

C　 7．2

から口綾部にかけ，直線的に外傾 し

て立ち上がる。端部はわずかに外反
する。

底部手持ちへラ削り。 砂粒

にぷい橙色
普通

竃内

2

杯 A 13．4 休部，ロ綾部一部欠損。平底。休部 口綾部，体部内 ・外面ロタロナデ。 長石　 石英　 雲母 85％　P 232

須 恵 器 B　4．4～4．7 から口綾部にかけ，直線的に外傾 し 外面下位へラ削り。底部回転へラ切 砂粒 孝土下層

C　 7．3 て立ち上がる。端部はわずかに外反

する。

り後，へラ削り。 灰黄褐色

普通

3

蓋 A 14．4 口綾部，天井部一部欠損。扁平なボ つまみ，天井部，口縁部内 ・外面ロ 石英　 砂粒 75％　P 233

須 恵 器 B　 3．8

F　 3．4
G　 l．1

タン状のつ まみが付 く。天井部は，

ほぼ平坦で，中位に稜を持ち，緩や
かに開 く。端部は屈曲して垂下する。

グロナデ。頂部回転へラ削り。 灰色
普通

覆土下層

4

鉢 A ［21．5］ 底部から口綾部の破片。平底。休部 口緑部内 ・外面ロタロナデ。体部外 長石　 石英　 雲母 70％　 P 234

須 恵 器 B 12．7 は内攣気味に立ち上がる。口綾部は 面平行叩き，下位へラ削り。内面ナ 砂粒 覆土下層

C 13．0 強 く外反して，中位に稜を持つ。端

部はわずかにつまみ上げられている。

デ，アテ具痕有 り。底部ナデ。 にぷい黄橙色

普通

5

鉢 A ［27．0］ 休部から口綾部の破片。休部は内攣 口緑部内 ・外面ロクロナデ。体部外 長石　 雲母　 砂粒 30％　 P 235

須 恵 器 B （13．6） 気味に立ち上がる。口綾部は強 く外 面平行叩き，下位へラ削り。内面ナ 黒色 竃内

反して，中位に稜 を持つ。端部はわ

ずかにつまみ上げられている。

デ，アテ具痕有 り。 普通 覆土中層
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第104図　第48号住居跡出土遺物実測図

6

要 B （ 5．7） 底部か ら休部 の破 片。平底。休部 は 休部 内面へ ラナデ。休 部外面，底部 長石　 雲母　 砂粒 1 0％　 P 23 6

土 師 器 C 14．5 直線的 に外傾 して立 ち上が る。 ナデ。 灰黄色

普通

覆土下 層

7

短 頸 壷 A　 6．1 平底。休部 は直線的に外傾 して立 ち □綾部，体部 内 ・外 面 ロクロナデ。 長石　 石英　 雲母 1 00％　 P 2 3 7

須　 恵 器 B　 6．6－6．7 上が る。上位 で長大径 を有 し，強 く 休部外面下位へ ラ削 り。 底部 回転へ 砂粒 覆土下層

C　 5．3 内管す る。 ロ綾部 は直立す る。端部

はわずかに外反す る。

ラ削 り。 外 面暗灰色

内面灰 色

普通

図 版 番 号 器　 種
計　　 測　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　 考
長さ （伽） 幅　 （伽） 重量 （g ）

8 支　 脚 （13．9） （7 ．8） （620） 竃内 D P 16　　 90％
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第49号住居跡（第105図）

位置　調査B区北部，B3bo区。

重複関係　本跡は第9号掘立柱建物跡と重複している。第9号掘立柱建物跡が，本跡の東壁寄りの床面を掘り

込んでいることから，本跡が古い。’

規模と平面形　長軸4．95m，短軸4．58mの方形である。

主軸方向　N－70－E

壁　壁高は34～40cmで，外傾して立ち上がる。

床　全面が粘土質で，平坦で締まっている。特に，東壁寄りが硬く踏み固められている。

竃　北壁中央に褐色土と砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両側の袖部が残存

している。規模は，煙道部から焚口部まで115cm，最大幅130cm，壁外への掘り込みは30cmである。火床部

は床面を6cmほど掘り窪めており，火熟を受け赤変し，わずかに硬化している。煙道部は外傾して，緩やか

に立ち上がる。

恵土層解説

1褐　　色　　ローム粒子・焼土粒子中量，焼土小ブロック少量　　5　赤　褐　色　焼土大ブロック多量

2　褐　　色　　ローム粒子・焼土小ブロック少量　　　　　　　　6　褐　　色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量

3　赤　褐　色　焼土小・中ブロック多量　　　　　　　　　　　　7　褐　　色　焼土粒子少量，粘土小ブロック・砂中量

4　褐　　色　　ローム粒子・砂少量　　　　　　　　　　　　　　8　褐　　色　焼土粒子少量，砂多量

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl～P3は径35～57cmの円形，P。は長径70cm，短径50cmの楕円形で，いずれも深

さ19～49cmの主柱穴である。P5は長径74cm，短径48cmの不整楕円形で，深さ25cmの出入口施設に伴うピッ

トである。P6は長径80cm，短径70cmの不整楕円形で，深さ30cmで，焼土粒子，粘土中ブロック，大ブロッ

クを中量含む褐色土が堆積しており，性格は不明である。

覆土　7層からなり，ブロック状の堆積の状況が見られることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1暗　褐　色　焼土粒子中量，砂多量　　　　　　　　　　　　　5　暗　褐　色　焼土小・中ブロック多量

2　暗　褐　色　焼土粒子・砂多量，焼土小ブロック中量　　　　　6　暗　褐　色　焼土粒子・焼土小・中ブロック少量，砂多量

3　暗　褐　色　焼土粒子・焼土小ブロック中量　　　　　　　　　7　褐　　色　　ローム粒子・焼土小ブロック中量

4　暗　褐　色　　焼土小・中ブロック・砂中量

遺物　土師器片231点，須恵器片102点，砥石1点，支脚3点，刀子1点，および混入した縄文土器片1点が

出土している。竃内に多くの遺物が集中している。1，2の須恵器杯，3の須恵器こね鉢，6の砥石が南壁

寄りの覆土下層から，4の須恵器壷が南西コーナー部の覆土下層から，5の土師器聾が竃内と左袖部内，竃

手前の覆土下層から，7の刀子が西壁寄りの床面直上からそれぞれ出土している。

所見　竃内から多量の土器片が出土していることや，その多くが火床部中央に残ってい養ことから，住居廃棄

時に，土器片を投棄した可能性があると思われる。時期は，遺構の形態や出土遺物から，平安時代の9世紀

前葉と考えられる。

第49号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm）＿ 器 ＿形 の 特 徴 手 法 の 特 二徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第106図 埠 A 13．6 底部，休部，口綾部一部欠損。平底。 口綾部，体部内 ・外面ロタロナデ。 長石　 雲母　 砂粒 80％　 P 238

1 須 恵 器 B　 4．3
C　 8．0

休部から口綾部にかけ，直線的に外

傾して立ち上がる。端部はわずかに
外反する。

底部手持ちへラ削り。 灰黄色
普通

覆土下層
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二二
第106図　第49号住居跡出土遺物実測図
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第106図土不A［13．8］休部，ロ縁部一部欠損。平底。休部ロ綾部，体部内・外面ロタロナデ。長石　石英　雲母70％　P239

2 須　恵器B　4．6からロ綾部にかけ直線的に外傾して休部外面下位へラ削り。底部回転へ砂粒 覆土下層

C　7．5立ち上がる。 ラ切り後，ナデ。 黄灰色

普通

3

こ　ね鉢B（6．6）口綾部一部欠損。底部は厚い円盤状休部，底部内・外面ロタロナデ。底長石　砂粒 70％　P240

須恵器ClO．1の平底で，上位に明瞭な稜を持つ。部ナデ。 灰色 内面一部自然粕

休部は直線的に外傾して立ち上がる。 普通 覆土下層

4

竺巨B（14．5）体書βの破片。休部は内管して立ち上休部外面平行叩き後，ナデ。内面ナ雲母　砂粒 25％　P241

須恵器 がり，中位で最大径を有する。デ，アテ具痕有り。 外面黄灰色

内面にぷい黄橙色

普通

覆土下層
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5

窪 A ［20．8］ 休部から口綾部の破片。休部は内攣 口縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 石英　 砂粒 20％　 P 242
土 師 器 B （25．5） 気味に立ち上がる。口綾部は外反し 面へラナデ。 橙色 竃内

て，中位に稜を持つ。端部はつまみ
上げられている。

普通 袖部内

覆土下層

図 版 番 号 器　 種
計　　 測　　 値

石　 質 出　 土　 地　 点 備　　　 考
長さ （cm） 幅　 （cm） 厚さ （cm） 重量 （g）

6 砥　 石 （11．0） （6．0） （3．3） （210） 凝灰岩 覆土下層 Q ll

図 版 番 号 器　 種
計　　 測　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　 考
長さ （cm） 幅　 （cm） 厚さ （cm） 重量 （g ）

7 刀　 子 （12．5） （2．1）． （0．6） （21）
l

床面直上 M 7　　 50％

第50号住居跡（第107図）

位置　調査B区北部，B3C6区。

規模と平面形　長軸3．45m，短軸3．33mの隅丸方形である。

主軸方向　N－200－E

壁　壁高は24－26cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　南西壁の北寄りから竃を経て，東コーナー部までの一部を除き，ほぼ半周している。上幅14－27cm，下

幅2～7cm，深さ4－6cmで，断面形はU字状である。

床　全面が粘土質で，平坦で締まっている。特に，中央から西コーナー部にかけて，硬く踏み固められている。

竃　北東壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両側の袖部が残存してい

る。規模は，煙道部から焚口部まで74cm，最大幅95cm，壁外への掘り込みは38cmである。火床部は，火熟を

受けわずかに赤変し，奥に焼土が堆積している。煙道部は外傾して，最初緩やかに，のち急に立ち上がる。

竃土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子少量　　　　　　　　　　　　　4　黒　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・粘土小ブロック少量

2　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子少量，粘土質　　　　　　　　5　黒　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子少量

3　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土小ブロック中量，炭化粒子少量　　6　灰　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子少量

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは長径32cm，短径26cmの楕円形，P2は径16cmの円形で，いずれも深さ6～16

cmの主柱穴である。P。は長径32cmの円形で，深さ30cmの出入口施設に伴うピットである。

覆土　7層からなり，不自然な堆積の状況が見られることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1橙　　　色　　粘土中ブロック・砂中量　　　　　　　　　　　　　　5　暗　褐　色　　ローム粒子中量

2　褐　　　色　　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　　6　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子中量，焼土小ブロック

3　褐　　　色　　ローム粒子中量，焼土粒子・粘土中ブロック少量，　　　　　　　　　　少量

暗褐色土中量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　暗　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子多量，

4　褐　　　色　　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量　　　　　　　　　　　　　　　　炭化中ブロック中量

遺物　土師器片77点，須恵器片31点，砥石2点，支脚2点，土玉片1点が出土している。ほとんどの遺物が

竃周辺に集中している。1の須恵器杯が竃手前と東コーナー部の覆土下層から，2の須恵器蓋が竃手前の覆

土下層から，5の須恵器長頸壷が覆土中層から，3の須恵器蓋が南コーナー部の覆土下層と覆土中から，4の

須恵器長頸壷が北コーナー部の覆土中から，6の砥石が覆土中層からそれぞれ出土している。

所見　竃内の状況から，短期間しか使用されなかった住居跡の可能性がある。時期は，遺構の形態や出土遺物

から，奈良時代の8世紀復業と考えられる。
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第107図　第50号住居跡実測図
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第50号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形　の　特 徴 手 法 の　特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第108図 杯 A 12．9 底部から口綾部の破片。平底。休部 口綾部，体部内 ・外面ロタロナデ。 長石　 石英　 雲母 60％　 P 243

1 須 恵 器 B　3．9～4．0
C　 7．7

から口綾部にかけ，直線的に外傾し

て立ち上がる。

底部手持ちへラ削 り。 砂粒
灰白色
普通

覆土下層

2

蓋 A 15．2 ロ綾部一部欠損。ボタン状のつまみ つまみ，天井部，口縁部内 ・外面ロ 長石　 石英　 雲母 95％　P 246
須 恵 器 B　 2．6

F　 2．0
G　 1．1

が付 く。天井部は，ほぼ平坦で，緩
やかに開 く。端部は屈曲して垂下す

る。

タロナデ。頂部回転へラ削 り。 砂粒

黄灰色
普通

覆土下層

3

蓋 A 14．4 休部， 口綾部一部欠損。扁平なボタ つまみ，天井部， 口縁部内 ・外面ロ 長石　 石英　 雲母 70％　P 247
須　 恵 器 B　 4．1 ン状のつまみが付 く。天井部は内攣 タロナデ。頂部回転へラ削 り。 砂粒 覆土下層

‘F　 2．6
G　 l．0

気味に開く。口綾部はわずかに外反
して，端部は屈曲して垂下する。

黄灰色
普通

覆土中

4

長 頸 壷 B （6．3） 高台部から休部の破片。高台部は「ハ」 体部内 ・外面ロタロナデ。底部回転 長石　 砂粒 15％　P 244
須　恵 器 D ［12．8］ の字状に開く。平底。休部は内攣気 へラ削 り。高台部張 り付け，ロタロ 黄灰色 覆土中

E　 1．1 味に立ち上がる。 ナデ。 普通

5

長 頸 壷 B （9．0） 高台部から休部の破片。高台部は「ハ」体部内 ・外面ロタロナデ。底部回転 長石　 砂粒 15％　 P 245
須　恵 器 D ［13．4］ の字状に開 く。平底。休部は内攣気 へラ削り。・高台部貼 り付け，ロタロ 黄灰色 覆土中層

E　 1．0 味に立ち上がる。 ナデ。 普通

図 版 番 号 器　 種
計　　 測　　 値

石　 質 出　 土　 地　 点 備　　 寿
長さ （cm） 幅　 （cm） 厚さ （cm） 重量 （g ）

6 砥　 石 （8．3） （5．1） （6．2） （285） 凝灰岩 覆土中層 Q 12

第51号住居跡（第109図）

位置　調査B区北西部，B3C4区。

重複関係　本跡は第134号土坑と重複している。第134号土坑が，本跡の南東部を掘り込んでいることから，

本跡が古い。

規模と平面形　長軸4．00m，短軸3．70mの長方形と推定される。

主軸方向　N－70－E

壁　壁高は20～24cmで，外傾して立ち上がる。

床　全面が粘土質で，平坦で締まっている。特に，西壁寄り半分が硬く踏み固められている。

竃　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両側の袖部が残存している。

規模は，煙道部から焚口部まで102cm，最大幅113cm，壁外への掘り込みは45cmである。火床部は，火熟を

受け赤変し，硬化している。煙道部は外傾して，階段状に立ち上がる。

竃土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　灰　褐　色

5　灰　褐　色

6　灰　褐　色

ローム粒子・焼土粒子・砂少量

ローム粒子・焼土粒子・砂・粘土小ブロック少量

ローム粒子・焼土粒子・砂・粘土粒子少量

ローム粒子・砂少量

ローム粒子・焼土粒子・砂少量

焼土粒子・砂少量

覆土　5層からなり，自然堆積と思われる。

土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

ローム粒子中量

ローム粒子・粘土中ブロック中量

ローム粒子・粘土小・中ブロック中量

7　灰　褐、色

8　灰　褐　色

9　褐　　　色

10　赤　褐　色

11赤　褐　色

12　赤　褐　色

4　褐　　　色

5　暗　褐　色
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砂少量，粘土質

ローム粒子・焼土粒子・砂少量

ローム粒子・焼土粒子中量，砂少量

ローム粒子多量，焼土粒子・焼土小ブロック中量

ローム粒子・焼土粒子多量

ローム粒子・焼土小ブロック中量

ローム粒子中量

焼土小・中ブロック多量



造物　土師器片284点，須恵器片104点，砥石2点，刀子1点，植物の種子炭化物および混入した尖頭器1点，

縄文土器片1点が出土している。1の須恵器坪が竃東側の袖部内から，2の須恵器高台付皿が竃内から，3

の須恵器鉢が竃手前の覆土下層から，4の土師器聾が竃内と両袖部内，竃手前の覆土下層から，5の砥石が

南西コーナー部の覆土中から，6の砥石が東壁寄りの覆土下層から，7の刀子が床面直上からそれぞれ出土

している。

所見　覆土と床が共に粘土質で硬く締まっており，色調もほとんど同じであったことから，掘り込みが困難で

あった上に，第134号土坑との切り合いが不明瞭であった。時期は，遺構の形態や出土遺物から，平安時代

の9世紀中葉と考えられる。

団

山l

第10g図　第51号住居跡実測図
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第110図　第51号住居跡出土遺物実測図

第51号住居跡出土遺物観察表

⊂＝二二⊃

子

因 版 番 号 器　 種 計 測値 （郡 ） 器 形　 の　 特 徴 手　 法　 の　 特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

第 1 1 0 図 坪 A 1 3 ．2 休 部 ， ロ 綾 部 一 部 欠 損 。 平 底 。 休 部 ロ 綾 部 ， 体 部 内 ・外 面 ロ タ ロ ナ デ 。 長 石　 石 英　 雲 母 9 0 ％　 P 2 4 8

1 須　 恵 器 B　 川 ～4．1

C　 6 ．4

か ら 口 綾 部 に か け ， 直 線 的 に 外 傾 し

て 立 ち 上 が る 。

底 部 手 持 ち へ ラ 削 り。 砂 粒

灰 黄 色

普 通

袖 部 内

2

高 台 付 皿 A ［1 3 ．5 ］ 高 台 部 か ら ロ 綾 部 の 破 片 。 高 台 部 は 口 綾 部 ， 体 部 内 ・外 面 ロ タ ロ ナ デ 。 長 石　 石 英　 雲 母 5 0 ％　 P 2 5 0

須 恵 器 B　 2 ．5 「ハ 」 の 字 状 に 開 く。 平 底 。 休 部 は 外 面 下 位 回 転 へ ラ 削 り。 底 部 回 転 へ 砂 粒　 ス コ リ ア 内 面 ス ス 付 着

D　 7 ．4 内 管 気 味 に 立 ち 上 が り ， 下 位 に 稜 を ラ 削 り 。 高 台 部 貼 り付 け ， ロ タ ロ ナ 赤 褐 色 竃 内

E　 l ．0 持 つ 。 口 綾 部 は わ ず か に 外 反 す る 。 テい。 普 通

3

鉢 A ［3 0 ．4］ 休 部 か ら ロ 綾 部 の 破 片 。 口 縁 部 は 強 口 縁 部 内 ・外 面 ロ タ ロ ナ デ 。 体 部 外 長 石　 雲 母　 砂 粒 5 ％　 P 2 5 3

須 恵 器 B （ 6 ．5） く 外 反 し て ， 中 位 に 稜 を 持 つ 。 端 部

は つ ま み 上 げ ら れ て い る 。

面 平 行 叩 き ， 内 面 ナ デ 。 ス コ リ ア

橙 色

普 通

覆 土 下 層

4

婆 A ［2 0 ．4］ 底 部 か ら ロ 綾 部 の 破 片 。 平 底 。 休 部 ロ 緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 部 内 ・外 長 石　 石 英　 雲 母 3 0 ％　 P 2 5 2

土 師 器 B （2 3 ．2） は 内 攣 気 味 に 立 ち 上 が る 。 口 綾 部 は 面 ナ デ ， 外 面 下 位 へ ラ ナ デ 。 砂 粒 外 面 ス ス 付 着

C　 8 ．4 外 反 し て ， 中 位 に 稜 を 持 つ 。 端 部 は 暗 褐 色 竃 内

つ ま み 上 げ ら れ て い る 。 普 通 袖 部 内

覆 土 下 層
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図 版 番 号 器　 種
計　　 測　　 値

石　 質 出　 土　 地　 点 備　　　 考

長さ （cm） 幅　 （cm） 厚さ （cm） 重量 （g ）

5 砥　 石 （5．4） （4．7） （1．2） （50） 凝灰岩 覆土中 Q 13

6 砥　 石 （7．6） （4．8） （3、．0） （103） 凝灰岩 覆土下層 Q 15

図 版 番 号 器　 種

料　　 測　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　 考

長さ （cm） 幅　 （cm） 厚さ （cm） 重量 （g ）

7 刀　 子 （15．9） （1．9） ・（0．3） （25） 床面直上 M 8　　　 50％

第52号住居跡（第111図）

位置　調査B区北西部，B3a5区。

規模と平面形　長軸4．80m，短軸4．63mの方形である。

主軸方向　N－170－E

壁　壁高は10～24cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　仝周している。上幅16～30cm，下幅8cm，深さ3～6cmで，断面形はU字状である0

床　ほぼ全面が粘土質で，平坦で硬く締まっている。

竃　北壁中央に砂混じりの褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両側の袖部が残存している0

規模は，煙道部から焚口部まで117cm，最大幅136cmである0火床部は，火熟を受けわずかに赤変し，硬化

している。焚口部は北壁に対して，斜めに作られている。煙道部は外傾して，急に立ち上がる0

竃土層解説

1暗　褐　色　焼土粒子少量　　　　　　　　　　　5　明赤褐色　焼土中・大ブロック・炭化中ブロック多量

2　暗　褐　色　焼土粒子・焼土小・中ブロック多量　　　6　赤　褐　色　焼土小・中ブロック・粘土小ブロック・砂多量

3　褐　　色　ローム粒子中量，焼土中ブロック多量　　　7　赤　褐　色　焼土小・中ブロック・砂多量

4　赤　褐　色　焼土中・大ブロック多量

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl，P3，P。は径34～42cmの円形，P2は長径37cm，短径33cmの楕円形で，いずれ

も深さ31～39cmの主柱穴である。P5は径34cmの円形で，深さ15cmの出入口施設に伴うピットである0

覆土12層からなり，ブロック状の堆積の状況が見られることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子・焼土小ブロック多量，砂中量　8　褐　　色

2　褐　　色　ローム粒子少量，焼土小ブロック多量　　　9　褐　　色

3　褐　　　色　　砂多量

4　黄　褐　色　粘土小・中ブロック・砂多量　　　　　　10　褐　　色

5　黄　褐　色　焼土粒子・粘土小ブロック・砂多量　　　11褐　　色

6　褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子中量　　　　　12　暗　褐　色

7　褐　　色　　ローム粒子・焼土小・中ブロック多量

遺物　土師器片80点，須恵器片15点，支脚1点が出土している。

ローム粒子・焼土粒子・焼土小・中ブロック多量

ローム粒子・焼土粒子多量，焼土小・中・大ブロ

ック中量

粘土小・中ブロック・砂多量

ローム小ブロック・焼土粒子中量

焼土小・中ブロック・粘土中・大ブロック中量

1の須恵器壷が南東コーナー部の床面直上

から，2の土師器聾が覆土下層から，3の支脚が竃東側の袖部脇の覆土下層からそれぞれ出土している0

所見　時期は，遺構の形態や出土遺物から，奈良時代の8世紀中葉と考えられる0
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第111図　第52号住居跡実測図
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第112図　第52号住居跡出土遺物実測図

第52号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特 徴 手　 法　 の　 特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

第 1 12図 ∃亘 A ［1 2．6］ 休 部 か ら ロ綾 部 の 破 片 。 休 部 は 内 攣 ロ綾 部 ， 体 部 内 ・外 面 ロ グ ロナ デ。 砂 粒 3 0％　 P 2 55

1 須 恵 器 B （1 3．2） して 立 ち上 が る。 ロ綾 部 は外 反 して 内面 下 位 へ ラナ デ 。 黄 灰 色 内 ・外 面 自然 粕

立 ち 上 が り， 中 位 に稜 を持 つ 。 端 部

は つ まみ 上 げ られ て い る。

良 好 湖 西 窯 産

床 面 直 上

2

璽 B （2 4．9） 底 部 か ら休 部 の 破 片 。 平 底 。 休 部 は 体 部 内 ・外 面 ナ デ 。 外 面 下 位 へ ラ磨 長 石　 石 英　 砂 粒 3 5％　 P 2 54

土 師 器 C　 9．8 内攣 気 味 に 立 ち上 が る。 き。 橙 色

普 通

底 部 木 葉 痕

覆 土 下 層

図 版 番 号 器　 種

計　　 測　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　 考

長 さ （cm ） 幅　 （cm） 厚 さ （c m） 重 量 （g ）

3 支　 脚 （14 ．3） （1 3．3） （1 1．3） （15 10） 覆 土 下 層 D P 17　　　 90％
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第53号住居跡（第114図）

位置　調査B区北東部，B4d4区。

規模と平面形　長軸3．48m，短軸2．68mの長方形である。

主軸方向　N－230－E

壁　壁高は4～8cmで，外傾して立ち上がる。

0　　　　　　5cm
！　　　　　＿F

第113回第53号住居跡出土遺物実測図

床　全面が粘土質で，平坦で締まっている。特に，中央が硬く踏み固められている。

ピット　2か所（P．，P2）。Plは径34cmの円形で，深さ28cm，P2は長径24cm，短径17cmの楕円形で，深さ8

cmで，性格は不明である。

覆土　3層からなり，ハードロームブロック，焼土ブロック，粘土ブロックの堆積の状況から，人為堆積と思

われる。

土層解説

1　暗　褐　色　　ハードローム大ブロック・焼土粒子・焼土小・中・大ブロック中量

2　褐．　色　　ローム粒子・ハードローム小・中ブロック中量，粘土小ブロック少量

3　暗　褐　色　　ローム粒子・ハードローム中ブロック中量

遺物　土師器片37点，須恵器片4点，雲母片岩の礫1点，および混入した磁器片1点が出土している。1の土

師器高台付杯が南コーナー部の覆土下層と覆土中から出土している。

所見　竃の痕跡はなく，住居として使用されたものかどうか不明である。中央南コーナー寄りに確認された焼

土塊は床面を掘り込んだものではないことから，炉として使用された可能性は低いと思われる。時期は，出

土遺物から，平安時代の9世紀と考えられる。

III（諺

第114図　第53号住居跡実測図

第53号住居跡出土遺物観察表

因版番 号 器　 種 計測値 （cm） 器 形　 の 特 徴 手　 法　 の　 特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

第 1 13図 高 台 付 杯 A 12．5 高 台 部 か ら ロ縁 部 の破 片 。 高 台 部 は 口綾 部 ， 体 部 内 ・外 面 ロ タロ ナ テさ。 長石　 砂 粒 60％　 P 25 6

1 土 師 器 B　 5．0 「ハ 」 の 字 状 に開 く。 平 底 。休 部 か 底 部 回 転 へ ラ削 り。高 台 部 貼 り付 け， 外 面 に ぷ い 黄 橙 色 内 面 ス ス付 着

D　 6．0 ら 口綾 部 に か け ， 内管 気 味 に 立 ち上 ロ タ ロナ デ 。 内面 浅 黄 褐 色 覆 土 下 層

E　 1．1 が る。 普 通 覆 土 中
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第54号住居跡（第115図）

位置　調査B区北部，B3a7区。

重複関係　本跡は第290号土坑と重複している。第290号土坑が，本跡の竃から東コーナー部にかけて掘り込

んでいることから，本跡が古い。

規模と平面形　長軸3．68m，短軸3．60mの隅丸方形と推定される。

主軸方向　N－200－E

壁　壁高は46cmで，外傾して立ち上がる。

床　全面が粘土質で，平坦で硬く締まっている。

竃　第290号土坑によって破壊されているが，焼土痕が北東壁に残っていることや，支脚が第290号土坑から

出土していることから，灰褐色粘土で構築されていたと推定される。

ピット　2か所（Pl，P2）。Plは長径［20］cm，短径17cmの楕円形で，深さ11cm，P2は長径32cm，短径25cm

の楕円形で，深さ8cmの出入口施設に伴うピットである。

覆土　7層からなり，焼土粒子と焼土ブロックを多く含有している状況から，人為堆積と思われる0

土層解説

1暗　褐　色　焼土粒子少量，砂中量　　　　　　　　5　暗　褐　色　焼土粒子・焼土小ブロック中量

2　暗　褐　色　焼土粒子・焼土小ブロック・砂中量　　　6　褐　　色　ローム粒子・焼土粒子中量，焼土小ブロック多量

3　暗　褐　色　焼土小ブロック中量，砂少量　　　　　7　褐　　色　ローム粒子中量，ローム中・大ブロック多量

4　褐　　色　　ローム粒子・ローム小・中ブロック中量

遺物　土師器片122点，須恵器片70点が出土している。1の須恵器鉢が南コーナー部の覆土下層と覆土中層か

らそれぞれ出土している。

第115図　第54号住居跡実測図
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所見　第290号土坑に床を掘り込まれているために，流れ込んだ遺物が多いと思われる。また，第290号土坑

のピットが住居跡に伴うピットの可能性がある。時期は，遺構の形態や出土遺物から，奈良時代の8世紀後

薬と考えられる。

第54号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形　 の　特 徴 手　法　 の　特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第116図 鉢 A ［20．7］休部からロ綾部の破片。休部は内攣 口綾部，体部内 ・外面ロタロナデ。 長石　 砂粒 5％　 P 258

1 須　恵 器 B （6．0） 気味に立ち上が り，上位に稜を持つ。 灰色 覆土下層

口綾部は外反して，中位に稜を持つ。

端部はつまみ上げられている。

良好 覆土中層

第55号住居跡（第117図）

位置　調査B区北部，A3j7区。

規模と平面形　長軸4．75m，短軸4．70mの方形である。

主軸方向　N－160－E

壁　壁高は34～40cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　北壁の一部を除き，ほぼ仝周している。上幅14～34cm，

下幅4～7cm，深さ4～6cmで，断面形はU字状である。

1
0　　　　　　5cm
L＿　　　　」

第116図　第54号住居跡出土遺物実測図
床　全面が粘土質で，平坦で硬く締まっている。

竃　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，煙道部ど両側の袖部が残存

している。規模は，煙道部から焚口部まで133cm，最大幅135cm，壁外への掘り込みは13cmである。火床部

は床面を1cmほど掘り窪めており，火熟を受け赤変し，硬化している。特に，西側袖部の内側が赤変硬化が

激しい。煙道部は外傾してi　急に立ち上がる。

竃土層解説

1褐　　　色　　ローム粒子中量，焼土粒子・砂多量

2　褐　　　色　　ローム粒子・粘土小・中ブロック中量，焼土粒子多量

3　褐　　　色　　ローム粒子・焼土粒子・焼土小ブロック中量，粘土

粒子・砂多量

4　褐　　　色　　ローム粒子中量，焼土粒子・焼土小・中ブロック多量

5　褐　　　色　　ローム粒子中量，焼土粒子・焼土小・中・大ブロッ

ク多量

6　褐　　　色　　ローム粒子中量，焼土粒子多量

7　赤　褐　色　　焼土中・大ブロック多量

8　褐　　　色

9　暗　褐　色

10　暗　褐　色

11暗赤褐色

12　暗赤褐色

13　灰　褐　色

ローム粒子・焼土中ブロック多量，粘土

粒子・砂中量

ローム粒子・砂中量

ローム粒子・焼土粒子・粘土小ブロック

中量

焼土小・中・大ブロック・砂多量

焼土小・中ブロック・砂多量

粘土大ブロック多量

ピット　5か所（Pl～P5）。PlとP3は径34～36cmの円形，P2とP4は長径34－37cm，短径30～33cmの楕円形で，

いずれも深さ41～83cmの主柱穴である。P5は径43cmの円形で，深さ22cmの出入口施設に伴うピットである。

覆土15層からなり，不自然な推積の状況が見られることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　灰　褐　色

6　暗　褐　色

ローム粒子・砂少量

ローム粒子・砂少量，硬く締まっている

ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子少量

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

ローム中ブロック少量，粘土質

ローム粒子・焼土粒子少量

8　褐　　　色

9　褐　　　色

10　暗　褐　色

11暗　褐　色

12　暗　褐　色

13　暗　褐　色

7　褐　　　色　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子少量，　14　暗　褐　色

砂中量　　　　　　　　　　　　　　　　　　15　暗　褐　色

－145－

ローム粒子・ローム小ブロック中量，‾焼土粒子少量

ローム粒子・ローム中ブロック少量

ローム粒子・ローム小ブロック・砂少量

ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子・砂少量

ローム粒子・焼土粒子・砂少量

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，砂中量

ローム粒子・粘土中ブロック少量，砂中量

ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子・砂少量
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第117図　第55号住居跡実測図
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遺物　土師器片56点，須恵器片30点が出土している。1の須恵器杯が南西コーナー部の覆土中層から，2の

須恵器杯が東壁寄りの覆土中から，3の須恵器蓋が北壁寄りの覆土下層と覆土中から，4の土師器聾が竃東

側の袖部脇の覆土下層から，5の土師器婆が竃東側の袖部脇の覆土下層，中央の覆土下層，ならびに東壁寄

りの覆土中から，6の須恵器婆が竃手前の覆土中層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，遺構の形態や出土遣物から，奈良時代の8世紀前葉と考えられる。

第118図　第55号住居跡出土遺物実測図

第55号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形　 の　特 徴 手 法　 の ‘特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第118図 杯 A ［14．2］ 底部からロ綾部の破片。平底。休部 口綾部，体部内 ・外面ロタロナデ。 長石　 石英　 雲母 30％　 P 262

1 須 恵 器 B　 3．7
C　 7．8

から口綾部にかけ，直線的に外傾し

て立ち上がる。

底部手持ちへラ削 り。 砂粒

褐灰色
普通

覆土中層

2

杯 A ［13．0］ 底部から口綾部の破片。平底。休部 口綾部，体部内 ・外面ロクロナデ。 長石　 雲母　 砂粒 35％　 P 263

須　恵 器 B　 4．1

C　 8．6

からロ綾部にかけ，直線的に外傾 し

て立ち上がる。

底部手持ちへラ削 り。 灰色

普通

覆土中

3

蓋 ’ A ［17．3］ つ まみから口綾部の破片。扁平な宝 つまみ，天井部，口縁部内 ・外面ロ 長石　 砂粒 20％　 P 264

須 恵 器 B　 3．3 珠状のつまみが付 く。天井部は，ほ クロナデ。頂部回転へラ削 り。 黄灰色 覆土下層

F　 2．4
G　 l．0

ぼ平坦で，中位に稜を持ち，内攣気

味に開く。端部は屈曲して垂下する。

普通 覆土中

4

聾 A ［22 ．6］ 休部から口綾部の破片。口綾部は外 口縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 石英　 砂粒 5 ％　 P 265

土 師 器 B （5 ．5） 反 して，中位に稜を持つ。端部はつ

まみ上げられ，直下を板状工具で平

坦になちされている。

面ナデ。 スコリア

にぷい橙色
普通

覆土下層

5

聾 B （21 ．1） 休部の破片。休部は内攣気味に立ち 体部内 ・外面ナデ。外面下位へラ磨 長石　 砂粒 25％　 P 266

土 師 器 上がる。 き。 にぷい橙色

普通

覆土下層

覆土中

6

蛮 A ［21 ．1］ 口綾部の破片。口綾部は外反して， ロ縁部内 ・外面ロタロナデ。 長石　 雲母　 砂粒 5 ％　 P 267
須　恵 器 B （7 ．1） 中位に稜を持つ。端部はつまみ上げ

られている。

褐灰色

普通

覆土中層
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第56号住居跡（第119図）

位置　調査B区北部，A3j9区。

規模と平面形　長軸3．01m，短軸2．94mの隅丸方形である。

主軸方向　N－230－E

壁　壁高は40～52cmで，外傾して立ち上がる。

壁溶　出入口施設付近の一部を除き，ほぼ全周している。上幅10～30cm，下幅2～11cm，深さ2～6cmで，断

面形はU字状である。

床　全面が粘土質で，平坦で締まっている。特に，中央が硬く踏み固められている。

竜　北東壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両側の袖部が残存してい

る。規模は，煙道部から焚口部まで105cm，貴大幅95cm，壁外への掘り込みは73cmである。火床部は火熟

を受け赤変し，硬化している。煙道部は外傾して，階段状に立ち上がる。

£

第11g図　第56号住居跡実測図
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寵土層解説

1　暗　褐　色　　焼土小・中ブロック多量　　　　　　　　　　　　　　6　褐　　　色　　ローム粒子多量，焼土粒子・娩土小プロ

2　暗　褐　色　　焼土小・中ブロック多量，粘土小ブロック・砂中量　　　　　　　　　　　ック少量，砂中量

3　暗　褐　色　　焼土粒子・焼土小・中ブロック多量　　　　　　　　　7　暗　褐　色　　ローム粒子・砂少量

4　褐　　　色　　焼土粒子・焼土小ブロック・粘土小ブロック多量　　　8　暗　褐　色　　焼土粒子少量

5　赤　褐　色　　焼土粒子・焼土小ブロック多量　　　　　　　　　　　9　赤　褐　色　　焼土粒子・小・中・大ブロック中量

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl～P4は径26－29cmの円形で，いずれも深さ23～33cmの主柱穴である。P5とP6は

径25－27cmの円形で，いずれも深さ11－14cmの出入口施設に伴うピットである。

覆土　8層からなり，不自然な推積の状況が見られることから，人為堆積と思われる。

第120図　第56号住居跡出土遺物実測図
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土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・砂少量　　　　　　　　　5　灰　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量

2　暗　褐　色　ローム粒子・ローム小・中ブロック・焼土粒子・砂少量　6　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂少量

3　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・砂少量，粘性あり　　　　　7　灰　褐　色　ローム粒子・砂少量

4　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子中量　　　　　　　　　　8　灰　褐　色　ローム粒子・ローム中ブロック・砂少量

遺物　土師器片109点，須恵器片59点，支脚1点，刀子1点が出土している01の須恵器蓋が竃の両袖部内と

北コーナー部の覆土中から，2の土師器聾が竃内と袖部内から，3の土師器聾が西コーナー部の覆土中層と

覆土中から，4の支脚が竃内から，5の刀子が北西壁寄りの床面直上からそれぞれ出土しているo
l

所見　時期は，遺構の形態や出土遣物から，奈良時代の8世紀中葉と考えられる。

第56号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形　 の　特 徴 手 法　 の　特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第120図 蓋 A ［15．2］ つまみから口綾部の破片。扁平な宝 つまみ，天井部，口縁部内 ・外面ロ 長石　 砂粒 35％　P 268

1 須 恵 器 B　 4．6 珠状のつまみが付 く。天井部は，ほ クロナデ。頂部回転へラ削 り。 褐灰色 袖部内

F　 3．1
G　 1．6

ぼ平坦で，内攣気味に開 く。端部は

屈曲して垂下する。

普通 覆土中

2

聾 A 19．8 休部から口綾部の破片。休部は内攣 口縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長石　 石英　 砂粒 35％　P 269

土 師 器 B （24．7） 気味に立ち上がる。口綾部は外反し 面ナデ，外面下位へラ磨き。 にぷい赤褐色 竃内

て，中位に稜を持つ。端部はつまみ

上げられている。

普通 袖部内

3

聾 B （22．1） 休部の破片。休部は内攣気味に立ち 体部内 ・外面ナデ，外面下位へラ磨 長石　 砂粒 10％　P 270

土 師 器 上がる。 き。 橙色
普通

外面スス付着

覆土中層 覆土中

図 版 番 号 器　 種
計　　 測　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　 考
長さ （cm） 幅　 （cm） 重量 （g）

4 支　 脚 （9．3） （10．9） （850） 竃内 D P 18　　　 30％

図 版 番 号 器　 種
計　　 測　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　 考
長さ （cm） 幅　 （cm） 厚さ （cm） 重量 （g ）

5 刀　 子 （13．4） （2．3） （0．5） （18） 床面直上 M 9　　　 50％

第57号住居跡（第121図）

位置　調査B区北部，A3h6区。

規模と平面形　長軸2．95m，短軸2．50mの長方形である。

主軸方向　N－310－E

壁　壁高は2～4cmで，外傾して立ち上がる。

床　全面が粘土質で，平坦で硬く締まっている。中央は貼り床である。

竃　北東壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両側の袖部が残存してい

る。規模は，煙道部から焚口部まで117cm，最大幅124cm，壁外への掘り込みは52cmである。火床部は床面

を4。mほど掘り窪めており，火熟を受けわずかに赤変し，硬化している。煙道部は外傾して，緩やかに立ち

上がる。

覆土　4層からなり，1，2，4層は自然堆積，3層は人為堆積と思われる。
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土居解説

1暗　褐　色　　焼土粒子中量，砂少量　　　　　　　　3　褐　　　色　　砂多量，小石中量

2　暗　褐　色　　ローム粒子・砂多量，焼土粒子中量　　4　褐　　色　娩土粒子・焼土小ブロック中呈，砂多量

遺物　土師器片25点，須恵器片19点，および混入した剥片1点が出土している。1の須恵器坪が北コーナー

部の覆土中から，2の土師器高台付坪が竃内から逆位で，それぞれ出土している。

所見　北西側に下る傾斜の強い場所に作られており，覆土が浅く，壁の残存率が悪い。2の高台付杯は二次焼

成を受けておらず，竃奥に逆位で備えられてあったことから，竃祭祀として利用された可能性が高いと思わ

れる。時期は，遺構の形態や出土遺物から，平安時代の9世紀前菜と考えられる。

ul　可

第121図　第57号住居跡実測図

第57号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形　 の　 特 徴 手 法　 の　 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第 122図 土不 A ［14 ．2］ 底部か ら口綾部 の破 片。平底。休部 口綾部，体部 内 ・外 面ロ タロナデ。 長石　 雲母　 砂粒 45％　 P 27 1

1 須 恵 器 B　 4．0 は直線的 に外傾 して立ち上 が る。端 外面下位へ ラ削 り。底部 手持 ちへ ラ スコ リア 覆土 中

C　 6．8 部はわずかに外反す る。 削 り。 にぷ い黄橙 色

普通

2

高台付 坪 A 1 2．7 高台部欠損。平底。休部 は内攣気味 口綾部 ，体 部内 ・外面 ロタロナデ。 長石　 石英　 砂粒 90％　 P 2 72

土 師 器 B （3．8） に立 ち上が り，下位 に稜 を持 つ。端 外面下位 か ら底部回転へ ラ削 り。 内 橙色 内面黒色処理

部 はわずかに外反す る。 面へ ラ磨 き。 普通 竃内

0　　　　　　5cm
し　　　　‥＿＿［

－151－

第122図　第57号住居跡出土遺物実測図



第58号住居跡（第123図）

位置　調査B区北部，A3h8区。

規模と平面形　長軸5．50m，短軸5．38mの隅丸方形である。

主軸方向　N－90－E

壁　壁高は34～39cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　仝周している。上幅10－37cm，下幅2－7cm，深さ2－4cmで，断面形はU字状である0

床　粘土質で，全面に貼り床が施され，平坦で硬く踏み固められている0

竜　北撃中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている0天井部は崩落しており，両側の袖部が残存している0

規模は，煙道部から焚口部まで90cm，最大幅127cm，壁外への掘り込みは40cmである0火床部は床面を8cm

ほど掘り窪めており，火熟を受け赤変し，硬化している。煙道部は外傾して，急に立ち上がる0

竃土層解説

1暗　褐　色　焼土粒子少量，砂中量　　　　　　　　　　6　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子中量

2　暗　褐　色　焼土粒子多量，焼土小ブロック・砂中量　　　　7　黒　　色　ローム粒子少量

3　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・焼土小ブロック多量　8　明赤褐色　焼土中ブロック多量，炭化粒子中量

4　褐　　色　ローム粒子・焼土粒子・焼土小ブロック中量　　　9　暗　褐　色　焼土粒子中量，焼土中ブロック少量

5　にぷい褐色　焼土粒子少量，粘土小ブロック中量　　　　　10　明赤褐色　焼土中ブロック多量

ピット　5か所（Pl～P5）。Plは長径80cm，短径70cmの楕円形，P2～P4は径70－87cmの円形で，いずれも深

さ34～43cmの主柱穴である。P5は径47cmの円形で，深さ26cmの出入口施設に伴うピットである。

覆土12層からなり，ブロック状の堆積の状況が見られることから，人為堆積と思われる0

土層解説

1　褐　　　色

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　灰　褐　色

6　暗　褐　色

ローム粒子・焼土粒子中量，砂少量

ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量，焼

土粒子少量

ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量

ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

ローム粒子多量，ローム小・中・大ブロック中量

ローム粒子・焼土小ブロック多量

7　褐　　　色

8　褐　　　色

9　褐　　　色

10　明　褐　色

11褐　　　色

12　褐　　　色

ローム粒子・焼土小・中ブロック多量

ローム粒子多量，焼土小・中ブロック中量

ローム粒子多量

ローム粒子多量，褐色土中量

ローム粒子・ローム小・中ブロック中量

ローム大ブロック多量

遺物　土師器片123点，須恵器片34点，および混入した縄文土器片4点，瀬戸・美濃系陶器片1点が出土して

いる。1の須恵器杯が竃西側の袖部脇の床面直上から，2の須恵器鉢が南壁寄りの覆土下層と床面直上，お

よびP5内から，3の土師器聾が東壁寄りの覆土下層，中央の床面直上，および覆土中からそれぞれ出土して

いる。

所見　時期は，遺構の形態や出土遺物から，奈良時代の8世紀中葉と考えられる0

第58号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形　 の　特 徴 手 法　 の　特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第124図 杯 A 12．2 底部からロ綾部の破片。平底。休部 口綾部，体部内 ・外面ロタロナデ。 長石　 雲母　 砂粒 70％　P 273

1 須 恵 器 B　 3．6

C　 8．0

は内攣気味に立ち上がる。口綾部は

外反して立ち上がる。

底部回転へラ削 り。 暗灰黄色

普通

床面直上

2

鉢 A ［36．4］ 底部から口綾部の破片。平底。休部 口縁部内 ・外面ロクロナデ。体部外 長石　 雲母　 砂粒 35％　P 274

須 恵 器 B 17．7 は内攣気味に立ち上がる。口綾部は 面平行叩き，下位へラ削り。内面ナ 褐灰色 床面直上

C ［20．6］ 強 く外反して，中位に稜 を持つ。端

部はつまみ上げられ， 口唇部直下に
棒状工具による凹線を巡らす。

デ。底部ナデ。 普通 覆土下層

P 5内
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第124図　第58号住居跡出土遣物実測図

第 12 4図 聾 A ［2 4．1］ 休部 か らロ綾部 の破片。休 部は内攣 ロ緑部内 ・外面横 ナデ。体部 内 ・外 長石　 砂粒 15％　 P 2 75

3 土 師 器 B （3 1．2） 気味に立 ち上が る。 口縁部 は外反 し 両ナデ。外面 中位へ ラ磨 き。 内面輪 にぷ い黄橙色 床面直上

て， 中位に稜 を持つ。端部 はつ まみ

上 げ られてい る。

積痕 有 り。 普通 覆土下層

覆土中

第59号住居跡（第125図）

位置　調査B区東北部，A4i9区。

規模と平面形　長軸4．07m，短軸（1．72）mである。本跡の東壁が調査区域外のため，平面形は不明であるが，

長方形と推定される。

主軸方向　N－130－Eと推定される。

壁　壁高は48～56cmで，外傾して立ち上がる。
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壁溝　半周している。上幅12～27cm，下幅3－17cm，深さ9cmで，断面形はU字状である。

床　全面が粘土質で，平坦で硬く締まっている。

ピット　2か所（Pl，P2）。PlとP2は径25～28cmの円形で，いずれも深さ35～43cmの主柱穴である。

覆土　4層からなり，粘土ブロック，焼土ブロックの堆積の状況が見られることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1褐l　色　焼土粒子・焼土中・中ブロック・粘土中ブロック　　3　暗　褐　色　焼土粒子・焼土中ブロック中量

多量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　暗　褐　色　　焼土粒子・炭化中ブロック少量，粘土小・中

2　褐　　　色　　粘土中ブロック多量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブロック中量

遺物　土師器片34点，須恵器片23点が出土している。1の須恵器杯，2の須恵器高台付杯が北壁寄りの覆土

中から，3の須恵器盤が南壁寄りの覆土下層から，4の須恵器蓋が西壁寄りの覆土下層から，5の須恵器甑

が西壁寄りの覆土下層と南壁寄りの覆土中からそれぞれ出土している。

所見　時期は，遺構の形態や出土遺物から，平安時代の9世紀前葉と考えられる。

第125図　第59号住居跡実測図

第59号住居跡出土遺物観察表

図版番 号 器　 種 計測値 （cm） 器 形　 の　 特 徴 手 法　 の　 特 徴 胎 土 ・色調 ・焼 成 備　 考

第 1 26図 杯 A ［13．3］ 底 部 か ら 口綾 部 の破 片 。 平 底 。休 部 ロ綾 部 ，体 部 内 ・外 面 ロ クロ ナ デ こ 長 石　 石 英　 砂 粒 70％　 P 27 6

1 須　 恵 器 B　 5．0 か ら 口綾 部 に か け ， 直 線 的 に外 傾 し 外 面 下 位 へ ラナ デ 。 底 部 回転 へ ラ切 灰 色 覆 土 中

C　 7．8 て 立 ち 上 が る。 り後 ， へ ラ削 り。 普 通

2

高 台 付 杯 A ［1 6．8］ 高 台 部 か ら 口綾 部 の 破 片 。 高 台部 は 口綾 部 ，体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ デ。 長 石　 石 英　 雲 母 20％　 P 27 7

須 恵 器 B　 6．5 「ハ 」 の 字 状 に 開 く。 平 底 。 休 部 は 外 面 下 位 回 転 へ ラ削 り。 底 部 回転 へ 砂 粒 覆 土 中

D ［1 0．6］ 下 位 に稜 を持 ち， 口綾 部 にか け 直 線 ラ 削 り後 ， ナ デ 。 高 台部 貼 り付 け， 外 面 黒 褐 色

E　 1．0 ノ 的 に外 傾 して 立 ち上 が る。 ロ タ ロ ナ テい。 内面 黄 灰 色

普通

3

盤 B （3 ．4） 高 台部 か ら休 部 の 破 片 。 高 台部 は長 体 部 内 ・外 面 ロ タ ロナ デ 。 底 部 回転 長 石　 石 英　 雲 母 6 0％　 P 2 78

須 恵 器 D 12 ．6 く， 「ハ 」の 字状 に 開 く。 平 底 。 休 部 へ ラ 削 り後 ，ナ デ 。高 台部 貼 り付 け ， 砂 粒 覆 土 下 層

E　 1．6 は 内攣 気 味 に 立 ち上 が る。 ロ ク ロ ナ デ。 灰 黄 色

普 通

4

蓋 A 15 ．6 扁 平 な ボ タ ン状 の つ まみ が 付 く。 天 つ まみ ， 天 井 部 ， 口縁 部 内 ・外 面 ロ 長 石　 雲 母　 砂 粒 1 00％　 P 27 9

須 恵 器 B　 3 ．6

F　 2 ．7

G　 1 ．1

井 部 は， ほ ぼ平 坦 で ， 中 位 に 稜 を持

ち， 緩 や か に 開 く。 端 部 は 屈 曲 し て

垂 下 す る。

タ ロナ デ。 頂 部 回転 へ ラ削 り。 灰 黄褐 色

普 通

覆 土 下 層
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第126図　第59号住居跡出土造物実測図

0　　　　　　10cm
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第126図 甑 B（9．5）底部から休部の破片。多孔式。休部休部外面平行叩き，外面下位へラナ長石　雲母　砂粒5％　P280

5 須恵器C［13．6］は外傾して立ち上がる。 デ。内面ナデ，下位へラ削り。底部灰黄褐色 覆土下層

ナデ。 普通 覆土中

第60号住居跡（第127図）

位置　調査B区北部，B4a2区。

重複関係　本跡は第9号掘立柱建物跡と重複している。第9号掘立柱建物跡が，本跡の床面中央と南壁を掘り

込んでいることから，本跡が古い。

規模と平面形　長軸3．10m，短軸3．05mの方形である。

主軸方向　N－80－E

壁　壁高は42cmで，外傾して立ち上がる。

床　全面が粘土質で，平坦で硬く締まっている。

竃　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両側の袖部が残存している0

規模は，煙道部から焚口部まで93cm，最大幅115cm，壁外への掘り込みは29cmである0火床部は床面を4

。mほど掘り窪めており，火熟を受けわずかに赤変し，硬化している。煙道部は外傾して，急に立ち上がる0

竃土層解説

1明黄褐色　粘土ブロック・暗褐色土中量，崩落土　4　褐　　色　焼土粒子・粘土中ブロック中呈，焼土中ブロック多量

2　黄　褐　色　粘土ブロック・暗褐色土中量，崩落土　5　赤　褐　色　焼土中・中ブロック・炭化粒子・炭化小ブロック中量

3褐　色　炭化粒子多量

ピット　5か所（Pl～P5）。P，は径29cmの円形，P2とP，は長径41～53cm，短径33～47cmの楕円形で，いずれ

も深さ21～27。mの主柱穴である。P4とP5は径26cmの円形，深さ10cmで，性格は不明である0

覆土10層からなり，粘土ブロックの堆積の状況が見られることから，人為堆積と思われるD
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土層解説

1黒　褐　色　　ローム粒子・粘土小プロッタ少量　　　　　　　　　5　灰黄褐色　　粘土中ブロック中量

2　暗　褐　色　　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化　　6　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子少量

粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

3　灰　褐　色　　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化　　8　灰　褐　色　　ローム粒子・ローム小・中ブロック・粘土大

粒子・粘土小ブロック少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブロック少量

4　灰　褐　色　　ローム粒子・ローム小ブロック・粘土粒子・粘土　　9　灰　褐　色　　ローム粒子少量，粘土中・大ブロック中量

小・中ブロック少量　　　　　　　　　　　　　　10　灰　褐　色　　粘土ブロック多量

遺物　土師器片49点，須恵器片20点が出土している。ほとんどの遣物が竃内に集中している。1の須恵器蓋が

竃手前の覆土下層から，2から4の土師器聾が竃内と西側の袖部内からそれぞれ出土している。

所見　竃内や袖部内から土器片が出土していることから，多量の土器片は補強材として利用された可能性があ

る。時期は，遺構の形態や出土遣物から，平安時代の9世紀前葉と考えられる。

、妄

0　　　　　　　　　　　　1m
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図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特徴 手　法　の　特徴 胎土・色調・焼成 備　考

第128図 蓋 A16．4 扁平なボタン状のつまみが付く。天つまみ，天井部，口縁部内・外面ロ長石　雲母　砂粒100％　P281

1 須恵器B　3．6

F　3．0

G　1．1

井部は，ほぼ平坦で，中位に稜を持

ち，緩やかに開く。端部は屈曲して

垂下する。

タロナデ。頂部回転へラ削り。 灰白色

普通

覆土下層
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第128図　第60号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　10cm
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2

磐 A［19．6］休部からロ綾部の破片。休部は内攣口縁部内・外面横ナデ。体部内・外石英　雲母　砂粒10％　P282

土師器B（25．0）気味に立ち上がる。ロ綾部は外反し面ナデ。 にぷい褐色 寵内

て，中位に稜を持つ。端部はつまみ

上げられている。

普通 袖部内

3

聾 A［22．6］休部から口縁部の破片。休部は内攣ロ縁部内・外面梼ナデ。体部内・外長石　砂粒 5％　P283

土師器B（8．9）気味に立ち上がる。ロ綾部は外反し面ナデ。 明褐色 竃内

て，中位に稜を持つ。端部はつまみ

上げられている。

普通 袖部内

4

饗 B（21，8）底部から休部の破片。平底。休部は体部内・外面ナデ。外面中位へラ磨長石　石英　雲母40％　P284

土師器C　8．0 内攣気味に立ち上がる。 き。 砂粒

外面灰褐色

内面にぷい褐色

普通

底部木葉痕

寵内

袖部内

第61号住居跡（第129図）

位置　調査B区北部，A4h3区。

規模と平面形　長軸［3．60］m，短軸［3．20］mの長方形と推定される。

主軸方向　N－60－E

壁　壁高は3。mで，外傾して立ち上がる。東壁から南壁にかけての一部が残存しているのみである0
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床　全面が粘土質で，平坦で硬く締まっている。

寵　焼土痕が北壁に残っていることから，北壁中

央に設置されていたものと推定される。

遺物　土師器片14点，須恵器片5点が出土してい

る。1の須恵器坪が覆土中から出土してい

る。

所見　南東コーナー部に焼土痕が，南壁寄りに炭

化材が確認されたことから，焼失家屋の可能性

がある。時期は，遺構の形態や出土遺物から，

平安時代の9世紀複葉と考えられる。

0

と＿　　＿＿∃cm

第130図　第61号住居跡出土遺物実測図

第61号住居跡出土遺物観察表

悶

0　　　　　　　2m
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第129図　第61号住居跡実測図

図版番号 器　 種 計測値 （qm） 器 形　 の　 特 徴 手　 法　 の　 特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

第 13 0図 I不 A 12 ．9 休 部 ， 口縁 部 一 部 欠 損 。 平 底 。 休 部 ロ緑 部 ， 体 部 内 ・外 面 ロ タ ロナ デ。 長 石　 砂 粒 75％　 P 2 85

1 須 恵 器 B　 4．2－4．4

C　 5 ．3

か ら ロ綾 部 に か け ， 直 線 的 に外 傾 し

て 立 ち上 が り， 中 位 に 不 明 瞭 な稜 を

持 つ 。 端 部 は わ ず か に 外 反 す る。

底 部 手 持 ちへ ラ 削 り。 灰 白色

普 通

覆 土 中

第82号住居跡（第131図）

位置　調査B区北東部，A4i7区。

規模と平面形　長軸4．50m，短軸3．85mの長方形である。

主軸方向　N－250－E

壁　壁高は5cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　南コーナー部から北コーナー部にかけて，ほぼ半周している。上幅12～20cm，下幅3～10cm，深さ4cm

で，断面形はU字状である。

床　全面が粘土質で，平坦だがぼろぼろしている。

竃　多量の焼土ブロックが北東壁に確認されることから，北東壁中央に設置されていたと推定される。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径16～34cmの円形で，いずれも深さ22－38cmの主柱穴である。P5は径30

cmの円形で，深さ44cmの出入口施設に伴うピットである。

覆土　単一層であるが，不明である。

土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子少量，粘土小・中ブロック中量

遺物　土師器片27点，須恵器片2点が出土している。1の土師器小形蜜が西壁寄りの覆土中から出土している。

所見　覆土が薄く，壁の残存率が悪かったため，遺物が少なく，住居跡に伴う遺物であるかどうか不明である。

時期は，遺構の形態や出土遺物から，平安時代の9世紀前葉と考えられる。
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第131図　第62号住居跡実測図

第62号住居跡出土遺物観察表
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図版番号 器　 種 計測値（qm） 器 形　 の　 特 徴 手　 法　 の　 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第132図 小 形 窪 A ［15 ．6］ 底部か ら口綾部 の破 片。平底。休部 口縁部 内 ・外面横 ナデ。体部内 ・外 長石　 石 英　 雲母 30％　 P 28 6

1
土 師 器 B 15 ．7 は 内攣気 味に立ち上が る。 ロ縁部 は 面ナデ，外面下位へ ラ削 り。 砂 粒 底部木葉痕

C　 7 ．8 外反 して， 中位 に稜 を持つ。端部 は

つ まみ上 げられてい る。

外面明赤褐色

内面黒褐 色

普通

覆土 中

1甥ノ　？　　雪cm

第132図　第62号住居跡出土造物実測図
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第63号住居跡（第133図）

位置　調査B区北部，A4i4区。

規模と平面形　長軸6．24m，短軸5．84mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－200－E

壁　壁高は5cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　北東壁の一部を除き，ほぼ仝周している。上幅11～25cm，下幅4～15cm，深さ3～10cmで，断面形はU

字状である。

床　全面が粘土質で，平坦で硬く締まっている。

竃　北東壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，東側袖部と西側袖部の一

部が残存している。竃の粘土が潰れて広く拡散している。規模は，煙道部から焚口部まで［67］cm，最大幅

［130］cmと推定される。火床部は，床面を4cmほど掘り窪めており，火熟を受けわずかに赤変し，硬化し

ている。煙道部は外傾して，緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

1暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量　　　　5　にぷい黄褐色　焼土粒子中量，粘土大ブロック少量

2　赤　褐　色　焼土小・中ブロック中量　　　　　　　　　6　にぷい黄橙色　焼土粒子少量，粘土大ブロック中量

3　灰　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂少量　　7　にぷい赤褐色　焼土粒子中量

4　にぷい赤褐色　　ローム粒子少量，焼土粒子・砂中量

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl，P3ならびにP4は長径51～66cm，短径45～59cmの楕円形で，P2は径54cmの円

形で，いずれも深さ47～63cmの主柱穴である。P5は長径43cm，短径37cmの楕円形で，深さ28cmの出入口

施設に伴うピットである。P6は径30cmの円形，深さ10cmで，性格は不明である。

覆土　単一層で，自然堆積と思われる。

土層解説

1暗　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小・中ブロック・焼土粒子少量

遺物　土師器片195点，須恵器片96点，および混入した常滑の陶器片1点が出土している。ほとんどの遺物は

住居跡の北半分に集中している。1の須恵器杯が中央の覆土下層から，2の須恵器高台付杯，6の土師器婆

が南西壁寄りの覆土下層から，3の須恵器高台付埠が確認面から，4の須恵器盤がP。内と南東壁寄りの覆土

下層から，5の土師器聾が東コーナー部の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　覆土が薄く，壁の残存率が悪かった。多量の焼土ブロックが竃周辺からピットにかけて散在しており，

この焼土は竃が潰れたときに竃外に排出された可能性がある。時期は，遺構の形態や出土遺物から，奈良時

代の8世紀中葉と考えられる。

第63号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形　 の　特 徴 手 法　 の　特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第134図 杯 A ［14．0］ 底部から口綾部の破片。平底。休部 口綾部，体部内 ・外面ロタロナデ。 長石　 石英　 砂粒 50％　P 288

1 須 恵 器 B　 4．3
C　 9．0

から口綾部にかけ，直線的に外傾 し

て立ち上がる。

底部回転へラ切 り。 にぷい黄橙色
普通

覆土下層

2

高台付塔 A ［19．2］ 底部からロ綾部の破片。平底。休部 口綾部，体部内 ・外面ロタロナデ。 長石　 石英　 雲母 55％　P 287

須 恵 器 B （6．9） は内攣気味に立ち上が り，下位に稜 外面下位へラ削り。底部回転へラ削 砂粒 覆土下層

D ［12．0］ を持つ。端部はわずかに外反する。 り。 灰白色

普通
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第133図　第63号住居跡実測図

第 13 4図 高台付 坪 A ［1 8．4］ 高台部か らロ綾部の破片。 高台部は ロ緑部 ，体 部 内 ・外面 ロ タロナデ。 長石　 雲母　 砂粒 60％　 P 2 89

3 須 恵 器 B　 7．0 「ハ」の字状 に開 く。平底。休部 は 外 面下位 へ ラ削 り。底部 回転 へラ削 浅黄色 遺構確 認面

D 1 2．0

E　 l，2

内攣気味に立 ち上が り，下位 に稜 を

持 つ。口綾部 は直線的に立 ち上が る。

り。 高台部 貼 り付 け， ロ タロナデ。 普通

4

盤 A　 2 2．4 高台部か ら□綾部の破片。 高台部 は 口綾部 ，体 部内 ・外面 ロタロナデ。 長石　 雲母　 砂粒 50％　 P 2 90

須 恵 器 B　 3．4 「ハ」の字状に開 く。平底。休部 は 底部 回転へ ラ削 り。高台部貼 り付け， 灰色 底部外面へラ記号

D ［1 1．4］

E　 l．4

内攣気味に立 ち上が り，下位 に稜 を

持 つ。ロ綾部 は直線的に立 ち上が る。

ロ タロナデ。 普通 覆土下層

P 3内
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第134図　第63号住居跡出土遣物実測図

第 13 4図 聾 A ［24 ．1］ 休部 からロ綾 部の破片。 ロ綾部 は外 ロ縁部 内 ・外 面横 ナデ。体 部内 ・外 長石　 砂 粒 5 ％　 P 29 1

5 土 師 器 B （7 ．7） 反 して， 中位 に稜 を持つ。端部 はつ

まみ上 げ られてい る。

面ナデ。 明赤 褐色

普通

覆 土下層

6

嚢 A ［23 ．4］ 休部 からロ綾部 の破 片。 口綾部 は強 ロ縁部 内 ・外 面横 ナデ。体 部内 ・外 長石　 石 英　 雲母 5 ％　 P 29 2

土 師 器 B （6 ．4） く外反 して， 中位 に稜 を持つ。 面ナデ。 砂粒

にぷ い橙 色

普通

覆土下層

第64号住居跡（第135図）

位置　調査B区北東部，A4j7区。

規模と平面形　長軸3．35m，短軸3．27mの方形である。

主軸方向　N－70－E

壁　壁高は2cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　北東コーナー部を除き，ほぼ仝周している。上幅12～18cm，下幅3～6cm，深さ4cmで，断面形はU字

状である。

床　平坦で，全面が粘土質の貼り床で，硬く締まっている。

竃　撹乱を受けて残存していないが，北壁中央に粘土痕が，その手前に多量の焼土ブロックが確認されている
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ことから，ここに設置されていたと推定される。

ピット　4か所（P．～P。）。Plは長径35cm，短径30cmの楕円形で，深さ19cmの出入口施設に伴うピットであ

る。P2は長径35cm，短径24cmの楕円形，P3ならびにP4は径29－40cmの円形で，いずれも深さ9－20cmで，

性格は不明である。

覆土　単一層であるが，不明である。

土層解説

1　明　褐　色　　焼土粒子・粘土小・中ブロック中量

遺物　1の土玉1点が覆土中から出土している。

所見　覆土が薄く，壁の残存率が悪かったため，遺物が少ない。多量の焼土ブロックは，竃が潰れた時に竃外

に排出された可能性がある。時期は，遺構の形態から，奈良時代から平安時代と考えられる。

第135図　第64号住居跡実測図

第64号住居跡出土遺物観察表

図 版 番 号 器　 種
計　　　　 測　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　 考
長 さ （cm ） 幅　 （cm） 厚 さ （cm ） 孔径 （m ） 重 量 （g ）

第13 6区1 1 土　 玉 1．9 2 ．1 1．9 0 ．4 7 覆土 中 D P 19　　 10 0％

ニ

－　？　　平m　第136図　第64号住居跡出土遺物実測図
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第65号住居跡（第137図）

位置　調査B区西部，B2e8区。

規模と平面形　長軸3．75m，短軸3．35mの長方形である。

主軸方向　N－280－E

壁　壁高は14～36cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　東コーナー部を除いて，ほぼ仝周している。上幅16～28cm，下幅2～15cm，深さ4～10cmで，断面形

はU字状である。
F

床　全面が粘土質で，平坦で硬く締まっている。東コーナー部に，長径135cm，短径96cmの楕円形で，深さ25

cmの掘り込みが検出され，焼土粒子，炭化粒子，砂を少量，粘土小・中・大ブロックを中量ほど含んだ，硬

く締まった暗褐色土と灰褐色土が堆積している。

竜　北東壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両側の袖部が残存してい

る。規模は，煙道部から焚口部まで86cm，最大幅115cm，壁外への掘り込みは35cmである。火床部は床面

を4cmほど掘り窪めており，火熟を受け赤変し，硬化している。煙道部は外傾して，緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

1暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・廃土小ブロック・砂少量　　3　にぷい褐色　焼土中ブロック多量，砂少量，粘土質

2　灰黄褐色　　ローム粒子・砂中量，焼土粒子少量，粘土質　　　　4　褐　　色　焼土中ブロック中量

ピット　7か所（Pl～P7）。Pl～P。は径25～37cmの円形で，いずれも深さ20－43cmの主柱穴である。P5は径42

cmの円形で，深さ28cmの出入口施設に伴うピットである。P6は径35cmの円形，P7は長径57cm，短径34cm

の不整楕円形で，いずれも深さ7～16cmで，性格は不明である。

覆土　5層からなり，自然堆積と思われる。

土層解説

1暗　褐　色　　焼土粒子・砂中量

2　暗　褐　色　　焼土粒子中量，砂多量

3　暗　褐　色　　焼土粒子・焼土中ブロック中量，砂多量

4　暗　褐　色　　焼土粒子少量

5　暗　褐　色　　焼土粒子・焼土中ブロック中量

遺物　土師器片179点，須恵器片66点，砥石1点が出土している。1の須恵器杯が南西壁寄りの覆土下層から，

2の須恵器高台付杯が北コーナー部の覆土下層から，3の須恵器盤が覆土中から，4の土師器婆が覆土中か

ら，5の土師器聾が東コーナー部の掘り込み内から，6の砥石が東コーナー部の覆土中からそれぞれ出土し

ている。

所見　東コーナー部の掘り込みは，竃の不要物を廃棄したものと考えられる。時期は，遺構の形態や出土遺物

から，平安時代の9世紀前葉と考えられる。

第65号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形　 の　 特 徴 手 法　 の　 特 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　 考

第138図 坪 A 13．2 休部， 口綾部一部欠損。平 底。休 部 口綾部，体部 内 ・外面 ロタロナデ。 長石　 砂粒 85％　 P 293

1 須 恵 器 B　4．2－4．4 か ら口綾部 にか け， 直線 的に外傾 し 外面下位へ ラ削 り。底部 手持 ちへ ラ 灰黄褐色 覆土下層

C　 6．8 て立 ち上が る。 削 り。 普通

2

高台付杯 B （2．1） 高台部か ら底部 の破片。 高台部 は直 底部 回転へ ラ削 り。高台部貼 り付け， 長石 ．雲母　 砂粒 20％　 P 405

須 恵 器 D　 8．4

E　 l．3

線的に開 く。平底。 ロ タロナデ。 灰黄褐色 ．

普通

覆土下層

3

盤 A ［20．4］ 高台部か ら口綾部の破片。 高台部 は 口綾部 ，体 部内 ・外面 ロタロナデ。 長石　 雲母　 砂粒 10％　 P 294

須　 恵 器 B　 4．5

D ［12．0］

E　 1．3

直線的に開 く。平底。休部か ら口綾

部 にかけ，内攣気味 に立 ち上 が り，

中位 に稜 を持つ。

高台部 貼 り付け， ロタロナ デ。 黄褐色

普通

覆 土中
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第137図　第65号住居跡実測図

第1 38図 磐 A ［24 ．0］ 休部か ら口綾部 の破 片。休部は 内攣 口縁部 内 ・外 面横 ナデ。体部内 ・外 長石　 石 英　 雲母 1 0％　 P 29 5

4 土 師 器 B （15 ．0） 気味 に立ち上が る。 ロ綾部は強 く外 面ナデ。外 面中位 へ ラナデ，内面へ 砂 粒 覆土 中

反 して， 中位 に稜 を持つ。端部 はつ

まみ上 げ られてい る。

ラナデ。 外面浅 黄橙色

内面にぷい橙色

普通

5

磐 A ［20 ．4］ 休部 か ら口綾部 の破 片。休部 は内攣 口縁部 内 ・外 面横 ナデ。体部内 ・外 長石　 雲母　 砂粒 10％　 P 29 6

土 師 器 B （15 ．6） 気味 に立ち上が る。 ロ綾部 は強 く外

反 して， 中位 に稜 を持つ。端部 はつ

まみ上 げ られてい る。

面ナ デ。 ス コリア

にぷい赤褐色

普通

掘 り込み内
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第138図　第65号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

j　　　　；　　　！

図版番号器　種
計　　測　　値

石　質出　土　地　点 備　　　考
長さ（cm）幅　（cm）厚さ（cm）重量（g）

6 砥　石 （8．9）（4．9） （4．2）（214）凝灰岩覆土中 Q19

第66号住居跡（第139図）

位置　調査B区西部，B2b9区。

規模と平面形　長軸3．22m，短軸（1．75）mである。本跡の西壁が調査区域外のため，平面形は不明である

が，方形と推定される。

主軸方向　N－250－E

壁　壁高は38～55cmで，外傾して立ち上がる。

床　全面が粘土質で，平坦で締まっている。特に，出入口施設付近が硬く踏み固められている。

竃　北東壁の東コーナー部付近に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両側の袖

部が残存している。規模は，煙道部から焚口部まで125cm，最大幅80cm，壁外への掘り込みは65cmである。

火床部は床面を2cmほど掘り窪めており，火熟を受け赤変し，硬化している。煙道部は外傾して，緩やかに

立ち上がる。
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寵土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・砂少量　　　　　　　　　5　灰　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土中ブロック少量

2　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・砂少量，硬く締まっている　　6　灰　褐　色　粘土中・大ブロック中量，崩落土

3　赤　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，焼土小・中ブロック中量　7　灰　褐　色　焼土粒子・焼土中・大ブロック少量

4　灰　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，粘土質

ピット1か所（Pl）。Plは長径37cm，短径30cmの不整楕円形で，深さ37cmの出入口施設に伴うピットであ

る。

覆土　6層からなり，ブロック状の推積の状況が見られることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子・砂少量　　　　　　　　　　　　　4　暗　褐　色　焼土粒子少量，砂多量

2　暗　褐　色　ローム粒子・ハードローム小・中ブロック多量　　　　5　暗　褐　色　ローム粒子中量，砂少量

3　暗　褐　色　砂中量　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　暗　褐　色　ローム粒子・娩土粒子・砂中量

造物　土師器片57点，須恵器片19点，砥石1点，支脚片2点，および混入した縄文土器片3点が，いずれも

細片で出土している。

所見　時期は，遺構の形態や出土遺物から，奈良時代の8世紀と考えられる。

・
－

‾‾し一子
第139図　第66号住居跡実測図
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第67号住居跡（第140図）

位置　調査B区中央部，C3cg区。

規模と平面形　長軸3．27m，短軸2．97mの隅丸方形である。

主軸方向　N－180－E

壁　壁高は22cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　北壁と北東コーナー部の一部を除き，ほぼ全周している。上幅8～23cm，下幅2～7cm，深さ2－8cm

で，断面形は∪状である。南東コーナー部に，径45cmの円形で，深さ10cmの広がりがある。

床　全面が粘土質で，平坦で硬く締まっている。

竃　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両側の袖部が残存している。

規模は，煙道部から焚口部まで105cm，最大幅130cm，壁外への掘り込みは53cmである。火床部は床面を2

cmほど掘り窪めており，火熟を受け赤変し，硬化している。煙道部は外傾して，緩やかに立ち上がる。

寵土層解説

1　黒　褐　色　　焼土粒子中量，焼土小ブロック少量　　3　暗　褐　色　　焼土粒子・焼土小ブロック多量

2　黒　褐　色　　焼土粒子・焼土小・中ブロック中量　　4　時赤褐色　　焼土小・中ブロック多量，炭化粒子中量

ピット　4か所（Pl～P。）。PlとP2は径24～26cmの円形で，深さ5～31cmの主柱穴である。P。は径29cmの円

形で，深さ33cmの出入口施設に伴うピットである。P4は径22cmの円形，深さ20cmで，性格は不明である。

2m

」　＿＿；　　　！

第140図　第67号住居跡実測図
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覆土　7層からなり，ロームブロックを多く含有することから，人為堆積と思われる。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子中量　　　　　　　　　　　5　暗　褐　色　ローム粒子・ローム中ブロック中量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ヰブロック・焼土粒子中量　6　褐　　色　ソフト・ハードローム中・大ブロック多量

3　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム中・大ブロック・焼土粒子中量　7　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・焼土小プロッ

4　暗　褐　色　　ソフトローム中・大ブロック多量　　　　　　　　　　　　　　　　　ク多量

造物　土師器片145点，須恵器片34点，土製紡錘車1点が出土している。1の土師器埠，3の土師器小形窪が

竜東側の袖部内から，2の土師器埠，5の紡錘車が北東コーナー部寄りの覆土下層から，4の土師器小形聾

が竃東側の袖部内と竃手前の覆土中層，北東コーナー部寄りの覆土中からそれぞれ出土している。

所見　南東コーナー部の溝の広がりは，遣物が出土していないことや，覆土の違いが見られなかったことから，

土坑とは判断できない。竃内や袖部内から土器片が出土していることから，土器片を竃の補強材として利用

している可能性がある。時期は，遺構の形態や出土遺物から，平安時代の9世紀後葉と考えられる。

S＝12

d二D

∴ニ了妄三

第141図　第67号住居跡出土遺物実測図

第67号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　＿＿」　　　」

図版番号器　種計測値（cm） 器形　の　特徴 手　法　の　特徴 胎土・色調・焼成備　考

第141図坪A［13．6］休部，ロ綾部一部欠損。平底。休部口縁内・外面横ナデ。休部外面下位長石　石英　雲母85％　P297

1 土師器B　4．卜4．6

C　7．5

は内攣気味に立ち上がる。端部はわ

ずかに外反する。

へラ削り。底部手持ちへラ削り。砂粒

にぷい赤褐色

普通

袖部内

2

土不A［14．2］休部から口綾部の破片。休部は内攣ロ綾部，体部内・外面ロタロナデ。砂粒 25％　P298

土師器B（3β）気味に立ち上がる。端部はわずかに休部内面へラ磨き。 橙色 内面黒色処理

外反する。 普通 覆土下層

3

小形磐A［12．0］休部，口縁部一部欠損。平底。休部ロ縁部内・外面横ナデ。体部内・外石英　雲母　砂粒70％　P299

土師器BlO．4－10．7は内攣気味に立ち上がる。ロ綾部は面ナデ。外面下位へラ削り。 にぷい橙色 底部木葉痕

C　5．9外反して，中位に稜を持つ。端部は

つまみ上げられ，棒状工具による凹

線を巡らす。

普通 袖部内

4

小形璧A［13．5］休部から口綾部の破片。休部は内管ロ縁部内・外両横ナデ。体部内・外長石　石英　砂粒25％　P300

土師器B（13．8）気味に立ち上がる。ロ綾部は外反し面ナデ。 赤色 袖部内

て，上位に稜を持つ。端部はつまみ

上げられている。

普通 覆土中層

覆土中
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図 版 番 号 券　 種
計　　 測　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　 考
長径 （cm） 厚 さ （cm ） 孔径 （cm ） 重量 （g ）

5 紡錘車 4 ．2 1．9 0 ．8 2 9 覆土下層 D P 2 0　　 100％

第68号住居跡（第142図）

位置　調査B区中央部，C3bo区。

重複関係　本跡は第233号土坑と重複している。第233号土坑が，本跡の西壁を掘り込んでいることから，本

跡が古い。

規模と平面形　長軸3．17m，短軸2．69mの長方形である。

主軸方向　N－50－E

壁　壁高は14～19cmで，外傾して立ち上がる。

床　全面が粘土質で，平坦で硬く締まっている。中央に，長径80cm，短径75cmの楕円形で，深さ18cmの掘り

込みがあり，ローム粒子，ローム中ブロック，大ブロックを中量ほど含む褐色土と，ハードローム中ブロッ

ク，大ブロックを多量に含む明褐色土が堆積している。

竃　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落している。両側の袖部が残存しており，

東側袖部が東側に潰された形跡がある。規模は，煙道部から焚H部まで106cm，景大幅100cm，壁外への掘

り込みは45cmである。火床部は，火熟を受けわずかに赤変しているが，硬化していない。煙道部は外傾して，

階段状に立ち上がる。

第142図　第68号住居跡実測図

－171－



竃土層解説

1暗　褐　色　焼土粒子・砂多量，焼土小ブロック少量　　　　　4　暗　褐　色　ソフトローム小ブロック多量

2　暗　褐　色　焼土粒子・砂多量，ソフトローム小・中ブロック・5　褐　　色　焼土粒子・砂多量

焼土小ブロック少量　　　　　　　　　　　　　6　褐　　色　ローム大ブロック多量

3　暗　褐　色　　砂多量

ピット　5か所（Pl～P5）。Plは長径29cm，短径22cmの楕円形で，深さ26cmの出入口施設に伴うピットであ

る。P2は径26cmの円形，P3～P5は長径29－52cm，短径26－37cmの楕円形で，いずれも深さ16－38cmで，

性格は不明である。

覆土　8層からなり，ブロック状の堆積の状況が見られることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　　5　褐　　色　ローム粒子中量，硬く締まっている

2　暗　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック少量　　　　　　　6　褐　　色　ローム粒子少量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　7　褐　　色　ローム粒子少量，締まっている

4　褐　　色　ローム粒子・焼土粒子少量　　　　　　　　　　8　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量

遺物　土師器片107点，須恵器片45点が出土している。ほとんどの遣物は竃周辺に集中している。1の土師器

高台付杯が竃内，竃東側の袖部脇の床面直上と覆土中から，2の土師器嚢が竃内と覆土中から，3の土師器

聾が竃内からそれぞれ出土している。

所見　竃の状況から，本跡は短期間しか使用されなかった住居跡と考えられる。中央の掘り込みは円形土坑群の

ものより規模が小さいことから，本跡に伴うものと考えられる。また，南東コーナー部付近に確認された焼

土ブロックについては不明であるが，住居廃棄時に投棄された可能性がある。時期は，遺構の形態や出土遺

物から，平安時代の9世紀後葉から10世紀前葉と考えられる。

第143図　第68号住居跡出土遺物実測図

第68号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　10cm

L　　　　　」　　」

図版番号 器　種 計測値（cm） 器　形　の　特 徴 手　法　の　特徴　 ． 胎土・色調・焼成 備　考

第143図高台付杯 A ［17．7］底部から口綾部の破片。平底。休部 口綾部，体部内・外面ロタロナデ。 砂粒 60％　P301

1 土師器 B （5．5）からロ綾部にかけ，内攣気味に立ち休部外面下位へラナデ，内面へラ磨 橙色 内面黒色処理

上がる。 き。底部回転へラ削り。 普通 竃内床面直上覆土中
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第143図 聾 A ［20．0］ 休部から口綾部の破片。休部は内攣 口緑部内 ・外面横ナデ。休部外面上 長石　 雲母　 砂粒 20％　P 302
2 土 師 器 B （15．7） 気味に立ち上がる。頸部は 「く」の 位平行叩き，中位へラ削 り。内面ナ 橙色 竃内

字状に屈曲し， ロ綾部は外反して，

中位に稜を持つ。端部はつまみ上げ
られている。

デ。 普通 覆土中

3

窪 A ［21．2］ 休部から口綾部の破片。休部は内攣 口縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長石　 石英　 雲母 10％　 P 303
土 師 器 B （14．5） 気味に立ち上がる。口綾部は外反し

て，中位に稜を持つ。端部はつまみ
上げられている。

面ナデ。 砂粒
赤褐色
普通

竃内

第69号住居跡（第144図）

位置　調査B区東部，B4i3区。

規模と平面形　長軸3．44m，短軸3．34mの方形である。

主軸方向　N－100－W

壁　壁高は41～46cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　竃周辺の一部を除き，ほぼ仝周している。上幅18～33cm，下幅3～13cm，深さ2～5cmで，断面形はU

字状である。

床　全面が粘土質で，平坦で締まっている。特に中央が硬く踏み固められている。

竃　北壁中央に砂混じりの褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，煙道部と両側の袖部が残存し

ている。規模は，煙道部から焚口部まで108cm，貴大幅110cm，壁外への掘り込みは23cmである。火床部は，

火熟を受け赤変し，硬化している。煙道部は外傾して，初めは階段状に，のち垂直に立ち上がる。

竃土層解説

1暗　褐　色　　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　4　灰　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，粘土質

2　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　5　にぷい赤褐色　　ローム粒子少量，焼土小ブロック中量

3　灰　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・　　　　6　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・粘土小ブロック少量

炭化大ブロック中量　　　　　　　　　　　　　7　暗赤褐色　　焼土粒子中量，焼土小ブロック少量，粘土粒子多量

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl，P2とBは径21～38cmの円形，P3は長径50cm，短径40cmの不整楕円形で，い

ずれも深さ12～23cmの主柱穴である。P5は径25cmの円形，深さ9cmで，性格は不明である。

覆土　6層からなり，ロームブロック，焼土ブロック，粘土ブロックの堆積の状況から，人為堆積と思われる。

色
色

褐
褐

説
暗
暗

解層

1

2

土

焼土粒子中量，炭化粒子少量　　　　　　　　　4　褐　　　色　　ローム中・大ブロック多量，粘土小ブロック中量

焼土粒子中量，焼土小ブロック多量，炭化粒　　5　褐　　　色　　ローム中・大ブロック多量，粘土小・中ブロック
子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中量

3　褐　　　色　　ローム粒子多量，ローム中・大ブロック中量　　6　褐　　　色　　ローム粒子・ローム中・大ブロック多量

遺物　土師器片690点，須恵器片212点，刀子1点が出土している。遺物は全体的に散在している。1の土師

器杯が竃東側の袖部内から，2，3と4の土師器杯，7の須恵器杯が南壁寄りの覆土下層から，5の須恵器

埠が中央西壁寄りの覆土下層から，6の須恵器杯が中央東壁寄・りの覆土中層から，8の須恵器高台付杯が竃

手前の覆土中層から，9の須恵器蓋が覆土下層から，10の土師器小形聾が竃東側の袖部内と中央南壁寄りの

覆土下層から，11の土師器婆が中央の覆土中層から，12の土師器婆が中央の床面直上，および覆土中から，

13の土師器婆が竃手前の覆土中層から，14の土師器聾が，中央の床面直上，南壁寄りの覆土中層，および覆

土中から，15の土師器婆が北西コーナー部付近の覆土中から，16の須恵器聾が覆土中から，17の刀子が竃東

側の袖部手前の覆土中層からそれぞれ出土している。

所見　中央部に多量の焼土塊と炭化物が確認され，遺物の残りがよいことから，焼失家屋と考えられ，人為的

に埋め戻された可能性がある。時期は，遺構の形態や出土遺物から，奈良時代の8世紀前葉と考えられる。
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第144図　第69号住居跡実測図

第69号住居跡出土遺物観察表
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回版番 号 器　 種 計測値 （cm） 器 形　 の　 特 徴 手 法　 の　 特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

第 1 45図 坪 A 14 ．1 口縁 部 一 部 欠損 。 丸 底 。休 部 か ら 口 ロ緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ。 体 部 内 ・外 雲 母　 砂 粒 95％　 P 30 4

1 土 師 器 B　 4 ．4 綾 部 に か け，内 攣 気 味 に立 ち上 が る。 面 ナ デ 。 底 部 へ ラ ナ デ。 ス コ リア

明赤 褐 色

普 通

袖 部 内

2

隼 A 14 ．4 底 部 ， ロ綾 部 一 部 欠 損 。 丸 底 。 休 部 口縁 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。体 部 内 ・外 長 石　 石 英　 砂 粒 95％　 P 30 5

土　 師 器 B　 5 ．0 か ら 口 綾部 に か け ， 内 攣 気 味 に立 ち

上 が る 。端 部 は わ ず か に 外 反 す る。

面 ナ デ 。 底 部 へ ラ ナ デ 。 ス コ リア

に ぷ い 赤 褐 色

普 通

覆 土 下 層

3

坪 A 15 ．2 休 部 ， 口縁 部 一 部 欠 損 。 丸 底 。 休 部 ロ緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。体 部 内 ・外 砂 粒 9 5％　 P 30 6

土 師 器 B　 4 ．8 か ら 口綾部 に か け ， 内 攣 気 味 に立 ち 面 ナ デ。 外 面 中位 へ ラ削 り。 底 部 手 に ぷ い 橙 色 外 面 ス ス付 着

上 が る。端 部 は わ ず か に 外 反 す る。 持 ちへ ラ 削 り。 普 通 覆 土 下 層

4

土不 A 1 4．8 休 部 ， ロ綾 部 一 部 欠 損 。 平 底 。 休 部 口縁 部 ， 体 部 内 ・外 面 ロ タ ロナ デ 。 長石　 雲 母　 砂 粒 8 0％　 P 3 07

須 恵 器 B　 4．9 か ら ロ綾 部 に か け ， 直 線 的 に外 傾 し 底 部 手 持 ちへ ラ削 り。 に ぷ い 黄 橙 色 底部 外面へ ラ記号

C l O．0 て 立 ち上 が る。 普 通 覆 土下 層
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第145図　第悶号住居跡出土遺物実測図（1）

一175一



14　S71・ム

第146図　第69号住居跡出土遺物実測図（2）

ー176－

0　　　　　　　　　　　　10cm

「＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿　」



第145図 杯 A ［14．1］ 底部，休部，口綾部一部欠損。平底。 口綾部，体部内 ・外面ロクロナデ。 長石　 石英　 雲母 由％ P 308

5 須　恵 器 B　3．9～4．1
C lO．6

休部から口綾部にかけ，直線的に外

傾して立ち上がる。端部はわずかに
外反する。

底部手持ちへラ削り。 砂粒
灰褐色
普通

覆土下層

6

杯 A 14．0 休部，口綾部一部欠損。平底。休部 口綾部，体部内 ・外面ロタロナデ。 雲母　 砂粒 75％ P 309

須　恵 器 B　 3．8
C　 9．0

から口綾部にかけ，直線的に外傾し

て立ち上がる。端部はわずかに外反
する。

底部回転へラ切 り後，へラ削り。 灰黄褐色

普通

覆土中層

7

杯 A lO．6 底部，休部，口綾部一部欠損。平底。 口綾部，体部内 ・外面ロタロナデ。 長石　 雲母　 砂粒 70％　 P 310

須　恵 器 B　2．8～3．1
C　 6．4

休部から口綾部にかけ，直線的に外

傾 して立ち上が り，下位に稜を持つ。

底部回転へラ削 り。 スコリア
灰黄色
普通

覆土下層

8

高台付坪 B （4．0）高台部から休部の破片。高台部は短 体部内 ・外面ロクロナデ。底部回転 雲母　 砂粒 30％　 P 311

須 恵 器 D 11．0 く 「ハ」の字状に開く。平底。休部 へラ削 り。高台部貼 り付け，ロタロ 黄灰色 覆土中層

E　 O．8 は内攣気味に立ち上がり，下位に稜
を持つ。

ナデ。 普通

9

蓋 A ［15．6］ つまみ部から口綾部の破片。扁平な つまみ，天井部，口縁部内 ・外面ロ 長石　 雲母　 砂粒 60％　 P 312

須 恵 器 B　 4．0
F　 3．7

G　 1．1

ボタン状のつまみが付 く。天井部は

内攣気味に開 く。ロ綾部は内面に短

い返りが付 く。

タロナデ。頂部回転へラ削り。 黄灰色

普通

‘覆土下層

10

小 形 聾 A 13．6 休部，口綾部一部欠損。平底。休部 ロ縁部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 長石　 石英　 雲母 70％　P 313

土 師 器 B　9．3～9．7 は内攣気味に立ち上がる。 口綾部は ラ削り。内面へラナデ。 砂粒　 スコリア 底部木葉痕

C　 9．0 外反して，端部に棒状工具による凹 橙色 袖部内

線を巡らす。 普通 覆土下層

11

聾 A　20．4 休部，口綾部一部欠損。平底。休部 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面中 長石　 雲母　 砂粒 90％　P 314

土 師 器 B 30．8－31．4 は内攣気味に立ち上がる。口綾部は 位へラナデ，下位へラ磨き。内面ナ にぷい黄橙色 底部木葉痕

C　 9．0 外反して立ち上が り，中位に稜を持

つ。

デ，輪積痕有 り。 普通 覆土中層

12

聾 A　23．9 休部，ロ綾部一部欠損。平底。休部 口縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長石　 石英　 砂粒 80％　P 315

土 師 器 B　32．0 は内攣気味に立ち上がる。口綾部は 面ナデ，外面下位へラ磨き。 橙色 底部木葉痕

C　 8．4 外反して，中位に稜を持つ。端部は

つまみ上げられ，棒状工具による凹
線を巡らす。

普通 床面直上
覆土中

第146図 聾 A　24．6 休部，口綾部一部欠損。平底。休部 ロ縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長石　 砂粒 75％　P 316

13 土 師 器 B 32．0～32．5 は内攣気味に立ち上がる。ロ綾部は 面ナデ。外面下位へラ磨き。底部へ 橙色 覆土中層

C　 9．6 外反して，中位に稜を持つ。端部は

つまみ上げられている。

ラ磨 き。 普通

14

聾 A ［23．8］ 休部から口綾部の破片。休部は内攣 ロ縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長石　 砂粒 r35％　P 317

土 師 器 B （31．3） 気味に立ち上がる。口綾部は外反し 面ナデ，外面下位へラ磨き。 スコリア 床面直上

て，中位に稜を持つ。端部はつ まみ 橙色 覆土中層

上げられている。 普通 覆土中

15

婆 B （20．9） 底部から休部の破片。平底。休部は 体部内 ・外面ナデ，外面下位へラ磨 長石　 石英　 雲母 40％　P 318

土 師 器 C　 9．8 内攣気味に立ち上がる。 き。底部へ ラ磨 き。 砂粒

にぷい褐色
普通

外面剥離
覆土中

16

聾 A ［18．6］ 休部から口綾部の破片。頸部は「く」 口緑部内 ・外面ロタロナデ。体部外 長石　 砂粒 10％　P 319

須　 恵 器 B （9．0） の字状に屈曲する。口綾部は外反し

て，上位に稜を持つ。折 り返し口縁。

面平行叩き，内面ナデ。 灰色
普通

覆土中

図 版 番 号 器　 種
計　　 測　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　 考
長さ （cm） 幅　 （cm） 厚さ （cm） 重量 （g ）

17 刀　 子 （9．6） （1．6） （0．4） （10） 覆土中層 M lO　　　 40％

第70号住居跡（第147図）

位置　調査B区中央部，B4jl区。

重複関係　本跡は，第244，307号土坑と重複している。第244号土坑が，本跡の中央やや西コーナー部寄りを，

第307号土坑が，本跡の南コーナー部の一部を掘り込んでいることから，本跡が古い。
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規模と平面形　長軸2．82m，短軸2．46mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－24。－E

壁　壁高は17～21cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　東コーナー部から，南コーナー部を経て，西コーナー部の手前まで，半周している。上幅14－26cm，下

幅2－9cm，深さ2～6cmで，断面形はU字状である。

床　全面が粘土質で，平坦で締まっている。特に，中央が硬く踏み固められている。

竃　北東壁中央に砂混じりの褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両側の袖部が残存している。

規模は，煙道部から焚口部まで103cm，最大幅95cm，壁外への掘り込みは70cmである。火床部は火熟を受

け赤変し，硬化している。土師器聾を支脚として利用している。煙道部は外傾して，緩やかに立ち上がる。

寵土層解説

1極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量　　　　　　　　　　5　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土小ブロック少量

2　暗　褐　色　ローム粒子・焼土小ブロック少量，焼土粒子多量　6　時赤褐色　ローム小ブロック・焼土粒子・焼土小ブロック中量

3　赤　褐　色　焼土粒子・焼土中ブロック多量　　　　　　　　7　褐　　色　ローム粒子中量，娩土粒子多量

4　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子中量　　　　　　　　　　8　赤　褐　色　焼土小・中・大ブロック多量

ピット　1か所（Pl）。P．は径13cmの円形，深さ8cmで，性格は不明である。

覆土　8層からなり，ブロック状の堆積の状況が見られることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1褐　　　色　　ローム粒子・ローム小・中ブロック中量　　　　　5　暗　褐　色　　ローム粒子中量，焼土粒子少量

2　暗　褐　色　　ローム粒子中量　　　　　　　　　　　　　　　6　暗　褐　色　　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

3　褐　　色　　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量　　　　7　褐　　色　　ローム粒子・焼土粒子中量

4　褐　　色　　ローム粒子多量，ハードローム中ブロック中量　　8　褐　　色　　ローム大ブロック多量

遺物　土師器片44点，須恵器片21点が出土している。1の土師器杯が南東壁寄りの覆土下層と覆土中から，

3の須恵器杯が覆土下層から，2の土師器坪が竃内と竃東側の袖部内から，4の土師器高台付杯が東コーナー

叫　（㊨

第147図　第70号住居跡実測図
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部の床面直上から，5の土師器小形聾が竃の火床部に逆位で埋められて，それぞれ出土している。

所見　竃内や袖部内から土器片が多く出土していることから，竃の補強材や支脚（5の土師器聾）として利用

されていたと考えられる。時期は，遺構の形態や出土遺物から，平安時代の9世紀中葉と考えられる。

ノ ン
第148図　第70号住居跡出土遺物実測図

第70号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特 徴 手 法　 の　 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第 14 8図 坪 A 13 ．1 休部， ロ綾 部一部欠損。平底。休部 ロ綾部，体部 内 ・外面 ロタロナ デ。 長石　 石英　 砂粒 9 0％　 P 3 20

1 土 師 器 B　 4 ．1 は内攣気味に立 ち上が る。端部 はわ 休部外 面下位 へ ラ削 り。内面へ ラ磨 にぷい橙色 内面黒色処 理

C　 6 ．1 ずかに外反す る。 き。底部 外面回転へ ラ削 り。 内面へ

ラ磨 き。

普通 覆 土下 層

覆 土中

2

坪 A ［13 ．0］ 底部，休部，口綾部 一部欠損。平底。 ロ綾部，体部 内 ・外面 ロタロナ デ。 石 英　 砂粒 9 0％　 P 3 22

土 師 器 B　 4．5～4．6 休部 は内攣 気味に立 ち上が る。端部 休部外 面下位へ ラ削 り。底部手持 ち にぷい橙色 竃 内

C　 6 ．8 はわずかに外 反す る。 へ ラ削 り。 普 通 袖 部内

3

f不 A 13 ．0 ロ綾部一部 欠損。平底。休部 は内攣 口綾部，体部 内 ・外面 ログロナ デ。 長石　 石英　 雲母 9 0％　 P 3 21

須 恵 器 B　 4 ．5 気 味に立ち上 が る。端部は わず かに 休部外面 下位へ ラ削 り。底部手持 ち 砂粒 覆 土下 層

C　 6 ．8 外 反する。 へ ラ削 り。 黄灰 色

普 通

4

高台付 坪 A ［16 ．4］ 底部 か らロ綾 部の破片。平底。休部 ロ綾部，体部 内 ・外面 ロタロナデ。 長石　 砂粒 5 0％　 P 3 23

土 師 器 B （6 ．0） は内攣 気味に立 ち上が る。端部 はわ 休部外面 下位へ ラナデ。底部 回転へ 明黄橙 色 内面黒色処 理

ずかに外 反す る。 ラ削 り。 普 通 床 面直上

5

小 形 聾 A 14 ．4 休部， ロ綾部 一部欠損。平底。休部 ロ緑部 内 ・外 面横 ナデ。体 部内 ・外 長石　 石英　 雲母 7 0％　 P 3 24

土 師 器 B 15 ．3 は内攣気 味に立 ち上が る。 ロ綾部 は 面ナ デ。 外面下位へ ラ削 り。内面輪 砂粒 底 部木葉 痕

C　 8 ．0 外 反 して， 中位 に稜 を持つ。端部 は

つ まみ上 げ られ，棒状工具 による凹
線 を巡らす。

積痕有 り。 にぷい橙色

普通

寵 内 （火床 部）

第71号住居跡（第149図）

位置　調査B区中央部，B3i9区。

重複関係　本跡は，第258A，258B，277，278号土坑と重複している。第258A，258B号土坑が，本跡の南西

壁を，第277，278号土坑が，本跡の竃を掘り込んでいることから，本跡が古い。

規模と平面形　長軸3．30m，短軸3．24mの方形である。
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主軸方向　N－230－E

壁　壁高は40－42cmで，外傾して立ち上がる。

壁港　北東壁を除き，ほぼ全周している。上幅22－40cm，下幅4－14cm，深さ6cmで，断面形はU字状である。

床　全面が粘土質で，平坦で硬く締まっている。

竜　北東壁中央に両袖部の一部と，焚口部に焼土ブロックが残存していることから，砂混じりの灰褐色粘土で

構築されていたと推定される。

ピット　4か所（P．～P。）。P．は長径19cm，短径16cmの楕円形で，深さ20cmの出入口施設に伴うピットであ

る。P2とP，は径18－20cmの円形，P。は長径21cm，短径15cmの楕円形で，いずれも深さ6cmで，性格は不明

である。

覆土　5層からなり，自然堆積と思われる。

土層解説

1　極暗褐色　　ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子少量

2　暗　褐　色　　ローム粒子・ソフトローム中ブロック中量，炭

化粒子少量

3　褐　　　色　　ローム粒子多量，焼土粒子中量，炭化粒子少量

4　褐　　　色　　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子・粘土小

ブロック中量

5　褐　　　色　　ローム粒子・ローム中ブロック多量

遺物　土師器片96点，須恵器片52点，石製紡錘車1点，および混入した縄文土器片1点，土師質土器片2点

が出土している。1の須恵器坪が北コーナー部の覆土中層と覆土中から，2の須恵器高台付盤が北西壁寄り

の覆土下層から，3の須恵器蓋が中央と南東壁寄りの覆土下層から，4の紡錘車が中央の覆土下層からそれ

ぞれ出土している。

所見　中央から南西壁と北西壁寄りに，多量の焼土塊と炭化材が散在していることから，焼失家屋と考えられ

る。時期は，遺構の形態や出土遺物から，平安時代の9世紀前葉と考えられる。

第149図　第71号住居跡実測図
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了妄≡］ ≡≡も。

第150図　第71号住居跡出土遺物実測図

第71号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

図版番号器　種計測値（0m） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特徴 胎土・色調・焼成 備　考

第150図杯A14．0底部からロ綾部の破片。平底。休部ロ緑部，体部内・外面ロクロナデ。長石　砂粒 55％　P325

1 須　恵器B　5．2から口綾部にかけ，直線的に外傾し底部回転へラ切り後，ナデ。 灰色 覆土中層

C　8．0て立ち上がる。 普通 覆土中

2

盤A［20．0］高台部から口綾部の破片。高台部はロ綾部，体部内・外面ロタロナデ。長石　砂粒 60％　P326

須　恵器B　4．5直線的に開く。平底。休部は直線的底部回転へラ削り。高台部貼り付け，褐灰色 覆土下層

Dll．2

E　l．3

に外傾して立ち上がり，上位に稜を

持つ。端部はわずかに外反する。

ロタロナデ。 普通

3

蓋A［17潮天井部からロ綾部の破片。天井部は天井部，口縁部内・外面ロタロナデ。長石　石英　雲母30％　P327

須　恵器B（2．5）ほぼ平坦で，中位に稜を持ち，緩や

かに開く。端部は屈曲して垂下する。

頂部回転へラ削り。 砂粒

灰黄色

普通

覆土下層

図版番号器　種
計　　測　　値

石　質出　土　地　点 備　　　考
長径（cm）厚さ（cm）孔径（cm）重量（g）

4 紡錘車 4．7 1．8 0．7 61 粘板岩覆土下層 Q20　　100％

第72号住居跡（第151図）

位置　調査B区西部，B2io区。

規模と平面形　長軸3．09m，短軸3．02mの隅丸方形である。

主軸方向　N－60－W

壁　壁高は18～32cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，全面が粘土で，硬く締まっている。中央部に，上幅25～55cm，下幅12～30cm，深さ約22cmの溝

が，粘土層を掘り込んで，楕円形を描くように広がっている。

ピット　2か所（P．，P2）。Plは長径24cm，短径21cmの楕円形，P2は径38cmの円形で，いずれも深さ12～14

cmで，性格は不明である。

覆土　粘土ブロックが多量含まれた褐色土。

遺物　土師器片16点，須恵器片2点が出土している。

所見　粘土層を掘り込んで作られており，壁はしっかりとしている。中央の溝は床をくり抜いており，粘土を

採掘した可能性がある。竃の痕跡もなく，住居として使用されたか不明である。時期は，遺構の形態や出土

遣物から，奈良時代から平安時代と考えられる。
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第151図　第72号住居跡実測図
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第73号住居跡（第152図）

位置　調査B区南西部，C2co区。

重複関係　本跡は第29号住居跡と重複している。本跡が，第29号住居跡を掘り込んでいることから，本跡が

新しい。

規模と平面形　長軸2．90m，短軸2．59mの長方形である。

主軸方向　N－180－E

壁　壁高は8～13cmで，外傾して立ち上がる。

一一ここ　　　　　　　　　Ⅰ
2　　　　　　　　　3

2m

トー－一一一一一一一一一一十・一一一一一一」

第152図　第73号住居跡実測図
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床　全面が粘土質で，平坦で硬く締まっている。

竃　北壁中央やや東寄りに砂混じりの褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両側の袖部が残存

している。規模は，煙道部から焚口部まで55cm，最大幅95cm，壁外への掘り込みは18cmである。火床部は，

火熟を受け赤変し，硬化している。煙道部は外傾して，緩やかに立ち上がる。

寵土層解説

1　暗　褐　色

2　赤　褐　色

焼土粒子・粘土中量，崩落土

娩土中・大ブロック多量

覆土　3層からなり，自然堆積と思われる。

土層解説

1　灰　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子中量

2　灰　褐　色　　粘土

3　時赤褐色　　焼土中・大ブロック多量，粘土質

3　極暗褐色　　粘土・砂少量

遺物　土師器片53点，須恵器片1点，および混入した土師質土器片1点が出土している。1と2の土師器婆が

中央の覆土下層からそれぞれ出土している。2の土師器聾は第29号住居跡の竃西側の覆土中からも出土して

いる。

所見　時期は，遺構の形態や出土遣物から，古墳時代の7世紀と考えられる。

第153図　第73号住居跡出土遺物実測図
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第73号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（Ⅷ） 器　 形　 の　特 徴 手　 法　 の　 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第15 3図 聾 A ［19 ．2］ 底部か らロ綾 部の破 片。平底。休部 口縁部 内 ・外 面横ナデ。体 部内 ・外 長石　 砂 粒 50％　 P 3 29

1 土 師 器 B　34 ．3 は内攣気 味に立ち上が る。 ロ綾部 は 面 ナテい。 ス コリア 底部 木葉痕

C　 9 ．6 外反 して， 中位 に稜 を持つ。端部 は

つ まみ上 げ られてい る。

にぷい黄橙色

普通

覆 土下層

2

聾 A　 22 ．2 底部か ら口緑部の破 片。平底。休部 口縁部 内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長石　 砂粒 40％　 P 3 30

土 師 器 B　29 ．7 は内攣気 味に立ち上が る。 ロ綾部 は 面 ナデ。外 面下位へラ磨 き。底部へ にぷい黄橙色 覆 土下層

C lO ．0 外反 して， 中位 に稜 を持つ。端部 は

つ まみ上 げ られてい る。

ラ磨 き。 普通

第75号住居跡（第154図）

位置　調査B区北西部，A3j3区。

規模と平面形　長軸2．24m，短軸2．18mの方形である。

主軸方向　N－340－E

壁　壁高は6－16cmで，外傾して立ち上がる。

壁港　南コーナー部から西コーナー部の一部に確認されている。上幅14－20cm，下幅4～6cm，深さ4cmで，

断面形はU字状である。

床　全面が粘土質で，平坦で硬く締まっている。

竜　北東壁中央に砂混じりの褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両側の袖部が残存している。

規模は，煙道部から焚口部まで90cm，最大幅94cm，壁外への掘り込みは57cmである。火床部は，火熟を受

け赤変し，わずかに硬化している。煙道部は外傾して，緩やかに立ち上がる。

Il　⑥

第154図　第75号住居跡実測図
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竃土層解説

1暗　褐　色　　ローム粒子・焼土中ブロック・粘土粒子少量　　5　黒　褐　色　焼土小ブロック中量，粘土粒子少量

2　黒　褐　色　　ローム粒子・焼土小ブロック・粘土粒子少量　　6　黒　褐　色　　焼土粒子・粘土粒子少量

3　極暗褐色　　ローム粒子・焼土小ブロック・粘土粒子少量　　7　極暗褐色　焼土粒子・粘土粒子少量，硬く締まっている

4　極暗褐色　焼土粒子・粘土粒子少量

ピット　3か所（Pl～P。）。PlとP2は径26～28cmの円形で，いずれも深さ17－21cmの主柱穴である。P3は径

24cmの円形で，深さ15cmの出入口施設に伴うピットである。

覆土　6層からなり，粘土が多く含まれていることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子・粘土小ブロック少量

2　暗　褐　色　　ローム粒子・粘土小ブロック少量，ローム小ブロック中量

3　灰　褐　色　　ローム粒子少量

4　にぷい黄橙色　　粘土多量

遺物　土師器片33点，須恵器片9点が出土している。1の須恵器杯が中央の覆土下層から逆位で，2の須恵器

杯が竃内からそれぞれ出土している。

所見　覆土が薄く，壁の残存率が悪い。西壁側が下り斜面になっているので，特に西壁の残存率が悪く，遺物

が少なかった。時期は，遺構の形態や出土遺物から，奈良時代の8世紀後某と考えられる。

第75号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形 の．特 徴 手 法　の　特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第155図 坪 A 13．2 休部，口綾部一部欠損。平底。休部 口綾部，体部内 ・外面ロタロナデ。 長石　 石英　 雲母 85％　P 331

1 須 恵 器 B　 4．0
C　 7．7

から口綾部にかけ，直線的に外傾 し

て立ち上がる。端部はわずかに外反
する。

底部回転へラ削り。 砂粒　 スコリア
浅黄色

普通

覆土下層

2

杯 A ［14．0］ 底部から口綾部の破片。平底。休部 口綾部，体部内 ・外面ロクロナデ。 石英　 雲母　 砂粒 40％　 P 332
須 恵 器 B　 3．1

C ［8．6］

から口綾部にかけ，直線的に外傾し

て立ち上がる。

底部回転へラ削 り。 灰黄色
普通

竃内

l憲‘≠
0　　　　　　5cm
l j

第155図　第75号住居跡出土遺物実測図

第77号住居跡（第156図）

位置　調査B区北部，A3h3区。

規模と平面形　長軸3．40m，短軸3．12mの長方形である。

主軸方向　N－580－W

壁　壁高は10～30cmで，外傾して立ち上がる。

床　全面が粘土質で，平坦で硬く締まっている。

竃　北西壁の西コーナー部寄りに砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。火床面が露出していて覆土は不明。

天井部は崩落しており，両側の袖部が薄く残存している。規模は，煙道部から焚口部まで126cm，最大幅111

cm，壁外への掘り込み74cmである。火床部は，火熟を受け赤変し，わずかに硬化している。煙道部は外傾し
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て，わずかに立ち上がる。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl，P3とP4は径33－37cmの円形，P2は長径30cm，短径24cmの楕円形で，いずれ

も深さ28－54cmの主柱穴である。

覆土　5層からなり，不自然な堆積の状況が見られることから，人為堆積と思われる0

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子・砂少量　　　　　　　　　　　　　　　　鉄剣昆じり

2　暗　褐　色　ローム粒子・焼土小ブロック少量，砂中量　　4　暗　褐　色　焼土中ブロック少量・砂中量

3　暗褐　色　ローム粒子・焼土小ブロック少量，砂中量，　5　暗褐　色　焼土中ブロック中量，硬く締まっている

遺物　土師器片66点，須恵器片45点が出土している01の須恵器高台付埠がPlから，2の須恵器壷が北コー

ナー部の覆土下層から，3の土師器婆が東コーナー部の覆土下層と覆土中からそれぞれ出土している0

所見　覆土が薄く，西壁側が下り斜面になっており，竃や壁の残存率が悪い0時期は，遺構の形態や出土遺物

から，平安時代の9世紀前葉と考えられる。

第156図　第77号住居跡実測図

第77号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　2m

i i　　　」

図版番号器　種計測値（m）器形　の　特徴 手法　の特徴 胎土・色調・焼成備　考

第157図高台付坪B（2．4）高台部から休部の破片。高台部は「ハ」体部内・外面ロタロナデ。底部回転長石　雲母　砂粒
20％　P333

1須　恵器D　8．4の字状に開く。平底。休部は内攣気
へラ削り。高台部貼り付け，ロタロ灰黄褐色 P。内

E　l，0味に立ち上がる。 ナデ。 普通

2
互EB（12．9）

休部の破片。休部は内攣して立ち上休部外面平行叩き。内面ナデ，一部長石　砂粒5％　P335

須恵器 がる。 へラナデ，アテ具痕有り。 褐灰色

普通
覆土下層
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第157図　第77号住居跡出土遺物実測図

第 15 7図 婆 A ［1 4．8］ 休 部か ら口綾部の破片。休部 は内攣 ロ縁 部内 ・外面横ナデ。体部 内 ・外 長石　 石英　 砂粒 20％　 P 3 34

3 土 師 器 B （5．5） 気味に立ち上が る。 口綾部 は外 反 し 面 ナテい。 赤色 覆土下層

て， 中位 に稜 を持つ。端部 はつまみ

上 げ られてい る。

普通 覆土中

2　掘立柱建物跡

今回の調査では，調査B区の中央部の西側と北側を中心にして，14棟の掘立柱建物跡を検出した。それらの

ほとんどが，平安時代以降のものと思われるが，出土遣物が極端に少なく，時期を特定することは困難であっ

た。以下，それぞれの特徴や出土遣物について記載する。

第1号掘立柱建物跡（第158図）

位置　調査B区南部，D3C9区。

規模　東西1間（2．90m），南北3間（4．30m），柱間寸法は桁行1．5－1．8m，梁行2．8－3．0mで，面積は12．47m2

である。柱穴は7か所（Pl～P3，P。～P7の2列）である。柱穴の掘り方は，平面形が長軸35－42cm，短軸

25～35cmの長方形または方形で，深さ16～46cmである。断面形は，逆台形状を里し，底面は丸く窪んでいる。

柱痕はPl～P7で認めることができた。柱の寸法は，径約14～20cmである。

長軸方向　N－14。－E

覆土　暗褐色土と褐色土を中心に堆積しており，人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子多量，炭化粒子少量，褐色土中呈　　6　暗　褐　色　　ローム粒子多量

2　褐　　　色　　ソフトローム中・大ブロック中量　　　　　　　7　暗　褐　色　　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量

3　褐　　　色　　ソフトローム中・大ブロック・暗褐色土中呈　　8　灰　褐　色　　粘土ブロック

4　褐　　　色　　ローム小ブロック多量，暗褐色土中量　　　　　9　暗　褐　色　　褐色土中呈

5　明　褐　色　　ハードローム中ブロック・褐色土多量

遣物　土師器片5点，須恵器片1点が出土している。いずれも細片で，土師器聾の休部がPlから，土師器婆の

休部と須恵器杯の口綾部がP。からそれぞれ出土している。

所見　B区の南部，方形の土坑群に隣接した平坦地に位置している。調査の結果，P5の梁行方向に対応する柱

穴は検出できなかった。柱大規模は，深さが不揃いであるが，断面形や柱間寸法は規則性が認められる。ま

た，隣接する長方形の土坑群と長軸方向がほぼ一致することから，墓城関係の施設の可能性がある。時期は，

出土遺物が極めて少ないこともあり，特定はできないが，平安時代以降と考えられる。
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窺158図　第1号掘立柱建物跡実測図

第2号掘立柱建物跡（第159図）

位置　調査B区東部，C4C5区。

重複関係　本跡は，第3号掘立柱建物跡と重複している。柱穴同士の切り合いがないことから，新旧関係は不

明である。

規模　東西4間（5．84m），南北2間（3．97m）を確認したが，東側が調査区城外に延びているために，東西の規

模は不明である。柱間寸法は桁行1．0～2．9m，梁行1・9－2・Omで，面積は不明である0側柱構造で，柱穴は

8か所（Pl～P8）である。柱穴の掘り方は，平面形が長径36－83cm，短径32－56cmの楕円形または不整楕円

形，または径42－70cmの円形で，深さ10～68cmである0断面形は，底面が丸みを帯びる逆台形状と二段掘り

状を呈している。柱痕はPl，P4，P5，およびP7で認めることができたO柱の寸法は，径約10～18cmであ

る。

長軸方向　N－520－E

覆土　黒色土，暗褐色土と褐色土を中心に堆積しており，人為堆積である0

土層解説

1　黒　　　色　　ローム粒子少量

2　黒　　色　　ローム粒子少量，ソフトローム中ブロック中量

3　暗　褐　色　ローム粒子・ソフトローム中ブロック中量

4　暗　褐　色　　ローム粒子多量

5　褐　　色　ローム粒子多量，ソフトローム中・大ブロック

中量

6　暗　褐　色　　ローム粒子少量

7　褐　　色　　ローム粒子多量，ソフト・ハードローム中・大

ブロック中量

8　暗　褐　色　ローム粒子中量，ソフトローム小ブロック少量

9　褐　　色　ローム粒子・ソフトローム小・中ブロック多量

遺物　土師器片2点が出土している。いずれも細片で，土師器婆の休部と口綾部がそれぞれ出土している0

所見　B区の東部，平坦地のピット群の中に構築されている0調査区城外と隣接していることもあり，遺構と

して考えられる柱穴は2棟分のみ（本跡と第3号掘立柱建物跡）を検出した。調査の結果，P5の梁行方向に
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対応する柱穴は検出できなかった。柱穴規模は，断面形，深さ，柱間寸法は不揃いで，規則性が乏しく，そ

の性格は不明である。長軸方向では，他の遺構との違いが見られ，その関連も不明瞭である。特に，第3号

掘立柱建物跡については，時期的な相違があることは考えられるが，性格的な関連については，調査区城外

の調査結果を踏まえながら，考慮する必要があると思われる。時期は，出土遣物が極めて少なく，すべて細

片であることもあり，特定はできないが，隣り合ったピットから中世の常滑片が出土しており，中世以降の

可能性がある。

第159図　第2，3号掘立柱建物跡実測図

義正

匪
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第3号掘立柱建物跡（第159図）

位置　調査B区東部，C4d5区。

重複関係　本跡は，第2号掘立柱建物跡と重複している。柱穴同士の切り合いがないことから，新旧関係は不

明である。

規模　南北3間（3．70m）を確認したが，東側が調査区城外に延びているために，東西の規模は不明である。柱

間寸法は桁行1．1～1．4mである。柱穴は4か所（Pl～P4の1列）である。柱穴の掘り方は，平面形が長径（径）

40－70cm，短径25－48cmの楕円形および円形で，深さ14～34cmである。断面形は，底面が丸みを帯びる逆台

形状と二段掘り状を呈している。柱痕はP。とP。で認めることができ，底が硬く締まっている。柱の寸法は，
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径10～14cmである。

長軸方向　不明

遺物　土師器片5点，須恵器片2点が出土している。いずれも細片で，ヰ師器杯と須恵器埠の口綾部，および

土師器聾の休部がP。から，土師器杯と須恵器杯の口綾部，土師器聾の休部がP4からそれぞれ出土している。

所見　B区の東部，平坦地のピット群の中に構築されている。本跡の西側には，対応すると考えられる柱穴は

検出できなかった。柱大規模は，断面形，深さは不揃いだが，柱間寸法は規則性が認められる。他の遺構と

の関連は不明瞭であり，特に，第2号掘立柱建物跡との関連は，同時期に存在した可能性は低く，不明であ

る。時期は，出土遺物が極めて少なく，すべて細片であることもあり，特定はできないが，隣り合ったピッ

トから中世の常滑片が出土しており，中世以降の可能性がある。

第4号掘立柱建物跡（第160図）

位置　調査B区西部，C3a3区。

重複関係　本跡は，第131，274号土坑と重複している。それぞれの土坑が，本跡の柱穴を掘り込んでいること

から，本跡が古い。

規模　東西2間（3．75m），南北3間（6．45m），柱間寸法は桁行1．8～2．3m，梁行1．7～2．0mで，面積は24・19m2

である。側柱構造で，柱穴は10か所（Pl～Pl。）である。柱穴の掘り方は，P5とPlOを除き，平面形が長径

（径）51～76。m，短径50～74cmの円形または楕円形で，深さ31～52cmである。P5とPlOは長径（径）36cm，短

径30cmの楕円形または円形で，深さ22～25cmである。断面形は，二段掘り状を主として，底面が丸みを帯び

る逆台形状も見られる。柱痕はPl～P4，P6，P7で認めることができた。柱の寸法は，径約10～14cmである。

長軸方向　N－50－W

覆土　暗褐色土と褐色土を中心に堆積しており，人為堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック多量　11褐　　色

2　暗　褐　色　　ローム粒子中量　　　　　　　　　　　12　褐　　色

3　褐　　色　　ローム粒子多量　　　　　　　　　　　13　暗　褐　色

4　褐　　色　　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量　14　暗　褐　色

5　暗　褐　色　　ローム粒子少量

6　黒　褐　色　　ローム粒子少量

7　褐　　　色　　ローム粒子少量

8　黒　褐　色　　ローム粒子中量

9　極暗褐色　　ローム粒子少量

10　極暗褐色　　ローム粒子中量

15　褐　　　色

16　褐　　　色

17　褐　　　色

18　褐　　　色

19　暗　褐　色

20　福　　色

ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

ローム粒子少量，ローム中ブロック中量

ローム粒子・ローム小ブロック少量

ローム粒子少量，ローム小ブロック中量

ローム中ブロック多量

ローム粒子・ローム小・中ブロック中量

ローム粒子・粘土小ブロック中量

ローム粒子少量，ローム小ブロック中量

ローム粒子中量，焼土粒子少量

ローム粒子・ローム小・中ブロック多量

遺物　土師器片2点，須恵器片1点が出土している。いずれも細片で，土師器聾と須恵器婆の休部がP2から，

土師器婆の休部がP8からそれぞれ出土している。

所見　B区の西部，台地上の縁辺部に位置し，西側の斜面を望むように構築されている。柱穴規模は，梁行方

向のP5，Pl。とその他の柱穴に差異が認められる。共に深さは不揃いであるが，断面形と柱間寸法はほぼ規

則性が認められる。性格は不明であり，他の遺構との関連は不明瞭であるが，構造や間数について他の掘立

柱建物跡と共通する点が多いことから，性格的な関連も注目される。時期は，出土遣物が極めて少ないこと

もあり，特定はできない。ただ，隣接する第31号竪穴住居跡が奈良時代の8世紀後某，第32号竪穴住居跡が

古墳時代の7世紀復業，本跡と重複している土坑が近世と考えられることから，本跡は平安時代の9世紀以

降近世にかけて構築されていたと思われる。
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第160図　第4号掘立柱建物跡実測図

第5号掘立柱建物跡（第161図）

位置　調査B区西部，B3g3区。

重複関係　本跡は，第6号掘立柱建物跡と重複している。第6号掘立柱建物跡が，本跡の柱穴を掘り込んでい

ることから，本跡が古い。

規模　東西2間（3．50m），南北3間（5．35m），柱間寸法は桁行1．5～2．0m，梁行1．6～1．8mで，面積は18．73m2

である。側柱構造で，柱穴は10か所（P．～P．。）である。柱穴の掘り方は，P。とP9を除き，平面形が長径
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第161図　第5号掘立柱建物跡実測図

（径）33～86cm，短径30～70cmの楕円形または円形で，深さ12－38cmである。P。とP9は長軸60～70cm，短軸

56～59cmの方形で，深さ20～42cmである。断面形は，底面が丸みを帯びる逆台形状を主として，二段掘り状

のものも見られる。柱痕はPl～P。で認めることができた。柱の寸法は，径約14～24cmである。

長軸方向　N－200－E

覆土　褐色土とロームブロックを中心に堆積しており，人為堆積である。

土層解説
1　褐　　　色　　ローム粒子・ローム中ブロック中量，粘土中ブ

ロック少量

2　褐　　　色　　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，粘土
中ブロック少量

3　褐　　　色　　ローム粒子多量，粘土小・中ブロック・暗褐色
土中量

4　にぷい黄橙色　　粘土中ブロック中量

5　にぷい責橙色

6　褐　　　色

7　褐　　　色

8　褐　　　色

粘土大ブロック多量，暗褐色土中量
ローム粒子・ローム中ブロック中量

ローム粒子・ローム中ブロック少量
ローム粒子・粘土中ブロック中量

遣物　土師器片5点，須恵器片2点，常滑の陶器片1点が出土している。いずれも細片で，土師器聾と須恵器

聾の休部がP2から，土師器杯の口綾部，土師器婆の休部，および須恵器盤の口綾部がP7から，1の土師器婆

の口綾部と休部がP8から，常滑嚢の休部がP9からそれぞれ出土している。

所見　B区の西部，台地上の縁辺部に位置し，西側の斜面を望むように構築されている。柱大規模は，深さは
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不揃いであるが，断面形と柱間寸法にはほぼ規則性が

認められる。他の遺構との関連は不明瞭であるが，構

造や間数について他の掘立柱建物跡と共通する点が多

いことから，性格的な関連も注目される。特に，柱穴
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第162図　第5号掘立柱建物跡出土遺物実測図

規模や面積が異なる第6号掘立柱建物跡と，間数が異

なる第7号掘立柱建物跡については，同軸方向で，ほぼ同じ場所に構築されていることから同じ性格を持つ

と思われる。時期は，出土遺物が極めて少ないこともあり，特定はできないが，常滑片が出土していること

から，12世紀以降と考えられる。

第5号掘立柱建物跡出土遣物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形　の　特 徴 手　法　の　特 徴 胎土・色調 ・焼成 備　 考

第162図 婆 A ［21．8］ 口縁部の破片。口綾部は外反して， 口線部内・外面横ナデ。 長石　 石英　 砂粒 5％　 P 383

1 土 師 器 B （3．9） 中位に稜を持つ。端部はつまみ上げ

られ，口唇部直下に棒状工具による

凹線を巡らす。

橙色

普通

P 8内

第6号掘立柱建物跡（第163図）

位置　調査B区西部，B3e3区。

重複関係　本跡は，第5，7号掘立柱建物跡と重複している。第5号掘立柱建物跡については，本跡が第5号掘

立柱建物跡の柱穴を掘り込んでいることから，本跡が新しい。第7号掘立柱建物跡については，柱穴同士の

切り合いがないことから，新旧関係は不明である。

規模　東西2間（4．90m），南北3間（6．20m），柱間寸法は桁行1．8～2．1m，梁行1．4～3．4mで，面積は30．38m2

である。側柱構造で，柱穴は10か所（Pl～Pl。）である。柱穴の掘り方は，P5を除き，平面形が長径（径）

50～83cm，短径44～79cmの円形または楕円形で，P5は径30cmの円形で，深さ34－48cmである。断面形は，底

面が丸みを帯びる逆台形状を主として，二段掘り状のものも見られる。柱痕はPl～P。，P6，P9，PlOで認

めることができた。柱の寸法は，径約15cmである。

長軸方向　N－220－E

覆土　褐色土と粘土ブロックを中心に堆積しており，人為堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ローム小ブロック・焼土粒子少量　　　　　7　褐　　色　ローム粒子・ローム中ブロック中量，粘土中プロツ

2　暗　褐　色　焼土粒子中量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク少量

3　極暗褐色　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　8　褐　　色　ローム粒子多量，粘土小・中ブロック中量

4　褐　　色　ローム粒子少量，粘土中ブロック中量　　　9　褐　　色　ローム粒子中量，暗褐色土多量

5　褐　　色　ローム粒子少量，粘土小・中ブロック多量　10　褐　　色　焼土粒子少量，粘土小ブロック中量

6　褐　　色　粘土中・大ブロック多量　　　　　　　11褐　　色　ローム粒子・焼土粒子・焼土中ブロック中量

遺物　土師器片12点，須恵器片1点，および混入した縄文土器片2点が出土している。いずれも細片で，土師

器婆の休部と底部，須恵器杯の口綾部がPlから，土師器聾の休部と土師器坪の口綾部がP2から，土師器聾の

休部と口綾部，縄文土器片がP8から，土師器聾の休部がP9からそれぞれ出土している。

所見　B区の西部，台地上の縁辺部に位置し，西側の斜面を望むように構築されている。P5と梁行方向に位置

するPl。にずれが見られるが，深さの不揃いさを除けば，柱大規模は，断面形と柱穴距離にほぼ規則性が認め

られる。他の遺構との関連は不明瞭であるが，構造や間数について他の掘立柱建物跡と共通する点が多いこ
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とから，性格的な関連も注目される。特に，柱穴規模や面積が異なる第5号掘立柱建物跡と，間数が異なる

第7号掘立柱建物跡については，同軸方向で，ほぼ同じ場所に構築されていることから同じ性格を持つと思

われる。時期は，出土遺物が極めて少ないこともあり，特定はできないが，第5号掘立柱建物跡の柱穴を掘

り込んでいることから，12世紀以降と考えられる。

第7号掘立柱建物跡（第164図）

位置　調査B区西部，B3e4区。

重複関係　本跡は，第6号掘立柱建物跡と重複している。柱穴同士の切り合いがないことから，新旧関係は不

明である。

規模　東西1間（3．15m），南北3間（4．40m），柱間寸法は桁行1．4～1．7m，梁行3．2～3．3mで，面積は13．86mz

である。柱穴は8か所（Pl～P。，P5－P8の2列）である。柱穴の掘り方は，平面形が長径（径）35～40cm，

短径32～36cmの円形または楕円形で，深さ16～30cmである。断面形は，逆台形状を呈し，底面は丸く窪んで

いる。柱痕は認めることができなかった。

長軸方向　N－170－E

遺物　土師器片8点，須恵器片2点が出土している。いずれも細片で，土師器杯の口綾部，土師器聾の休部，

および底部がPlから，土師器婆の休部がP2から，須恵器婆の休部がP。から，土師器窪の休部と須恵器聾の

底部がP6から出土している。

所見　B区の西部，台地上の縁辺部に位置し，西側の斜面を望むように構築されている。柱穴規模は，深さは

不揃いであるが，断面形と柱穴距離にほぼ規則性が認められる。他の遺構との関連は不明瞭であるが，第5

号掘立柱建物跡と第7号掘立柱建

物跡については，同軸方向で，ほ

ぼ同じ場所に構築されていること

から，共通した性格を有すること

が考えられる。時期は，出土遺物

が極めて少ないこともあり，特定

はできないが，平安時代以降と考

えられる。

0

第164図　第7号掘立柱建物跡実測図
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第8号掘立柱建物跡（第165図）

位置　調査B区西部，B3f8区。

重複関係　本跡は，第41号竪穴住居跡と重複している。切り合いを確認することができなかったが，第41号竪

穴住居跡の覆土下層の堆積状況が人為堆積であること，住居跡の床面の深さと本跡の柱穴の深さが同じぐら

いと予想されることから，本跡の方が新しい可能性がある。

規模　東西3間（6．20m），南北2間（4．20m），柱間寸法は桁行約2．2m，梁行約2．1mで，面積は［26．04］m2と

推定される。側柱構造で，柱穴は8か所（Pl～P8）である。柱穴の掘り方は，平面形が長径（径）65～124

cm，短径65～78cmの楕円形または円形で，深さ34～50cmである。断面形は，逆台形状を呈し，底面は丸く窪

んでいる。柱痕はP2，P4，P6，P7で認めることができた。柱の寸法は，径約12－22cmである。Plには粘土

が大量に堆積しており，周囲にも広がっている。

長軸方向　N－700－W′

覆土　暗褐色土と褐色土を中心に堆積しており，人為堆積である。

土層解説

1　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子少量

2　暗　褐　色　ローム粒子多量，ソフトローム小ブロック・焼　7　褐　　色

土粒子・炭化粒子中量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量　　　　　　　　　　　　8　暗　褐　色

4　褐　　色　ローム粒子・ローム中・大ブロック・粘土中ブ　9　暗　褐　色

ロック中量　　　　　　　　　　　　　10　にぷい黄橙色

5　暗　褐　色　ソフトローム小・中ブロック中量　　　　　11にぷい黄褐色

6　褐　　　色　ソフトローム小・中ブロック中量，粘土小・

中ブロック多量

ローム粒子・ソフト・ハードローム中・大ブロック

多量，焼土小・中ブロック中量

ローム粒子・粘土小・中ブロック中量

粘土小ブロック中量

粘土中・大ブロック多量，褐色土中量

粘土小・中ブロック多量，暗褐色土中量

遺物　土師器片18点，須恵器片2点が出土している。いずれも細片で，土師器婆の休部と須恵器杯の口綾部が

P2から，土師器杯の口綾部と聾の休部，須恵器埠の底部がP3から，土師器聾の休部がP8からそれぞれ出土

している。

所見　B区の中央部，台地上の平坦地に位置している。柱大規模は，深さは不揃いであるが，断面形と柱間寸

法にほぼ規則性が認められる。Plの覆土の堆積状況は他の柱穴と特異な状況であったが，PlがP。～P8と桁

行方向において同一軸上に位置すること，検出した調査区中央部の台地上に構築された掘立柱建物跡のほと

んどが，3間の規模を有すること，また，第10，13号掘立柱建物跡と比べると，2間分の規模は本跡の方が

大きく，共通性が低いことから，Plを本跡の一部として扱うこととした。よって，Plから多量の粘土が堆積

し，遺物が1片も出土していないことから，本跡廃棄後にPlを意図的に再利用して，粘土貯蔵用に利用した

可能性があると思われる。性格は不明であり，他の遺構との関連も不明瞭であるが，隣接する第14号掘立柱

建物跡とは桁行方向の軸のずれがあること，規模に差異があることから，同一時期ではないと考えられる。

時期は，出土遺物が極めて少ないこともあり，第41号竪穴住居跡が平安時代の9世紀中葉と考えられるので，

平安時代の9世紀後菓以降と思われる。
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第9号掘立柱建物跡（第166図）

位置　調査B区中央部，B4bl区。

重複関係　本跡は，第49，60号竪穴住居跡と重複している。本跡の柱穴が，各竪穴住居跡の床面を掘り込んで

いることから，本跡が新しい。

規模　東西2間（4．30m），南北3間（6．20m），柱間寸法は桁行2．0－2．2m，梁行2．1～2．3mで，面積は26・66m戸

である。側柱構造で，柱穴は10か所（Pl～Pl。）である。柱穴の掘り方は，平面形が長軸86～115cm，短軸

70～95。mの長方形または方形で，深さ58－76cmである。断面形は，逆台形状を呈し，一部に二段掘り状が見

られる。柱痕はPl，P3，P6，P9，およびPl。で認めることができた。柱の寸法は，径約14－20cmである0

長軸方向　N－160－E

覆土　暗褐色土と褐色土，および粘土ブロックを中心に堆積しており，人為堆積である。

土層解説

1にぷい褐色　　ローム粒子・焼土粒子中量，砂多量

2　褐　　　色　　ローム中・大ブロック多量

3　にぷい黄橙色　粘土中・大ブロック多量，褐色土少量

4　褐　　　色　　暗褐色土中量

5　暗　褐　色　　ローム小・中ブロック多量，褐色土中量

6　暗　褐　色　　ローム粒子中量，粘土小・中ブロック少量

7　褐　　　色　　ローム粒子多量，焼土粒子・焼土中ブロック

少量，粘土小・中ブロック中量

8　褐　　　色　　灰色粘土ブロック多量

9　暗　褐　色　　砂多量

10　暗　褐　色　砂中量，焼土大ブロック多量

11にぷい黄橙色　粘土中ブロック・暗褐色土中量

12　褐　　　色　　暗褐色土中量，粘土中ブロック少量

13　褐　　　色　　暗褐色土中量，褐色粘土ブロック少量

14　灰黄褐色　　ローム粒子・焼土粒子・焼土中ブロック・

炭化粒子・粘土粒子少量，砂中量

15　灰黄褐色　　ローム粒子・焼土粒子・粘土小ブロック・

砂少量，粘土粒子中量

16　灰　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子少量

17　褐　　　色　　ローム粒子・ローム小・中ブロック・焼土

粒子少量

18　灰黄褐色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土小

ブロック少量

19　暗　褐　色　　ローム粒子・粘土小・中ブロック少量

20　暗　褐　色　　ローム粒子・砂少量

21褐　　　色　　ローム粒子・ローム小ブロック少量

22　黒　褐　色

23　暗　褐　色

24　暗　褐　色

25　黒　褐　色

26　暗　褐　色

27　灰　褐　色

28　暗　褐　色

29　褐　　　色

ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子少量

ローム粒子・粘土小ブロック少量

ローム粒子・ローム小ブロック少量

ローム粒子・ローム小ブロック・粘土小ブロック

少量

ローム小ブロック・焼土粒子・粘土粒子少量

ローム小ブロック少量，粘土小・中ブロック中量

ローム粒子・焼土粒子・粘土小ブロック少量

ローム小・中ブロック中量，焼土粒子・粘土小ブ

ロック少量

30　褐　　　色　　ローム小・中ブロック中量

31暗　褐　色　ローム粒子・焼土小ブロック少量，焼土粒子中量

32　暗　褐　色　　ローム小ブロック少量

33　暗　褐　色　　ローム粒子中量

34　暗　褐　色　　ローム粒子・粘土小・中ブロック中量

35　暗　褐　色　　粘土小ブロック少量

36　暗　褐　色　　粘土小・中ブロック少量

37　褐　　　色　　砂中量

38　明黄褐色　　粘土中ブロック中量

39　褐　　色　　ローム中ブロック・暗褐色土多量

40　褐　　　色　　ローム中・大ブロック多量

41暗　褐　色　　焼土粒子中量

42　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子中量

43　黄　褐　色　粘土中・大ブロック多量

44　暗　褐　色　　粘土中ブロック中量

45　褐　　　色　　粘土中ブロック多量

遺物　土師器片15点，須恵器片4点が出土している。いずれも細片で，土師器婆の休部がPlから，1の土師器

婆の休部がP。から，土師器窪の休部がP6から，土師器婆の口綾部と休部，須恵器埠の口綾部，および須恵器

婆の休部がP7から，須恵器杯の口綾部がP9からそれぞれ出土している。

所見　B区の中央部，台地上の平坦地に位置している。柱大規模は，深さ，断面形，柱間寸法共にほぼ規則性

が認められる。他の遺構との関連は不明瞭であるが，構造や間数について他の掘立柱建物跡と共通する点が

多い。しかし，柱穴の掘り方が他の掘立柱建物跡と比べると，しっかりとした長方形の箱掘りになっている

ことから，性格の違う施設であった可能性がある。出土遺物が極めて少ないこともあり，特定はできか1が，

掘り込んでいる二つの竪穴住居跡が平安時代の9世紀前葉と考えられることから，時期は平安時代の9世紀

中葉以降と思われる。
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第9号掘立柱建物跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特 徴 手 法　 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第16 7図 聾 B （20 ．5） 休部 の破 片。休 部は内攣気味 に立ち 休部外面 ナデ，中位 へ ラ磨 き。 内面 長石　 石英　 雲母 10％　 P 3 84

1 土 師 器 上が る。 ナデ，一部 へ ラナデ。 砂 粒

明赤褐色

普通

P 3内

第10号掘立柱建物跡（第168図）

位置　調査B区北部，A4hl区。

規模　東西2間（3．60m），南北2間（3．20

m），柱間寸法は桁行1．75m，梁行1．5～1．

7mで，面積は11．52mまである。側柱構造

で，柱穴は7か所（Pl～P7）である。柱

穴の掘り方は，平面形が長径（径）

50～78cm，短径42～60cmの円形または楕

円形で，深さ26－47cmである。断面形は，

逆台形状を里し，底面は丸く窪んでいる。

柱痕はPlとP2で認めることができた。

1

三∃
0　　　　　　5cm
L　　　　　」

柱の寸法は，径約10～20cmである。　　　第167図　第9号掘立柱建物跡出土遺物実測図

長軸方向　N－180－E

覆土　暗褐色土と褐色土を中心に堆積しており，人為堆積である。

第168図　第10号掘立柱建物跡実測図
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土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子少量，砂中量

2　暗　褐　色　　ローム粒子中量，砂少量

3　黒　褐　色　　ローム粒子中量，砂少量

4　黒　褐　色　　ローム粒子少量，粘土小ブロック中量

5　褐　　　色　　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

6　褐　　　色　　ローム粒子多量，ローム中ブロック・焼土粒子中量

遺物　土師器片3点，須恵器片2点が出土している。いずれも細片で，土師器聾の休部と須恵器聾の休部がP2

から，須恵器婆の休部がP6からそれぞれ出土している。

所見　B区の北部，台地上の縁辺部に位置し，北側の斜面を望むように構築されている。調査の結果，P7の桁

行方向に対応する柱穴は検出できなかった。柱穴規模は，深さは不揃いであるが，P2，P5およびP7のよう

な中間の柱が浅い傾向を持つ。断面形や柱間寸法はほぼ規則性が認められる。第13号掘立柱建物跡と類似す

る規模であるが，性格および遺構間の関連性は不明である。時期は，出土遺物が極めて少ないこともあり，

特定はできないが，奈良時代以降と考えられる。

第11号掘立柱建物跡（第169図）

位置　調査B区北部，A3h5区。

規模　東西1間鉦00m），南北3間（6．00m），柱間寸法は桁行1．7～2．3m，梁行約4．0mで，面積は24．00m2で

ある。柱穴は8か所（Pl～P。，P5～P8の2列）である。柱穴の掘り方は，平面形が径60～73cmの円形で，

深さ48～62cmである。断面形は，底面が丸みを帯びる逆台形状を主として，二段掘り状のものも見られる。
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柱痕はPl～P4，およびP6～P8で認めることができた0柱の寸法は，径約18～22cmである0

長軸方向　N－340－E

覆土　暗褐色土と褐色土を中心に堆積しており，人為堆積である0

土層解説

1暗　褐　色　砂多量，粘土小ブロック中量　　　　　　　7　暗　褐　色

2　暗　褐　色　焼土小ブロック少量，砂・粘土小ブロック中量　8　暗　褐　色

3　暗　褐　色　砂・褐色土中量

4　褐　　色　ローム中ブロック・砂中量

5　にぷい黄褐色　砂多量，砂ブロック中量

6　暗　褐　色　砂多量，砂ブロック中量

9　褐　　　色

10　褐　　　色

11灰　褐　色

ローム粒子・砂少量

ローム粒子・粘土小ブロック・砂少量

ローム粒子少量

ローム粒子少量，硬く締まっている

ローム粒子・砂少量，粘土小・中ブロック中量

遺物　土師器婆の休部片1点が，細片でP7から出土している。

所見　B区の北部，台地上の縁辺部に位置し，西側の斜面を望むように構築されている。柱穴規模は，深さは

不揃いであるが，断面形と柱間寸法はほぼ規則性が認められる。他の遺構との関連は不明瞭であるが，第4，

5，6，7号掘立柱建物跡と同様の立地条件を満たしており，共通した性格を有することも考えられる0時

期は，出土遺物が極めて少ないので特定はできないが，平安時代の9世紀前葉の第57号竪穴住居跡に隣摸し

ていることから，平安時代の9世紀中葉以降と考えられる。

第12号掘立柱建物跡（第170図）

位置　調査B区北部，A3go区。

規模　東西1間（2．00m），南北2間（4．00m），柱間寸法は桁行1・8～2・1m，梁行約2・2mで，面積は8・00mzであ

る。経穴は6か所（Pl～P3，P。～P6の2列）である。柱穴の掘り方は，平面形が径55～74cmの円形で，深

さ25～53cmである。断面形は，底面が丸みを帯びる逆台形状を主として，二段掘り状のものも見られる0柱

痕はP2とP5で認めることができた。柱の寸法は，径約12cmである。

長軸方向　N－120－E

覆土　暗褐色土を中心に堆積しており，人為堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　　ローム粒子少量

2　暗　褐　色　　ローム小・中ブロック中量

3　暗　褐　色　　ローム粒子少量，粘土質

4　暗　褐　色　ローム小・中ブロック少量

5　黒　褐　色

6　灰　褐　色

7　暗　褐　色

ローム小・中ブロック少量

ローム中・大ブロック少量

ローム粒子中量

遺物　土師器聾の口綾部片1点，須恵器聾の休部片1点が出土している。いずれも細片で，P5から出土してい

る。

所見　B区の北部，台地上の縁辺部に位置し，西側の斜面を望むように構築されている。柱穴規模は，深さは

不揃いであるが，断面形と柱間寸法はほぼ規則性が認められる。また，第10，13号掘立柱建物跡に近い規模

と構造であるが，性格および遺構間の関連性は不明である。時期は，出土遺物が極めて少ないことから，特

定はできないが，奈良時代の8世紀中葉の第58号竪穴住居跡に隣摸していることから，奈良時代の8世紀後

菓以降と考えられる。
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第13号掘立柱建物跡（第171図）

位置　調査B区北部，A4g4区。

規模　東西2間（3．80m），南北2間（3．50m），柱間寸法は桁行1．5～2．3m，梁行1．3～2．2mで，面積は13．30m2

である。側柱構造で，柱穴は8か所（Pl～P8）である。柱穴の掘り方は，平面形が長径（径）39～56cm，短

径35～53cmの円形または楕円形で，深さ13～53cmである。断面形は，底面が丸みを帯びる逆台形状を主とし

て，二段掘り状のものも見られる。柱痕はP6とP8で認めることができた。柱の寸法は，径約14cmである。

長軸方向　N－710－W

覆土　粘土質で硬く締まった，暗褐色土と褐色土を中心に堆積しており，人為堆積である。

所見　B区の北部，台地上の縁辺部に位置し，西側の斜面を望むように構築されている。柱大規模は，深さは

不揃いであるが，断面形と柱間寸法はほぼ規則性が認められる。第10号掘立柱建物跡と類似する規模である

が，性格および遺構間の関連性は不明である。時期は，出土遣物が残っていないこともあり，特定はできな

いが，平安時代の9世紀後葉の第61号竪穴住居跡と隣接していることから，10世紀以降と考えられる。

ー203－



L＿　　l　　　」

第171図　第13号掘立柱建物跡実測図

第14号掘立柱建物跡（第172図）

位置　調査B区中央部，B3f4区。

重複関係　本跡は，第40号竪穴住居跡と重複している。本跡が，第40号竪穴住居跡を掘り込んでいることから，

本跡が新しい。

規模　東西3間（4．60m），南北2間（3．10m），柱間寸法は桁行1．4～2．0m，梁行1．5～2・2mで，面積は［14・26］

雌と推定される。側柱構造で，柱穴は9か所（P．～P9）である。柱穴の掘り方は，平面形が長径（径）37～80

cm，短径35－63cmの楕円形または円形で，深さ12～48cmであるO断面形は，逆台形状を呈し，底面は丸く窪

んでいる。柱痕はPlとP。で認めることができた。柱の寸法は，径約17～20cmである。

長軸方向　N－700－W

覆土　暗褐色土と褐色土を中心に堆積しており，人為堆積である。

土層解説

1褐　　　色　　ローム粒子・ローム中・大ブロック中量，　　　　3　暗　褐　色　　褐色土中量

焼土粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　4　暗　褐　色　　ローム中ブロック少量，褐色土中量

2　褐　　色　　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量　　　　5　褐　　色　　ローム中・大ブロック中量

遺物　土師器婆の休部片2点，須恵器聾の口綾部，休部，および底部片5点が，P4から出土している0

所見　B区の中央部，台地上の平坦地に位置している。柱穴規模は，深さは不揃いであるが，断面形と柱間寸

法はほぼ規則性が認められる。第40号竪穴住居跡の床面や壁を掘り込んだ柱穴が検出されたが，P3の桁行方

向に対応する柱穴は検出されなかった。これは住居跡の覆土よりも柱穴の深さが浅かったと考えられる0　ま

た，P8とP9に対応する柱穴も検出されなかったが，住居跡の竃が破壊されずに残っていることから，元来柱

穴がなかったと思われる。第8号掘立柱建物跡と類似する構造であるが，柱穴の桁行方向の軸はずれており，

梁行方向の幅も合わないことから，時期的な差があると考えられる。また，性格は不明で，他の遺構との関
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連性は不明瞭である。時期は，出土遺物が極めて少ないこともあり，特定はできないが，第40号竪穴住居跡

が奈良時代の8世紀中葉と考えられるので，奈良時代8世紀後菓以降と思われる。

第172図　第14号掘立社建物跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m
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3　地下式壌

当遺跡からは，地下式墳4基を検出した。地下式嬢は調査A区の中央部の北側から東側に位置し，中世と考

えられる溝によって区画された，墓域の中に構築されている。以下，それぞれの地下式境の特徴と出土遺物に

ついて記載する。

第1号地下式塘（第173図）（SK－38）

位置　調査A区中央部，F4al区。

重複関係　第1号堀（SD－1），第5号港（SD－8）と重複している。第1号堀が本跡の主室中央を，第5号清が

竪坑を掘り込んでいることから，本跡が古い。

長軸方向　N－38。－E

竪坑　上面は径1．54mの円形で，底面は長径1．10m，短径0．92mの楕円形である。底面は平坦で，主室まで緩

やかに下る。確認面からの深さは1．38mである。壁面は，垂直に，その後外傾して立ち上がる。

主宣　底面は長軸2．55m，短軸1．55mの長方形で，平坦である。確認面から底面までの深さは1．60mである。

壁面は垂直に立ち上がる。

覆土　8層からなり，人為堆積と考えられる。下層に天井部が崩落した層が見られる。
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第173図　第1号地下式墳実測図

土層解説

1明　褐　色　ローム小ブロック多量，焼土粒子・暗褐色土少量　　　　　　　　　　褐色土中量

2　褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子・暗褐色土中量　5　褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子少量，暗褐色土中量

3　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量，焼土　6　明　褐　色　ローム中ブロック・褐色土多量，焼土粒子少量

粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子少量

4　明　褐　色　ローム小・中・大ブロック多量，焼土粒子少量，　　8　褐　　色　ローム大ブロック多量，焼土粒子少量，崩落土

遺物　覆土中から，土師器片3点，礫1点が出土している。

所見　A区北側の中世の基城の南端に位置している。竪坑の覆土上層が第1号堀によって削られてしまったた

めに，第5号溝が本跡をどのように掘り込んでいたのか不明である。第3，4号地下式境が第6号溝（SD－9）

に掘り込まれていること，第5号溝と第6号溝は同一時期と考えられることから，第5号溝が本跡を掘り込

んで構築されたと考えられる。時期は，遺構の形態から，中世と考えられる。

第2号地下式墳（第174図）（SK－47）

位置　調査A区東部，E4cl区。

長軸方向　N－380－E

竪坑　上面は長径1．15m，短径0．90mの楕円形で，底面は長径0．85m，短径0．60mの楕円形である。底面

は平坦で，主室まで平坦である。確認面からの深さは0．95mである。壁面は，垂直に立ち上がる。

主室　底面は長軸2．20m，短軸1．35mの長方形で，，平坦である。確認面から底面までの深さは0．92mである。

壁面はフラスコ状に，内攣して立ち上がる。

覆土14層からなり，人為堆積と考えられる。下層に天井部が崩落した層が見られる。

遺物　覆土中から，須恵器片1点，土師質土器片1点，礫1点が出土している。

所見　A区北側の中世の基城の東端に位置している。時期は，遺構の形態や出土遺物から，中世と考えられる。
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第174図　第2号地下式墳実測図
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土層解説

1　褐　　　色　　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　9　暗　褐　色

2　褐　　　色　　ローム粒子・ローム小ブロック・炭化粒子少量　10　黒　褐　色

3　褐　　　色　　ソフトローム大ブロック多量　　　　　　　　　　11暗　褐　色

4　暗　褐　色　　ローム小ブロック少量　　　　　　　　　　　　　12　黒、、褐　色

5　暗　褐　色　　ローム粒子少量

6　褐　　　色　　ローム粒子少量，締まりなし　　　　　　　　　13　暗　褐　色

7　褐　　　色　　ローム小ブロック少量，締まりなし　　　　　　14　暗　褐　色

8　暗　褐　色　　ローム粒子・白色粘土粒子少量

0　　　　　　　　　　　　　　　2m」

ローム粒子・黒色土少量

ローム小ブロック少量

ローム小ブロック・白色粘土小ブロック少量

ローム小ブロック・白色粘土小ブロック少量，

崩落土

ローム大ブロック多量，崩落土

ローム大ブロック多量，白色粘土少量，崩落土

第3号地下式塘（第175図）（SK－61）

位置　調査A区北部，E4el区。

重複関係　第6号溝（SD－9）と重複している。第6号溝が，本跡の主室部を掘り込んでいることから，本跡が

古い。

長軸方向　N－100－E

竪坑　上面は長径2．20m，短径1．65mの不定形で，底面は長軸1．28m，短軸0．60mの長方形である。底面

は平坦で，主室まで緩やかに傾斜する。確認面からの深さは0．46mである。壁面は，やや外傾して立ち上が

る。

主室　底面は長軸2．90m，短軸1．70mの長方形で，平坦である。確認面から底面までの深さは0．84mである。

壁面は垂直に立ち上がる。

覆土　5層からなり，人為堆積と考えられる。下層に天井部が崩落した層が見られる。

土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子・ソフトローム中ブロック中量　　　　3　褐　　　色　　ソフトローム中・大ブロック中量

2　暗　褐　色　　ローム粒子少量，ソフトローム中ブロック多量，　4　暗　褐　色　　ローム中・大ブロック中量，崩落土

褐色土中量　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　褐　　　色　　ローム大ブロック多量，崩落土

遺物　覆土中から，土師器片7点，須恵器片2点，陶器片（常滑）2点が出土している。

所見　A区北側の中世の基城の北端に位置している。時期は，遺構の形態や出土遺物から，中世と考えられる。
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第175図　第3号地下式墳実測図
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0　　　　　　　　　　　　　　　2m」

第4号地下式埴（第176図）（SK－63）

位置　調査A区北部，E4eo区。

重複関係　第6号溝（SD－9）と重複している。第6号溝が，本跡の主室部を掘り込んでいることから，本跡が

古い。

長軸方向　N－860－E

竪坑　上面は径1．40mほどの円形で，底面は長径0．80m，短径0．67mの不定形である。底面は平坦で，主室

まで緩やかに傾斜する。確認面からの深さは0．67mである。壁面は，緩やかに，外傾して立ち上がる。また，

竪坑の入口部に，長径30cm，短径20～25cmの楕円形で，深さ約20cmのピットが，3か所検出されている。

第176図　第4号地下式墳実測図
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主室　底面は長軸2．72m，短軸1．70mの長方形で，平坦である。

確認面から底面までの深さは0．85mである。壁面はほぼ垂直に

立ち上がる。

覆土　9層からなり，人為堆積と考えられる。下層に天井部が崩

落した層が見られる。

土層解説

1暗　褐　色　ソフトローム中プロッタ多量，焼土粒子中量，炭

化粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　5　暗　褐　色

2　黒　褐　色　ソフトローム中ブロック多量，焼土粒子中量，炭　　6　褐　　色

化粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　7　暗　褐　色

3　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子中量，焼土小ブロック・炭　　8　暗　褐　色

化粒子少量

4　褐　　色　ソフトローム中・大ブロック多量，焼土粒子中量，　9　暗　褐　色

0　　　　　　5cm
し＿＿　　　　！

第177図　第4号地下式噴出土遺物実測図

炭化粒子少量，暗褐色土中量，崩落土

ソフトローム中ブロック中量

暗褐色土中呈

ソフトローム小・中ブロック多量，崩落土

ソフトローム小・中ブ‘ロック多量，ハード

ローム小・中ブロック少量

ローム大ブロック多量，崩落土

遣物　覆土中から，土師器片3点，須恵器片1点，1の土師質土器皿1点が出土している。

所見　A区北側の中世の墓城の北西部に位置している。時期は，遺構の形態から，中世と考えられる。

第4号地下式墳出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（印） 器 形　 の　 特 徴 手　 法　 の　 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第177図 皿 A ll ．5 底部か らロ綾部 の破 片。 平底む休部 水挽 き成形。底部 回転糸切 り後，ナ 砂粒 40％　 P 34 2

1 土師質土器 B　 3 ．5 か ら口綾部 にか け， 内攣 気味に立 ち デ。 赤褐色 外面 スス付着

C　 6 ．4 上が る。 普通 内面二次焼成

覆土 中

4　井戸

当遺跡からは，井戸4基を検出した。調査A区から1基，調査B区から3基である。以下，それぞれの井戸

の特徴と出土遺物について記載する。

第1号井戸（第179図）（SE－1）

位置　調査A区東部，E4j6区。

規模と形状　平面形は楕円形，断面形は深めの捨鉢状をしており，確認面から1．50mの深さまで急傾斜を呈し，

そこから下は円筒形である。規模は上面径2．35～3．35m，底面径0．90～0．98mで，深さ2．90mまで掘り込

んだところで，壁の崩落の危険があるために，それ以下の調査を打ち切った。

長径方向　N－70－E

覆土16層からなり，人為堆積と考えられる。

遺物　覆土中から土師器片7点，須恵器片3点，土師質土器片1点が出土している。

所見　調査A区の中世の墓城の南端に構築されている。時期は，遺構の形態や出土遺物から，中世と考えられ

る。

第2号井戸（第179図）（SE－4）

位置　調査B区東部，C4g4区。

規模と形状　平面形は円形，断面形は円筒形である。規模は上面径（1．23）～1．38m，低面径0・80－0・88mで，
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深さ0．80mまで掘り込んだところで，壁の崩落の危険があるために，それ以下の調査を打ち切った。

長径方向　N－270－E

覆土　7層からなり，人為堆積と考えられる。

遺物　覆土中から，土師器片3点，須恵器片2点が出土している。

所見　本跡の南東部は調査区城外である。時期は，遺構の形態や出土遺物から，奈良時代以降と考えられる。

第3号井戸（第179図）（SE－5）

位置　調査B区中央部，C3e7区。

規模と形状　平面形は上面が楕円形，底面が方形である。断面形は確認面から1．00mの深さまで急傾斜を持っ

た，深めの捨鉢状をしており，そこから下は角柱状である。規模は上面径1．40－2．20m，底面軸0．88mほ

どで，深さ1．90mまで掘り込んだところで，壁の崩落の危険があるために，それ以下の調査を打ち切った。

また，東側傾斜面に，径10cmほどの円形の掘り込みを，5か所検出している。

長径方向　N－800－E

覆土　5層からなり，人為堆積と考えられる。

遣物　覆土中から，土師器片32点，須恵器片10点，陶器片（常滑）6点，雲母片岩を中心に礫20点，砥石1

点が出土している。1の砥石，2の陶器（常滑）聾の休部片が覆土中からそれぞれ出土している。

所見　傾斜面の掘り込みは，4か所が縦一直線に並んでいることから，足場として利用した可能性がある。時

期は，遺構の形態や出土遺物から，中世以降と考えられる。

「
第178図　第3号井戸出土遣物実測図

第3号井戸出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

図版番号器　種
計　　測　　値

石　質出　土　地　点 備　　　考
長さ（cm）幅　（cm）厚さ（cm）重量（g）

第178図1 砥　石 （9．8）（5，9）（5．4）（370）凝灰岩覆土中 Q26
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第2号井戸（SE4）

⑥

「一一／「

l l

1　　　　1

第3号井戸（SE5）

「2，薪＋
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第179図　第1，2，3，4号井戸実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m」



図版番口 器 種 部 分 器　 形 ・ 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　 考

第178図

2

聾

陶　　 器

休部 縦線 と×印‘を組み合わせた押印文様が施 されている。 T P 14

外面褐灰色，自然粕　 内面灰褐色

常滑産 覆土中

第4号井戸（第179図）（SE－6）

位置　調査B区中央部，B3j5区。

重複関係　第35号竪穴住居跡と重複している。本跡が，第35号竪穴住居跡の床面を掘り込んでいることから，

本跡が新しい。

規模と形状　平面形は楕円形，断面形は確認面から0．70mの深さまで急傾斜を持った，深めの捨鉢状をしてお

り，そこから下は円筒形である。規模は上面径1．65～1．87m，底面径0．86～1．20mで，深さ1．90mまで掘

り込んだところで，壁の崩落の危険があるために，それ以下の調査を打ち切った。

長径方向　N－400－W

覆土　4層からなり，人為堆積と考えられる。

所見　時期は，遺構の形態から，第35号竪穴住居跡が奈良時代の8世紀復業であることから，平安時代の9世

紀以降と考えられる。

第1号井戸土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂少量

2　暗　褐　色　　ローム粒子・粘土小ブロック少量，焼土粒子・

炭化粒子中量

3　極暗褐色　　ローム小ブロック・粘土小・中ブロック少量

4　明　褐　色　　ローム中・大ブロック多量，褐色土少量

9　明　褐　色　　ローム小・中・大ブロック多量

10　明　褐　色　　ハード・ソフトローム中・大ブロック多量

11褐　　　色　　ローム中・大ブロック多量

12　灰黄褐色　　粘土大ブロック・褐色土多量

13　橙　　　色　　粘土大ブロック・褐色土多量

5　暗　褐　色　　粘土小・中ブロック・褐色土中量　　　　　　　14　褐　　　色　　粘土中ブロック多量，暗褐色土中量

6　暗　褐　色　　粘土小・中ブロック中量

7　褐　　　色　　ローム小・中・大ブロック多量

8　褐　　　色　　ローム小・中・大ブロック多量，暗褐色土中量

第2号井戸土層解説

1　褐　　　色　　ローム粒子・焼土粒子少量

2　暗　褐　色　　ローム粒子少量

3　黒　褐　色　　ローム小ブロック少量

4　暗　褐　色　　ローム小ブロック少量

第3号井戸土層解説

1　黒　　　色　　ローム粒子少量，ソフトローム中・大ブロック

中量

2　黒　　　色　　ローム粒子少量

第4号井戸土層解説

1　黒　褐　色　　ローム粒子少量，粘土小・中ブロック中量

2　黒　褐　色　　ローム粒子少量，焼土小・中ブロック・粘

土小・中ブロック中量

15　暗　褐　色　　粘土中ブロック多量，褐色土中量

16　暗　褐　色　　粘土小・中ブロック・褐色土多量

5　暗　褐　色

6　灰　褐　色

7　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

黒褐色土多量

湿っている

ローム小ブロック・暗褐色土少量

ローム粒子少量，ローム中ブロック中量

ローム粒子少量

ローム粒子少量，焼土小ブロック中量

粘土中ブロック多量

粘土中ブロック中量

5　大形竪穴状遺構

当遺跡からは，．大形竪穴状遺構2基を検出した。調査A区から1基，調査B区から1基である。大形竪穴状

遺構は，茨城県南部から千葉県北部にかけて検出される例が多く，これまで「井戸または井戸状遺構」として

報告されてきた。ここでは「大形竪穴状遺構」という名称で扱うことにする。以下，それぞれの特徴と出土遺

物について記載する。
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第1号大形竪穴状遺構（第180図）（SE－2）

位置　調査A区北部，E3d7区。

重複関係　墓城を区画・形成していると思われる第5号溝（SD－8）と重複している。第5号溝が，本跡の南西

部を掘り込んでいることから，本跡が古い。

規模と形状　平面形は楕円形，断面形は深めの捨鉢状で，底面に一段の掘り込みを持つ。底面は平坦である。

規模は上面径2．30～2．60m，低面径1．45－1．76m，掘り込み面の径0．30mで，深さ1．52mである。

長径方向　N－380－W

覆土11層からなり，人為堆積と考えられる。低面部から，多量の灰，炭化材，焼土が出土している。下部の

掘り込みは白色粘土層まで掘り込んでいる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　極暗褐色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　褐　　　色

6　暗　褐　色

ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量

ローム粒子多量，焼土粒子・黒色土少量

黒色土少量

ローム粒子・黒色土多量

ソフトローム小ブロック多量

ローム粒子・炭化粒子少量，黒色土中量

0第1号大形竪穴状遺構（SE－2）2m

L＿＿＿　　；　　　！

第180図　第1，2号大形竪穴状遺構実測図

7　暗　褐　色　　黒色土中量

8　褐　　　色　　黒色土中量

9　褐　　　色　　黒色土少量

10　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

11にぷい褐色　　ローム小・中ブロック中量，炭化粒子・粘土小・中

ブロック多量
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遺物　覆土中から，土師器片12点，須恵器片2点，土師質土器片1点が出土している。1と2の土師器嚢が覆

土中からそれぞれ出土している。

所見　性格については不明であるが，遺構の形態や出土遺物から，時期は平安時代と考えられる。

第2号大形竪穴状遺構（第180図）（SE－3）

位置　調査B区東部，C4i2区。

重複関係　第118，155，216，217号土坑と重複している。第118，155，216，217号土坑が，本跡の北部から

南部にかけて掘り込んでいることから，本跡が古い。

規模と形状　平面形は円形，断面形は深めの捨鉢状で，底面に一段の掘り込みを持つ。底面は平坦である。規

模は上面径3．65～3．70m，低面径2．38～2．45m，掘り込み面の径0．70mで，深さ1．78mである。

長径方向　N－00

覆土12層からなり，人為堆積と考えられる。全体的に，炭化粒子や焼土粒子を含んでいる。下部の掘り込み

は白色粘土層まで掘り込んでいる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　灰　褐　色

ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量

ローム粒子・焼土粒子少量

ローム粒子・ローム中ブロック少量

ローム粒子少量

ソフトローム小ブロック多量

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

7　暗　褐　色

8　暗　褐　色

9　暗　褐　色

10　灰　褐　色

11暗　褐　色

12　灰　褐　色

ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

ローム粒子・炭化粒子少量

ローム小ブロック中量，炭化小ブロック少量

ローム粒子少量，硬く締まっている

ローム粒子少量，じっとりと湿っている

ローム粒子少量，びしょびしょに湿っている

遺物　覆土中から，土師器片78点，須恵器片50点，土師質土器片6点，礫1点が出土している。3の須恵器

杯，4と5の須恵器高台付埠，6と7の須恵器鉢が覆土中から，8の土師器小形婆が覆土下層からそれぞれ

出土している。

所見　性格については不明であるが，遺構の形態や出土遺物から，時期は平安時代と考えられる。

第1号大形竪穴状遺構出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形　の　特 徴 手 法　の　特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第181図 婆 A ［23．8］休部から口綾部の破片。休部は内攣 ロ縁部内・外面横ナデ。体部内・外 砂粒 5 ％　P 374

1 土 師 器 B （12．8）気味に立ち上がる。口綾部は外反し

て，中位に稜を持つ。端部はつまみ
上げられている。

面ナデ。 にぷい赤褐色
普通

覆土中

2

聾 A ［22．6］休部から口綾部の破片。ロ綾部は外 口縁部内・外面横ナデ。体部内・外 長石　 石英　 雲母 5 ％　P 375

土 ．師 器 B （7．6）反して，中位に稜を持つ。端部はつ

まみ上げられている。

面ナデ。 砂粒

にぷい褐色
普通

覆土中

第2号大形竪穴状遺構出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形　 の　特 徴 手 法　の　特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

（第181図 杯 A 13．6 底部から口縁廓の破片。平底。休部 口綾部，体部内 ・外面ロタロナデ。 長石　 砂粒・ 40％　P 376

3 須 恵 器 B　 4．2

C　 8．4

から口綾部にかけ，直線的に外傾 し

て立ち上がる。

底部回転へラ削りナデ。 黄灰色
普通

覆土中

4

高台付杯 A ［14．6］ 高台部から口綾部の破片。高台部は 口綾部，体部内 ・外面ロタロナデ。 長石　 砂粒 60％　P 377

須 恵 器 B　 5．4 「ハ」の字状に開く。平底。休部は 底部回転へラ削り。高台部貼 り付け， 黄灰色 底部外面へラ記号

D　 8．6
E　 l．3

直線的に外傾 して立ち上が り，下位

に稜を持つ。端部はわずかに外反す

る。

ロタロナデ。 普通 覆土中
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第181図 高台付坪 A ［17．6］ 高台部から口綾部の破片。高台部は ロ綾部，体部内 ・外面ロタロナデ。 長石 ・砂粒 30％　P 378

5 須 恵 器 B　 6．4 「ハ」の字状に開 く。平底。休部は 底部回転へラ削り。高台部貼り付け， 灰白色 覆土中

D ［13．0］

E　 l．4

内攣気味に外傾 して立ち上がり，下

位に稜を持つ。ロ綾部は外反して立
ち上がる。

ロタロナデ。 良好

6

鉢 A ［40．4］休部から口綾部の破片。休部は外傾 口綾部，体部内 ・外面ロタロナデ？ 長石　 雲母　 砂粒 5％　P 380

須 恵 器 B （16．7） して立ち上がる。口綾部は強 く外反 休部外面平行叩き。内面ナデ，アテ 灰黄色 覆土中

して，中位に稜 を持つ。端部はつま

み上げられている。

具痕有 り。 普通

7

鉢 A ［29．0］ 休部から口綾部の破片。休部は外傾 口綾部，体部内 ・外面ロクロナデ。 雲母　 砂粒 5％　P 381

須 恵 器 B （11．5） して立ち上がる。口綾部は強 く外反

して，中位に稜を持つ。端部はつま

み上げられている。

休部外面平行叩き，内面ナデ。 灰 白色
普通

l

覆土中

8

小 形 聾 A 13．6 休部からロ綾部の破片。休部は内攣 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 長石　 石英　 砂粒 40％　 P 379

土 師 器 B （11．4） 気味に立ち上がる。口綾部は外反し

て立ち上がる。端部はつまみ上げら
れている。

ラ削り，内面へラナデ。 にぷい橙色

普通

覆土下層

6　土坑

当遺跡からは，土坑350基を検出した。性格や時期の違いについて検討した結果，次のように分類した。

（1）楕円形で墓境と考えられる土坑…25基

（2）円形で墓境と考えられる土坑…140基

（3）方形竪穴状遺構…2基

（4）火葬施設…1基

（5）方形土坑…65基

（6）粘土採掘坑，粘土貯蔵土坑…5基

（7）その他の土坑…112基

墓境と考えられる土坑の判断基準は，土坑の覆土中に人骨や骨片等が含まれていること，副葬品と考えられ

る遺物が出土すること，以上の2点を満たしていることを前提とした0しかし，実際には，土坑の出土遺物は

細片が多く，全体的に数が少なかったことから，上記の条件を満たした基嬢と形状や覆土の堆積状況が類似し

ている土坑，周辺に副葬品と考えられる遣物が出土した土坑についても，総じて土墳墓と考えることとした0

以下，（1）～（6）について，形状のしっかりしたものや特徴のあるもの，遺物が多いものについて文章で記載し，

その他のものは一覧表に掲載した。また，（7）については第200～204図と一覧表に掲載した0

（1）楕円形で墓境と考えられる土坑…25基（第182，183図）

第17B号土坑

位置　調査B区北東部，E4h3区。

規模と形状　平面形は，長径1．76m，短径0．86mの楕円形で，深さ20cmである。底面は平坦で，楕円形を呈

している。壁面は緩やかに外傾して，立ち上がっている。北側には一辺14cmの方形で，深さ47cmのピット

が確認された。

長径方向　N－230－E

覆土　1層からなり，人為堆積と考えられる。

所見　時期は，出土遺物がないことから特定できないが，中・近世と考えられる。
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ヒ二＿＿十一∵二∃

第37号土坑

位置　調査A区北東部，E4e5区。

規模と形状　平面形は，長径1．42m，短径0．77mの楕円形で，深さ8cmである。底面は平坦で，楕円形を呈

している。壁面は緩やかに外傾して，立ち上がっている。

長径方向　N－800－W

覆土　2層からなり，人為堆積と考えられる。

遺物　覆土中から，古銭「紹豊元賛」1点が出土している。

所見　時期は，遺構の形態や出土遺物から，中世と考えられる。

第60号土坑

位置　調査A区北部，E3d4区。

規模と形状　平面形は，長径2．18m，短径1．84mの楕円形で，深さ60cmである。底面は平坦で，楕円形を呈

している。壁面は外傾して，立ち上がっている。

長径方向　N－110－W

覆土15層からなり，人為堆積と考えられる。

遺物　土師器片3点，瀬戸・美濃系と志野系の陶器片5点，銅製品1点，砥石1点，人骨（歯），獣骨（牛）が

出土している。1の陶器（志野系）皿，2の陶器（瀬戸系）中瓶，3の砥石が覆土中からそれぞれ出土して

いる。

所見　本跡は，土層の状況から，同一坑内で複数回にわたって使用されたものと考えられる0黄初に使用され

ていたのは，5，10～12，15層の土坑であり，出土した獣骨は解体したものを廃棄したものと思われる0時

期は不明であるが，近世以前の可能性がある。後から掘り込まれたのは，1～4，6～9，13，14層の土坑

であり，人骨が出土したことや底面の状況から，座棺による墓境の可能性が高い0時期は，遺構の形態や出

土遺物から，近世の17－18世紀と考えられる。
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第184回　楕円形で墓境と考えられる土坑出土遺物実測図

第60号土坑出土遣物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特 徴 手　 法　 の　 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第 184図 皿 A ［1 1．4］ 休部 か らロ綾 部の破片。休部か らロ 水挽 き成 形。 砂粒 10％　 P 34 0

1 陶　　 器 B （2 ．2） 縁部 にかけ，内攣気味 に立ち上が り， にぷい黄橙 色 志野系 （1 7C ）

中位 に稜 を持 つ。 灰白色 （粕）

普通

覆土 中

2

中　　 瓶 B （18 ．2） 底部か ら休部 の破 片。 上げ底。休部 水挽 き成形。底部 回転 糸切 り後，ナ 砂粒 60％　 P 3 4 1

陶　　 器 C　 8 ．2 は 内攣気味 に立 ち上 がる。 デ。 浅黄橙色

明黄褐色 （粕）

普通

外面灰粕

瀬戸系 （18C 末）

覆土中

図 版 番 号 器　 種
計　　 測　　 値

石　 質 出　 土　 地　 点 備　　　 考
長さ （cm ） 幅　 （cm） 厚さ （cm ） 重量 （g ）

3 砥　 石 （6涌） （3 ．3） （2 ．1） （76） 凝灰岩 覆土中 Q 47

第17B号土坑土層解説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第37号土坑土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子・ローム小・中ブロック少量　　　　1褐　　　色　　ローム粒子多量，ソフトローム小ブロック少量

2　明　褐　色　　ローム小・中ブロック中量

第29号土坑土層解説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第48号土坑土層解説

1褐　　　色　　ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量　　1極暗褐色　　ローム粒子多量

2　褐　　　色　　ローム小・中ブロック中量　　　　　　　　　　　2　褐　　　色　　ローム粒子・ローム中ブロック多量

3　褐　　　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量　　　　　3　明　褐　色　　ローム小・中ブロック多量

4　褐　　　色　　ローム粒子多量，焼土粒子少量

第30号土坑土層解説

1　褐　　　色　　ローム粒子・ローム小ブロック多量

2　明　褐　色　　ローム小・中ブロック多量
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第60号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　褐　　　色

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

8　暗　褐　色

ローム粒子少量，ざくざくしている

ローム粒子多量

ローム粒子・炭化粒子少量

ローム粒子・ローム小ブロック多量

ローム小ブロック少量，ごつごつしている

ローム粒子少量

ローム小ブロック多量，ざくざくしている

ローム粒子中量

9　暗　褐　色

10　暗　褐　色

11暗　褐　色

12　暗　褐　色

13　褐　　　色

14　灰　褐　色

15　褐　　　色

ローム粒子多量

ローム粒子多量，ごつごつしている

ローム大ブロック多量，ごつごつしている

ローム小ブロック多量，ごつごつしている

ローム粒子多量

ローム小ブロック少量，粘性有り

ローム大ブロック多量，ごつごつしている

（2）円形で墓嬢と考えられる土坑…140基（第185～190図）

第10号土坑

位置　調査A区東部，E4j7区。

重複関係　本跡は，第9号土坑と重複している。本跡が，第9号土坑を掘り込んでいることから，本跡が新し

い。

規模と形状　平面形は，長径1．24m，短径1．13mの不整円形で，深さ31cmである0底面は平坦で，円形を呈

している。壁面は垂直に，立ち上がっている。

長径方向　N－720－W

覆土　4層からなり，人為堆積と考えられる。

所見　時期は，遺構の形態から，近世と考えられる。

第83号土坑

位置　調査B区南部，D3i7区。

規模と形状　平面形は，長径1．22m，短径1．11mの不整円形で，深さ24cmである0底面は平坦で，円形を呈

している。壁面は外傾して，立ち上がっている。

長径方向　N－370－E

覆土　5層からなり，人為堆積と考えられる。底面に黒色土がうっすらと堆積している0

遺物　覆土中から，土師器片2点，鉄釘片3点が出土している。

所見　時期は，遺構の形態や出土遺物から，近世と考えられる。

第165号土坑

位置　調査B区中央部，B3i8区。

重複関係　本跡は，第193，261，282号土坑と重複している。それぞれの切り合いが不明なことから，新旧関

係は確定できない。

規模と形状　平面形は，長径1．25m，短径1．19mの円形で，深さ30cmである0底面は平坦で，円形を呈して

いる。壁面は外傾して，立ち上がっている。

長径方向　N－500－E

覆土　4層からなり，人為堆積と考えられる。

遺物　覆土中から，土師器片2点，古銭1点が出土している。

所見　時期は，遺構の形態や出土遺物から，近世と考えられる。
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第173号土坑

位置　調査B区中央部，B3i8区。

重複関係　本跡は，第226，282号土坑と重複している。本跡が，第226号土坑と第282号土坑を掘り込んでい

ることから，本跡が新しい。

規模と形状　平面形は，長径1．60m，短径1．42mの円形で，深さ44cmである。底面は平坦で，円形を呈して

いる。壁面は外傾して，立ち上がっている。

長径方向　N－00

覆土　2層からなり，人為堆積と考えられる。

遺物　覆土中から，土師器片5点，1の土師質土器皿1点が出土している。

所見　時期は，遺構の形態や出土遺物から，近世と考えられる。

第175号土坑

位置　調査B区東部，C4d2区。

規模と形状　平面形は，径1．29mの円形で，深さ51cmである。底面は平坦で，円形を呈している。壁面は外

傾して，立ち上がっている。

長径方向　N－00

覆土　5層からなり，人為堆積と考えられる。

遺物　覆土中から，土師器片8点，須恵器片10点，2の土師質土器皿1点が出土している。

所見　時期は，遺構の形態や出土遺物から，近世と考えられる。

第247号土坑

位置　調査B区中央部，B3d9区。

規模と形状　平面形は，長径1．50m，短径1．42mの円形で，深さ16cmである。底面は平坦で，円形を呈して

いる。壁面は緩やかに外傾して，立ち上がっている。

長径方向　N－520－W

覆土　3層からなり，人為堆積と考えられる。

遺物　覆土中から，土師器片1点，須恵器片1点，3の土師質土器皿1点が出土している。

所見　時期は，遺構の形態や出土遺物から，近世と考えられる。

第173号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形　 の　特 徴 手 法　 の　特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第191図 皿 A ［8．2］ 底部からロ綾部の破片。平底。休部 口綾部，体部内 ・外面横ナデ。底部 砂粒 10％　 P 360

1 土師質土器 B　 l．9
C ［5．4］

か ら口綾部にかけ，直線的に外傾し

て立ち上がる。

ナデ。 橙色
普通

覆土中

第175号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形　の　特 徴 手 法　 の　特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第191図 皿 A ［8．8］ 底部から口綾部の破片。平底。休部 水挽き成形。底部ナデ。 雲母 砂粒 15％　 P 361

2 土師質土器 B　 2．0
C ［5．6］

から口綾部にかけ，直線的に外傾し

て立ち上がる。

スコリア

橙色
普通．

覆土中

－221－
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第187図　円形で基境と考えられる土坑実測図（3）
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第188図　円形で基境と考えられる土坑実測図（4）
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第190図　円形で墓壕と考えられる土坑実測図（6）

第247号土坑出土遺物観察表

A
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図版番号器　種計測値（m） 器　形　の　特徴 手　法　の　特徴 胎土・色調・焼成備　考

第191区l皿A［14．2］底部から口縁部の破片。平底。休部水挽き成形。底部回転糸切り後，ナ砂粒スコリア20％　P367

3土師質土器B　5．4から日録部にかけ，内攣気味に立ち

上がる。端部はわずかに外反する。

デ。 橙色

普通

覆土中
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第191図　円形で墓頓と考えられる土坑出土遺物実測図
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第10号土坑土層解説

1黒　褐　色　　ローム粒子多量，締まり有り

2　暗　褐　色　　ローム小ブロック多量，さくさくしている

3　暗　褐　色　　ローム粒子・ローム小ブロック少量

4　褐　　　色　　ローム中ブロック多量，締まり有り
ノ‘

第17D号土坑土層解説

1暗　褐　色　　ローム粒子・ローム小ブロック少量

2　褐　　　色　　ローム大ブロック中量

3　暗　褐　色　　ローム粒子少量，ローム小・中ブロック中量

第17G号土坑土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子少量

2　暗　褐　色　　ローム粒子少量，ローム小・中ブロック中量

3　暗　褐　色　　ローム中・大ブロック中量

第17H号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　黒　褐　色

3　灰　褐　色

第83号土坑土層解説

1　褐　　　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

4　黒　褐　色

5　黒　褐　色

第92号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

第98号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　褐　　　色

第102号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　灰　褐　色

4　暗　褐　色

5　黒　褐　色

ローム粒子・ローム小・中ブロック中量

ローム中・大ブロック中量

ローム小・中ブロック多量

ローム粒子・ローム小ブロック多量

ローム粒子・ローム小ブロック・暗褐色土多

量

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

ソフトローム小ブロック多量

ソフトローム小ブロック中量

ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子少

量

ローム小ブロック中量，黒褐色土少量

ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子中量

ローム粒子少量，ローム中・大ブロック中量

ローム粒子・炭化粒子少量

ローム粒子中量，ローム中・大ブロック多量

ローム粒子少量，しゃりしゃりしている

ローム粒子少量

ローム粒子少量

ローム粒子中量，硬く締まっている

ローム粒子・ローム小ブロック中量

第103号土坑土層解説

1　褐　　　色　　ローム小・中ブロック・暗褐色土中量

2　褐　　　色　　ローム小ブロック・暗褐色土中量

3　褐　　　色　　ハードローム中ブロック・暗褐色土中量

4　褐　　　色　　炭化粒子少量，暗褐色土多量

5　褐　　　色　　ローム中ブロック・暗褐色土中量

第105号土坑土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子多量，ローム大ブロック中量

2　暗　褐　色　　ローム粒子多量

3　褐　　　色　　ローム粒子多量，暗褐色土中量

4　明　褐　色　　ローム粒子多量，ローム大ブロック中量

5　明　褐　色　　ローム中・大ブロック多量

第106号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子少量

ローム小ブロック少量

ローム粒子・ローム小ブロック少量

第109号土坑土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子少量

2　褐　　　色　　ローム小・中ブロック中量，黒褐色土少量

3　褐　　　色　　ローム小・中ブロック・黒褐色土中量

第110号土坑土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子中量

第113号土坑土層解説

褐
　
褐
　
褐

暗

暗

灰

1　　2　　3

第114号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

ローム粒子・焼土粒子少量，粘土質，締まり有り

ローム粒子・焼土粒子少量，粘土質

粘土質，硬く締まっている

ローム粒子・焼土粒子少量，硬く締まっている

ローム粒子・焼土粒子少量

ローム粒子少量，粘土粒子中量

第120日号土坑土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子少量

2　暗　褐　色　　ローム粒子少量

3　褐　　　色　　ローム粒子少量，粘土小・中ブロック中量

第127号土坑土層解説

1褐　　　色　　ローム粒子中量，ローム中・大ブロック多量

第130号土坑土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子中量，焼土粒子少量

2　暗　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量

3　褐　　　色　　ローム粒子少量，柔らかい

4　暗　褐　色　　ローム小ブロック中量，黒褐色土多量

第135号土坑土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子・ローム小ブロック少量

2　暗　褐　色　　ローム粒子・ローム中ブロック・黒褐色土少量

3　褐　　　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

第137号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　褐　　　色

5　暗　褐　色

第171号土坑土層解説

1　褐　　　色

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

4　褐　　　色

第142号土坑土層解説

1　褐　　　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

－228－

ローム粒子少量

ローム粒子・ローム小・中ブロック少量

ローム粒子少量，ローム小ブロック中量

ローム粒子・焼土粒子・砂少量

ローム粒子・ローム小・中ブロック・焼土粒子少量

ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子少量

ローム大ブロック少量

ローム粒子少量

ローム粒子多量，焼土粒子中量

ローム粒子多量，暗褐色土少量

褐色土中量

焼土粒子少量，暗褐色土中量

ローム粒子・焼土粒子少量

ローム粒子・焼土粒子少量

ローム粒子・ローム小ブロック少量，締まり有り



第144号土坑土層解説

1　極暗褐色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　褐　　　色

6　暗　褐　色

第146号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　褐　　　色

6　褐　　　色

第147号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　褐　　　色

5　暗　褐　色

6　黒　褐　色

第154号土坑土層解説

1　暗　褐　色

第160号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

第161号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　灰　褐　色

4　暗　褐　色

ローム粒子中量，焼土粒子少量

ローム粒子・ローム中ブロック中量

ローム中ブロック・粘土中ブロック中量

ローム粒子少量，ローム小ブロック中量

ローム粒子中量，ローム中・大ブロック多量

ローム粒子少量

ローム小・中ブロック中量，焼土粒子・焼土

小・中ブロック多量，粘土中ブロック少量

ローム小ブロック多量，焼土粒子少量

ローム小・中ブロック多量，焼土粒子少量

焼土粒子多量，褐色土中量

焼土粒子・焼土小ブロック・暗褐色土多量

ローム大ブロック少量

ローム粒子・焼土粒子少量

ローム粒子少量，ローム中ブロック中量

ローム粒子中量，ローム中ブロック多量，粘

土小ブロック少量

粘土小ブロック少量

褐色土中量

ローム中ブロック・粘土小ブロック中量

ローム粒子・ローム小ブロック中量

ローム粒子・ローム小ブロック少量

ローム粒子・ローム小ブロック少量，黒褐色

土少量，硬く締まっている

ローム粒子少量

ローム粒子少量，硬く締まっている

ローム小ブロック少量，硬く締まっている

ローム粒子・ローム小・中ブロック少量

第162A，B号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　褐　　　色

3　黒　褐　色

4　黒　褐　色

5　暗　褐　色

第165号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

ローム粒子少量

ローム粒子少量，締まり有り

ローム粒子・ローム小ブロック・暗褐色土少量

ローム粒子少量，ローム小ブロック中量

ローム粒子・ローム大ブロック・焼土粒子少

量，ローム小・中ブロック多量

ローム粒子中量，ローム中ブロック・黒褐色

土少量

ローム粒子中量，ローム大ブロック・黒褐色

土少量

3　暗　褐　色　　ローム粒子・ローム中ブロック中量，黒褐色

土少量

4　暗　褐　色　　ローム中・大ブロック・褐色土中量

第173号土坑土層解説

1　褐　　　色

2　褐　　　色

ローム中・大ブロック・粘土中・大ブロック多量

ローム中・大ブロック多量，粘土大ブロック少量，

暗褐色土中量

第175号土坑土層解説

1褐　　　色　　ローム粒子・ローム中ブロック多量

2　褐　　　色　　ローム粒子・ローム中ブロック多量，焼土粒子少量

3　褐　　　色　　ローム粒子・ローム中・大ブロック多量

4　褐　　　色　　ローム粒子・焼土粒子中量

5　褐　　　色　　ローム粒子・ローム中・大ブロック・焼土粒子中量

第181号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

7　褐　　　色

第182号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

4　極暗褐色

第185号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　明　褐　色

第187号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　灰　褐　色

第188号土坑土層解説

1　暗　褐　色

第189号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

第192号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

第193号土坑土層解説

1　暗　褐　色
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ローム粒子・ローム小・中ブロック少量

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，ローム小・

中ブロック中量

ローム粒子少量

ローム粒子・ローム小ブロック少量，締まり有り

ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

ローム中ブロック・ローム大ブロック・粘土粒子

少量

ローム大ブロック少量

ローム粒子中量，ローム中ブロック多量

ローム粒子・ローム中ブロック多量，焼土粒子中量

ローム粒子・焼土粒子少量

ローム小・中ブロック少量

ローム粒子・焼土粒子中量

ローム粒子・焼土粒子・焼土小ブロック中量

ローム粒子・ローム小・中ブロック多量

ローム中ブロック多量

ローム粒子・焼土粒子少量

ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子少量

ローム粒子・ローム中ブロック・黒褐色土少量

ローム粒子・ローム中ブロック多量，焼土粒子中量

ローム粒子・ローム中・大ブロック中量

ローム粒子・ローム小・中・大ブロック多量

焼土粒子少量，明褐色土多量

ローム粒子・ローム中ブロック・焼土粒子・粘土

粒子・粘土小ブロック少量

ローム粒子・ローム小・中ブロック少量

ローム粒子・ローム小・中ブロック・粘土粒子少量

ローム粒子中量，ローム小・中ブロック少量



第194号土坑土層解説

1　褐　　　色

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

第195号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

第209号土坑土層解説

1　褐　　　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

4　褐　　　色

5　褐　　　色

6　明　褐　色

7　にぷい褐色

ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量

ローム粒子多量，ローム中・大ブロック・粘

土中ブロック中量

ローム粒子・ローム小・中ブロック多量，粘

土小ブロック中量

ローム粒子多量，ローム小・中ブロック少量

ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量

ローム粒子多量，ローム小・中ブロック・粘

土小・中ブロック中量

ローム粒子多量，ローム小ブロック・炭化小

ブロック中量

ローム粒子・ローム小ブロック多量

ローム粒子・ローム大ブロック・炭化粒子多量

ローム粒子多量，締まっている

ローム粒子多量

ローム粒子多量，ローム大ブロック中量

ローム大ブロック中量

第210B号土坑土層解説

1褐　　　色　　ローム中ブロック・粘土小・中ブロック多量

第211号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

4　暗　褐　色

第216号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

第217号土坑土層解説

1　褐　　　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

第218号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　極暗褐色

3　極暗褐色

4　暗　褐　色

第224号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　極暗褐色

3　暗　褐　色

4　極暗褐色

5　褐　　　色

6　褐　　　色

ローム大ブロック中量，焼土粒子少量

ローム小・中ブロック・暗褐色土中量

ローム大ブロック・暗褐色土中量

ローム粒子少量，ローム小ブロック中量

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

ローム粒子・ローム小ブロック少量

ローム小ブロック中量，黒褐色土少量

ローム小・中ブロック・黒褐色土少量

褐色土中量

ローム粒子多量

ローム粒子多量，暗褐色土中量

ローム粒子・ローム小ブロック多量，締まり

有り

ローム粒子・ローム小ブロック多量

ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子少量

ローム中ブロック多量，焼土粒子中量

ローム粒子多量，ローム大ブロック中量

ローム小・中ブロック・黒色土中量，焼土中・

中ブロック少量

ローム中ブロック・粘土中・大ブロック多量

粘土小ブロック中量

ローム中・大ブロック多量，焼土粒子中量

ローム中・大ブロック多量，焼土粒子中量

ローム中・大ブロック・粘土中ブロック多量

ローム中・大ブロック多量

第225号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

4　褐　　　色

第226号土坑土層解説

1　褐　　　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

第231号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

ローム粒子中量，ローム小・中ブロック少量

ローム中・大ブロック・明褐色土多量

ローム粒子・褐色土中量

ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量

ローム粒子・ローム小・中・大ブロック多量

ローム粒子・ローム小・中・大ブロック多量，粘

土中ブロック中量

ローム粒子多量

ローム粒子・ローム中ブロック・焼土粒子少量

ローム粒子・ローム中ブロック中量

ローム粒子・ローム中ブロック中量，締まり有り

第232号土坑土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子・ローム小・中ブロック・焼土粒子少量

2　暗　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小・中ブロック少量

3　暗　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子中量，焼土中ブロック少量

4　暗　褐　色　　ローム粒子・ローム中ブロック多量，焼土粒子少量

第233号土坑土層解説

1極暗褐色　　ローム粒子・ローム小ブロック少量

2　暗　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量

第240号土坑土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

2　暗　褐　色　　ローム粒子・ローム小ブロック多量，焼土粒子少量

3　極暗褐色　　ローム粒子少量

第247号土坑土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック中量

2　灰　褐　色　　ローム粒子・ローム小ブロック・粘土小ブロック

少量

3　暗　褐　色　　ローム粒子・粘土粒子少量，粘土質

第249号土坑土層解説

1暗　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量

2　暗　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量

3　褐　　　色　　ローム粒子・ローム中・大ブロック多量

4　極暗褐色　　ローム粒子少量

第250号土坑土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子・ローム小・大ブロック少量

2　暗　褐　色　　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子少量

第251号土坑土層解説

1極暗褐色　　ローム粒子・ローム小・中ブロック中量

2　褐　　　色　　ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量

3　褐　　　色　　ローム粒子多量，ローム中・大ブロック中量

4　暗　褐　色　　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

第252号土坑土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子少量

2　暗　褐　色　　ローム粒子・ローム大ブロック・焼土粒子少量
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第253号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　黒　褐　色

第255号土坑土層解説

1　褐　　　色

2　暗　褐　色

3　黒　　　色

第256号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　極暗褐色

第257号土坑土層解説

1　暗　褐　色

第259号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　灰　褐　色

第260号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

第261号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

第265号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

第287号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

ローム粒子・粘土小・中ブロック少量，ロー

ム小ブロック中量

ローム粒子中量，ローム小ブロック・粘土小・

大ブロック少量

ローム粒子・砂少量

ローム粒子・焼土粒子・焼土小ブロック中量

ローム粒子・ローム中ブロック中量，焼土粒

子多量

ローム小ブロック少量

ローム粒子・焼土粒子中量

ローム粒子・焼土粒子・焼土小ブロック中量

ローム粒子・ローム小・中ブロック・焼土粒

子少量

ローム粒子・焼土小ブロック少量

ローム粒子少量，ローム小・中ブロック中量

ローム粒子・ローム大ブロック少量

ローム小・中ブロック中量

ローム小・中・大ブロック少量

ローム粒子・ローム小・中ブロック・焼土粒

子少量

ローム中ブロック・粘土小ブロック中量

ローム粒子少量，ローム小・中ブロック中量

ローム中ブロック・粘土中ブロック少量

ローム粒子・ローム小ブロック・粘土粒子少

量

ローム粒子・粘土粒子・粘土小ブロック少量，

ローム小ブロック中量

ローム粒子・粘土粒子少量

ローム粒子少量

ローム粒子・ローム小ブロック少量

ローム粒子少量

ローム粒子・ローム小ブロック少量

ローム粒子・ローム小ブロック少量，締まり

有り

ローム粒子・ローム小ブロック中量

（3）方形竪穴状遺構（第192図）

第1号方形竪穴状遺構（SK－39）

位置　調査A区北東部，E4f7区。

第268号土坑土層解説

1　褐　　　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

第272号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　極暗褐色

第281号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

4　褐　　　色

5　褐　　　色

ローム粒子中量，粘土小・中ブロック多量

ローム粒子・ローム中ブロック多量

ローム粒子・ローム中・大ブロック・粘土中ブロ

ック多量，黒色土少量

ローム小・中ブロック少量

ローム中ブロック中量

ローム粒子少量，ぼろぼろしている

ローム粒子・ローム中ブロック少量，ローム大ブ

ロック中量

ローム粒子少量

ローム粒子・ローム小ブロック少量

ローム粒子・ローム小・大ブロック少量

第288号土坑土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子中量，焼土粒子少量

2　褐　　　色　　ローム中・大ブロック多量，焼土粒子少量

第300号土坑土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小・中ブロック少量

2　褐　　　色　　ローム粒子少量，ローム小・中ブロック中量

第301号土坑土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子中量

2　暗　褐　色　　ローム粒子・ローム小ブロック少量

第302号土坑土層解説

1　褐　　　色　　ローム粒子・ローム小ブロック少量

2　黒　褐　色　　ローム粒子・ローム小ブロック少量

3　暗　褐　色　　ローム粒子・ローム小ブロック少量，締まっている

4　黒　褐　色　　ローム粒子・ローム小ブロック少量，暗褐色土少

量

5　黒　褐　色　　ローム粒子少量，ローム小・中ブロック中量

第307号土坑土層解説

1褐　　　色　　ローム粒子中量，焼土粒子少量

2　褐　　　色　　ローム粒子・暗褐色土中量

3　褐　　　色　　ローム粒子多量，ローム中・大ブロック中量

第320，324号土坑土層解説（第196図）

1　暗　褐　色　　ローム粒子・ローム中ブロック中量，しゃりしゃ

りしている

2　暗　褐　色

3　灰　褐　色

4　暗　褐　色
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ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ぼろぼ

ろしている

ローム粒子中量

ローム小ブロック中量，硬く締まっている



規模と形状　平面形は，長軸2．07m，短軸1．88mの不整長方形で，深さ51cmである9底面は平坦で，長方形

を呈している。壁面は外傾して，立ち上がっている。南壁中央部に，長さ60cm，幅65＿cmのスロープ状の出

入口施設が付設されている。ピットは2か所（Pl，P2）。長径30cm，短径20～25cmの楕円形で，深さ26

cm前後である。

長軸方向　N－60－E

覆土　5層からなり，人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量　　　　4　褐　　色　　ローム粒子多量

2　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量　　5　褐　　色　　ローム粒子多量，ハードローム小ブロック・焼土

3　褐　　色　　ローム粒子・ローム小・中ブロック中量，焼　　　　　　　　　　粒子・焼土中ブロック・炭化粒子中量

土粒子多量

遺物　覆土中から，土師器片12点，須恵器片8点が出土している。

所見　遺構の形態や出土遣物から，調査A区の墓城に伴う埋葬施設の可能性が高いと思われる。時期は中世と

考えられる。

SK　39

第192図　第1，2号方形竪穴状遺構実測図

SK　42
0　　　　　　　　　　　　　2m

「一一一一　一一t　　二∃

第2号方形竪穴状遺構（SK－42）

位置　調査A区北東部，E4f8区。

規模と形状　平面形は，長軸2．04m，短軸1．98mの不整方形で，深さ35cmである。底面は平坦で，方形を呈

している。壁面は外傾して，立ち上がっている。ピットは3か所（Pl～P。）。PlとP2は，長径20～24cm，

短径15－19cmの楕円形で，深さ22－24cm，P3は，長径62cm，・短径34cmの楕円形で，深さ10cmである。

長軸方向　N－710－W

覆土　6層からなり，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　ローム小ブロック・焼土粒子少量　　　　　　4　黒　褐　色　　ローム粒子多量，炭化物（木炭）少量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　5　暗　褐　色　　粘土大ブロック多量

3　極暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・炭化粒　　6　暗　褐　色　　ローム小ブロック・炭化粒子少量

子少量
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遺物　覆土中から，骨粉が出土している。

所見　遺構の形態や出土遺物から，調査A区の墓域に伴う埋葬施設の可能性が高いと思われる。時期は中世と

考えられる。

（4）火葬施設（第193図）

第1号火葬施設（SK－18）

位置　調査A区北部，E4fl区。

規模と形状　本跡は，吸気坑と燃焼坑の2基の土坑から

構成されている。吸気坑は，東西に長軸を持ち，平面形

は，長径0．75m，短径0．60mの楕円形で，深さ11cm

である。燃焼坑は，南北に長軸を持ち，平面形は，長径

二二三三一
0　　　　　　　　　　50cm
1　　　　　　　1

第193図　第1号火葬施設実測図
0．62m，短径0．60mの円形で，深さ5cmである。底面

は共に皿状であり，壁面は緩やかに外傾して，立ち上がっている。また，吸気坑と燃焼坑は，長さ20cm，幅

16cmの通気孔を介して繋がれており，通気孔と燃焼坑の底面は火熟を受けて赤変している。通気孔から燃焼

坑にかけて多量の焼土塊が広がり，燃焼坑の中央部には多量の炭化材が確認された。

長径方向　（吸気坑）N－71。－W，（燃焼坑）N－00

覆土　7層からなり，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　　　色　　ローム粒子多量，ソフトローム中ブロック中量　　　　　5　褐　　　色　　ローム粒子・暗褐色土中量

2　暗　褐　色　　ローム粒子多量，褐色土中呈，骨片を含む　　　　　　　6　明　褐　色　　ソフト・ハードローム小ブロック中量

3　褐　　　色　　焼土粒子中量，焼土小・中ブロック多量，骨片を含む　　7　褐　　　色　　焼土大ブロック・炭化材・骨片多量

4　褐　　　色　　ソフトローム中ブロック・暗褐色土中量

遺物　多量の人骨が出土している。

所見　調査A区の墓城の中央やや北側に構築されている。本跡は，焼土塊と炭化材の確認範囲が限定されてい

ること，また，人骨は通気孔から燃焼坑にかけて一直線上に出土していることから，機能的相違がある土坑

で構成されていると考えられる。よって埋葬を目的とした火葬墓とは異なり，火葬する事を目的とした施設

と思われる。時期は，遺構の形態から，中世と考えられる。

（5）方形土坑…65基（第194～196図）

第3号土坑

位置　調査A区北東部，F4a6区。

規模と形状　平面形は，長軸2．27m，短軸0．83mの長方形で，深さ36cmである。底面は平坦で，長方形を呈

している。壁面は垂直に立ち上がっている。

長軸方向　N－560－W

覆土　6層からなり，人為堆積と考えられる。

遺物　覆土中から，土師器片2点，土師質土器片2点が出土している。1の土師質土器皿が覆土中から出土し

ている。

所見　調査A区の墓城内に構築されており，墓横の可能性がある。時期は，遺構の形態や出土遺物から，中・

近世と考えられる。

－233－



第9号土坑

位置　調査A区北東部，E4j7区。

重複関係　本跡は，第10号土坑と重複している。第10号土坑が，本跡を掘り込んでいることから，本跡が古い0

規模と形状　平面形は，長軸1．80m，短軸0．84mの長方形で，深さ〔28〕cmと推定される0底面は平坦で，

長方形を呈している。壁面は垂直に立ち上がっている。

長軸方向　N－40－E

覆土　3層からなり，人為堆積と考えられる。

所見　調査A区の墓城内に構築されており，墓境の可能性がある。時期は，遺構の形態から，中・近世と考え

られる。

第44号土坑

位置　調査A区北東部，E4f9区。

規模と形状　平面形は，長軸2．61m，短軸1．20mの長方形で，深さ13cmである0底面は平坦で，長方形を呈

している。壁面は外傾して，立ち上がっている。

長軸方向　N－270－E

覆土　3層からなり，人為堆積と考えられる。

遺物　覆土中から，土師器片1点，2の陶器片（常滑）婆1点が出土している。

所見　調査A区の墓城内に構築されており，墓境の可能性がある。時期は，遺構の形態や出土遺物から，中世

と考えられる。

第88号土坑

位置　調査B区南部，D3eo区。

規模と形状　平面形は，長軸5．60m，短軸0．86mの長方形で，深さ44cmである。底面は平坦で，長方形を呈

している。壁面は垂直に立ち上がっており，整然とした箱掘りである。

長軸方向　N’－240－E

覆土　5層からなり，人為堆積と考えられる。

遺物　覆土中から，土師器片7点，須恵器片5点，瓦質土器片2点，3の陶器片（志野系）折線皿1点，磁器

片1点，鉄製品5点が出土している。

所見　性格については不明であるが，時期は，遺構の形態や出土遺物から，近世の17世紀と考えられる0

第101B号土坑

位置　調査B区南東部，C4g2区。

重複関係　本跡は，第101A，215号土坑と重複している。本跡が，第101A，215号土坑を掘り込んでいるこ

とから，本跡が新しい。

規模と形状　平面形は，長軸4．40m，短軸0．90mの長方形で，深さ25cmである0底面は平坦で，長方形を呈

している。壁面は外傾して，立ち上がっている。

長軸方向　N－740－W

覆土　3層からなり，人為堆積と考えられる。
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遺物　覆土中から，土師器片10点，須恵器片3点，6の楔1点，鋼製品1点が出土している。

所見　性格については不明であるが，時期は，遺構の形態や出土遺物から，近世と考えられる。

第124号土坑

位置　調査B区南部，D3co区。

規模と形状　平面形は，長軸4．94m，短軸0．83mの長方形で，深さ38cmである。底面は平坦で，長方形を呈

している。壁面は垂直に立ち上がっており，整然とした箱掘りである。また，底面には多量の焼土，灰，炭

化材が散在している。

長軸方向‘N－190－E

覆土　5層からなり，人為堆積と考えられる。

遺物　覆土中から，土師器片55点，須恵器片12点，土師質土器片1点，陶器片9点，磁器片5点，土製品1

点，鉄釘8点，かんざし1点が出土している。4の磁器碗が覆土中から，5のかんざLが覆土下層からそれ

ぞれ出土している。

所見　性格については不明であるが，多量の焼土，炭化材が確認されていることから，焼却する施設として構

築され，使用後にそのまま埋め戻したものと考えられる。骨粉のような白い粉や植物の皮のような薄い炭化

材が多量に出土している。時期は，遺構の形態や出土遺物から，近世の18～19世紀と考えられる。

第3号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　形　の　特 徴 手　法　の　特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第197図 皿 A ［9．2］底部から口綾部の破片。突出した平 水挽き成形。底部手持ちへラ削り。 砂粒 20％　 P336

1 土師質土器 B　 2．8

C ［4．6］

底。休部からロ綾部にかけ，内攣気
味に立ち上がる。

橙色
普通

覆土中

第44号土坑出土遣物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形　 の　特 徴 手 法　 の　特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第197図 聾 B （8．1） 底部から休部の破片。平底。休部は 体部内 ・外面ナデ。外面下位へラ削 長石 砂粒 5 ％　P 339

2 陶　　 器 C ［17．8］ 直線的に外傾して立ち上がる。 り。 外面にぷい褐色
内面灰褐色

普通

内面自然粕
常滑産

覆土中

第88号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形　の　特 徴 手 法　 の　特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第197図 折 線 皿 A ［12．4］ 休部から口綾部の破片。口綾部は強 水挽き成形。 砂粒 5 ％　P 344

3 陶　　 器 B （1．5） く外反している。 にぷい黄橙色

灰白色 （粕）
普通

瀬戸 ・美濃系

（17C）
覆土中

第124号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形　 の　特 徴 手 法　 の　特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第197図 碗 B （3．7） 高台部から休部の破片。高台部は短 水挽き成形。染め付け。畳付は露胎。 砂粒 10％　P 350

4 磁　　 器 D ［4．8］ く，直線的に開 く。丸底。休部は内 灰白色 （18～19C）

E　 O．7 攣 して立ち上がる。 明緑灰色 （粕）

良好

覆土中

図 版 番 号 器　 種
計　　 測　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　 考
長さ （cm） 幅　 （cm） 厚さ （cm） 重量 （g ）

5 かんざし 15．0 0．5 0．4 8 床面直上 M 13　　 銅製　　　 80％
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第3号土坑土層解説

1　極暗褐色　　ローム粒子・褐色土中量

2　暗　褐　色　　ローム粒子・ハードローム中ブロック多量

3　明　褐　色　　ハードローム中・大ブロック多量，褐色土中量

4　明　褐　色　　ハードローム大ブロック多量

5　褐　　　色　　ソフトローム小・中ブロック多量

6　褐　　　色　　ローム粒子・暗褐色土中量

第9号土坑土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子少量，ざくざくしている

2　褐　　　色　　ローム小ブロック多量

3　暗　褐　色　　ローム粒子少量，締まり有り

第44号土坑土層解説

1　褐　　　色　　ローム粒子・粘土小ブロック少量

2　暗　褐　色　　ローム小ブロック中量，締まり有り

3　暗　褐　色　　ローム小ブロック・粘土大ブロック少量

第82号土坑土層解説

1褐　　　色　　ローム小ブロック多量，ざくざくしている

第85号土坑土層解説

1　褐　　　色　　ローム小ブロック中量，焼土小ブロック少量

2　褐　　　色　　ローム小・中ブロック中量

3　褐　　　色　　ローム粒子多量，柔らかい

4　褐　　　色　　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

5　褐　　　色　　ローム粒子・ローム中ブロック・暗褐色土中量

6　褐　　　色　　ローム小ブロック中量，暗褐色土少量

第86号土坑土層解説

1　褐　　　色　　ローム小・中ブロック多量

2　褐　　　色　　ローム小・中・大ブロック多量

3　褐　　　色　　ローム大ブロック少量

第87号土坑土層解説

1　褐　　　色　　ローム小ブロック多量

2　褐　　　色　　ローム粒子多量，暗褐色土中量

3　褐　　　色　　ローム小・中ブロック多量

第88号土坑土層解説

1　褐　　　色　　ローム粒子多量，炭化粒子少量

2　ワ月　褐　色

3　褐　　　色

4　暗　褐　色

5　明　褐　色

第90号土坑土層解説

1　褐　　　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

第99号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

ローム粒子・ソフトローム中ブロック多量

ローム粒子・ソフトローム中・大ブロック多量

ローム粒子・ハードローム小・中ブロック中量

ソフト・ハードローム中ブロック多量

ローム粒子・ローム中ブロック・暗褐色土中量

ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

ローム大ブロック多量，炭化粒子少量，ざく

ざくしている

ローム粒子多量，焼七粒子・炭化粒子少量

ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

ローム粒子多量，ローム中ブロック少量

第101A，B号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　極暗褐色

ローム粒子中量，焼土粒子少量，褐色土中量

ソフトローム中ブロック・褐色土中量

ローム粒子・ソフトローム中ブロック中量

第124号土坑土層解説

1褐　　　色　　ローム粒子・焼土粒子多量，炭化粒子少量

2　明　褐　色　　ローム粒子中量，ローム大ブロック多量

3　暗　褐　色　　ローム粒子中量，ローム大ブロック多量

4　暗　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小・中ブロック多量

5　暗　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子少量

第133号土坑土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子中量，砂多量

2　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子少量，砂多量

3　にぷい褐色　　粘土大ブロック多量

4　褐　　　色　　ローム粒子中量，ローム中ブロック多量

5　褐　　　色　　ローム大ブロック多量

第184号土坑土層解説

1　褐　　　色　　暗褐色土中量

2　褐　　　色　　ハードローム中ブロック・暗褐色土中量

3　明　褐　色　　ローム中ブロック・暗褐色土多量

4　明　褐　色　　ローム中ブロック多量

第196号土坑土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子・ローム中ブロック・焼土粒子少量

2　暗　褐　色　　ローム粒子・ローム小・中・大ブロック少量

3　暗　褐　色　　ローム粒子少量，柔らかい

第200号土坑土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量

2　褐　　　色　　ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量

3　極暗褐色　　ローム中ブロック中量，暗褐色土多量

第207号土坑土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子・粘土中ブロック少量，ローム中・

大ブロック中量

2　暗　褐　色　　ローム粒子・ローム中ブロック少量，ぼろぼろ

している

第298号土坑土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子少量

第320，324号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　灰　褐　色

4　暗　褐　色

ローム粒子・ローム中ブロック中量，しゃりし

ゃりしている

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ぼろ

ぼろしている

ローム粒子中量

ローム小ブロック中量，硬く締まっている

第339，341号土坑土層解説
1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　灰　褐　色

4　黒　褐　色

第344，345，346，
1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　灰　褐　色

4　黒　褐　色

5　灰　褐　色

－239－

ローム粒子中量，ローム中ブロック・炭化粒子

少量，しゃりしゃりしている

ローム粒子・ローム小ブロック少量，ぼろぼろ

している

ローム粒子少量

ローム粒子少量，締まっている

348号土坑土層解説

ローム粒子中量，ローム中ブロック・炭化粒子

少量，しゃりしゃりしている

ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，ぼろ

ぼろしている

ローム粒子少量

ローム小ブロック中量，締まっている

ローム小ブロック少量，締まっている



二‾二〕・フ

第1g7図　方形土坑出土遺物実測図

第101B号土坑出土遣物観察表
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図 版 番 号 器　 種
計　　 測　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　 考

長さ （cm ） 幅　 （cm ） 厚さ （cm） 重量 （g ）

第197図　 6 楔 5．4 1 ．7 0 ．4 11 覆土中 M 12

（6）粘土採掘坑，粘土貯蔵土坑（第198図）

第139号土坑

位置　調査B区西部，B3d2区。

規模と形状　平面形は，長径6．88m，短径5．02mの不定形で，深さ98cmである。中央部が二段に掘り込まれ

ており，底面は平坦である。壁面は外傾し，立ち上がっている。

長径方向　N－350－W

覆土　6層からなり，人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒　　色　ローム粒子・ローム小ブロック少量，焼土　4　灰　白　色　粘土層

小・中ブロック中量　　　　　　　　　　5　暗　褐　色　焼土小・中ブロック中量，灰色粘土中・大ブロック

2　暗　褐　色　焼土小・中・大ブロック中量，粘土大プロ　　　　　　　　　多量，土器片多量

ック多量　　　　　　　　　　　　　　6　灰　白　色　灰白色粘土ブロック多量

3　にぷい黄橙色　　粘土層

遺物　土師器片180点，須恵器片117点が出土している。1と2の土師器杯，3と4の須恵器坪，5の土師器

高台付埠，6の土師器高台付皿，7の須恵器蓋，8の土師器壷，9の土師器聾が覆土中からそれぞれ出土し

ている。

所見　灰白色粘土層を掘り込んで構築されており，全面が粘土の床面であることから，粘土採掘を目的とした

遺構の可能性が高い。時期は，遺構の形態や出土遣物から，平安時代の9世紀中葉と考えられる0

第186号土坑

位置　調査B区東部，C4a2区。

規模と形状　平面形は，長径2．64m，短径1．32mの不定形で，深さ65cmである。底面は凹凸である。壁面は

外傾して，立ち上がっている。北壁と南壁沿いにピットが3か所確認されているが，性格は不明である0

長径方向　N－800－E

覆土　9層からなり，人為堆積と考えられる。
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土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子多量，ソフト・ハードローム中・　5　褐　　色　ローム粒子・ソフトローム中ブロック多量

大ブロック中量，焼土粒子少量　　　　　　　6　暗　褐　色　黒色土多量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，粘土中・大ブロック多量　　　7　にぷい褐色　粘土層

3　暗　褐　色　粘土大ブロック多量　　　　　　　　　　　8　にぷい黄橙色　粘土層

4　褐　　色　粘土層　　　　　　　　　　　　　　　　　9　にぷい橙色　粘土層

遺物　土師器片4点，須恵器片4点が出土している。10の須恵器鉢が覆土中から出土している。

所見　土層の状況から，土坑に粘土を運び，貯蔵したと考えられる。意図的に粘土を貯蔵するため掘り込まれ

ているのか，廃棄された土坑を利用しているのかは不明である。粘土採掘坑や他の貯蔵土坑との関連につい

てもはっきりしていない。時期は，遺構の形態や出土遺物から，平安時代以降と考えられる。

第306号土坑

位置　調査B区北部，A3bo区。

規模と形状　平面形は，長径（3．66）m，短径2．47mの不定形で，深さ80cmである。中央部が二段に掘り込ま

れており，底面は平坦であるが，傾斜している。壁面は外傾して，立ち上がっている。

長径方向　N－520－E

覆土11層からなり，人為堆積と考えられる。全体的に，硬く締まった粘土質の土層である。

土層解説

1黒　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子少量，砂中量　　　　　6　灰　褐　色

2　黒　褐　色　　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子少

量，砂中量　　　　　　　　　　　　　　　7　黒　褐　色

3　にぷい黄褐色　砂多量　　　　　　　　　　　　　　　　　8　暗　褐　色

4　黒　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・粘土小ブロック少量，　9　暗　褐　色

砂中量　　　　　　　　　　　　　　　　　10　暗　褐　色

ローム粒子・焼土粒子・粘土小ブロック少量，砂

中量

ローム粒子少量，粘土粒子・砂中量

ローム粒子少量，粘土粒子・砂中量

ローム粒子・粘土小ブロック少量

ローム粒子少量，粘土小ブロック・砂中量

5　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，砂中量　　　　11暗　褐　色　ローム粒子・粘土小ブロック少量，砂中量

遺物　土師器片111点，須恵器片49点が出土している。11の須恵器高台付埠，12の須恵器蓋，13の土師器婆

が覆土中からそれぞれ出土している。

所見　第139号土坑の粘土とは異なる褐色粘土が混じる覆土であるが，掘り方が類似していることから粘土採

掘の為に掘り込まれた可能性があると思われる。時期は，遺構の形態や出土遺物から，平安時代の9世紀中

葉以降と考えられる。

第139号土坑出土遣物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形　 の　特 徴 手 法　 の　特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第199図 杯 A 14．9 休部，口綾部一部欠損。平底。休部 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面下 長石　 砂粒 85％　P 351

1 土 師 器 B　3．9－4．4 から口綾部にかけ，内攣気味に立ち 位へラ削り。底部回転へラ削 り。 明褐色 内面黒色処理

C　 7．1 上がる。端部はわずかに外反する。 普通 覆土中

2

坪 A ［16．2］ 底部からロ綾部の破片。平底。休部 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面下 長石　 石英　 砂粒 40％　P 352

土 師 器 B　 4．6 から口綾部にかけ，内攣気味に立ち 位へラナデ。底部ナデ。 橙色 内面黒色処理

C ［8．6］ 上がる。端部はわずかに外反する。 普通 覆土中

3

坪 A 13．7 口綾部一部欠損。平底。休部から口 口綾部，体部内 ・外面ロクロナデ。 長石　 石英　 雲母 95％　P r353

須 恵 器 B　 3．7 綾部にかけ，直線的に外傾して立ち 外面下位へラナデ。底部回転へラ切 砂粒　 パミス 覆土中

C　 7．0 上がる。 り後，ナデ。 にぷい黄橙色
普通

一241一
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第199図 坪 A ［12．9］ 底部か ら口綾部の破片。平底。休部 口綾部，体部内 ・外面ロタロナデ。 長石　 石英　 砂粒 20％　P 354

4 須 恵 器 B　 4．4

C　 6．7

から口緑部にかけ，直線的に外傾 し

て立ち上がる。

外面下位へラ削 り。底部ナデ。 黄褐色
普通

覆土中

51

高台付坪 A ［13．4］ 高台部から口綾部の破片。高台部は ロ綾部，体部内 ・外面ロタロナデ。 雲母　 砂粒 70％　 P 355

土 師 器 B　 4．7 「ハ」の字状に開 く。平底。休部は 底部回転へラ切 り後，ナデ。高台部 にぷい橙色 内面黒色処理

D　 7．5

E　 l．0

内攣気味に立ち上が り，中位に稜を

持つ。端部はわずかに外反する。

貼り付け，ロタロナデ。 普通 軍土中

6

高台付皿 A ［14．4］ 底部からロ綾部の破片。平底。休部 口綾部，体部内 ・外面ロタロナデ。 長石　 石英　 雲母 20％　 P 356

土 師 器 B （2．3） は内攣気味に立ち上がり，中位に稜 休部内面へラ磨き。底部回転へラ削 砂粒 内面黒色処理
を持つ。端部はわずかに外反する。 り。 明赤褐色

普通

覆土中

7

蓋 A 14．1 つまみから口綾部の破片。一扁平なボ つまみ，天井部，口縁部内 ・外面ロ 雲母　 砂粒 50％　 P 357

須 恵 器 B　 3．0
F　 3．0
G　 1．1

タ‾ン状のつまみが付 く。天井部は，

ほぼ平坦で，上位に稜を持ち，綬や
かに開 く。端部は屈曲して垂下する。

タロナデ。 灰黄色

普通

覆土中

8

士璽E B （18．0） 休部の破片。休部は内攣して立ち上 休部外面平行叩き後，ナデ。内面ナ 長石　 石英　 砂粒 10％　P 358

土 師 器 がる。 デ。 橙色
普通

覆土中

9

聾 A ［20．4］ 底部から口綾部の破片。平底。休部 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面平 長石　 石英　 雲母 35％　P 359

土 師 器 B　24．1 は内攣気味に立ち上がる。口綾部は 行叩き，外面下位へラ削 り。内面ナ 砂粒 覆土中

C 13．6 外反して，中位に稜を持つ。端部は

つまみ上げられている。

デ。底部へラ削 り。 暗灰黄色

．普通

第186号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形　 の　特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第199図 鉢 A ［25．0］休部から口綾部の破片。口綾部は外 口緑部内 ・外面ワタロナデ。 長石　 石英　 砂粒 5 ％　 P 363

10 須 恵 器 B （3．8） 反して，中位に稜を時つ。端部はつ

まみ上げられている。

黒褐色

普通

覆土中

第306号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形　 の　特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第199図 高台付坪 B （3．3） 高台部から休部の破片。高台部は短 体部内 ・外面ロクロナデ。底部回転 長石　 石英　 雲母 30％　 P 370

11 須 恵 器 D　 9．8 く，「ハ」の字状に開く。平底。休部 へラ削 り。高台部貼り付け，ロクロ 砂粒 覆土中

E　 O．9 は内攣気味に立ち上がり，中位に稜

を持つ。

ナデ。 黄灰色
普通

12

蓋1 B （1．9） つまみの破片。つまみは扁平な宝珠 つまみロタロナデ。 長石　 雲母　 砂粒 5％　 P 371

須 恵 器 状。 にぷい黄橙色
普通

覆土中

13

聾 A ［20．4］ 休部か ら口綾部の破片。休部は内攣 口縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長石　 石英　 雲母 10％　P 372

土 師 器 B （9．7） 気味に立ち上がる。ロ綾部は外反 し

て，中位に稜を持つ。端部はつまみ
上げられている。

面ナデ。外面上位へラ削り。 砂粒 ．
赤褐色

普通

覆土中

（7）その他の土坑…112基（第200～204図）
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第4号土坑土層解説

1　褐　　　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

4　明　褐　色

5　褐　　　色
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第54号土坑土層解説

ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子少量　　　1　褐　　　色　　ローム小・中ブロック多量

ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量　　　　　　2　明　褐　色　　ローム小・中ブロック多量

ローム中ブロック中量　　　　　　　　　　　　　　　　3　暗　褐　色　　ローム中・大ブロック多量，褐色土中量

ローム中・大ブロック中量　　　　　　　　　　　　　　4　褐　　　色　　ローム中・大ブロック多量，暗褐色土中量

ローム粒子多量，焼土粒子中量

第25号土坑土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子多量，炭化粒子少量

2　褐　　　色　　ローム粒子少量

第35号土坑土層解説

1　褐　　　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

第49号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　明　褐　色

4　明　褐　色

5　褐　　　色

ローム粒子多量，炭化粒子少量

第57号土坑土層解説

1　暗　褐　色　　ローム中ブロック中量，褐色土少量

2　暗　褐　色　　ローム中ブロック中量

3　褐　　　色　　ローム粒子多量，小・中ブロック中量

4　明　褐　色　　ローム中ブロック多量

第79号土坑土層解説

ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量　　　　　1　暗　褐　色　　ローム粒子少量

ローム粒子・ローム小・中ブロック多量

ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量

ハードローム中・大ブロック多量

ハードローム中・大ブロック中量

ローム小・中ブロック多量，暗褐色土中量

－249－

2　暗　褐　色　　ローム小ブロック少量

3　褐　　　色　　ローム粒子・ローム小ブロック少量



第80号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

ローム粒子少量

ローム小ブロック少量

ローム粒子・ローム小ブロック少量

第120A号土坑土層解説（第186図）

1　黒　　　色

2　黒　　　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　褐　　　色

6　褐　　　色

7　灰　褐　色

第121号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

第122号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

4　褐　　　色

第125号土坑土層解説

1　褐　　　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

4　褐　　　色

5　暗　褐　色

第126号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

4　褐　　　色

第128号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　褐　　　色

ローム粒子・焼土粒子少量

ローム粒子・焼土粒子少量，粘土小ブロック中量

ローム粒子中量，褐色土少量

ローム粒子多量，粘土小ブロック少量

粘土中ブロック多量

粘土中ブロック多量，明褐色土中量

粘土

ローム粒子多量，焼土粒子少量

ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量，焼

土粒子少量

ローム小ブロック・焼土粒子少量

ローム粒子・焼土粒子少量，硬く締まっている

ローム粒子少量，柔らかい

ローム粒子少量，硬く締まっている

ローム粒子少量，粘土質で硬く締まっている

（第186図）

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量

ローム粒子少量

ローム粒子多量

ローム粒子・ローム小・中ブロック中量

（第186回）

ローム粒子中量，ソフトローム中ブロック少量

ローム粒子多量，ソフトローム中ブロック少量

ローム粒子・ソフトローム小・中ブロック多量

ローム粒子多量，ハードローム中ブロック中量

ローム粒子・焼土粒子少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量

ローム粒子多量，ソフトローム小・中ブロック中量

ローム粒子多量，ソフトローム中・大ブロック中量

第129号土坑土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子・ローム大ブロック少量

2　褐　　　色　　ローム粒子・ローム中・大ブロック少量

第132号土坑土層解説

1　褐　　　色　　ローム粒子・砂少量，硬く締まっている

2　褐　　　色　　ローム粒子・砂少量

3　暗　褐　色　　ローム粒子・ローム小ブロック少量，締まっている

4　暗　褐　色　　ローム粒子・黒褐色土少量

5　暗　褐　色　　ローム粒子少量，柔らかい

第134号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　褐　　　色

ローム粒子・焼土粒子中量

ローム粒子中量

ローム粒子中量

ローム粒子多量，砂中量

第140号土坑土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

2　褐　　　色　　ローム小ブロック少量

第159号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

第174号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

第176号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　黒　褐　色

第178号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

ローム粒子・ソフトローム小・中ブロック中量

ローム粒子中量，ハードローム中・大ブロッ

ク多量

ローム粒子中量，ソフトローム中ブロック少量

ローム粒子中量，炭化粒子・黒褐色土少量

ローム粒子・ローム小ブロック中量，ローム

大ブロック・黒褐色土少量

ローム粒子・ローム大ブロック少量，ローム

小ブロック中量

ローム粒子・焼土粒子少量，ローム小ブロッ

ク中量

ローム粒子・粘土少量，ローム小ブロック中量

ローム粒子少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム粒子多量

ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

第179号土坑土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子・ローム小ブロック少量

2　暗　褐　色　　ローム粒子・ローム小・中ブロック少量

第183号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　褐　　　色

5　褐　　　色

第1gu号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

第202号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色
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ローム粒子・焼土小ブロック少量，炭化粒子

多量

ローム粒子・焼土小ブロック少量

ローム粒子・ローム小・中ブロック・焼土小

ブロック中量

ローム粒子・ローム中・大ブロック多量

ローム粒子多量，ローム大ブロック中量

ローム粒子・ローム中・大ブロック多量

ローム粒子・ローム中・大ブロック中量

ローム粒子中量

ローム粒子・ローム小ブロック・砂・黒褐色

土少量

ローム粒子・砂・黒褐色土少量

ローム粒子・砂少量

ローム粒子少量

ローム粒子少量，粘性有り



第204号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

第205号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

4　褐　　　色

5　極暗褐色

第208号土坑土層解説

1　褐　　　色

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

4　極暗褐色

ローム粒子・焼土粒子・砂少量，硬く締まる

ローム粒子・焼土粒子・砂少量

ローム粒子・粘土小ブロック・砂少量

ローム粒子・砂少量

ローム粒子少量

ローム粒子・粘土小・中ブロック少量

ローム粒子・ローム小ブロック少量

ローム粒子・粘土中ブロック中量

粘土大ブロック多量

ローム粒子・焼土粒子多量，焼土小ブロック・

粘土中ブロック少量

ローム粒子・焼土粒子多量

ローム粒子・焼土粒子少量

ローム粒子・ローム大ブロック・炭化粒子少量

ローム粒子・ローム小・中・大ブロック多量

ローム粒子中量，ローム大ブロック・褐色土

多量

ローム粒子・ローム大ブロック・粘土大ブロ

ック中量

第210A号土坑土層解説（第188図）

1　黒　　　色　　ローム粒子中量，焼土粒子少量

2　褐　　　色　　ローム粒子・ローム中ブロック中量

第234号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　灰　褐　色

5　灰黄褐色

6　灰黄褐色

7　暗　褐　色

8　暗　褐　色

9　暗　褐　色

10　暗　褐　色

ローム粒子少量

ローム粒子・ローム小ブロック少量，粘土質

ローム粒子・粘土小ブロック少量，粘土質

ローム粒子・粘土小ブロック少量

にぷい黄褐色の粘土中量

にぷい黄褐色の粘土多量

ローム粒子・粘土大ブロック少量，粘土質

ローム粒子・粘土小ブロック少量，粘土質

粘土小ブロック中量，粘土質

粘土小ブロック少量，粘土質

第235号土坑土層解説

1褐　　　色　　ローム粒子・焼土粒子少量，硬く締まっている

2　褐　　　色　　ローム粒子・焼土粒子少量，ぼろぼろしている

3　暗　褐　色　　ローム粒子少量，ローム中ブロック中量

4　黒　褐　色　　ローム小ブロック中量，暗褐色土少量

5　暗　褐　色　　ローム粒子・ローム中ブロック少量

第237号土坑土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子少量

2　暗　褐　色　　ローム粒子・ローム小ブロック少量，硬く締

まっている

3　褐　　　色

4　暗　褐　色

ローム粒子少量

ローム小ブロック少量，粘土質

第263号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　明　褐　色

第273号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

ローム粒子中量，焼土粒子少量

ローム粒子中量

ローム中・大ブロック多量，褐色土中量

ローム中ブロック中量，焼土粒子少量

ローム粒子中量，ローム小・中ブロック少量

ローム粒子多量，粘土質

第275号土坑土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子中量，砂少量

2　灰　褐　色　　ローム小ブロック少量，粘土質

第276号土坑土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子中量，粘土粒子少量

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

第282号土坑土層解説

1　褐　　　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

第283号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

第284号土坑土層解説

1　灰　褐　色

2　灰　褐　色

3　にぷい黄褐色

4　灰　褐　色

第286号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　褐　　　色

第295号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　暗　褐　色

ローム粒子・ローム中・大ブロック多量

粘土小・中ブロック中量

ローム中・大ブロック中量，焼土粒子少量

（第187回）

ローム粒子多量，ローム中ブロック少量

ローム粒子多量

ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

ローム粒子少量

ローム粒子・ローム小ブロック少量

ローム粒子少量

ローム粒子・砂少量

ローム粒子・ローム小ブロック・砂少量

粘土中量，酸化鉄少量

ローム小・中ブロック少量，粘土質

ローム粒子中量

ローム粒子中量，硬く締まっている

ローム粒子中量，焼土小・中・大ブロック多量

ローム粒子・ローム中・大ブロック多量

ローム粒子少量

ローム粒子多量

暗褐色土中量

ローム小・中ブロック多量，焼土粒子少量

第303号土坑土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子・ローム小ブロック少量

2　褐　　　色　　ローム粒子少量，ローム小・中ブロック中量
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第308号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　黒　褐　色

4　暗　褐　色

5　褐　　　色

第316号土坑土層解説

ローム粒子・ローム小ブロック少量　　　　　　1　黒　褐　色

ローム粒子少量，ローム小・中ブロック中量

ローム粒子少量

ローム粒子・粘土小ブロック少量，硬く締まる

ローム粒子・ローム小ブロック少量，硬く締

まる

第310号土坑土層解説

1　黒　褐　色　　ローム粒子少量

2　暗　褐　色　　ローム粒子少量

第311号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　黒　褐　色

4　暗　褐　色

5　灰　褐　色

第313号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　極暗褐色

第314号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

第315号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　灰　褐　色

4　褐　　　色

2　灰　褐　色

第317号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　黒　褐　色

5　暗　褐　色

第318号土坑土層解説’

ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量　　　　　1　暗　褐　色

ローム粒子・粘土小ブロック少量

ローム粒子少量

ローム粒子少量，粘土質

ローム粒子・ローム小・中ブロック少量

ローム粒子・粘土粒子少量

ローム中ブロック・粘土粒子少量

ローム小ブロック・砂少量

ローム粒子・ローム中ブロック・焼土粒子・

砂少量

ローム粒子・焼土粒子・粘土小ブロック・砂

少量

ローム粒子・砂少量

ローム粒子少量，砂多量

ローム粒子・粘土小ブロック・砂少量

第81号土坑出土遺物観察表

2　暗　褐　色

3　黒　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　灰　褐　色

第319号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　灰黄褐色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

ローム粒子・焼土粒子少量，砂中量

ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子・砂

中量

ローム粒子・焼土粒子少量

ローム粒子・粘土粒子少量

ローム粒子少量，粘土小・中ブロック中量

ローム粒子少量

ローム粒子・ローム小・中ブロック少量

ローム粒子・粘土粒子少量

ローム粒子・粘土粒子・焼土粒子少量

ローム粒子・ローム小ブロック少量

ローム粒子少量，粘土小・中ブロック中量

ローム粒子・焼土粒子少量

ローム粒子・ローム中ブロック・粘土小ブロッ

ク少量

ローム粒子・ローム中ブロック・粘土小ブロッ

ク少量

ローム粒子・ローム小・中ブロック少量

ローム粒子少量，粘土小・中ブロック多量

ローム粒子・ローム小・中ブロック少量

ローム粒子少量

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形　 の　特 徴 手 法　 の　特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第205図 鉢 A ［37 ．6］ 底部から口綾部の破片。平底。休部 口緑部内 ・外面ロタロナデ。体部外 長石　 雲母　 砂粒 40％　P 343

1 須 恵 器 B 17 ．5 は内攣気味に立ち上が り，上位に稜 面平行叩き，下位へラ削 り。内面ナ 褐灰色 覆土中

C ［24 ．8］ を持つ。 口綾部は強 く外反して，中

位に稜を持つ。端部はつまみ上げら

れている。

デ。底部ナデ。 普通

第89号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形　 の　特 徴 手 法　 の　特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第205図 高台付坪 B （2．3） 高台部から底部の破片。高台部は， 底部回転へ ラ削り。高台部貼り付け， 長石　 砂粒 20％ P 345

2 須 恵 器 D　 7．9

E　 1．3

「ハ」＿の字状に開 く。平底。 ロクロナデ。 外面黒色

内面黄灰色
普通

覆土中

第134号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　特 徴 手 法　 の　特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第205図 土不 A 12．6 底部から口綾部の破片。平底。休部 口縁部，体部内 ・外面ロタロナデ。 長石　 雲母　 砂粒 50％　P 249

3 須 恵 器 B　 4．1
C　 6．0

から口綾部にかけ直線的に外傾 して

立ち上がる。

底部回転へラ切 り後，ナデ。 にぷい褐色

普通

覆土中
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第205図　その他の土坑出土遺物実測図
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第205図 長 頸 壷 B （25．．3） 高台部から頸部の破片。高台部は「ハ」 体部内 ・外面ロクロナデ。底部回転 長石 砂粒 40％　 P 251
立

4 須 恵 器 C ［10．力 の字状に開く。平底。休部は内攣 し へラ削 り。高台部貼 り付け，ロタロ 灰黄褐色 休部外面，酎 β内面
て立ち上が り，頸部はわずかに外反

して立ち上がる。

ナデ。 普通 自然粕

覆土中

第276号土坑出土遺物観察表

図版番号

第205図

器　 種

J不

計測値（cm）

A ［12．2］

器 形　の　特 徴 手 法　 の　特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

底部から′口綾部の破片。平底。休部 ロ綾部，体部内 ・外面ロクロナデ。 長石　 石英　 雲母 20％　 P 369

5 須 恵 器 B　 3．9 からロ綾部にかけ，直線的に外傾 し 外面下位へラ削り。底部手持ちへラ 砂粒 覆土中
C ［6．2］ て立ち上がる。端部はわずかに外反

する。

削 り。 褐灰色

普通

第290号土坑出土遺物観察表

図版番号

第205図

器　 種

高台付坪

計測値（cm）

．．B （4．1）

器 形　 の　特 徴 手 法　 の　特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

高台部から休部の破片。高台部は直 体部内 ・外面ロタロナデ。底部回転 長石　 石英　 雲母 20％　P 257

6 須 恵 器 D ［9．0］ 線的に開 く。平底。休部は内攣気味 へラ削り。高台部貼 り付け，ロタロ 砂粒 覆土下層

5％　P 261

E　 1．2 に立ち上が り，下位に稜 を持つム ナデ。 灰白色

普通

7

鉢 A ［35．0］休部からロ綾部の破片。休部は外傾 口縁部内 ・外面ロタロナデ。体部外 石英　 雲母　 砂粒

．須 恵 器 B （16．5） して立ち上がる。口綾部は強 く外反

して，中位に稜 を持つ。

面平行叩き，内面ナデ。 黄灰色
普通

外面スス付着

覆土下層

20％　P 260

8

小 形 聾 A ［15．6］ 底部か ら口綾部の破片。平底。休部 ロ縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長石　 石英　 雲母

土 師 器 B 15．1

C ［8．0］

は内攣気味に立ち上がる。ロ綾部は

外反 して，中位に稜を持つ。

面ナデ。外面下位へラ削り。 砂粒

にぷい赤褐色
普通

覆土下層

7　溝

当遺跡からは20条の溝が検出された。調査A区で検出された溝11条のうち7条は，ほとんどが北側に集中

し，墓境と考えられる土坑群を取り巻くように巡っていることから，中世の墓城を区画するものと考えられる0

また他の4条の溝も調査A区中央より東側に集中しており，墓城に関連した性格の可能性がある。時期は，中

壁塾22．8m
4

‾‾‾悔二7‾
5

堅！竺

‾‾‾＼、、、＿／／′

SD　2

E型23．0m

－＼J
SD　3

型竺22．4m

‾‾罰⊆忘夢＝＝7‾

型

＼　　　　　　　〕
SD4

蔓型22．4m

r‾‾

1　J

‾‾ヾ∃≡⊇

SD　7

型竺22．4m
l

配H
星型22．8m

l

臨8
5

型

‾＼　）　／
SD8

竺2覧－／．一頭ヱ　‾

EPA

‾「＼＼＿　／

SD　9

第206図　溝土層断面図

型塾23．2m

EPA

＼
SDllA

型竺23．2m

「古妄＿

SDllD

型竺21．2m

芸芸忘忘童プ⊥

－254－

型21．4m

SD15

型竺21．4m

「ミ豆ア‾‾‾

型翌

‾扇面フ「‾

SD16

型21・2m　2

至碑‾■‾
SD17

蔓！竺20．2m
‾‘‾くこ＿1二二／‾‾

SD18A

池20．2m

「壷一一
SD18B

SPA19．4m

‾ヽこ⊥L∠宜ン戸：

SD18C
O　　　　　　　　　　　　　2m

ト－‥l　＿＿＿‥」



世の薬研堀に掘り込まれていることから，中世あるいはそれ以前と考えられる。

調査B区で検出した溝9条は，覆土が薄く，出土遺物がほとんどないことから，性格や時期を判断するには

不明な点が多いが，そのいくつかが円形の基境に掘り込まれていることから，中世あるいはそれ以前と考えら

れる。

検出された溝（付図，第206図）の特徴や遺物については，一覧表に記載する。

第1号溝（SD－2）土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

ローム粒子少量

ローム粒子・炭化粒子少量

ローム小ブロック中量

ローム粒子中量

ローム小ブロック少量

ローム粒子微量

第3号溝（SD－4）土層解説

1　褐　　　色　　ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量

2　褐　　　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

3　明　褐　色　　ローム小・中ブロック少量

第4号溝（SD－7）土層解説

1　明　褐　色　　ローム小・中ブロック多量

2　褐　　　色　　ローム小・中ブロック多量

3　褐　　　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

第5号溝（SD－8）spA土層解説

1　褐　　　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

2　褐　　　色　　ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量

3　暗　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量

4　褐　　　色　　ローム粒子・ローム中ブロック中量

5　明　褐　色　　ローム大ブロック

第5号溝（SD－8）spB土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量

2　暗　褐　色　　ローム粒子多量

3　褐　　　色　　ローム粒子・ローム小ブロック多量

4　暗　褐　色　　ローム粒子・ローム中ブロック多量

5　明　褐　色　　ローム大ブロック

第6号溝（SD－9）土層解説

1　黒　褐　色　　ローム小ブロック少量

2　暗　褐　色　　ローム小ブロック少量

3　暗　褐　色　　ローム小ブロック少量，締まり有り

4　褐　　　色　　ローム粒子少量

第7号溝（SD－11A）土層解説

1　暗　褐　色　　ローム中ブロック多量

2　暗　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

3　褐　　　色　　ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量

第8号溝（SD－11B）spA土層解説

1　褐　　　色　　ローム粒子・ローム小ブロック少量，締まり有り

2　暗　褐　色　　ローム粒子・ローム小ブロック少量

3　褐　　　色　　ローム中ブロック少量

4　暗　褐　色　　ローム粒子少量

5　褐　　　色　　ローム粒子・ローム小ブロック少量

第8号溝（SD－11B）spB土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

4　褐　　　色

5　褐　　　色

6　褐　　　色

ローム粒子少量

ローム粒子少量，硬く締まっている

ローム粒子・ローム小ブロック少量

ローム粒子・ローム小ブロック少量

ローム粒子・ローム小ブロック少量，硬い

ローム粒子少量

第10号溝（SD－11D）土層解説

1褐　　　色　　ローム粒子・ローム中・大ブロック多量

2　褐　　　色　　ローム粒子・ローム大ブロック多量

3　褐　　　色　　ローム粒子・ローム大ブロック中量

4　暗　褐　色　　ローム粒子・ローム小ブロック多量，褐色土中量

5　暗　褐　色　　ローム粒子・ローム中ブロック少量

6　明　褐　色　　ローム大ブロック多量

第14号溝（SD－14）土層解説

1　暗　褐　色　　褐色土・黒色土中量

2　褐　　　色　　暗褐色土中量

第16号溝（SD－16）spA土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子・ローム大ブロック少量

2　褐　　　色　　ローム粒子少量

第16号溝（SD－16）spB土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子・ローム小・中ブロック少量，ローム

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

大ブロック中量

ローム粒子少量，ローム小・中ブロック中量

ローム中ブロック少量

第17号溝（SD－17）土層解説

1　灰　褐　色　　ローム粒子・砂少量

2　灰　褐　色　　ローム粒子少量

3　褐　　　色　　ローム粒子少量

第18号溝（SD－18A）土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子少量

第19号溝（SD－18B）土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子少量

2　暗　褐　色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック・粘土中ブロ

ック中量

第20号溝（SD－18C）土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子・粘土粒子・砂少量

2　暗　褐　色　　ローム粒子・砂少量，粘土小ブロック中量
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8　堀

当遺跡からは，調査A区から3条の堀が検出された。付近に所在したといわれている苅間城に関連する施設

の可能性が高い。遺物は土師質土器（皿，内耳鍋など），陶磁器片が出土している。しかし，現代になってゴ

ミ捨て場に使用されていたこともあり，現代の陶磁器類などの混入したものも多数あった。時期は，地下式境

を掘り抜いていることから，中世以降と考えられ，苅間城の時期と一致する。

検出された堀（付図，第207図）の特徴や遺物については，一覧表に記載する。

壁竺23．0m

、∴－．

⊆更生

＼∴了／
SD l

第207図　堀土層断面図

第1号堀（SD－1）土層解説

、＼、∴・＋ 0　　　　　　　　　　　　　　　2m」

第2号堀（SD－5）spB土層解説

1褐　　　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量　　　　1暗　褐　色

2　褐　　　色　　ローム粒子・ローム小ブロック多量　　　　　　2　暗　褐　色

3　褐　　　色　　ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量

4　褐　　　色　　ローム中ブロック多量　　　　　　　　　　　　3　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　褐　　　色

7　褐　　　色

8　褐　　　色

9　明　褐　色

ローム中ブロック・褐色土中量　　　　　　　　4　暗　褐　色

ローム粒子・ローム小・中ブロック多量　　　　5　暗　褐　色

ローム粒子・ローム中ブロック多量　　　　　　6　褐　　　色

ローム小・中ブロック多量

ローム中ブロック多量

第2号堀（SD－5）spA土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　褐　　　色

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

8　暗　褐　色

9　暗　褐　色

10　褐　　　色

ローム粒子・焼土粒子少量

ローム小ブロック少量，締まり有り

褐色土中量

褐色土少量

ローム粒子少量

締まり有り

ローム粒子少量

ローム小ブロック少量

ローム粒子少量，締まり有り

ローム粒子・ローム小ブロック少量

7　黒　　　色

焼土粒子少量，砂中量

ローム粒子中量，焼土粒子・焼土小ブロック・炭

化粒子少量

ローム粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子少量

ローム小・中ブロック中量

ローム小・中ブロック多量，焼土粒子少量

粘土中ブロック多量

炭化材

第3号堀（SD－10）土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

8　暗　褐　色
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ローム小ブロック少量

ローム小ブロック中量

ローム粒子・砂少量

ローム中ブロック少量

ローム粒子多量

ローム粒子少量，締まり有り

ローム小ブロック少量，柔らかい

ローム粒子・ローム小ブロック少量



9　道路状遺構

当遺跡からは1条の道路状遺構が，調査A区から検出された。性格や時期は，不明な点が多く判断は困難で

ある。しかし，第1号堀の覆土上に硬化面が確認されたことから，第1号堀よりも新しいと考えられる。

検出された第1号道路状遺構（付図，第208図）の特徴や遺物について，一覧表に記載する。

型翌22．8m

‾ヽ、、＿＿＿＿＿＿＿＿「

0　　　　　　　　　　　　　　2m」
第208図　第1号道路状遺構土層断面図

第1号道路状遺構土層解説

1褐　　色　　ローム粒子・ローム小・中ブロック多量　　　　4　褐　　色　　ローム粒子多量，暗褐色土中量

2　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量　　5　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

3　暗　褐　色　　ローム小・中ブロック中量，硬く締まっている

溝，堀，道路状遺構出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形　 の　 特 徴 手　 法　 の　 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第209図 内　耳 鍋 A ［23．6］ 休 部か ら口綾部の破片。 口綾部 は内 ロ縁部内 ・外面横ナ デ。体部 内 ・外 雲母　 砂粒 5 ％　 P 385

1 土師質土器 B （5．6） 攣気味に立 ち上が り，端部 は厚 みを 面 ナデ。 にぷい黄橙色 外面 スス付着

増す。 口唇部はほぼ平坦。 普通 SD －1覆土 中

2

皿 A　 8．8 休 部， 口綾部一部欠損。底部 は平底 水挽 き成 形。底部回転へ ラ削 り。 砂粒 95％　 P 386 ．

土師質土器 B　 2．3 で，突出気味。休部か ら口綾部 にか にぷい橙色 内面剥 牡

C　 5．9 け，内攣気味に立 ち上が り， 中位 に

稜 を持つ。

普通 ‘‘口綾部 油煙付着

SD －5覆土 申

3

賠 賂 鍋 A ［32．6］ 底部か ら口綾部の破片。平底。休部 口綾部，休 部，底部 内・外面横ナデ。 砂粒　 ス コ リア 5 ％　 P 387

土師質土器 B　 3．5 は直線的に立 ち上が る。 口綾部 は外 オ リーブ黒色 外面 スス付 着

C ［33膏］ 傾 し，端部はわずか に内攣す る。 普通 SD －5覆土 中

4

倍 賂 鍋 A ［24．6］ 底部か ら口綾部の破片。休部 は直線 ロ綾部，体 部内 ・外面横ナ デ。 長石　 石英　 雲母 5 ％　 P 390

土師質土器 B　 3．5 的に立ち上が る。外 面下位 穿孔有 り。 砂粒 外面 スス付 着

C ［24．2］ 口綾部 は内攣気味に立 ち上が り，端

部 は厚 み を増す。

灰褐 色
普通

SD －10覆土 中

5

内 耳 鍋 A ［32．0］ 休 部か ら口綾部の破片。 ロ綾部 は内 ロ緑部 内 ・外面横ナデ。体部 内 ・外 長石　 雲母　 砂粒 5 ％　 P 393

土師質土器 B （5．4） 攣気味に立 ち上が り，端部 は厚 みを

増す。 口唇部はほぼ平坦。

面 ナデ。 明赤褐 色

普通

SF －1覆土 中

6

置　 き　竃 破 片。 内 ・外面 ナデ。 長石　 石 英

にぷい赤褐 色
普通

5 ％　 P 394

SF －1覆土中

図 版 番 号 器　 種
計　　 測　　 値

石　 質 出　 土　 地　 点 備　　　 考
長 さ （cm） 幅　 （cm ） 厚 さ （cm） 重 量 （g ）

7 砥　 石 （4 ．6） （4．6） （3 ．8） （133） 凝 灰 岩 S D －1覆土 中 Q 21

8 砥　 石 （7 ．7） （3．6） （4 ．2） （125） 凝 灰 岩 S D －1覆土 中 Q 22

9 砥　 石 （4 ．0） （3．4） （2 ．2） （40） 凝 灰 岩 S D －1覆土 中 Q 23

1d 砥　 石 （24 ．0） （5．1） （4 ．1） （601） 緑泥 片岩 SD －11A 床面直上 Q 24

11 砥　 石 （10 ．0） （3．9） （1 ．4） （70） 凝・灰 ．岩 S D －11A 覆土 中 Q 25

図 版 番 号 器　 種
計　　　　 測　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　 考
長 さ （cm） 幅　 （cm ） 厚 さ （cm） 孔径 （cm ） 重量 （g－）

12 土　 玉 2 ．0 1．8 2 ．0 0．3 10 S D －16覆 土中 D P 22　　 100％
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図版番 口 器 種 部 分 器　 形 ・ 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　 考

第209図

13

捨　　 鉢

土師質土器

休　 部 休部外面ナデ。内面に‘4本単位の櫛目が施される。 T P 20

SD －1覆土中

10　不明遺構

調査B区の南端に黒褐色の堆積土が広がっていたことから，土層ベルトを設定して調査した結果，不明遺構

1基を検出した。以下，その特徴について解説する。

第1号不明遺構（付図，第210図）

位置　調査B区南部，D3f4区。

規模と平面形　34か所のピットを確認した（Pl～P。。）。ピットは，径12～26cmの円形のものと，長径20～35

cm，短径15～30cmの楕円形のものがあり，深さは9～43cmで，ほぼ同心円上に並んでいるピットが多く確認

された。柱間距離はほとんどが1．0～2．5mである。いずれも性格は不明である。

覆土　8層からなり，自然堆積と思われる。

覆土土層解説

1　黒　褐　色　　ローム粒子少量，締まっている

2　黒　褐　色　　ローム粒子少量，硬く締まっている

3　黒　褐　色　　ローム粒子少量，粘性有り

4　暗　褐　色　ローム粒子少量，硬く締まっでいる

5　黒　　　色　　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子少量，

硬く締まっている

6　暗　褐　色　　ローム小ブロック中量，硬く締まっている

7　灰　褐　色　　ローム中ブロック少量，硬く締まって粘性有り

遺物　出土遺物はなかった。

所見　本跡は，蓮沼川に向かって谷が落ち込んでいく斜面上にあり，本跡の台地側と谷側の高低差が1m近く

あることから，物をくくり付けてつなぎ止める為のものか，柵列のような性格を持つと考えられる。時期は

不明である。

第210図　第1号不明遺構土層断面図

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L…　　；　　」

11遺構外出土遺物

当遺跡からは，遺構に伴わない旧石器時代から近世までの土器片や土製品，石器等が出土している。ここで

は，これらの出土遺物のうち特徴的なものについて掲載する。（第211～219図）
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第212図　遺構外出土遺物実測図（2）（旧石器時代）
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第213図　遺構外出土遺物実測図（3）（旧石器時代）
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第216図　遺構外出土造物実測図（6）（縄文時代）

第217国　連構外出土遺物実測図（7）（弥生時代）
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－266－

l　　　；　　　」



h
間
〓

「

†

l

「

日

日

っ

も

⊂＝〕

♂‾

第219図　遺構外出土遺物実測図（9）（古墳時代～近世）
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遺構外出土石器一覧表（旧石器時代）（第211～213図）

図 版 番 号 器　 種
計　　 測　　 値

石　 質 出　 土　 地　 点 備　 考

長 さ （cm） 幅　 （cm ） 厚 さ （cm） 重 量 （g ）

1 尖　 頭　 器 （4 ．2）‾ 1．8 0 ．6 （4 ） 珪 質 頁岩 A 区表 採 Q 59　　　 95％

2 尖 ‾頭　 器 4 ．4 2．7 1 ．1 10 安 山 岩 S ト51覆 土 中 Q 16　　 1 00 ％

3 尖　 頭　 器 4 ．5 2．9 1 ．1 1 1 安 山 岩 S K 「1 34 覆 土 中 Q 17　　 1 00 ％

4 尖　 頭　 器 6 ．2 2．4 1 ．2 1 6 安 山 岩 S ト65覆 土 中 Q 5 1　　 1 00 ％

5 ナイフ形石器 5 ．3 2．8 0 ．9 1 3 頁　　 岩
A 区 旧石 器 調 査

地 点
Q 30　　 1 00 ％

6 ナイフ形石器 4 ．9 1．8 0 ．5 3 チ ャー ト A 区表 採 Q 3 6　　 1 00 ％

7 スクレイパー 4 ．5 3．1 0 ．9 11 黒 曜 石 A 区表 採 Q 3 7　　 1 00 ％

8 剥　　　 片 6 ．4 4．0 1 ．7 2 7 頁　　 岩
A 区 旧石 器 調 査

地 点
Q 2 7

9 剥　　　 片 3 ．2 1 ．7 0 ．6 2 頁　　 岩
A 区 旧石 器 調 査

地 点
Q 2 9

10 剥　　　 片 5 ．2 2 ．8 1．1 12 頁　　 岩
A 区 旧石 器 調 査

地 点
Q 3 1

11 剥　　　 片 2．9 1 ．7 0 ．6 2 頁　　 岩
A 区 旧石 器 調 査

地 点
Q 3 2

12 剥　　　 片 6．7 3 ．4 1．0 18 頁　　 岩 A 区 表 採 Q 3 8

13 ナイフ形石器 5．1 2 ．0 1．1 6 頁　　 岩 A 区 表 採 Q 3 9

14 剥　　　 片 4．6 2 ．3 0 ．8 4 頁　　 岩 A 区 表 採 Q 4 0

15 剥　　　 片 4．6 1 ．4 0．8 4 黒 色 頁 岩 A 区 表 採 Q 4 1

16 剥　　　 片 4．3 2 ．1 1．1 8 黒 曜 石
A 区 旧 石 器 調 査

地 点
Q 2 8

17 剥　　　 片 4．2 4 ．5 1．3 16 黒 曜 石 S ト5 7覆 土 中 Q 1 8

18 剥　　　 片 4．5 2 ．2 1．4 11 1 黒 曜 石 B 区 表 採 Q 5 2

遺構外出土遺物観察表（縄文時代）

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴　 及　 び　 文　 様 胎土 †色調 ・焼成 備　 考

第214図

1

深鉢形土器
縄文 土器

B （2．5）

C lO．7

底部 の破 片。平底。 円筒形 で，直 立す る。 砂粒

にぷ い黄橙色
普通

5 ％　 P 398

縄文前期 末

A 区表採

遺構外出土遺物拓影図表（縄文時代）（第214，215図）

．群 時　 期 型　 式 図版番号 器種 ・部分 塔 形　 の　 特　 徴　 及　 び　 文 様 備　　 考

I
早　　 期

前　　 葉

夏　　 島 2 深鉢形土器口緑部 2 は単節 L R の縄文が施 され てい る。 T P 22 Sト71覆土中

（田戸下層

の前段階）
3 － 5 深鉢 形土器胴 部 3 ～ 5 は沈線文が施 されてい る。

T P 24，27 ，28

A 区表採

II

早　　 期

中　　 葉

田戸下 層

6 ， 7 深鉢形土器口綾部 6 ， 7 は沈線文が施 され ている。 T P 29，31 A 区表採

8 ， 9 深鉢 形土器胴部
8 ， 9 は縦横に幅の広 い沈線文 が走 り，その間 に貝殻腹縁 T P 32，33

文 が施 されてい る。 S ト47覆土 中

田戸上 層 10 深鉢形土器口綾部
10は 口唇部 に貝殻押捺 による刻 みを持 つ。外面 は沈線文が T P 35

施 されてい る。 S I－9覆 土中

III
早　　 期

複　　 葉
茅 山下 層 11～14 深鉢形土器胴部 11～14は表裏 ともに条痕 文が残 る。胎土 に繊 維が含 まれ る。

T P 37，38 ，39 ，40

A 区表採

IV

前　　 期

前　　 葉

関　　 山 15～17 深鉢形土器胴部
15～17は3～5条のループ文が施 されてい る。胎土 に繊維が T P 44，45 ，46

含 まれ る。 A 区試掘 グ リッ ド

黒　　 浜 18 深鉢形土器 胴部
18は棒状工具 に よる平行沈線文 と刺 突文 が施 され ている。 T P 49

胎土 に繊維 が含 まれて いる。 S ト47覆土 中

・Ⅴ

前　　 期

諸 磯 A 19 深鉢形土器胴部 19は木葉文 が施 されて いる。 T P 162 A 区表採

浮 島 II 20 深鉢形 土器 胴部
20は変 形爪形文が横に走 り，棒状工具 に よる平行沈線文が T P 50

復　　 業
斜 めに施 されてい る。 S I－17覆土 中

浮 島 HI 21 深鉢形土器口緑部 21は 口唇部に斜位の刻みが押捺 されてい る。 T P 51 S K →271覆土中
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Ⅴ

前　　 期

後　　 菓

興　　 津

22～40 深鉢形土器口綾部

22～28は棒状工具 による平行 沈線文が施 され，特 に‘22は 口 T P 56～68 ，70 ，71，

唇部 に斜位の刻みが押 捺されてい る。29－36は貝殻 波状文 74 ，75，79 ，82

が施 され，特に32，34，35は 口唇部 に斜位 の刻 みが押捺さ

れてい る。37 ～40は口唇部 に斜め刻み の押捺が， 直下 に沈

，線文 が巡 らされて いる。 また，由 と39 は頸部 に刺突文 が巡
り， さ らに39は平行沈線文 が施 されて いる。

阜区表採

41～52 深鉢形土器胴部

41～46は棒状工具 による平行沈線文が施 されている。47～51 T P 99－102，104，105，

は貝殻 波状 文が施 され ている。152は半裁竹管の刺突文 と， 107～11 1 A 区表採

棒状工具 に よる沈線文 と刺突文 が施 されて いる。 T P 14 8

S I－43 覆 土 中

莱 島 台 53， 54 深鉢形土器胴部

53は無節 の縄文の圧痕が残 る。54は単節 R L の縄文が施 さ T P 1 63

れ ている。 A 区試掘 グ リッ ド

T P 16 4 A 区表採

Ⅵ

後　　 期

中　　 葉

加曽利B II

55 深鉢形土器 口綾部
55は端部 か ら斜位 の沈線文が，・．また下位 に棒状工具に よる T P 1 70

横走 りす る沈線文 が施 され ている。 Sト58覆土中

56，57 深鉢形土器胴部

56は頸部 に幅 の広い沈線文 を横 に巡 らし，その直下に刺突 T P 1 71 ，172

文 を施 している。 またその下 に棒状工具 に よる平行沈線文

を施 している。57は棒 状工具 による平行 沈線文 を施 してい

る。

Sト58覆土中

遺構外出土石器一覧表（縄文時代）（第215，216図）

図 版 番 号 器　 種
計　　 測　　 値

石　 質 出　 土　 地　 点 備　　　 考
長 さ （cm ） 幅　 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

5 8 石　 鉄 1 ．6 1 ．7 0 ．4 1 安 山 岩 S I－12 覆 土 中 い Q 60　　 10 0 ％

5 9 石　 鉄 （1 ．6） 1．3 0 ．4 （1） チ ャー ト
A 区 旧石 器 調 査

地 点
Q 34　　　 9 0 ％

6 0 石　 鉄 3．1 1 ．6 0 ．5 2 安 山 岩
A 区 旧石 器 調 査

地 車
Q 3 5　　 10 0 ％

6 1 石　 鉄 （1．9） 1．6 0 ．3 （1） 黒 曜 石 A 区 表 採 Q 4 2　　 ・9 0％

6 2 石　 鉄 （2．3） 1．4 0 ．4 （1） チ ャー ト A 区 表 採 Q 4 3　　　 95 ％

6 3 石　 鉄 3．1 2 ．0 0 ，4 2 チ ャー ト
A 区 試 掘 グ リッ

ド
Q 4 4　　 10 0％

6 4 石　 鉄 1．5 1 ．3 0 ．3 1 黒 曜 石 A 区 表 採 Q 4 5　　 1 00 ％

6 5 石　 鉄 2．0 1 ．4 0 ．4 1 チ ャ ー ト Sト2 9覆 土 中 Q 5　　 1 00 ％

66 石　 鉄 3．3 1 ．5 0 ．7 2 チ ャ ー ト S ト4 7覆 土 中 Q l O　　 l OO ％

67 石　 鉄 2．5 1 ．7 0 ．5 2 チ ャ ー ト B 区 表 採 Q 53　　 1 00 ％

68 石　 鉄 2．0 1 ．6 0 ．3 1 チ ャ ー ト B 区 表 採 Q 54　　 1 00 ％

69 石　 鉄 3 ．2 1 ．5 0 ．5 （2 ） チ ャ ー ト B 区 表 採 Q 55　　　 95 ％

70 磨　 石 10 ．2 2 ．9 2 二2 86 泥　　 岩
A 区 旧石 器 調 査

地 点
Q 33　　 10 0 ％

71 石　 斧 13 ．5 5 ．0 2 ．9 3 23 砂　　 岩 、S ト32 覆 土 中 Q 7　　 10 0 ％

遺構外出土遺物拓影図表（弥生時代）（第217図）

図　 版 番　 号 器 種 ・部 分 器　 形　 の　 特　 徴　 及　 び　 文　 様 備　　　 考

1 壷 ・ロ綾 部 1 は折 り返 し 口縁 。 自唇 部 に 縄 文 原 体 が 押 圧 さ れ て い る。 T P 187　 A 区 表 採

2 壷 ・頸 部 2 は櫛 描 文 が施 さ れ て い る。 T P 188　 A 区 表 採

3 ～ 5 壷 ・胴 部

3 は竹 管 に よ る刺 突 文 が 施 され て い る。 内面 剥 牡 。 T P 184　 S IT 14A 覆 土 中

4 は櫛 描 文 が 施 さ れ て い る。 T P 1 89　 A 区 試 掘 グ リッ ド

5 は 縄 文 原 体 が押 庄 さ れ て い る。 T P 1 85　 S I－1 4A 覆 土 中　 外 面 赤 彩

6 壷 ・胴 部 6 は 附 加 条 1＿種 （附加 2 条 ） の 縄 文 と結 束 文 を施 さ れ て い る。 T P 186　 S I－14A 覆 土 中 外 面赤 彩 南 関東 系
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遺構外出土遺物観察表（古墳時代～近世）

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形　 の　特 徴 手 法　 の　特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第218図 高　　 塀 A ［18．8］ 坪部の破片。丸みを持った平底。体 ロ縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長石　 石英　 砂粒 40％　 P 337

1 土 師 器 B （5．7） 部から口綾部にかけ，内攣気味に立 面ナデ。外面下位へラ削り。底部外 にぷい橙色 SK －38覆土中
ち上かる。端部は外反する。 面手持ちへラ削 り，内面ナデ。 普通

2

高　　 塀 B （9 ．0） 脚部の破片。脚部は太 く，裾部はラッ 脚部外面横ナデ。内，面へラナデ。 砂粒 30％　 P 396

土 師 器 パ状に開く。 赤褐色
普通

A 区表採

3

高　　 塀 B （10 ．0） 脚部の破片。脚部は太く，裾部はラッ 脚部外面横ナデ。内面輪積痕有 り。 砂粒 30％　 P 397

土 師 器 パ状に開く。 赤褐色
普通

A 区表採

4

坪 A ［13．0］ 底部からロ綾部の破片。平底。休部 口綾部，体部内．・外面ロタロナデ。 雲母 砂粒 45％　 P 395

土 師 器 B　 3．2－3．9 から口線にかけ，内攣気味に立ち上 外面下位へラ削り。内面へラ磨 き。 スコリア 内面黒色処理

C　 5．8 がる。端部はわずかに外反する。 底部回転へラ削り。 橙色
普通

A 区表採

5

埠 A ［13．1］ 底部からロ綾部の破片。平底。休部 ロ綾部，体部内 ・外面ロクロナデ。 長石　 石英　 雲母 35％　 P 15

須 恵 器 B　 4．0
C ［8．5］

からロ綾部にかけ，直線的に外傾 し

立ち上がる。

底部手持ちへラ削 り。 砂粒

にぷい黄褐色
普通

S ト5覆土中

6

坪 A 12．7 休部，口綾部一部欠損。平底。休部 口綾部，体部内 ・外面ロクロナデ。 長石　 雲母　 砂粒 85％　 P 401

須 恵 器 B　 4 ．3 から口綾部にかけ，直線的に外傾し 外面下位へラ削 り。底部手持ちへラ スコリア B 区表採

C　 6 ．6 て立ち上がる。 削り。 褐灰色
普通

7

聾 A ［23 ．6］ 休部か らロ綾部の破片。休部は外傾 ロ線部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長石　 石英　 砂粒 5 ％　 P 402

土 師 器 B （6 ．3） して立ち上がる。ロ綾部は外反して

中位に稜を持つ。端部はつまみ上げ

られている。

面ナデ。 明赤褐色

普通

B 区表採

8

皿 A ［9 ．0］ 底部か らロ緑部の破片。平底。休部 水挽き成形。 砂粒 10％　 P 328

土師質土器 B　 1．9

C ［6 ．0］

から口綾部にかけ，直線的に立ち上

がる。

橙色

普通

Sト71覆土中

9

高台付皿 A ［9 ．6］ 高台部から口綾部の破片。高台部は 口縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 砂粒 45％　 P 382

土師質土器 B　 2 ．8 「ハ」の字状に開 く。休部からロ縁 面，底部へラ磨き。高台部貼り付け， 橙色 SE －3覆土中

D ［5．6］

E　 O．9

部にかけ，内攣気味に立ち上がる。・ 横ナデ。 普通

10

捨　　 鉢 B （3．9） 底部から休部の破片。平底。休部は 休部外面ナデ，下位へラナデ。内面 長石　 石英　 雲母 5 ％　 P 52

土師質土器 C ［10．6］ 直線的に外傾して立ち上がる。 8 本単位の櫛目が施される。底部へ

ラ削り。

砂粒

にぷい褐色
普通

S I－11覆土中

11

内 耳 鍋 A ［23．6］ ロ綾部の破片。口綾部は内攣気味に ロ縁部内 ・外面ナデ。 長石　 石英　 雲母 5 ％　 P ．399

土師質土器 B （5．5） 立ち上が り，端部は厚みを増す。口

唇部は平坦。

砂粒

にぷい褐色
普通

A 区表採

12

内 耳 鍋 A ［22 ．0］ ロ綾部の破片。 口綾部は内攣気味に ロ緑部内 ・外面横ナデ。外面上位へ 長石　 雲母　 砂粒 5 ％　 P 121

土師質土器 B （3 ．2） 立ち上が り，端部は厚みを増す。口

唇部は平坦。

ラ削 り。 にぷい褐色
普通

・SI－24覆土中

13

内 耳 鍋 A ［26 ．0］ 口綾部の破片。口綾部は内攣気恥 三 ロ緑部内 ・外面ナデ。 雲母 砂粒 5 ％　 P 403

土師質土器 B （4 ．4） 立ち上がり；端部は厚みを増す。口

唇部は平坦。

明赤褐色

普通

B 区表採

14

15

16

焙 賂 鍋 A ［30 ．6］ 底部から口綾部の破片。平底。休部 ロ綾部，体部内 ・外面横ナデ。底部 長石　 雲母　 砂粒 5 ％　 P 96

土師質土器

聾

B （3 ．4）

A ［32 ．4］

は直線的に立ち上が り，下位に稜を へラ削 り。

水挽き成形。

水挽 き成形。

赤褐色 外面スス付着

持つ。 ロ綾部は外傾して，端部は内

側に折 り返されている。

口綾部の破片。ロ綾部は強 く外反 し

普通

長石　 砂粒 ．

Sト15覆土中

5 ％　 P 404

陶　 ．器

捨　　 鉢

B （10 ．3）l

A ［27．7］

て，中位に稜を持つ。端部はつまみ 外面褐色 内・外面自然粕

上げられている。 内面灰褐色

普通

常滑産 （13C 初）

SB －2 ，3脇 P

休部からロ綾部の破片。休部か ら口 長石　 砂粒 5 ％　 P 175

陶　　 器 B （4．4） 綾部にかけ，内攣気味に立ち上がる。 灰黄褐色 瀬戸 ・美濃系

折 り返しロ縁。 黒褐色 （粕）

普通

（18C ）

S L 34壁溝
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第218図 練　　 鉢 A ［17．4］ 底部か ら口綾部 の破片。l平底。休 部 水 挽 き成形。底部 回転へ ラ削 り後， 砂粒 20％　 P 4 0 0

17 陶　　 器 B （5．8） か ら口綾部 にかけ， 内攣 して立ち上－ナデ。

ll

灰黄色　 灰黄褐 色 北関東系 （18C ）

C ［10．0］ が り，端部 は外反す ．る。折 り返 し口

緑。

灰 オ リー ブ色 （粕）

良好

S ト11覆土 中

18

羽　　 釜

土師質土器

B （2．7） 破 片。断面形 は 「L 」字状。
l

．内 ・外 面横 ナデ。

l

長石　 石英　 砂粒

黒褐色

普通

5 ％　 P 3 88

内・外面スス付着

刻 書 「九寸」

SD －5覆土 中

遺構外出土石製品一覧表（古墳時代～近世）l（第219図）

図 版 番 号 器　 種
計　　 測　　 値

石　 質 出　 土　 地　 点 備　　　 考
長 さ ．（cm ） 幅　 （cm l） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

19 砥　 石 （7 ．3 ） 2 ．8 2 ．8 （7 5 ） 凝 灰 岩 A 区 表 採 Q 46

20 砥　 石 （5．6） 4 ．1 2 ．2 （7 8 ） 凝 灰 岩 A 区 表 採 Q 48

21 砥　 石 9．4 2 ．7 2 ．3 7 3 凝 灰 岩 A 区 表 採 Q 49

22 砥　 石 5．2 2 ．8 ‘ 2 ．4 3 8 凝 灰 岩 A 区 表 採 Q 50

23 砥　 石 （9 ．4） 3 ．8 3 ．0 （10 4 ） 凝 灰 岩 B 区 表 採 Q 56

24 砥　 石 （3 ．8 ） 3 ．4 1 1．1 （2 1 ） 凝 灰 岩 B 区 表 採 Q 58　 表 裏 穿 孔 痕

25 砥　 石 4．0 3 ．3 1 ．5 2 5 頁　 岩 B 区 表 採 Q 57

遺構外出土土製品一覧表（古墳時代～近世）（第219図）

図 版 番 号 器　 種
計　　　　 測　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　 考
長 さ （cm ） 幅　 （cm） 厚 さ （cm） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ）

26 土　 玉　 ＿ 2．4 2．6 2 ．4 0．5 16 A 区表 採 D P 23　　 10 0 ％

27 紡錘 車 ／ ／ ／ 長 径 4 ．4 2 ．1 1．2 36 S D －10覆 土 軒 D ．P 畠　　 10 0％

28 土　 玉 2 ．1 1．9 2 ．1 0．4～0 ．5 6 B 区試掘 グ リッ ド D P 25　　 10 0 ％

遺構外出土金属製品一覧表（古墳時代～近世）（第219図）

図 版 番 号 器　 種
計　　 測　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　 考
最大径 （cm） 重　 量 （g ）

29 火縄銃 の弾 1 ．3 11 鉛 A 区表採 M 20　　 100％

30 火縄銃 の弾 1 ．1 8 ．鉛 A 区表採 M 21　　 100％

31 火縄銃 の弾 1 ．2 9 鉛 A 区表採 M 22　　 100％

遺構外出土遺物拓影図表（古墳時代～近世）（第219図）

図版番 口 器 種 部 分 器　 形 ・ 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　 考

32
聾 口綾部 折 り返 し口縁。 ロ縁部 内 ・外面 ロクロナデ。外面 に 6 本 櫛歯に よる横走 T P 21

須　 恵 器 波状文が施 されている。 SD －8覆土中

33
捨　　 鉢 口綾部 休部か ら口綾部 にかけわずかに外反 して立 ち上が る。端部 は厚 みを増 し， T P 192

土師質土器 ～休部 口唇部 は平坦 である。休 部外面ナデ。内面 に 3 本単位の櫛 目が施 される。 A 区試掘 グ リッ ド

34
火　　 舎

瓦質土器

体 ‘部 休部 は内攣気味 に立ち上 が る。外面 中位に桜花文が刻 印されてい る。 T P 193

Sト31覆土中
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第220図　古銭柘影図

表2　古銭一覧表（第220図）

図　 版

番　 号
鋳　　 名

初 鋳 年

西　　 暦

鋳 造 地 名 出 土 地 点 備　　　　　 考

1 紹　 豊　 元　 費 134 1 陳 S K －3 7 M ll

2 寛　 永　 通　 賓 162 4 日　 本 A 区表採 M 16

3 ○　 ○　 元　 賓 － － S K －16 5 M 14

4 紹　 聖　 元　 賛 109 4 北　 宋 B 区表採 （S K F 27 5 脇） M 15

5 洪　 武　 通　 賛 136 8 明 B 区表採 M 17

6 皇　 宋　 通　 賛 10 38 北　 宋 B 区表採 M 18

7 威　 ○　 元　 賓 － －
B 区表採 M 19　 威康元賓 （92 5）威平元資 （998）威 淳元賛 （12 65）
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神田遺跡遺構一覧表

表3　住居跡一覧表

住居跡

番　号
位置 主軸方向 平面形

規　模（m）

（長軸×短軸）

壁　 高

（cm）
床　 面

内　　 部　　 施　　 設
覆　 土 出 ．土　 遺　 物

備　　　 考

新旧関係（古→新）壁溝 主柱穴貯蔵穴 ピット入口 炉・竃

1 F2go N －9 。－E 隅九方形 5．11×5．00 40－60 平　 坦 － 4 － － 1 竃 人　 為 土師器308，須恵器131，支脚1 SI一色→本跡

2 F3hl 不　 明 不　 明 （3．45×－） 20 平　 坦 － － － － － 炉 人　 為 土師器18，須恵器1 本跡→SL 1

3 F 3f2 N －9 。細E 方　 形 3．65×3．55 16～30 平　 坦 － 2 － 3 － 竃 人　 為 土師器95，須恵器1「

4 G 3d9 N －120－E 隅九長方形 4．90×4．72 30～55 平　 坦 － 4 － 3 1 竃 人　 為 土師器168，須恵器40，陶器2，

磁器1

5 G 4a2 N －38。－W 隅丸方形 6．60×6．30 55～65 平　 坦 － 4 － 2 1 炉 2 人　 為 土師器2軋 須恵器78 焼失家屋，
本跡→SD－5

6 F3C4 N －4 。－E 長方形 3．30×3．02 40－48 平　 坦 － － － 5 －
竃 人　 為 土師器63，須恵器43

7 E 3i2 N －180－E 隅九方形 4．15×4．11 23～33 凹　 凸 半周 4 － － － 竃 人　 為 土師器108，須恵器71，支脚2

8 E 3g6 N 細130－E 隅九長方形 4．65×4．40 14～26 平　 坦 仝周 4 － － 1 竃 人　 為 土師器293，須恵器191

9 E 3g8 N －100－W 隅丸方形 4．50×4．50 25～30 平　 坦 － 3 － 1 － 炉 人　 為 土師器100，須恵器13，縄文土器3
焼失家屋，
本跡→SD－8

10 E 4hl N －480－W 隅九方形 5．54×5．43 32～38 平　 坦 － 2 1 6 1 炉 人　 為 土師器156，須恵器13，砥石1
焼失家屋，
本跡→SD－8

11 F3a9 N －200－W 方　 形 6．94×6．92 ．33 平 ＿坦 － 3 1 1 － 炉 人　 為 土師器254，須恵器45，土玉5，陶器9，
磁器1

焼失家屋，

本跡ナSD細1

12 E 4j3 N －320－W 方　 形 6．50×6．40 28～38 平　 坦 － 4 1 1 － 炉 人　 為 土師器139，須恵器9，ガラス玉1 焼失家屋，本跡→

SK 細17F ，SD－1

13 E 4ho N －8 0－E 隅丸方形 3．17×3．10 29－35 平　 坦 － － － － － 竃 自　 然 土師器6，須恵器4

14A F 4f3 N －50。－W 隅丸長方形 5．38×4．90 27 平　 坦 仝周 3 － － 1 炉 人　 為 土師器190，須恵器9，磨石1，鉄棒3，

弥生土器3，陶器1

焼失家屋，
本跡→SD－11E

14B F4d6 N －33。－W ［方　 形］［5．73×5．63］ 40－50 平　 坦 － 3 － 10 － 炉 2 人　 為 土師器128 焼失家屋，
本跡→SD－114

15 F 3fo N l8 0lE 隅九長方形 5．20×5．04 55 平　 坦 一部 4 － － － 竃 人 ．為 土師器74，須恵器7，土師質土器1，
陶器3

SD－11E，
本跡→SD－10

16 C 3h7 N －5 0－E 隅九方形 5．45×5．38 10～20 平　 坦 － 4 1 － 1 竃 人　 為 土師器94，須恵器8，陶器2

17 D 3d5 N －8 0－E 方　 形 3．58×3．50 4 ～20 凹　 凸 全周 － － 3 1 竃 人　 為 土師器54，須恵器18，縄文土器1，

陶器1

18 D 3d7 N －8 0－E ［長方形］ ［3．25×2．96］ 4 ～12 凹　 凸 － － － 7 － 竃 人　 為 土師器48，須恵器15，陶器1，
磁器1

19 D 3C7 N －1。－E 方　 形 3．55×3．54 1 － 9 凹　 凸 半周 3 － 2 1 竃 自　 然 土師器24，須恵器3，陶器1

20 D 3a6 N －23。－E 長方形 4．63×4．37 8 ～24 平　 坦 － 4 － 4 1 竃 人　 為 土師器78，須恵器1

21 D 3a8 N －12。－E 長方形 3．90×3．62 8 ～18 平　 坦 全周 4 － － 1 竃 人　 為 土師器40，須恵器12

23 C 3h9 N －10－E 長方形 7．10×6．50 1 ～15 平　 坦 全周 5 － 1 4 竃 人　 為 土師器304，須恵器54，磨石1，

陶器4，磁器2

SK －104，本跡→

SK －172，228

24 C 4jl N －130－E 防　 形］ ［4．75×4．65］ 不　 明 平　 坦 － 4 － － 1 竃 不　 明 土師器8，須恵器1，土師質土器1

25 C4e4 N －150－E 方　 形 3．70×3．40 24－28 平　 坦 半周 4 － 1 1 竃 人　 為 土師器32，須恵器12 本跡→SK－219，

220，221，222

26 C3eo N 二5 0－E 隅丸方形 3．04×2．86 6 ～12 平　 坦 － － － － － 竃 人　 為 土師器34，須恵器11

27 C3e9 N －200－E 隅九長方形 3．76×3．60 15～21 平　 坦 － － － － － 竃 3 自然 ・
人為

土師器356，須恵器63，砥石．1

28 C 3fl N －180－E 隅丸方形 3．87×3．86 58－66 平　 坦 一部 4 － 3 1 竃 人　 為 土師器308，須恵器27，支脚1

本跡→SL 73

焼失壷屋

29 C 3dl N －0 。 方　 形 4．38×4．36 6 －10 平　 坦 － 4 － － － 竃 自　 然 土師器104，須恵器8，石鉄3

30 C 3bl N －190－E 隅丸方形 2．76×2．69 10～20 平　 坦 仝周 － － － － 竃 人　 為 土師器184，須恵器74

31 C 3b2 N －150－E 方　 形 3．64×3．53 15～25 平　 坦 仝周 － － － 1 竃 人　 為 土師器63，須恵器46，砥石1，瓦
土器1

32 C 3C3 N －10－E 長方形 3．43×3．05 17～28 平　 坦 全周 － － － 1 竃 人　 為 土師器17，須恵器9，石斧1

33 C 4d2 N －140－E 方　 形 2．98×2．84 32 平　 坦 仝周 － － － 1 竃 人　 為 土師器41，須恵器39，刀子1 本跡→SK －168

34 B 3j8 N －10。－W 方　 形 5．17×5．10 25 ～30 平　 坦 仝周 4 － － 1 竃 人　 為 土師器105，須恵器28，陶器2
本跡→SK－146，147，153
A，153B，154，156，218，
224，225．227

35 B 3j6 N －190－E 方　 形 5．60×5．34 20 ～30 平　 坦 全周 4 － － 1 竃 自　 然 土師器169，須恵器224，砥石1，

鍍1

本跡→SK－138，196，

SE －6

36 B 3h6 N －18。－E 方　 形 3．92×3．65 27－30 平　 坦 仝周 4 － 1 1 竃 人　 為 土師器112，須恵器16 本跡→SK後164，
197，270A

37 B 3hl N －19。－E 方　 形 3．78×3．54 2 －10 平　 坦 － 2 － 3 1 竃 人　 為 土師器33

38 B 2f9 N －29。－E 長方形 3．88×3．48 8 ～17 平　 坦 仝周 3 － － 1 竃 人　 為 土師器29，須恵器12
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住居跡

番　号
位置 主軸方向 平面形

規　模 （m）

（長軸×短軸）

壁　 高

（cm）
床　 面

内　　 部　　 施　　 設
覆　 土 出　 土　 遺　 物

備　　　 考

新旧関係（古→新）壁溝 主柱穴 貯蔵穴 ピット入 口 炉・竃

39 A

B 4d 7 N －290－E

腑丸方形］ ［3．18×2．84］

26～28 平　 坦 仝 周 3 2 竃 人　 為 土師器357，須恵器177，砥石2，
火打ち鎌1，瓦質土器1，陶器1

本跡→SI－39 B

39 B 方　 形 3．46×3．42 Sト39 A →本跡

40 B 3f7 N －17。－E 方　 形 4．25×4．02 2 8－34 平　 坦 全 周 － － 1 2 竃 人　 為 土師器62，須恵器19，鉄鍍1 本跡→SB－14，

SK －349，350

4 1 B 3go N －27。－E 方　 形 3．96×3．90 3 6～38 平　 坦 仝 周 3 － － 1 竃
自然 ・

人為
土師器149，須恵器82，土製紡錘車2 本跡→SB－8

42 B 4i4 N －18。－E 方　 形 4．94×4．78 3 4～37 平　 坦 仝 周 4 － ，2 1 竃 人　 為 土師器191，須恵器104，支脚1，
刀子1

本跡→SK －286

43 B 4f4 N －330－E 方　 形 4．13×3．94 2 2～26 平　 坦 － － － － 1 竃 2 自　 然
土師器159，須恵器147，土玉4，

刀子1，縄文土器1

44 B 4e6 N －140－E 長方形 3．83×3．41 12－15 車　 坦 ．全 周 － － － 1 竃 人　 為 土師器98，須恵器70

45 B 4C7 N －9 0－E 方　 形 4．23×4．16 1 2～14 平　 坦 仝 周 3 － － － ㈲ 人　 為 土師器35，須恵器14 本跡→SK －298

46 甲C6 N －210－E 方　 形 3．90×3．82 4 ～ 8 平　 坦 一部 3 － 3 1 竃 自　 然 土師器176，須恵器31 本跡→SK －291

47 B 4b3 N －17。－E 方　 形 3．48×3．33 4 0－42 平　 坦 全 周 － － － 1 竃 人　 為
土師器136，須恵器46，石鉄1，
縄文土器4

48 B 3co N －130－E 方　 形 4．45×4．40 3 4～36 平　 坦 仝 周 － － 4 － 竃 人　 為 土師器184，須恵器151，支脚4

49 B 3bo N －7。－E 方　 形 4．95×4．58 3 4－40 平　 坦 － 4 － 1 1 竃 人　 為 土師器231，須恵器．102，砥石1，
支脚3，刀子1，縄文土器1

本跡→SB－9

50 B 3C6 N －200－E 隅丸方形 3．45×3．33 r 2 4～26 車　 坦 半 周 2 － － 1 竃 人　 為
土師器77，須恵器31，砥石2，

支脚2，土玉1

・51 B 3C4 N －70－E 振 方形］ 4．00×3．70 2 0～24 平　 坦 － － － － － 竃 自　 然 土師器284，須恵器104，砥石2，刀子
1，種子炭化物，尖頭器1，縄文土器1

本跡→SK－134

52 B 3a5 N －170－E 方　 形 4．80×4．63 1 0～24 平　 坦 仝 周 4 － － 1 竃 人　 為 土師器80，須恵器－15，支脚1

53 B 4d4 N －230－E 長方形 3．48×2．68 4 ～ 8 平　 坦 － － － 2 － － 人　 為 土師器37，須恵器4，礫1，磁器1

54 B 3a7 N －200－E ［隅九方形］ 3．68×3．60 4 6 平　 坦 － － － － 2 ㈲ 人　 為 土師器122，須恵器70 本跡→SK－290

55 A 3j7 N －160－E 方　 形 4．75×4．70 34 ～40 平　 坦 全周 4 － － 1 竃 人　 為 土師器56，須恵器30

5 6 A 3j9 N －230－E 隅九方形 3．01×2．94 40 ～52 平　 坦 仝周 4 － － 2 竃 人　 為
土師器109，須恵器59，支脚1，

刀子1

57 A 3h6 N －310－E 長方形 2．95×2．50 2 － 4 平　 坦 － － － － － 竃 自然 ・
人為

土師器25，須恵器19，剥片1

58 A 3h8 N －9。－E 隅九方形 5．50×5．38 34 ～39 平　 坦 全周 4 － － 1 竃 人　 為
土師器123，須恵器34，縄文土器4，
陶器1

59 A 4i9 N －13。－E 脹 方形］ （4．07×1．72） 48 ～56 平　 坦 半周 2 － － － 不明 人　 為 土師器34，須恵器23

6 0 B 4a2 N －80－E 方　 形 3．10×3．05 42 平　 坦 － 3 － 2 － 竃 人　 為 土師器49，須恵器20 本跡→SB－9

6 1 A 4h3 N －60－E ［長方形］ ［3．60×3．20］ 3 平　 坦 － － － － － ㈲ 不　 明 土師器14，須恵器5 焼失家屋

62 A 4i7 N －25。－E 長方形 4．50×3．85 5 平　 坦 半周 4 － － 1 ㈲ 不　 明 土師器27，須恵器2

63 A 4i4 N －200－E 隅九長方形 6．24×5．84 5 平　 坦 仝周 4 － 1 1 竃 自　 然 土師器195，須恵器96，陶器1

64・ A 4j7 N －70－E 方　 形 3．35×3．27 2 平　 坦 仝周 － － 3 1 ㈲ 不　 明 土玉1

65 B 2e8 N －280－E 長方形 3．75×3．35 14～36 平　 坦 仝周 4 － 2 1 竃 自　 然 土師器179，須恵器66，砥石1

本跡→SK －233

6 6 B 2b 9 N －250－E 防　 形］ （3．22×1．75） 3日～55 平　 坦 － － － － 1 竃 人　 為 土師器57，須恵器19，砥石1，
支脚2，縄文土器3

67 C 3C9 N －180－E 隅丸方形 3．27×2．97 2 2 平 ・坦 仝周 － － 3 1 竃 人　 為 土師器145，・須恵器34，土製紡錘車1

68 C 3bo N －5 0－E 長方形 3．17×2．69 14～19 平　 坦 － － － 4 1 竃 人　 為 土師器107，須恵器45

69 B 4i3 N 1100lW 方　 形 3．44×3．34 4 1～46 平　 坦 仝 周 4 － 1 － 竃 人　 為 土師器690，須恵器212，刀子1 焼失家屋

70 B 4jl N －240－E 隅丸長方形 2．82×2．46 17～21 平　 坦 半 周 － － 1 － 竃 人　 為 土師器44，須恵器21 本跡→SK －244，307

71 B 3ig N －230－E 方　 形 3．30×3．24 4 0～42 平　 坦 全 点
－ － 3 1 ㈲ 自　 然

土師器96，須恵器52，石製紡錘車1，
縄文土器1，土師質土器2

放失家見本跡→

SK－258A，B，277，278

72 B 2io N －60－W 隅九方形 3．09×3．02 18～32 平　 坦 － － － 2 － － 不　 明 土師器16，須恵器2
粘土採掘坑の可能
性有

73 C 2co N －180－E 長方形 2．90×2．59 8 ～13 平　 坦 － － － － － 竃 自　 然 土師器53，須恵器1，土師質土器1 SI－29 →本跡

75 A 3j3 N l340l E 方　 形 2．24×2．18 6 ～16 平　 坦 一部 2 － － 1 竃 人　 為 土師器33，須恵器9

77 A 3h3 N －58。－W 長方形 3．40×3．12 1 0～30 平　 坦 － 4 － － － 竃 人　 為 土師器66，須恵器45

l
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表4　掘立柱建物跡一覧表

堀立柱

建 物 跡

番　 号

位置 長軸方向

規　　 模 （長さの単位はすべてm ） 柱　　 穴　 （長さの単位はすべてcm）
覆　土 出　土　 遺　物

備　 考

重複関係

旧関係（古→新）
東西間・
距牡

南北間・
距離

桁行柱間梁行柱間面積（mり構造柱穴数平面形 長径（軸）短径（軸）深　 さ断面形 柱寸法

1 D3C9 N－14。－E 1 間2．90 3 間4．30 1．5～1．8 2．8～3．0 12．47 2列 7
長方形

・方形
35～42 25～35 16～46 逆台形．14～20 人　為 土師器5，

須恵器1

2 C4C5 N－52。一E 4 間5．84 2 間3．97 1．0－2．9 1．9－2．0 － 側柱 8
痛円形

・円形
36～83 32－56 10～68

逆台形

二段掘
10～18 人　為 土師器2 SB－3

3 C4d5 － 3 間3．70 1．1～1．4 － － 4
楕円形

・円形
40～70 25－48 14～34

逆台形

二段掘
10～14 不　 明

土師器5，
須恵器2 SB－2

4 C3a3 N－5。－W 2 間3．75 3 間6．45 1．8～2．3 1．7～2．0 24．19 側柱 10
円形・
楕円形

36～76 30～74 22～52
二段掘
逆台形 10～14 人　為

土師器2，
須恵器1

本跡→SK－131，
274

5 B3g3 N－200－E 2 間3．50 3間 5．35 1．5～2．0 1．6－1．8 18．73 側柱 10
楕円形

・円形
33～86 30～70 12～38

逆台形

二段掘
14～24 人　為

土師器5，須恵器

2，陶器1
本跡→SB－6

6 B3e3 N－220－E 2 間4．90 3間 6．20 1．8～2．1 1．4～3．4 30．38 側柱 10
円形・
楕円形 30～83 44～79 34～48

逆台形

二段掘
15 人　為

土師器12，須恵
器 1，縄文土器2

SB－5→本跡，

SB－7

7 B3e4 N－170－E 1 間3．15 3間 4．40 1．4～1．7 3．2～3．3 13．86 2列 8
円形・
楕円形 35－40 32－36 16～30 逆台形 － 不　 明

土師器8，
須恵器2 SB－6

8 B3f8 N－70。－W 3 間6．20 2間 4．20 2．2 2．1 〔2Ⅲ4］側柱 8
楕円形

・円形
65～124 65－78 34～50 逆台形 12～22 人　為

土師器18，
須恵器2

SI－41→本跡

9 B4bl N－160－E 2 間4．30 3間 6．20 2．0～2．2 2．1－2．3 26．66 側柱 10 長方形

・方形
86～115 70～95 58－76

逆台形

二段掘
14へ一20 人　為

土師器15，

須恵器4

Sト49，60

→本跡

10 B4bl N－180－E 2 間3．60 2間 3．20 1．75 1．5－1．7 11．52 側柱 7
円形・
楕円形 50～78ノ42～60 26－47 逆台形 10～20 小 為

土師器3，

須恵器2

11 A 3h5 N－34。－E 1 間4．00 3間 6．00 1．7～2．3 4．0 24．00 2列 8 円　形 60～73 － 48～62
逆台形
二段掘

18～22 人　為 土師器1

12 A 3go N－120－E 1 間2．00 2間 4．00 1．8～2．1 2．2 8．00 2列 6 円　形 55～74 － 25－53
逆台形
二段掘 12 人　為

土師器1，

須恵器1

13 A 4g4 N－710－W 2 間3．80 2間 3．50 1．5～2．3 1．3－2．2 ．13．‾30 側柱 8
円形・
楕円形 39～56 35～53 13～53 逆台形 14 人　為

14 B3f4 N －700－W 3 間4．60 2間 3．10 1．4～2．0 1．5～2．2 〔14．26］側柱 9
楕円形

・円形
37～80 35－63 12～48 逆台形 17～20 人　為

土師器 2，

須恵器 5
Sト40→本跡

表5　地下式墳一覧表

地下
式墳
番号

位 置
長径方向

（長軸方向）

平　 面　 形　 と　 規　 模　 （m ）

壁面 底面 覆土 出　 土　 遺　 物

備　　　　 考

（遺構番号）

新 旧関係 （古→新 ）上　　 面 底　　 面
深 さ

平面形 長径（軸）×短径（軸）平面形 長径（軸）×短径（軸）

1 F 4al N －380－E

堅坑 円　 形 1．54 楕円形 1 ．10 ×0．92 1．38 垂直 平坦

人為 土師器 3，礫 1
（SK －38）

本跡→SD －1 ，8
主室 長方形 2 ．55 ×1．55 1 ．60 垂直 平坦

2 E 4cl N －380－E

堅坑 痛円形 1．15 ×0 ．90 楕円形 0 ．85×0 ．60 0 ．95 垂直 平坦

人為 須恵器 1，土師質土器 1，礫 1 （SK －47）

主室 長方形 2 ．20×1．35 0 ．92． フラスコ 平坦

3 E 4el N －10。－E

堅坑 不定形 2 ．20×1．65 長方形 1 ．28×0 ．60 0 ．46 外傾 平坦

人為 土師器 7 ，須恵器 2，陶器 2
（SK －61）

本 跡→SD －9
主室 長方形 2 ．90×1．70 0 ．84 垂 直 平坦

4 E 4eo N －86。－E

堅坑 円　 形 1．40 不定形 0 ．80×0 ．67 0 ．67 外傾 平坦

人為
土師器 3 ，須 恵器 1，土師質

土器 1

（SK －63）

本 跡→ SD －9
主室 長方形 2 ．72×1．70 0 ．85 垂 直 平坦

表6　井戸一覧表

井戸
番号 位置 長径方向平面形

規　　　　 模
断　面 底 ，面 覆　土 出　土　遺　物

備　　　　 考
（遺構番号）

新旧関係（古→新）
長径（軸）×短径（軸）（単位はm）深さ（m）
上　面 底　 面 掘り込面

1 E 4j6 N－　70－E 楕円形 3．35×2．35 0．98×0．90
　／

（2．90）捨鉢・円筒 － 人　為 土師器7，須恵器3，
土師質土器1 （SE－1）

2 C4g4 N－270－E 〔円形〕（1．38×1．23）0．88×0．80
　／

（0．80）円　筒 － 人 ．為 土師器3，須恵器2 （SE－4）

3 C3色7 N－80。－E 楕円形 2．20×1．40 0．88×0．78
　／

（1．90）捨鉢・角柱 － 人　為 土師器32，須恵器10，
陶器6，礫20，砥石1 （SE－5）

4 B 3j5 N－400－W 楕円形 1．87×1．65 1．20×0．86
　／

（1．90）捨鉢・円筒 － ∧　為 Sト35
→本跡（SE－6）
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表7　大形竪穴状遺構一覧表

大形
竪穴
番号

位置 長径方向平面形

規　　　　 模

断　 面 底 ‘面・覆　 土 出　 土　 遺　 物
備　　　　 考
（遺構番号）

新旧関係（古→新）
長径（軸）×短径（軸）（単位はm ）

深さ（m）
上　 面 底　 面 掘り込面

1 E 3d7 N－380－W
槽由形

2．60×2．30 1．76×1．45 0．30×0．30 1．52 捨　 鉢 平　 坦 人　 為
土師器12，須恵器2 ，
土師質土器1

（SE－2 ）
本跡→SD －8

2 C 4i2 N－　00 円　 形 3．70×3．65 2．45×2．38 0．70×0．70 1．78 捨　 鉢 平　 坦 人　 為
土師器 78，須恵器50，
土師質土器6，礫1

（SE－3）
本跡→SK－118，155，216，217

表8　楕円形で墓壕と考えられる土坑一覧表（第182，183図）　　　◎印は本文中に記述

土坑

番号 ．
位 置

長径方 向

（長軸方 向）
平　 面　 形

規　　　 模
壁面 底面 覆土 出　 土　 遺　 物

備　　 考

重複関係

新旧関係（古→新）長径（榔×短径（軸）・（m） 深さ（珊）

1 E 4j5 N －56 0－W 楕　 円　 形 1．77 ×1．04 28 緩斜 平坦 人為 土師器 6

11 E 4j8 N －72。－W 楕　 円　 形 1．88 ×1．24 16 緩斜 平坦 人為

16 E 4 i4 N －57 0－W 楕　 円　 形 1．86 ×0．78 13 緩斜 平坦 人為

17 A E 4 h 4 N －120－E 楕　 円　 形 1．90 ×0．．94 12 緩斜 平坦 人為

◎ 17 B E 4 h 3 N －2 30－E 楕　 円　 形 1．76 ×0．86 2 0 緩斜 平坦 人為

19 E 3d 9 N －8 30－W 不整楕円形 2 ．0 9 ×0．96 2 4 外傾 平坦 人為

．2 2 E 4i7 N －1 2。－E 槽 ．円　 ‾形 2 ．0 6 ×1．48 2 8 緩斜 平坦 人為

2 3 E 4i8 N －2 00－E 楕　 円　 形 1 ．5 3 ×1．00 17 外傾 平坦 人為

2 8 E 4g 7 N －7 50－W 不 整楕円形 2 ．1 6× 1．04 10 外傾 平坦 人為 土師器 1，陶器 1

2 9 E 4g 7 N －3 30－E 不 整楕円形 1 ．3 8× 1．3 2 1 9 緩斜 平坦 人為 S K －3 0

3 0 E 4g 7 N －0 0 不 整楕 円形 1 ．8 3×1 ．0 4 1 2 緩斜 平坦 人為 S K －2 9

3 1 E 4i9 N －4 90－W 不 整楕 円形 1 ．5 9×1 ．0 0 3年 外傾 平坦 人為 土師器 2

3 3 E 4f5 N －2 40－E 楕　 円　 形 1．4 1×0 ．9 3 4 1 ‾ 外傾 平坦 人為

34 E 4 f5 N －2 80－E 不整楕 円形 2．9 8×1 ．7 3 1 3 緩 斜 平坦 人為

◎37 E 4 e5 N －8 00－W 楕　 円　 形 1．42 ×0 ．7 7 8 緩斜 平坦 人為 古銭 1

43 E 4 e3 N －15 0－E 楕　 円　 形 1．42 ×0 ．8 3 42 外傾 平坦 人為

45 E 4 e7 N －2 20－E 不整楕 円形 1．6 3×0 ．9 2 2 4 外傾 一平坦 人為 土 師器 7，須恵器 4

46 E 4 e8 N －7 10－W ［楕　 円　 形］ ．［1 ．5 8×0 ．8 1］ 2 6 外傾 平坦 自然 本跡→SD －2

48 E 4 e9 N －66。－W 楕　 円　 形 2．28 ×1 ．4 0 2 0 緩斜 平坦 人為 土 師器 3

51 E 4 e2 N －7 。－E ［楕　 円　 形］ ［2．3 8×1 ．7 8］ 2 6 外傾 平坦 人為 土 師器 3，須恵器 3 S K －53 →本跡

5 3 E 4 d 2 N －14 0－E ［楕　 円　 形］ ［1．7 6×1 ．3 2］ 2 6 外傾 平坦 人為 本跡→SK －5 1

5 6 E 3 eo N －3 。－W 不整楕 円形 1．64 ×0．82 18 外傾 平坦 自然 土師器 10，須 恵器 4

5 8 E 3 C8 N －15 0－E 楕　 円　 形 1．60 ×0．70 9 緩斜 平坦 人為 土師器 4

◎6 0 E 3d 4 N －11 0－W 不整楕 円形 2．18 ×1．84 60 外傾 平坦 人為 土師器3，陶器5，銅製品1，砥石1，人骨，獣骨

6 2 E 3e 6 N －3 0－W 不整楕 円形 2 ．70 ×1．02 38 緩斜 皿状 人為 土師器 5，須 恵器 1，獣骨

表9　円形で墓境と考えられる土坑一覧表（第185～190図）　　　◎印は本文中に記述

土坑

番号
年置

長径方向

（長軸方向）
平　 面　 形

規　　　 模
壁面 底面 覆土 ．出　 土　 遺　 物

備　　 考
重複関係

新旧関係（古→新）長径（軸）×短径（軸）（m）深さ（仰）

6 F 4a7 N －10。⊥E 楕　 円　 形 1．00×0．87 18 緩斜 平坦 人為

◎10 E 4j7 N －720－W 不 整 円 形 1．24×1．13 31 垂直 平坦 人為 SK －9→本跡
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土坑

番号
位置

長径 方向

（長軸 方向）
平　 面　 形

規　　　 模
壁面 底面 覆 土 出　 土　 遺　 物

備　　 考

重複関係

新旧関係（古→新）長径（軸）×短径（軸日加） 深さ（cm）

17 D E 4i3 N －470－E 円　　　 形 0 ．85 ×0．78 ・ 19 垂直 平坦 人為 土師器1， 陶器 1

17 E E 4h 2 N －820－W 円　　　 形 1 ．08 ×1．04 12 緩斜 平坦 人為

17 G E 4j4 N －380－E 円　　　 形 1 ．01 ×0．93 33 垂直 平坦 人為 土師器2， 須恵器 1

17 H E 4j4 N －380－W 円　　　 形 0 ．95 ×0 ．88 36 垂直 平坦 人為 土師器2， 須恵器 2

52 E 4g 3 N －140－E ［不整楕 円形］ ［1 ．16×0 ．98］ 15 緩斜 平坦 人為 土師惑 4， 須恵器 2 本跡→SK －20

◎83 D 3i7 N －370－E 不 整 円 形 1 ．22×1．11 2 4 外傾 平坦 人為 土師器2，鉄釘 3

91 D 4 a 2 N －290－E 円　　　 形 1 ．36×1．24 2 0 緩斜 皿状 人為 土師器6，須 恵器 1

92 C 4il N －0 0 円　　　 形 0 」71×0 ．70 2 2 緩斜 平坦 人為 土師器11

93 C 4 h 4 N 細0 0 ［円　　　 形］ ［1 ．30×1 ．20］ 16 緩斜 平坦 人為 本跡→SK －94 A

94 A C 4 h 3 N －310－W ［円　　　 形］ ［1．14×1 ．12］ 20 緩斜 平坦 不 明
S K －93→本 跡，
S K 細94 B

94 B C 4 h 3 N －310－W ［円　　　 形］ ［1．28×1 ．20］ 24 緩斜 平坦 人為 S K －94 A

9 6 C 3 h 4 N －0　0 ［円　　　 形 ］ ［1．20×1 ．08］ 18 緩斜 平坦 人為 本 跡→SK －95

9 8 C 3 g 4 N －400－W 円　　　 形 1．35 ×1 ．33 5 8 外傾 平坦 人為

100 B C 4 h 3 N －800－E ［楕　 円　 形 ］ ［1．23 ×1 ．11］ 20 外傾 平坦 人為
l

本 跡→S K －100 A

10 1 A C 4 g 2 N －73 0－W ［楕　 円　 形 ］ ［1．56 ×1 ．30］ 21 外傾 平坦 人為 －
本 跡→S K －101 B

10 2 C 3 g o N －370－E 円　　　 形 1．09 ×1 ．04 1 4 外傾 平坦 人為 土 師器4，須 恵器 2

10 3 C 4 g 3 N －90 0－W 円　　　 形 ・1．18 ×1 ．10 2 0 垂 直 平坦 人為

105 C 4 g l N －510－W ［円　　　 形］ 1．26 ×1 ．25 1 7 外傾 平坦 人為
SD －13→本 跡

→SK －171

10 6 C 4 el N －46 0－E 楕　 円　 形 0．97 ×0 ．85 9 外傾 平坦 人為 土師器 2

10 7 A C 4f2 N －62 0－W 円　　　 形 1．24 ×1．20 33 外傾 平坦 人為 土師器2，須恵器 1 SK －10 7 B →本跡

10 7 B C 4g 2 N －79 0－W ［円　　　 形］ ［1．30 ×1．30］ 19 緩斜 平坦 人為 －
本跡

→SK －10 7A ，10 8

1 08 C 4f2 N －80 0－E 円　　　 形 1．08 ×1．00 34 ‘ 外傾 平坦 人為 土師器 1 SK －10 7B →本跡

109 C 4fl N －27。－W 円　　　 形 1．19 ×1．13 36 外傾 平坦 人為 土師器2， 須恵器 3

110 C 4fl N －71 0－W 円　　　 形 0 ．83 ×0．76 14 緩斜 平坦 人為 須恵器 2

113 C 3d 2 N －10 0－W 円　　　 形 1 ．42 ×1．35 10 緩斜 平坦 人為 土師器2， 須恵器 2

114 C 3d 3 N －42 0－W 不 整 円 形 1 ．25 ×1．17 26 外傾 平坦 人為

120 B C 3e 5 N －13。－E ［不 整 円 形］ 0 ．95 ×0．95 19 外傾 平坦 人為 SK －12 0 A

1 27 C 3C 5 N －240－E ［円　　　 形］ ［1 ．35 ×1．27］ 14 緩斜 平坦 人為 土師器3， 須恵器 4 本跡→SK －12 6

13 0 C 3b 5 N －0。 円　　　 形 1 ．06×1．02 2 1 外傾 平坦 人為 土師器2，須 恵器 1

13 5 C 3a 5 N －00 円　　　 形 1 ．60×1．50 18 緩斜 平坦 ．人為 須恵器 3

土師器 8，須 恵器 3

土 師器 16， 須恵器 8

SD －17→本跡137 C 3b 6 N －250－E ［円　　　 形］ ［1 ．36×1．32］ 16 緩斜 平坦 人為

138 B 3j6 N －0 0 ［円　　　 形］ ［1 ．04×1．01］ 24 外傾 平坦 不 明 Sト 35→本 跡

141 C 3C 7 N －0 0 ［円　　　 形］ ［1．12×1 ．08］ 18 緩斜 平坦 人為 SD －14→本跡

本 跡→SK ⊥15 6

本 跡→SK －14 5 B

14 2 C 3b 8 N －580－E 楕　 円　 形 1．40×1 ．14 3 2 外傾 平坦 人為

143 C 3 a 8 N －0 0 ［円　　　 形］ ［1．30 ×1 ．30］ 25 緩斜 平坦 人為

144 C 3 b 8 N －300－W 不 整 円 形 1．58 ×1 ．47 4 7 外傾 平坦 人為

145 A C 3 a o N －66 0－E ［不 整 円 形］ ［1．59 ×1 ．53］ 31 外傾 平坦 人為 －

146 B 3j8 N －0 0 ［円　　　 形］ 1．20 ×1 ．14 2 2 垂 直 平坦 人為 土 師器 9，須 恵器 3 S ト34，SK －14 7

→本 跡

14 7 B 3j7 N －0 0 ［円　　　 形］ ［1．26 ×1 ．18］ 43 緩斜 平坦 人為 土師器 8，須 恵器 6 S I－34→本跡

→SK －146 ，218

1 49 C 3 a 9 N －0 0 不 整 円 形 1．54 ×1 ．52 3 7 外傾 平坦 人為 土師器8，須恵器 2
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150 C 3C 9 N －72 0－E 不 整 ・円 形 1．25 ×1．17 26 外傾 平坦 人為 土師器9，須恵器 3

15 1A C 3a o N －60 0－W ［楕　 円　 形］ ［1．42 ×1．14］ 27 外傾 平 坦 人為 土師器 17，須 恵器 3 SK －15 1 B

1 52 C 3a o N －51 0－W 楕　 円　 形 1．45 ×1．20 30 外傾 平坦 人為 土師器 12，須 恵器 4

153 A B 3j8 N －52 0－W ［嘩　 円　 形］・［1．16 ×1．04］ 32 外傾 平坦 人為 土師器4，須恵器 1 SI－34，SK －15 3 B

→本跡

153 B B 3j8 N －50 0－E ［楕　 円　 形］ （1．16 ×0．91） 33 緩斜 平坦 不明
SI－34→本 跡→

SK －15 3 A

1 54 B 3j8 N －55 0－W 円　　　 形 1．12 ×1．06 33 緩斜 平坦 人為 土師器 2 SI－34→ 本跡

156 C 3a 8 N －35 0－E ［円　　　 形 ］ ［1．60 ×1．46］ 6 緩斜 平 坦 人為 土師器 6 Sト34，SK －14 3

→本跡

157 B 3j9 N －36 0－W 不整楕 円形 1．39 ×1．10 23 外傾 平坦 人為 土師器6，須恵器 3

160 B 4 g 2 N －18 0－W 円　　　 形 1．28 ×1．28 12 緩斜 平坦 人為 土師器11，須恵器3，土師質土器 1

161 B 3 eo N －16 0－E 楕　 円　 形 1．16 ×1．01 24 ‾ 外傾 平 坦 人為 土師器2，須恵器 3

162 A C 3a o N －60 0－E ［楕　 円　 形］ ［1．20 ×1．00］ 38 緩斜 平 坦 人為 土師器4，須恵器 3 SK －162 B →本 跡

162 B C 3a o N －0 0 ［不 整 円 形］ ［1．00 ×1．00］ 12 緩斜 平坦 人為 本跡→SK －16 2 A

16 3 C 4a l N －42 0－W 楕　 円　 形 1．88 ×1．44 21 緩斜’平坦 人為 土師器12，須 恵器 3

16 4 B 3h 7 N －19 0－E 楕　 円　 形 0．89 ×0．75 53 垂直 平坦 人為
Sト36→本 跡→

SK －19 7

◎ 165 B 3 i8 N －50 0－E 円　　　 形 1．25 ×1．19 30 外傾 平坦 人為 土師器2，古銭 1 SK －193 ，26 1，28 2

16 6 C 3b 8 N －26 0－W 楕　 円　 形 1．83 ×1．51 34 外傾 平坦 人為 土師器27，須 恵器 5

16 8 C 4d 2 N －40 0－W 楕　 円　 形 1．17 ×1．03 10 外傾 平坦 人為 土師器6；須恵器 1 SL 3 3→本 跡

16 9 C 3io N －0 0 円　　　 形 1．09 ×1．08 12 外傾 平坦 人為 土師器1，磁器 1

17 1 C 4g l N －54 0－E 円　　　 形 1．20 ×1．15 31 緩斜 平坦 人為 SK －105→本跡

◎173 B 3 i8 N －0 0 円　　　 形 1．．60 ×1．42 44 外傾 平坦 人為 土師器5，土師質土器 1 SK －226 ，28 2

→本跡

◎175 C 4d 2 N －0 0 円　　　 形 1．29 ×1．29 51 ’ 外傾 平坦 人為 土師器8，須恵器10，土師質土器 1

18 1 C 4d 2 N －0 0 円　　　 形 1．14 ×1．09 36 外傾 平坦 人為 土師器10，須 恵器 5

18 2 B 4g l N －0 0 円　　　 形 1．22 ×1．21 31 外傾 平坦 人為 土師器 4

18 5 C 4a l N －48 0－W 不 整 円 形 1．25 ×1．14 15 緩斜 平坦 人為 土師器9，須恵器 4

1白7 B 3i9 N －0 0 円　　　 形 0 ．99 ×0．92 21 外傾 平坦 人為

188 B 4h 3 N －0 0 円　　　 形 1．15 ×1．12 18 緩斜 平坦 人為 土師器3，‾須恵器 4

18 9 B 4il N －0 0 円　　　 形 1 ．31×1．29 3 5 緩斜 平坦 人為
土師器29，須恵器18，土師質土器1，
陶器3，磁器1，鉄製品1，古銭 1

19 2 B 3h 8 N －32。－E 楕　 円　 形 1 ．27×1．15 4 5 外傾 平坦 人為 土師器4，須恵器3，土師質土器 2

19 3 B 3i7 N －150－E 円　　　 形 1 ．28×1．20 4 4 垂直 平坦 人為

車師器17，陶器 1

S K －165

S K －210 A

本 跡→S K －10 1 B

19 4 B 3j7 N －590－E 円　　　 形 1 ．10×1 ．03 4 8 垂直 平坦 人為

195 B 3i6 N －390－W 円　　　 形 1 ．10×1 ．08 2 4 外傾 平坦 人為

209 C 4 i2 N －260－E 円　　　 形 1 ．55×1 ．44 2 1 緩斜 平坦 人為 土師器6，須 恵器 2

21 0 B C 3 f5 N －280－E 円　　　 形 0 ．88×0 ．86 4 1 垂 直 平坦 人為 －

211 C 4 d 3 N －820－E 不 整 円 形 1 ．25×1 ．17 3 4 外傾 凹 凸 人為 土師器2，須 恵器 5

212 C 4 d 3 N －230－W 円　　　 形 1 ．36×1 ．34 5 2 外傾 平坦 人為 土師器 11，須恵器6，鉄 製品 1

土師器6，須恵器3，土師質土器 1

213 C 4 e4 N －160－W 円　　　 形 1．00×0 ．96 1 6 外傾 平坦 人為

215 C 4 g l N －0 0 ［円　　　 形］ ［1．05×1 ．03］ 20 緩 斜 平坦 人為

216 C 4 h 2 N －0 0 ［円　　　 形］ ［1．42 ×1 ．32］ 33 垂 直 平坦 人為 SE －3→本 跡

217 C 4 h 3 N －670－E ［楕　 円　 形］ ［1．19 ×1 ．01］ 18 外傾 平坦 人為 土師器8，須 恵器 1 SE －3→本 跡

218 B 3j7 N －0 0 楕　 円　 形 1．08 ×0．98 2 8 緩斜 平坦 人為 土 師器 6
S ト34 ，S K －147 ，
255→本跡
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21 9 ・C 4 e3 N －0 0 ［円　　　 形］ ［1．38 ×1．26］ 48 外傾 平坦 人為 土師器 4，須 恵器 1 SI－25→本跡

220 C 4 e4 N －0 0 円　　　 形 1．04 ×0．98 28 外傾 平坦 人為 土師器 2 Sト25→本跡

221 C 4 f4 N －30 0－E ［円　　　 形］ ［0．98 ×0．96］ 29 、緩斜 甲凸 人為 Sト25－→本跡

222 C 4 f3 N －28 0－E ［円　　　 形］ ［1．04 ×1．01］ 20 緩斜 平 坦 人為 土 師器 3 SI－25→本跡

224 B 3 j7 N －0 0 円　　　 形 1．52 ×1．48 51 外傾 平 坦 人為 土 師器7，須恵器 4 Sト34→本跡

225 B 3 j7 N －0 0 ［円　　　 形］ 1．14 ×1．12 34 外傾 平 坦 人為 土師器4，須恵器 5 Sト34一十本跡

226 8 3i8 N －0 。 ［楕　 円　 形］ ［1．27 ×1．04］ 44 外傾 平坦 人為 本跡→SK －17 3

2 27 C 3 a8 N －33 0－W 楕　 円　 形 1．34 ×1．06 4 緩斜 平坦 人為 SI－34→本 跡

229 C 4g 3 N －0 0 ［円　　　 形］ （1．10 ×0．25） 24 緩斜 皿状 人為 本跡→SK －10 0 A

23 1 B 4 f2 N －0 0 円　　　 形 1．30 ×1．22 32 外傾 平坦 人為 土師器2，須恵器 4

23 2 C 3b 9 N －11 0－W 円　　　 形 1．16 ×1．15 18 緩斜 平坦 人為 土師器8，須恵器 4

23 3 C 3b o N －0 0 円　　　 形 1．23 ×1．13 2 1 緩斜 平坦 人為 土師器6，須 恵器 4 SI－68→本 跡

236 C 3b 7 N －250－E 楕　 円　 形 0 ．78 ×0 ．68 15 緩斜 皿状 不 明 土師器 2 SD －14→本跡

239 C 4e 2 N －6 0－W 楕　 円　 形 1 ．13×0 ．90 3 3 外傾 平坦 人為 土師器12，須恵器 3

24 0 C 3b 9 N －0 0 円　　　 形 1 ．30×1．30 3 5 外傾 平坦 人為 土師器11，須恵器12 S K －249 ，250

→本 跡

24 1 A C 3b 9 N －0 0 ［円　　　 形］ ［1 ．40×1．40］ 45 外傾 平坦 人為 土師器44，須恵器10，陶器 1 S K －241 B ，24 8 C

24 1 B C 3 b 9 N －540－E ［円　　　 形］ ［1 ．30×1 ．20］ 45 外傾 平坦 人為 土師器14，須恵器 1 SK －24 1A ，254

24 4 B 4jl N －9 0－W ［円　　　 形］ ［1．07×1 ．02］ 22 垂 直 平坦 人為 土師器5，須 恵器 1 S I－70→本跡

245 C 3 a 9 N －0 0 不 整 円 形 1．34 ×1 ．27 3 4 外傾 平坦 人為 土師器 15，須恵器 2

◎24 7 B 3d 9 N －520－W 円　　　 形 1．50 ×1．42 1 6 緩斜 平坦 人為 土師器1，須恵器1，土師質土器 1 l

24 8 A C 3 b 9 N －700－E ［楕　 円　 形］ ［1．58 ×1．30］ 29 緩斜 平 坦 人草 土 師器22，須 恵器 2 SK －24 8B →本跡

24 8 B C 3 b 9 N －16 0－W ［楕　 円　 形］ ［1．24 ×1．1d］ 30 緩斜 平 坦 人為 SK －24 8C ，本跡

一→SK －24 8 A

2 4 8 C C 3b 9 N －27 0－W ［楕　 円　 形］ ［1．40 ×1．20］ 28 緩斜 平 坦 人為 SK 「24 8B ，本跡

→SK －241A ，249

2 49 C 3 b 9 N －24 0－W ［楕　 円　 形］ ［1．62 ×1．36］ 40 緩斜 平 坦 人為 土師器18，須 恵器 1 SK －248C ，250→本跡

→SK －240

2 50 C 3b 9 N －40 0－W ［円　　　 形 ］ ［1．12 ×1．10］ 12 緩斜 平坦 人為 土師器9，須恵器 1 本跡

→SK －24 0，24 9

2 51 C 3 a 9 N －31 0－E 円　　　 形 1．34 ×1．30 36 緩斜 平坦 人為

252 C 3 a 9 N －76 0－W 円　　　 形 1．30 ×1．28 38 外傾 平坦 人為 土師器 2 SK －253→本跡

253 C 3 a8 N －26 0－E ［円　　　 形］ ［1．16 ×1．08］ 43 外傾 平坦 人為 土師器 7
SK －254 ，本 跡

→S K －252

25 4 C 3a 8 N －320－W ［円　　　 形］ ［1．20 ×1．12］ 27 外傾 平坦 人為 土師器15，須 恵器6，陶器 1 S K －241 B ，25 3

25 5 B 3j7 N －440－W ［円　　　 形］ ［‘1 ．38×1．26］ 42 緩斜 平坦 人為 土師器4，須 恵器 6 本 跡→SK －218

S ト71→本跡

一→S K －258 B

l

S K －16 5

25 6 B 3 i7 N －0 0 円　　　 形 1 ．09×1 ．07 5 1 垂直 平坦 人為 土師器5，須 恵器 6

25 7・ B 4g 3 N －0 0 円　　　 形 1 ．01×0 ．96 1 4 緩斜 平坦 人為 土師器2，須 恵器 2

25 8 A B 3 i9 N －370－E ［円　　　 形］ ［1 ．11×1 ．10］ 21 緩斜 平坦 不 明 －

259 B 4e l N －0 0 円　　　 形 1．02×0 ．98 2 6 外傾 平坦 ・人為 土師器 6，須 恵器 2

26 0 B 3h 8 N －0 0 ［円　　　 形］ ［1．19×1．14］ 45 垂 直 平坦 人為 土 師器 4

26 1 B 3i8 N －0 0 円　　　 形 1．40 ×1．31 ・55 外傾 平坦 人為 須 恵器 2

262 B 3h 9 N －27 0－E 楕　 円　 形 0．82 ×0．73 24 緩斜 皿状 人為 土 師器4，須恵器 1

265 B 3 h o N －26 0－E 円　　　 形 1．08 ×1．08 33 外傾 平 坦 人為 土 師器8，須恵器 5

267 B 4 e2 N －90 0－W 円　　　 形 1．10 ×1．08 23 緩斜 平坦 人為 須 恵器 1

268 B 3 h o N －53 0－W 円　　　 形 1．33 ×1．30 50 外傾 平坦 人為 礫 7
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269 B 3 g o N －90。－W 円　　　 形 1 ．21 ×1．17 48 外傾 平 坦 人為 土師器2， 須恵器 6

272 C 3b 8 N －68 0－W 円　　 ′形 1 ．13 ×1．10 20 外傾 平 坦 人為 土師器5， 須恵器 3

277 B 3 h 9 N －81 0－W ［楕　 円　 形］ （0 ．74 ×0 ．63） 50 外傾 平坦 不明
Sト71→本跡 ，

SK －27 8

2 78 B 3 i9 N －80 0－W ［楕　 円　 形］ （0 ．91 ×0 ．57） 50 外傾 平 坦 人為
Sト71→本跡 ，
SK －27 7

2 81 B 3 h 9 N －76 0－W 円　　　 形 1 ．26 ×1．20 32 ． 外傾 平 坦 人為

285 B 4 g l N －65。－W 円　　　 形 1 ．00 ×0 ．93 21 外傾 平坦 人為 土師器4，須 恵器 5

287 A B 4 g 2 N －62 0－E ［楕　 円　 形］ ［1 ．23 ×0 ．98］ 16 緩斜 平坦 人為 須恵器 2 本跡→SK －28 7 B

2 87 B B 4 g 2 N －31 0－E 円　　　 形 1 ．20 ×1．20 35 外傾 平 坦 人為 －
SK －28 7A ，29 9

→本跡

288 B 4 g 2 N －15 0－W 円　　　 形 1 ．16 ×1．10 21 外傾 平坦 人為 土師器11，須恵器 3

291 B 4 e6 N －57。－W 円　　　 形 0 ．80 ×0 ．74 19 外傾 平坦 人為 土師器2，須 恵器 3 SI－46→本 跡

299 B 4 f2 N －53 0－W ［楕　 円　 形］ ［1 ．29×1．07］ 16 緩斜 平坦 人為 土師器4，須 恵器 2 SK －28 7 8

3 00 B 4 f2 N －53 0－W 円　　　 形 1 ．20×1．18 18 緩斜 平坦 人為 土師器3，須 恵器 2

301 B 4 f2 N －43 0－W 楕　 円　 形 0 ．98×0 ．88 16 緩斜 平坦 人為 土師器2，須 恵器 2

302 B 4 il N －45 0－E 円　　　 形 1 ．08×1．02 18 緩斜 平坦 人為 土師器6，須 恵器 2

307 C 4a l N －33 0－W 楕　 円　 形 1 ．04×0 ．94 2 0 緩斜 平坦 人為 土師器3，須 恵器 1 S ト70→本 跡

321 D 3 i8 N －67 0－W 円　　　 形 1 ．50×1 ．42 2 2 外傾 平坦 人為 －

322 D 3 i9 N －660－W 円　　　 形 1 ．00×0 ．82 3 6 外傾 平坦 人為 －

324 D 3 i9 N －630－W 円　　　 形 0 ．78×0 ．76 3 0 緩斜 平坦 人為 －

表10　方形竪穴状遺構一覧表　　　　◎印は本文中に記述

方形
竪穴
番号

位置
長径方向

（長軸方向）
平　 面　 形

規　　　 模
壁面 底面 覆土 出　 土　 遺　 物

備　　 考

（遺跡番号）長径（輔×短径（軸）（m）深さ（cm）

◎1 E 4f7 N －6 0－E 不整長方形 2．07×1．88 51 外傾 平坦 人為 土師器12，須恵器 8 （SK －39）

◎2 E 4f8 N －710－W 不 整 方 形 2．04×1．98 35 外傾 平坦 自然 骨粉 （SK －72）

表11火葬施設一覧表　　　　◎印は本文中に記述

火葬
施設
番号

位置 種　　 類
長径方向

（長軸方向）
平　 面　 形

規　　　 模
壁面 底面 覆土 出　 土　 遺　 物

備　　 考

（遺跡番号）長径（軸）×短径（軸）（m）深さ（cm）

◎ 1 E 4fl

吸　 気　 坑 N －710－W 楕　 円　 形 0．75×0．60 11 緩斜 皿状 人為

人骨 （SK －18）

燃　 焼　 坑 N －0 。 円　　　 形 0．62×0．60 5 緩斜 皿状 人為

表12　方形土坑一覧表（第194～196図）　　　　◎印は本文中に記述

土坑

番号
位軍

長径方向

（長軸方向）
平　 面　 形

規　　　 模
壁面 底面 覆土 出　 土　 遺　 物

備　　 考

重複関係
新旧関係（古→新）長径（軸）×短径（軸）（m）深さ（cm）

2 E 4 j5 N －380－E 不 整 方 形 1．49×1．41 37 緩斜 平坦 人為 土師器2，磁器1，石鉄 1

◎ 3 F 4a6 N －560－W 長　 方　 形 ・2．27×0．83 36 垂直 平坦 人為 土師器2，土師質土器 2

◎ 9 E 4j7 －N －4 0－E ［長　 方　 形］ 1．80×0．84 ［28］ 垂直 平坦 人為 本跡→SK －10

14A E 4i5 N －10。－E 長　 方　 形 2．70×1．07 21 緩斜 平坦 人為 SK －14B→本跡

14B E 4j5＿ N －780－W ［長　 方　 形］ ［1．98×0．95］ 21 外傾 平坦 不明 本跡→SK －14 A

17C E 4h 3 N －200－E 長　 方　 形 1．23×0．69 15 緩斜 平坦 人為

17F E 4i4 N －110－E ［長　 方　 形］ ［1．90×0．83］ 13 外傾 平坦 人為 Sト12→本跡
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位置
長径 方向

（長軸 方向）
平　 面　 形

規　　　 模
壁 面 底面 覆 土 出　 土　 遺　 物

長径（軸）×短径（軸）（m）深さ（cm）

E 4 g 3 N －140－E 長　 方　 形 2．30 ×0．98 4 1 外傾 平坦 人為

E 4h 6 N －720－E 不整楕 円形 1．59 ×1．30 6 6 垂 直 平坦 人為

E 4g 6 N －8 0－E 長　 方　 形 1．72 ×0．92 8 外傾 平坦 人為 土師器4，須恵器 2

E 4 f4 N －2 0－W 長　 方　 形 2．27 ×0．68 12 緩斜 平坦 人為

E 4g 2 N －210－E 長　 方　 形 2．60 ×1．09 22 外傾 平坦 人為 土 師器 1，須恵器 1

E 4 f9 N －270－E 長　 方　 形 2．61 ×1．20 13 外傾 平坦 人為 土 師器1，陶器 1

D 3i8 N －800－W 長　 方　 形 1．90 ×0．76 13 緩斜 凹凸 人為 土 師器1，須恵器 1

D 3i8 N －270－E 長　 方　 形 2．00 ×0．78 38 垂 直 平 坦 人為 土 師器4，須恵器1，磁 器 1

D 3h 8 N －23 0－E 長　 方　 形． 2．04 ×0．80 44 垂 直 平 坦 人為 土 師器2，瓦質土器 1

D 3g 9 N －23。－E 長　 方　 形 3．88 ×0．90 48 垂 直 平 坦 人為 土 師器10，須恵器7，陶器3 ，
磁器3 ，鉄製 品 1

D 3e o N －24 0－E 長　 方　 形 5．60 ×0．86 44 垂直 平 坦 人為
土 師器7 ，須 恵器5 ，陶器 1，磁 器1，

瓦質土器2 ，鉄製 品 5

D 4 b 2 N －20 0－E 長　 方　 形 1．42 ×0．88 30 垂直 平坦 人為 土師器3 ，須 恵器 1，陶器 3

C 3 h 4 N －80 0－W ［長　 方　 形 ］ ［1．86 ×0．88］ 24 垂直 平坦 人為 土師器2，須恵器 1

C 4g 4 N －77 0－W ［長　 方　 形］ ［1．77 ×0．98］ 26 外傾 平坦 人為

C 4h 3 N －77 0－W ［長　 方　 形］ ［2 ．18 ×0．99］ 54 外傾 平坦 人為 土師器14，須恵器4，陶器 3

l C 4g 2 N －74 0－W ［長　 方　 形］ 4 ．40 ×0．90 25 外傾 平坦 人為 土師器10，須恵器3 ，楔1，銅製品1

C 3f6 N －76 0－W 長　 方　 形 3 ．01 ×0．74 15 外傾 平坦 人為 土師器5， 陶器 1

C 3f6 N －11。－E ［長　 方　 形］ ［2 ．62 ×0 ．59］ 25 外傾 平坦 人為 土師器 3

C 3f6 N －13 0－E ［長　 方　 形］ ［3 ．62 ×0 ．72］ 38 外傾 平坦 人為 土師器3，須 恵器1，陶器 1

備　　考

重複関係
新旧関係（古→新）

SK－52→本跡

SK－100B，229
→本跡

SK－101A，215
→本跡

SK－119→本跡

本跡→SK－119

SK－117→本跡
－→SK－116

D3co N－190－E 長　方　形 4．94×0．83 42 垂直 平坦 人為 土師器55，須恵器12，土師質土器1，陶器9，磁器5，
鉄製品8，かんざし1，土製品1

B 3j4 N －75 0－W 長　 方　 形 1 ．8 4 ×0 ．9 6 15 外 傾 平 坦 人為 須 恵 器 2

C 4h l N －210－E 長　 方　 形 1 ．6 4 ×0 ．6 6 2 4 垂 直 平 坦 人為
土師器 20 ，須 恵器1 ，土師質 土器 1，
陶器 1，鉄製 品1 ，砥石 1

C 4b 3 N －250－E 方　　　 形 1 ．3 1 ×1 ．2 7 3 9 外 傾 平 坦 人為 土 師 器 12 ， 須 恵 器 1 0

B 3 i6 N －2 00－E ［長　 方　 形 ］ ．［2 ．1 6 ×1 ．0 4］ 3 5 外傾 平 坦 人為 土師器 9 ，須 恵器5 ，磁 器2 ，鉄 製 品 3

B 3h 7 N －16。－E ［長　 方　 形 ］ ［2 ・3 3 ×I ・3 1］ 3 9 外傾 平 坦 人為 土師器 9，須 恵器8， 陶器1， 磁器 2

B 3h 2 N －150－E 長　 方　 形 3 ．8 7 ×0 ．8 6 2 1 垂 直 平 坦 人 為

B 3 i4 N －18。－E 長　 方　 形 4 ・．1 7 ×1 ．0 1 2 2 垂 直 平 坦 人 為 土 師器 5， 陶 器 1

B 3i4 N －7 50－W 長 ．方　 形 1 ．8 9 ×0 ．9 1 1 7 外 傾 平 坦 人 為

B 3h 8 N －1 70－E 長　 方　 形 2 ．6 5 ×0 ．7 1 3 4 垂 直 平 坦 人 為

C 4 iA N －2 30－E 長　 方　 形 1 ．58 ×0 ．7 8 3 2 ． 外 傾 平 坦 人 為 土 師器 2 ， 須 恵 器 1 ， 陶 器 1

C 3 d 3 N －1 60－W ［長　 方　 形 ］ ．［2 ．13 ×1 ．1 0］ 20 外 嘩 平 坦 人 為 土 師器 8

B 4b 7 N －2 6。－E ［罠　 方　 形 ］ ［2 ．00 ×1 ．08 ］ 6 外 傾 平 坦 人 為 土 師器 4 ， 須 恵 器 2

D 3i9 N －2 10－E ［長　 方　 形 ］ （2 ．86 ×0 ．90 ） 35 垂 直 平 坦 人 為 土 師器 1 9， 須 恵器 10， 陶 器 4 ，

磁 器 2 ，鉄 製 品 2D 3i9 N －6 70－W 長　 方　 形 2 ．10 ×0 ．78 24 ． 垂 直 平 坦 人 為

D 3 i9 N －2 10－E ［長　 方　 形 ］ （1 ．22 ×0 ．84 ） 31 垂 直 平 坦 人 為

D 3 h 9 N －2 10－E ［長　 方　 形 ］ （1 ．54 ×0 ．96 ） 29 垂 直 平 坦 人 為

D 3 h 9 N －2 10－E ［長　 方　 形 ］ ［1 ．76 ×0 ．52 ］ 30 垂 直 平 坦 人 為

D 3 h 9 N －21 0－E ［長　 方　 形 ］ （2 ．06 ×0 ．54 ） 34 垂 直 平 坦 人為

D 3 h 9 N －21 0－E ［長　 方　 形 ］ （1 ．4 4 ×0 ．66 ） － 垂 直 平 坦 人為

D 3 h 9 N －64 0－W ［長　 方　 形 ］ （1 ．14 ×0 ．8 4 ） 3 6 垂 直 平 坦 人為

SI－35→本跡

Sト36，SK－164
→本跡

SK－243→本跡

Sト45－→本跡

SK－325→本跡

本跡
→SK－320，326

SK－325→本跡
→SK－327

SK－329→本跡，
SK－330

SK－330，本跡
→SK－328

SK－333→本跡，
SK－328，329
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土坑

番 号
位 置

長径方 向

（長軸方 向）
平　 面　 形

規　　　 模
壁 面 底面 覆土 出　 土　 遺　 物

備　　 考

重複関係

新旧関係（古→新）長径（輔×短径（軸）（m） 深さ（cm）

33 1 D 3h 9 N －210－E ［長　 方　 形］ （2 ．00 ×0．80） 33 垂 直 平坦 人為

l

SK －334，335，本跡

→SK －327

3 32 D 3h 9 N －210－E ［長　 方　 形］ ［1．90 ×0．64］ 41 垂 直 平坦 人為
S K －333，33 6

→本 跡

333 D 3h 9 N －210－E ［長　 方　 形］ （1．22 ×0．44） － 垂 直 平坦 人為
本 跡

→S K －330 ，332

3 34 D 3h o N －210－E ［長　 方　 形］ （2 ．76 ×0．52） － 垂 直 平坦 人為
S K －331，本 跡

→S K －335 ，33 7

3 3 5 D 3h 9 N －210－E ［長　 一方　 形］ ［1．98 ×0．56］ 39 垂 直 平坦 人為
S K －334→本跡 ，

SK －331，337

3 3 6 D 3g 9 N －210－E ［長　 方　 形］ （0．78 ×0．56） 41 垂 直 平坦 人為
本跡

→S K －332 ，339

3 3 7 D 3g o N －210－E ［長　 方　 形］ （1．18 ×0．58） 66 垂 直 平坦 人為 SK －334→SK －335，
本跡→SK －341

3 3 8 D 3g 9 N －210－E ［長　 方　 形］ （1．42 ×0．32） － 垂 直 平坦 人為
SK －336→本跡

→S K －339

3 3 9 D 3g 9 N －210－E 長　 方　 形 2．40 ×0．66 82 垂 直 平坦 人為
SK －336，338 ，

340→本跡

34 0 D 3g o N －210－E ［長　 方　 形］ （1．84 ×1．18） 33 垂 直 ‘平坦 人為 本跡→S K －339

3 4 1 D 3g o N －210－E ［長　 方　 形］ （2 ．96 ×0．92） 88 垂 直 平坦 人為 SK －337，343

→本 跡

342 D 3fo N －210－E 長　 方　 形 2 ．22 ×0．88 6 6 垂 直 平坦 人為 SK －343→本跡

343 D 3fo N －65 0－W ［不整長方形］ （1．56 ×0．64） 52 垂 直 平坦 人為
本跡

→S K －341 ，342

3 44 D 3fo N －210－E ［長　 方　 形］ （2．48 ×0．94） 81 垂 直 平坦 人為 SK －34 5→本跡

345 D 3fo N －210－E ［長　 方　 形］ （2．38 ×0．52） 84 垂 直 平坦 人為
SK －346，本 跡

→S K －344

3 46° D 3fo N －60 0－W ［不整長方形］ （1．62 ×0．86） 85 外傾 凹凸 人為
SK －34 5，本跡 ．

→S K －34 7 ，348

3 4 7 D 3eo N －6 0－W ［不整長方形］ （2 ．00 ×1．40） 56 垂 直 平坦 人為 SK －34 6→本跡

348 D 3eo N －63 0－W 長　 方　 形 1．54 ×0．68 3 7 垂 直 平坦 人為 SK －34 6→ 本跡

表13　粘土採掘坑，粘土貯蔵土坑一覧表（第198図）　　　◎印は本文中に記述

土坑

番 号
位 置

長径方 向

（長軸方 向）
平　 面　 形

規　　　 模
壁 面 底面 覆土 出　 土　 遺　 物

備　　 考

重複関係

新旧関係（古→新）長径（軸）×短径（軸）（m）深さ（cm）

13 6 C 3 b 6 N －810－W 楕　 円　 形 2 ．78×1 ．30 － － － 人為 土師器2，須 恵器 1 SD －17→本 跡

◎139 B 3d 2 N －35。－W 不　 定　 形 6．88 ×5．08 9 8 外傾 平坦 人為 土師器 180，須恵器117

◎18 6 C 4 a 2 N －800－E 不　 定　 形 2 ．64×1 ．32 65 外傾 凹凸 人為 土師器4，須 恵器 4

30 5 B 3d 8 N －79 0－E 楕　 円　 形 1．96 ×0 ．98 － － － 人為

◎306 A 3 b o N －520－E 不　 定　 形 （3 ．66 ×2 ．47） 80 外傾 平坦 人為 土師器111， 須恵器49

表14　その他の土坑一覧表（第200－204図）

土坑

番 号
位 置

長径方 向

（長軸方 向）
平　 面 ’形

規　　　 模
壁面 底 面 覆土 出　 土　 遺　 物

備　　 考

重複関係

新旧関係（古→新）長径（軸）×短径（軸）（m） 深さ（cm）

4 E 4g 8 N －53 0－W 楕　 円　 形 0 ．7 5 ×0．55 5q 緩斜 皿状 人為

5 E 4e 2 N －75 0－E 楕　 円　 形 0 ．8 2 ×0．61 22 外傾 凹凸 人為 土師器5，陶器 1 S K －8

7 F 4 a7 N －12 0－W 楕　 円　 形 1 ．0 1 ×0．78 26 緩斜 凹凸 人為

8 E 4e 3 N －52 0－W 楕　 円　 形 0 ．7 9 ×0．66 ‘ 16 緩斜 平坦 人為 S K －5

12 E 4j8 N －41 0－E 楕　 円　 形 1 ．0 1 ×0．75 45 緩斜 皿状 人為

13 E 4i6 N －62。－W 不整楕円形 1 ．0 5 ×0 ．78 40 緩斜 皿状 人為

15 E 4h 5 N －11 0－W 不 整楕円形 2 ．3 5 ×1．3 8 19 外傾 平坦 人為

24 E 4h 7 N －15 0－E 不　 定　 形 1 ．6 3 ×0 ．9 7 37 緩斜 凹凸 人為

25 E 4g 7 N －29 0－E 楕　 円　 形 0 ．7 7 ×0 ．6 3 11 外傾 平坦 人為

26 E 4h 6 N －4 6 0－W 不 整楕円形 1 ．3 5× 1．14 11 外傾 平坦 不 明
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土坑

番号
位 置

長径 方向

（長軸 方向）
平　 面　 形

規　　　 模
壁面 底面 覆土 出　 土　 遺　 物

備　　 考

重複 関係

新旧関係（古→新）長径（軸）×短径（軸）（m） 深さ（cm）

35 E 4jo N －900－W ［不整楕 円形］ ［0．72 ×0．66］ 86 緩斜 皿状 人為 土 師器 1，須恵器1，鉄樺

36 F 4 b 8 1 N －390－E 不整楕 円形 1．46 ×1．04 1 00 外傾 平坦 人為
S D －1，11 B

→本 跡

40 E 4j8 N －780－E 楕　 円　 形 1．46 ×1．25 8 1 外傾 平坦 人為 土 師器 2

49 E 4 d 8 N －650－W ［楕　 円　 形］ ［1．75 ×1．50］ 38 緩斜 平坦 人為

50 E 4 eo N －590－W 不整楕 円形 0 ．98 ×0．67 74 垂 直 平坦 人為 土 師器3，須恵器2，陶器 5 本 跡→SD －3

5 4 E 4 C5 N －770－W ［隅丸長方形］ ［1．22 ×0．96］ 58 緩斜 皿状 人為

57 E 3 d o N －0 0 円　　　 形 0 ．70 ×0．70 24 緩斜 皿状 人為 土 師器 1

65 F 3 a l N －840－E 楕　 円　 形 0 ．82 ×0．58 2 1 外傾 平坦 人や

66 F 2 e9 N －4 0－W 円　　　 形 0 ．78 ×0．78 2 1 緩斜 平坦 自然 土 師器 6

67 F 2 e8 N －150－W 円　　　 形 0 ．82 ×0．76 26 緩斜 皿状 人為

68 F 2f7 N －0 0 不整楕 円形 0 ．82 ×0．72 56 外傾 平坦 人為 ・土師器 3°

69 F 2 e8 N －74 0－W 楕　 円　 形 1．12 ×0．92 60 外傾 平坦 人為 土師器 3

70 F 2 eo N －52 0－E 不整楕 円形 ． 0 ．85 ×0．76 26 外傾 皿状 人為

71 F 2 C4 N －78 0－W 楕　 円　 形 1 ．34 ×1．14 42 緩斜 皿状 人為 土師器 3

72 F 2C 4 N －10 0－W 不整楕 円形 0 ．84 ×0 ．78 32 緩斜 皿状 人為

73 F 2C 3 N －42 0－W 楕　 円　 形 3 ．60×2 ．68 96 外傾 平坦 人為 土師器3， 縄文土器102

75 E 2j6 N －85 0－W 楕　 円　 形 0 ．68×0 ．44 35 緩斜 皿状 人為

76 F 2 a 5 N －50 0－E 楕　 円　 形 1 ．66×1．14 25 外傾 平坦 人為 土師器 3

77 E 2j3 N －68 0－E 楕　 円　 形 1 ．50×1 ．18 30 外傾 平坦 人為 土師器12，縄文土器 9

79 G 3 C4 N －12 0－E 楕　 円　 形 0 ．64×0 ．57 22 緩斜 皿状 自然 土師器 2

80 G 3 C5 N －26 0－E 円　　　 形 0 ．88×0 ．80 30 緩斜 皿状 人為

81 F 2g 7 N －83 0－E 不整楕円形 1 ．46×1 ．27 2 9 外傾 平坦 自然 土師器3，須 恵器 18

89 D 4 C2 N －25 0－E 不　 定　 形 （3 ．67×1 ．50） 27 緩斜 凹凸 人為 須恵器 1

10 4 C 3h o N －16 0－E 不　 定　 形 （2 ．96×1 ．19） 24 外傾 平坦 人為
土師器 11，須恵器 1，土師質土器1 ，

磁 器 2
SI－23

1 11 C 4e 2 N －25 0－W 不整楕 円形 1．81×1 ．48 3 3 緩斜 平坦 人為 土師器7，須 恵器 6

112 C 3e 9 N －33 0－E 楕　 円　 形 1．56×0 ．98 3 5 外傾 平坦 人為＼ 土師器5，須 恵器 1

118 C 4i3 N －14 0－E ［不 整楕 円形］ ［2．08×1 ．04］ 12 緩斜 平坦 人為 土師器5，須 恵器2，磁器 1 SE －3

1 20 A C 3e 5 N －87。－E 円　　　 形 0．65×0 ．61 3 0 外傾 平坦 人為 土師器 1，須 恵器 1 SK －12 0 B

12 1 C 3e 6 N －130－E 不整長 方形 1．88 ×0 ．97 1 6 緩斜 凹凸 人為 須 恵器1，土 師質 土器 1， 陶器 1

12 2 C 3f4 N －250－W 不整長 方形 1．20 ×0 ．97 2 0 外傾 平坦 人為 土師器 2

12 3 C 3 f3 N －0 0 円　　　 形 1．24 ×1．24 2 2 緩斜 凹凸 人為 土師器 2，須 恵器2，陶器 1

12 5 C 3 C4 N －160－E ［不整楕 円形］ ［1．50 ×1．20］ 35 外傾 平坦 人為 土師器5，須恵器2，土師質土器 1 本跡 →SK －12 6

12 6 C 3 C4 N －630－W ［不整嘩 円形］ ［2．50 ×1．50］ 16 ・ 緩斜 平坦 人為 土 師器 14，須 恵器 4 S K －125 ，12 7

→本 跡

S B －4→本 跡

SI－51→本跡

SK －14‾5A →本跡

128 C 3 b 4 N 「460－W 楕　 円　 形 2．06 ×1．73 2 7 緩 斜 平坦 人為 土 師器 7，須恵器 2 ．

12 9 C 3 b 5 N －410－W 不整楕 円形 1．44 ×1．18 32 緩 斜 皿状 人為
土 師器4 ，須 恵器 1，土師質土器1 ，

礫20

土 師器 5

13 1 C 3 b 4 N －760－E ［楕　 円　 形］ ［1．34 ×1．19］ 19 緩斜 平坦 人為

132 B 3g 5 N －700－W 楕　 円　 形 1．02 ×0．92 44 緩斜 皿状 人為

134 B 3C 5 N －210－W ［不整楕 円形］ ［3 ．70 ×3．28］ 20～24 垂 直 平坦 人為
土師器 1，須 恵器 1，砥石 1，
尖頭器 1

土師器11，須 恵器 2

140 C 3 C7 N －12 0－E 不　 定　 形 0 ．94 ×0．64 17 緩斜 皿状 人為

145 B C 3 a o N －49 0－W 円　　　 形 0 ．83 ×0．82 38 外傾 平坦 人為
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土坑

番号
位 置

長径方 向

（長軸方 向）
平　 面　 形

規　　　 模
壁面 底面 覆土 出　 土　 遺　 物

備　　 考

重複 関係

新旧関係（古→新）長径（軸）×短径（軸）（m）深さ（皿）

148 C 4 C2 N －68 0－W 楕　 円　 形 1．20 ×0 ．60 2 2 外傾 凹凸 人為

151 B C 3 a 9 N －60 0－W ［円　　　 形］ ［1．14 ×1 ．06］ 30 緩斜 平坦 不明 － 本跡→SK －15‾1 A

1 55 C 4 i3 N －87 0－W 不　 定　 形 （1．22 ×0 ．85） 18 外傾 凹凸 人為 土 師器 3，土 師質 土器2， 陶器 1 SE －3

1 58 B 3 g o N －110－W 楕　 円　 形 1．28 ×0 ．89 1 8 緩斜 凹凸 人為 土 師器 6，須 恵器 1

159 B 3 jo N －59 0－W 円　　　 形 0．88 ×0 ．85 1 6 緩斜 皿状 人為

172 C 3h 9 N －19 0－E 長　 方　 形 4．03 ×0 ．86 5 0 外傾 平坦 人為 土 師器 3，須 恵器4，陶器1 ，
磁器 2

SI－23→本跡

174 C 4 C5 N －0 0 円　　　 形 0．67 ×0 ．61 2 4 緩斜 皿状 人為 土 師器 2

176 C チb5 N －68 0－E 不 整 方 形 1．41×1 ．29 2 9 緩斜 平坦 人為 土 師器 8，須 恵器 3

177 C 4 a5 N －41。－E 不　 定　 形 0．91×0 ．49 3 6 外傾 凹凸 人為 土 師器2，須 恵器 1

178 C 4 a6 N －1 0－W 精 一　円　 形 1．30 ×0 ．92 9 緩 斜 平坦 人為 土 師器4，須 恵器 1

179 C 4 a5 N －50 0－W 不整長方形 1．54 ×1 ．09 2 0 緩斜 平坦 人為 土 師器8，須 恵器 2

183 C 4 a3 N －28。－E 楕　 円　 形 2．64 ×2 ．07 2 1 緩斜 平坦 人為
土師器28，須 恵器20，土 師質

土器 5

190 B 3 io N －41 0－E 円　　　 形 0．78 ×0．75 2 4 緩斜 皿状 人為

191 B 3 g 7 N －55 0－W 不整長方形 1．21 ×0．83 4 5 外傾 平坦 人為 土師器5，須恵器 5 S K －206 ，246

2 01 B 3 g 5 N －67 0－E 不　 定　 形 1．57 ×1．40 3 5 外傾 平坦 人為 土師器2，須恵器 2

202 B 3 g 5 N －45。－W 楕　 円　 形 1．25 ×1．15 3 2 緩斜 平坦 人為

203 B 3 g 5 N －54 0－E 不 整 方 形 1．30 ×1．23 4 5 緩斜 平坦 人為 土師器 5

204 B 3 g 5 N －61 0－W 不整長方形 1．31 ×0．96 7 0 垂 直 凹凸 人為 土師器1，須恵器 1

205 B 3 h 6 N －54。－W 楕　 円　 形 1．45 ×1．06 50 外傾 平坦 人為 土師器13，須 恵器 2

206 B 3 h 7 N －65 0－W 不 整楕円形 1．31 ×1．00 44 外傾 平 坦 人為 SK －19 1

2 08 C 3j9 N －23 0－E 長 ・方　 形 2 ．49 ×0．41 60 垂 直 平 坦 人為 土師器41，須恵器11，陶器3，
磁器2 ，鉄製 品 2

SD －16→本 跡

210 A C 3f5 N －44 0－E 円　　　 形 0 ．77 ×0．74 4 1 緩斜 皿状 人為 土師器9，須恵器 5 SK －210 B

2 28 C 3io N －25 0－E 長　 方　 形 4 ．66 ×0．83 7 1 外傾 平坦 人為
土師器25，須 恵器 8， 陶器 7，
磁器 5

Sト23→本跡

234 C 3e 4 N －90 0－W 円　　　 形 1．00 ×0．94 46 緩斜 皿状 人為 土師器 4

235 C 3j8 N －16 0－E 長　 方　 形 2 ．57 ×0．43 5 1 外傾 平坦 人為 土師器17，須恵器4 ，陶器 4 SD －16→本 跡

237 C 4C 4 N －O e 円　　　 形 0 ．88 ×0．84 22 緩斜 皿状 人為 土師器 1

24 2 B 3 f5 ． N －77 0－E 不　 定　 形 1 ．09 ×0．77 31 緩斜 平坦 人為 土師器4， 須恵器 2

243 C 3C 2 N －250－E ［不 整楕円形］ ［2 ．17 ×1．82］ 20 緩斜 平坦 人為 土師器10，須 恵器 6 本跡→SK －23 8

24 6 B 3g 7 N －410－W ［不整 楕円形］ ［1 ．33 ×1．03］ 42 緩斜 平坦 人為 土師器6，須 恵器 3 SK －19 1

2 58 B B 3 i9 N －370－W ［円　　　 形］ ［0 ．67 ×0．65］ 42 緩斜 平坦 不 明 土師器1，須 恵器 1
SI－71，SK －25 8A

→本跡

SI－36→本 跡，
SK －270 B

26 3 B 4jl N －0 0 円　　　 形 0 ．68 ×0．68 13 外傾 平坦 人為 土師器 2

26 4 B 3f7 N －620－E 楕　 円　 形 1 ．44 ×1．17 50 外傾 平坦 人為 土師器2，須 恵器 5

270 A B 3h 5 N －630－W ［方　　　 形］ ［0 ．86×0 ．80］ 32 外傾 平坦 人為 土師器 3，須 恵器 4

土師器2，須 恵器 1

270 B B 3h 5 N －680－W ［不整 長方形］ ［1 ．35 ×0 ．70］ 41 外傾 平坦 人為 SK －270 A ，27 1

27 1 B 3h 5 N －700－W 不整楕 円形 1 ．22 ×0 ．92 54 外傾 平坦 人為 SK －270 B

S B －4→本 跡

273 C 3a 7 N －630－W 不　 定　 形 2 ．05×1．40 16 緩斜 平坦 人為 土師器 1

27 4 C 3b 3 N －13。－W ［不整楕 円形］ ［1 ．64×1．46］ 30 緩斜 平坦 人為 土師器 3，須恵器4 ，縄文土器 2

27 5 C 3 C 5 N －380－W 楕　 円　 形 0．94×0 ．75 15 緩斜 凹 凸 人為 土師器 2， 陶器 1

27 6 B 3g 7 ．N －300－W 円　　　 形 1．05×0 ．96 5 0 外傾 皿状 人為 須 恵器 1

27 9 B 3f5 N －0 0 円　　　 形 0．98 ×0 ．93 5 5 外傾 凹凸 人為 土 師器 3，須 恵器 3
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土坑

番号
位置

長径方 向

（長軸方 向）
平　 面　 形

規　　　 模
壁面 底面 覆土 出　 土　 遺　 物

備　　 考

重複 関係

新旧関係（古→新）長径（軸）×短径（軸）（m 深さ（cm）

28 2 B 3i8 N －3 0－E ［不整楕 円形］ ［0．98 ×0 ．68］ 29 垂直 皿状 人為
SK －165 ，本 跡

一→SK －173

28 3 B 3d 4 N －140－W 円　　　 形 1．20 ×1 ．10 1 9 緩斜 皿状 人為

・284 B 3d 8 N －26。－E 楕　 円　 形 0．85 ×0 ．76 6 1 垂直 凹凸 人為

286 B 4j4 N －120－W 楕　 円　 形 0．82 ×0 ．63 2 7 緩斜 皿状 人為 焼 けて赤変 した雲母片岩 1 S ト42→本跡

290 B 3a 7 N －61。－E 不　 定　 形 ［2．25 ×1 ．95］ 68 外傾 凹凸 不明 土師器7，須恵器 6 S ト54→本跡

292 B 2jo N －340－E ［楕　 円　 形］ （1．82 ×1．39） 46 外傾 平坦 人為 土師惑11

29 5 B 4a l N －180－E 楕　 円　 形 0．94 ×0．85 3 0 緩斜 皿状 人為

303 B 3d 4 N －580－W 楕　 円　 形 1．16 ×0．98 1 0 緩斜 平坦 人為

308 B 3b 9 N －5 。－W 円　　　 形 0．82 ×0．75 ＿ 60 外傾 皿状 人為 土師器2，須恵器 1

30 9 A 3 h o N －60。－W 楕　 円　 形 1．34 ×1．05 2 2 緩斜 平坦 人為

310 A 3 g 7 N －440－E 楕　 円　 形 1．08 ×0・．98 2 1 緩斜 平坦 人為

311 B 3C 9 N －480－W 円　　　 形 0．76 ×0．74 6 8 外傾 平坦 人為

312 A 3 e8 N －100－E 不　 定　 形 2．28 ×0．69 3 0 外傾 平坦 人為

313 A 3 e9 N －0 0 円　　　 形 0．95 ×0．92 1 0 緩斜 平坦 人為

314 A 3 d 9 N －900－W 円　　　 形 1．00 ×0．94 1 8 緩斜 皿状 人為 土師器 1

31 5 A 4 d 7 N －470－E 不整楕 円形 1．30 ×1．07 4 5 緩斜 平坦 人為

316 A 4 e8 N －8 0－W 不整楕 円形 1．25 ×0．84 2 7 緩斜 皿状 人為

317 B 3d 8 N －680－W 不整楕 円形 1．01 ×0．75 7 3 垂 直 平坦 人為

318 B 3C 8 N －490－W 円　　　 形 0．96 ×0．88 8 1 垂 直 平坦 人為

319 B 3C 8 N －1 0－E 楕　 円　 形 0．99 ×0．73 7 6 垂 直 平坦 人為

349 B 3f7 N －72 0－W 長　 方　 形 0．77 ×0．64 4 7 外傾 平坦 不明 SI－40→本跡

350 B 3f6 N －0 0 方　　　 形 0．70 ×0．70 5 1 外傾 平坦 不明 Sト40→本跡

表15　溝一覧表（付図，第206図）

溝

番号

．中心

位 置
主軸方 向

規　　　　　　 模
壁面 断面 覆土 出土遺物

備　　 考

遺構
番号

重複関係
新旧関係（古→新）長さ（m ） 上 幅 （m ） 下幅 （m ） 深 さ（cm ）

1 E 4d7 N 二73。－W 15．37 0 ．5－1 ．3 0．2～1．0 13～20 緩斜 　　） 人為 S D －2 SK －46

2 E 4eo N －690－W （5．99） （0 ．2－1 ．0） （0．1～0．7） （25） 緩斜 　　） 不明 ．S D －3 SK －50

3 E 4C3 N －770－W 7．66 0 ．7－1 ．1 0．3～0．6 8 －18 緩斜 　　） 人為 S D －4

4 E 3b9 N －800－W 14 ．40 （0 ．4 ～1 ．0） 0．3～0．9 24～40
緩斜

°
垂直

）　 L」 自然
土師器2，須恵

器1，磁器1
S D －7

5 E 3g9

N －2 0－W
N －7 0－W

N －23。－W
N －29。細W

N －540－W

［35 ．00］ （0 ．8 ～1 ．6） （0．1－0．8） （7 －20） 緩斜 　　）
人為

土 師器30 ，

須 恵器 10 ，

土師質土器1，

陶器5

S D －8

SL 9，10 ，SE －2 ，

SK －38→本跡

→SD －1

6 E 4dl N －8 0－E （11．64） 1 ．1～1 ．9 0．7～1．3 21～30 緩斜 　　）
人為 S D －9 SK －61 ，63

7 F 4C5 N －660－W （21．40） 1 ．6～2 ．0 0．3－0 ．6 30～46 緩斜
　　）

自然

土師器12，須
恵器4 ，砥石
1，陶器1，磁
器1

SD －11A
SD －11B ，11C ，

Sト14B →本跡

8 F 4d7
N －730－W

N －280－E
（40 ．08） 0 ．7～1．4 0．2－0 ．6 15～45 緩斜 　　） 人為 SD －11B

SK －36 ，SD －11A ，

11E ，本 跡→SD －1
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溝

番号

中心

位置
主軸方向 ・

規　　　　　　 模
壁面 断面 覆 土 出土遺物

備　　 考

遺構

番号

重複関係

新旧関係（古→新）長さ（m ） 上 幅 （m ） 下幅 （m ） 深 さ（cm ）

9 F 4d 2
N －760－W

N －100－E
（28 ，00） 0 ．5～1．6 0．2～0．6 － 緩斜 　　） 不 明 SD －11 C

S D －11A ，11 E ，

本跡→SD －10

10 F 4d 2 N －110－E （19 ．32） 0 ．7～1．3 0．6～0．9 9 2 外傾 　〕 人為 土師器 2 SD －11D
S D －11E ，

本跡→SD －10

11 F 4f2
N －640－W

N －810－W
［27 ．10］ 0 ．7～1．5 0．4～0．9 － 外傾 　〕 不 明 SD －11E

S D －11B ，11C ，

11D ，SL 1 4A ，15

→本跡

12 D 3e o N －700－W 9．54 0 ．3～0 ．7 0．1～0 ．3 4 緩斜 　　） 不 明 SD －12

13 C 4g l N －730－W （2 ．88） 0 ．3～0 ．4 0，1～0 ．2 4 緩斜 　　） 不 明 SD －13 S K －10 5

14 C 3C 7 N －130－E 5．57 （0 ．8－1 ．1） 0．7～1．0 5 ～14 緩斜 　　） 人為 SD －14
本跡

→SK －14 1，23 6

15 C 3f8 N －9 0－W 3 ．56 0 ．5～1 ．2 0．1～1．1 1 2～20 緩斜 　　） 人為 SD －15

16 C 3i8 N －750－W 18 ．30 （0 ．4 ～0 ．7） 0．2～0 ．4 1 7～25 緩斜 　　） 自然

土師器26 ，須
恵器11，礫1，
磁器 2 ，鉄製

品1，土玉1

S D －16
本跡

→SK －20 8，23 5

17 C 3b 6 N －500－E 9 ．80 （0 ．7 ～1 ．8） 0．4～1 ．7 8 ～17 緩斜
　　）

人為
土 師器 1，

須 恵器 2
S D －17

本 跡

→SK －136 ，13 7

18 B 3a 4 N －700－W 2 ．28 0 ．4 ～0 ．9 0．3～0 ．4 7 緩 斜 　　） 不明 SD －18A

19 A 3j3 N －710－W 5 ．42 0 ．4～0 ．9 0．2～0 ．4 1 3 緩 斜
　　）

人為 土師器 1 SD －18B

2 0 A 3jl N －710－W （3 ．00） （0 ．8～0 ．9） （0 ．5） （14） 料斜
　　） 人為 SD －18C

表16　堀一覧表（付図，第207図）

堀

番 号

中心

位 置
主軸方 向

規　　　　　　 模
壁面 断面 覆土 出土遺物

備　　 考

遺構
番号

重複関係
新旧関係（古→新）長さ（m ） 上幅 （m ） 下幅 （m ） 深 さ （云m）

1 F 4a2 N －88。－W （55．48） 1 ．6～2．4 0 ．2－0．7 90 ～120 外傾 　〕 人為

土師器110，須
恵器72，土師
質土器7，陶器
2，砥石1

SD －1

Sト11 ，SK －38 ，
SD －8 ，11B ，
11C →本跡→
SK －36 ，S F －1

2 G 3b 7

N －230－E

N ．－75。－E

N －78。－W

（77．40） 1．9～2．6 0 ．4～1．8 94 ～124 外傾 　〕 人為

土師器110，
須恵器51，
土師質土器
19 ，瓦質土
器1，陶器1，
縄文土器 1

SD －5 SL 5→本跡

3 F 4g l
N －610－W

N －810－W
（34 ．12） 0．9～0 ．7 0 ．2～0．5 60～105 外傾 　〕 人為

土師器12，須
恵器3，土師質
土器2，陶器2，
土製紡錘車1

SD －10
Sト15，SD －11C ，

11D →本跡

表17　道路状況遺構一覧表（付図，第208図）

道路

番号

中心

位置
主軸方向

規　　　　　　 模
壁面 断面 覆土 出土遺物

・備　　 考

遺構
番号 ・

重複関係
新旧関係（古→新）長さ（m ） 上幅（m ） 下幅（m ） 深さ（cm）

1 F 3j5

N －7 。－W

N －18。－W

N －250－W

（41．80） 1．6～2 ．7 0 ．3～0．5 30～32
緩斜

°
外傾

　　） 人為

人骨（顎），獣骨，
土師器47，須恵
器26，土師質土
器5，置き竃，陶
器4，磁器2

SF －1 SD －1→本跡
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第4節　まとめ

当遺跡からは，旧石器時代から近世までの遺構と遺物が検出され，これまでの先人の生活の一端について少

なからず解明することができた。ここでは，時代ごとに調査の結果を記述し，まとめとする。

1　旧石器時代から弥生時代までの遺物について

当遺跡からは，旧石器時代の石器（ナイフ形石器，尖頭器，スクレイパー，剥片），縄文時代の土器片と石

器（石鉄，石斧，磨石），弥生時代の土器片が出土していることから，当遺跡は長い時代を通じて，人々の生

活と何らかのかかわりのあった場所であることがうかがえる。これらの遺物は，表採または他の時代の遺構に

混入していたもので，この時代の遺構は確認できなかった。また，これらの遺物は調査A区から数多く出土し

たもので，特に調査A区中央部から西側の谷に向う斜面部で顕著であった。

この斜面の一部で，旧石器時代の石器採集地点の調査（付図参照）を行ったものの，ナイフ形石器1点と数

点の剥片以外は縄文土器片が出土したのみで，遺構確認面から1m以上掘り下げた褐色土の中から縄文土器片

が出土することから，石器類はこの西側斜面部一帯に流れ込んでいたと考えられる。

縄文土器片は，縄文時代早期から後期までのものが出土している（1）。特に，調査A区の旧石器の調査地点や

西側の斜面部からは，前期後葉の興津式土器片が多量に出土していることから，遺構が存在した可能性もある

が，耕作等による撹乱のため確認することができなかった。第73，75号土坑からは興津式土器片が出土したが，

覆土下層から土師器片も一緒に出土している。

弥生土器片は，細片が数点出土しているだけで，遺構の確認はできなかったが，出土地点が縄文土器片の出

土した場所より東側の台地上の奥に位置することから，生活圏が変化していたことも考えられる。なかでも第

14A号竪穴住居跡（古墳時代前期）の覆土中から出土した弥生土器片のうちの一片は，南関東系の壷の胴部片

である。この竪穴住居跡から出土しているいくつかの土師器窪が，南関東系の土器であることから，関連性が

あるものと思われ，当時の人々の交流や影響力が広範囲に及んでいたことが推測される。

2　古墳時代から平安時代までの集落変遷（第221，222図）

当遺跡からは，古墳時代の竪穴住居跡17軒，奈良時代の竪穴住居跡29軒，平安時代の竪穴住居跡26軒，奈良

から平安時代と思われる竪穴住居跡4軒を検出した。そこで，出土遺物と住居跡の重複関係をもとに，時期の

明確な72軒を4期に区分して，各期ごとの集落の変遷について検討することにする。

OI期　古墳時代前期・中期（4世紀～5世紀）

第2，5，9，10，11，12，14A，14B号竪穴住居跡で，ほとんど調査A区中央部のやや北側から東側にか

けて検出されている。住居跡の主軸方向はN－100～500－Wの範囲であるが，特にN－300～500－Wの範囲の

竪穴住居跡が多く，若干の規則性がある。平面形は方形または隅丸方形がほとんどで，規模は第11号竪穴住

居跡の48mzを貴大として，大・中形の住居跡である（2）。第9，10，11，12号のように，大形住居跡2軒と中

形住居跡2軒が1単位と考えられる。

OII期　古墳時代後期（6世紀～7世紀）

第15，16，20，23，25，29，32，37，73号竪穴住居跡で，ほとんど調査B区の南部から検出されている。

住居跡の主軸方向はN－00～230－Eの範囲で，東寄りの主軸を持っており，若干の規則性が認められる。

平面形は長方形または隅丸長方形がほとんどで，規模は第23号竪穴住居跡の46m2を貴大とするが，第20，25，

－287－



29，32，37，73号竪穴住居跡のような小形の住居跡が中心で，前期よりも小形化が進んでいることがわかる。

OIII期　奈良時代（8世紀）

第3，4，8，17，19，21，26，28，31，33～36，38，40，42，44，45，47，50，52，54－56，58，63，

66，69，75号竪穴住居跡は，3軒を除いて，調査B区の全域から検出されている。人口の増加によって住居

跡の数も増加していると考えられる。特に，8世紀中葉の第36，38，40，47，52，56，58，63号竪穴住居跡

は調査B区の北側に検出され，住居跡が集中していることがわかる。住居跡の主軸方向はN－100－W

～N－340－Eの範囲で，2軒を除いて東寄りの主軸を持っている。特に，N－00～200－Eの範囲に23軒の住

居跡が主軸を持っていることから，規則性が認められる。平面形は方形または隅丸方形がほとんどで，規模

は第35，58，63号竪穴住居跡の30mzを貴大とするが，69％が小形の住居跡である。そのうち，規模が小さい

11～15mzの住居跡が14軒あり，この時期の48％を占めていることから，前期よりも一層小形化が進んでいる

ことがわかる。さらに，8世紀中葉から後葉にかけては，第19，21号竪穴住居跡のような小形同士の住居跡，

または第56，58号竪穴住居跡のような小形と大形の住居跡といった，2軒を1単位とする配置が考えられる。

OIV期　平安時代（9世紀～10世紀前葉）

第1，6，7，18，27，30，39A，39B，41，43，46，48，49，51，53，57，59，60，61，62，65，67，68，

70，71，77号竪穴住居跡のうち，調査A区の中央西部寄りから3軒，調査B区の全域から23軒が検出されて

いる。特に，9世紀前葉の第48，49，57，59，60，62，65，71，77号竪穴住居跡や，中葉の第39A，39B，41，

43，51，70号竪穴住居跡は，調査B区の中央部から北部に集中している。また，復業の第18，27，46，61，

67号竪穴住居跡は東寄りに南北に広く分散している。住居跡の主軸方向はN－580－W～N－330－Eの範囲

で，1軒を除いて東寄りの主軸を持っている。特に，N－40－290－Eの範囲に20軒の住居跡が主軸を持って

いることから，若干の規則性が認められる。平面形は方形または隅丸方形が約70％で，規模は第1号竪穴住

居跡の26m2を貴大とするが，85％が小形の住居跡である。小形化はさらに進んでいる。

以上のように，当遺跡の集落は，4世紀初めに形成され，8世紀中葉から9世紀中葉の間にそのピークを迎

え，後に分散していく傾向がうかがえる。10世紀前葉以降の集落の変遷については，資料が乏しいことから，

今後の調査に期待したい。

3　中世から近世までの変遷について

当遺跡は，中世から近世にかけては，主に中・近世の基城，中世城郭の関連施設としての役割を担っていた

と考えられる。ここでは調査結果から，その視点を述べることとする。

①調査区内の墓城について

調査A区の北側に広がる，7条の溝で区画された地域からは，墓墳と考えられる土坑45基，地下式墳4基，

火葬施設1基，方形竪穴状遺構2基，井戸1基を検出している。遺物は，遺構に伴わないものも含めると，陶

磁器片（常滑，瀬戸・美濃系の措鉢等の陶器，北関東系の磁器，中国陶器等），土師質土器（皿，捨鉢等），古

銭，人骨片等が出土している。

墓境と考えられる土坑は，基城の中央部南側に多くが集中している。形態としては，楕円形を呈する土坑

（25基），円形を呈する土坑（7基），方形を呈する土坑（13基）である。土坑からは人骨は出土しておらず，

遺物も少ないため，時期判断は困難である。しかし，第37号土坑から古銭（紹豊元賛）が，第44号土坑から常

滑片が，第60号土坑から骨片が出土しており，中世から近世の墓境の可能性が高い。また，第17B号土坑や第17

E号土坑のように，北側にピットを伴う土坑も確認されており，このピットは墓標を建てるためのものではない
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かと考えられる。

地下式墳は，基域を区画する溝に沿って，東側，南側，西側からそれぞれ検出された。遺物は少なく，時期

判断は難しいが，土師質土器片（皿），常滑片が出土している。さらに，隣摸した場所に火葬施設が位置して

いることもあり，貯蔵庫として使用されたのではなく，埋葬を目的としたものと考えられる。

火葬施設は，墓城の中央部やや北側から，地下式境に隣接して検出された。これまでの茨城県の類例では，

当財団で調査，報告された柴崎遺跡（3），三本松遺跡（4）などにみられる。これは，千葉県北部地域においては「T

字状（形）火葬墓（施設）」と呼称されているものであり，千葉県印旛郡市文化財センターの林田利之氏によっ

て，「燃焼坑転用基」の名称で報告されている（5）ものと同様の遺構である。いずれも人骨，多量の焼土，炭化材

が出土しており，古銭等の副葬品と考えられる遺物を伴う例も見られる（6）。当遺跡の例は，小規模のものであ

り，複数回の使用はなされていない。

このように，地下式境と火葬施設が隣接していること，土坑群とは少し離れた位置に構築されていることか

ら，この地域は墓城として意図的，機能的に配置されていると考えられる。笹生衛氏によれば，東国において

は14～15世紀にかけて，「土坑墓が中心となり，火葬土坑・地下式境が一部で伴う」士豪層主導型墓城，また

は同施設を伴う上層農民主導型集団墓が形成されるとしている（7）。当遺跡では，石塔や板碑は出土していない

が，隣摸した墓地には16世紀頃の五輪塔がいくつか集められている。また，『常陸国筑波郡酒丸村面野井村与新

治郡苅間村井同郡平塚村三方野論且筑波郡高田村酒丸村訴論裁許之候々』の判決絵図（貞享5年，1688年）（第

223図）（8）によると，今回の調査A区隣りにお堂（両や社の可能性もある）の印が描かれており，これらの事象

は当遺跡の墓城と関連があるものと推測される。

また，調査B区では，直径約1mほどの円形の土坑群が広がっており，陶磁器片や古銭（紹聖元賛）が出土

している。土坑は第16号溝の北側中央部に特に集中しており，さらに東側に広がっている。土坑の形態や出土

遺物から，座棺による埋葬をした墓域の存在が裏付けられると思う。

②苅間城の関連施設

当遺跡では，中世の薬研堀と考えられる堀を3条ほど調査A区から検出している。遣物は，土師質土器片

（皿，内耳鍋，焙賂鍋）が出土している。これは，中世末期に当地に所在したといわれている，苅間城の施設

の一部ではないかと思われる。前述した「貞享5年の古地図」には，当遺跡北側約50mと南側約20mの地に「本

屋敷」という地名が書かれており，双方に中世城郭の方形区画のような堀が巡っている。そして，二つの「本

屋敷」の間には当遺跡の所在する台地があり，水田が入り込んで北側の本屋敷と2分されている。このような

離れた台地上を利用した中世城郭としては，つくば市寺具にある本多陣屋にその跡が残っている（9）。

また，掘立柱建物跡の配置状況を考えてみると，8棟は調査B区の台地縁辺部に位置し，うち5棟は台地か

ら斜面を望むような形で，南北1列に並んでいる。これは古地図には記載されていない。よって，構築時期は，

8棟すべてが同時期であるかどうかは不明であるが，平安時代以降，特に中世に構築された可能性が高く，そ

の一部は苅間城に関連した施設ではないかと考えられる。

今回の調査で，今まであまり明らかにされてこなかった当地の変遷について，具体的な資料の収集と検討が

なされることとなった。しかし，神田遺跡の全容については，未だ不明な点が多く，資料の裏付けについても

不十分な点が多い。今後の資料や類例の増加，周辺遺跡の調査の結果に期待し，改めて考えていかなければな

らないと思われる。
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付、二改革

神田遺跡から出土した炭化材の樹種

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

茨城県では、これまでに多くの遺跡で古墳時代の住居構築材について樹種同定が行われてきた。その結果、

つくば市・牛久市・岩井市・水海道市と茨城町の各遺跡ではクヌギ節・コナラ節を中心とした落莫広葉樹が多

く認められている。一方、北浦北岸にあたる鉾田町の遺跡ではアカガシ亜属等の暖温帯常緑広葉樹林の構成種

が確認されている。この結果から、沿海地と内陸部で樹種構成が異なっていた可能性があるが、その境界地域

などに関する詳細は不明である。

本報告では、神田遺跡から出土した古墳時代中期（五領期）の住居構築材の樹種を明らかにし、その住居構

築材の用材選択に関する資料を得る。

1．試料

試料は、古墳時代中期（五領期）の第14A号住居跡から出土した住居構築材と考えられる炭化材5点（試料

番号A～E）である。各試料の詳細は、樹種同定結果と共に表1に記した。

2．方法

木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の3断面の割断面を作成し、実体顕微鏡および走査型

電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観察し、種類を同定する。

3．結果

樹種同定結果を表1に示す。試料番号Cには2種類が認められた。試料は、広葉樹2種類（バンノキ属・コ

ナラ属コナラ亜属クヌギ節）とイネ科タケ亜科に同定された（表1）。各種類の解剖学的特徴などを以下に記す。

・バンノキ属（AInus sp．）　カバノキ科

散孔材で、管孔は放射方向に2－4個か複合または単独、横断面では楕円形、管壁は薄い。道管は階段穿孔

を有し、壁孔は密に対列状に配列する。放射組織は同性、単列、1～30細胞高のものと集合放射組織とがある。

・コナラ属コナラ亜属クヌギ節（Quercus subgen．Lepidobalanus sect．Cerris sp．）　ブナ科

環孔材で孔圏部は1～3列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら放射状に配列する。道管は単

穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、1～20細胞高のものと複合放射組織とがある。

柔組織は周国状および短摸線状。

表1　炭化材の樹種同定結果

遺　 構　名 時代・時期 試料番号 出土位置 用　途 樹　　　 種

・第14A号住居跡 古墳時代 （五領期）

A 住居中央部 柱材 バンノキ種

B 住居東部 柱材 コナラ属コナラ亜属クヌギ節

C 住居北部 屋根材
コナラ属コナラ亜属クヌギ節

イネ科タケ亜科

D 住居西部 柱材 コナラ属コナラ亜属クヌギ節

E 住居南部 柱材 コナラ属コナラ亜属クヌギ節
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・イネ科タケ亜科（Gramineae subfam．Bambusoideae sp．）

繊管束が基本組織の中に散在する不斉中心柱をもつ。

タケ亜科は、タケ・ササ類であるが解剖学的特徴では区別できない。

4．考察

柱材と考えられる炭化材4点はクヌギ節3点、バンノキ属1点であった。また屋根材は、クヌギ節とタケ亜

科であった。このことから、柱材はクヌギ節を中心とし、バンノキ属も少数使用されていたことがうかがえる。

屋根材とされる試料番号Cにはクヌギ節とタケ亜科の2種類が確認されたが、本住居跡ではクヌギ節が主に柱

材に使用されていることなどを考慮すれば、構築材の一部が混じったと考えられる。屋根材には、基本的にタ

ケ亜科を使用していたことが推定される。

古墳時代の住居構築材については、県内でも多くの遺跡で樹種同定が行われている（パリノ・サーヴェイ株

式会社，1986a，1986b；未公表資料）。これらの結果では、つくば市・牛久市・岩井市・水海道市や茨城町等の

台地上に位置する遺跡でクヌギ節・コナラ節が多い。その点では、今回の結果はこれまで得られてきた結果と

調和的である。一方沿海地では、古墳時代の資料は少ないが、アカガシ亜属などの暖温帯常緑広葉樹林の構成

種が比較的多い。同様の傾向は、千葉県や神奈川県の沿海地と内陸部の遺跡でも確認されている。この背景に

は、花粉分析結果などとの比較から植生の違いがあったと考えられている（高橋・植木，1994）。茨城県では、

炭化材の同定結果から種類構成の違いを明らかにしてはいるが、花粉分析などによる古植生の調査を行った例

は少ない。今後は花粉分析などによる古植生復面もあわせて行っていく必要がある。
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1．バンノキ属（試料番号A）

2．コナラ属コナラ亜属クヌギ節（試料番号E）

3．イネ科タケ亜科（試料番号C）

a：木口，b：柾目，C：板目，3：横断面

－　　　200！∠m：a，3

＿＿＿　　‾‾　200〃m：b，C
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